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誰だれもが見ていながら誰も気づかなかったことに気づく。研究とはそういうものだ。





──コンラート・ローレンツ









もう、まもなく物理学は終しゆう焉えんを迎むかえる。科学者はいい加減、物理法則が都合のいい作り物だと気づくからだ。





──天あま川かわ理り璃り















　　　第一章「加速する科学の行く末」







　　　　　　　１




　その日、地球上から日本列島が姿を消した。

　時計の針はぴったり七時を指しており、彼は家族三人と食しよく卓たくを囲んでいた。前まえ触ぶれはなく、彼がいつもの手順で味み噌そ汁しるをすすり、焼き魚に箸はしをつけたその瞬しゆん間かん、世界の歴史と科学の歴史が史上類を見ないほど大きく動いた。

　丁度、テレビのニュースに映っていた外国の大都市ニューヨークが今はもう存在しない理由は単純で、アメリカ合衆国の国土である北アメリカ大陸がそっくりそのまま消しよう滅めつしたからである。

　その他ほかにもユーラシア、アフリカ、南アメリカ、南極、オーストラリア──つまり、地球上にあるすべての大陸が姿を消したのだ。より正確に言うならば、姿を変えたという方がいいだろう。先の六大陸とその周囲に位置する島々はおよそ原型をとどめないまでに変形したのである。

　そうして日本列島ではなくなった大地に一人立つ彼に、秒針だけが進んだ時計が、僅わずか七秒間の出来事だと教えてくれた。

　世界人口の半数を数える五〇億人もの犠ぎ牲せい者を出したこの科学実験の失敗、あるいは成功を、後の歴史は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』と呼ぶことになる。その最後の一秒間Last one secondが彼に見せたのは確かにかつての常識を覆くつがえすものだった。
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　研究室では四角いホログラム・ディスプレイが球体を象かたどるかのように何枚も浮かんでいる。その中心にいるのは一五、六歳さいほどの少女だ。うっすら膨ふくらんだ胸に被かぶさる絹糸のような黒くろ髪かみが、ホログラム・ディスプレイの光に青くぼんやりと照らされ、一糸まとわぬその華きや奢しやな体は宙に浮いていた。身じろぎもせず瞳ひとみを閉じたままの彼女はまるで眠ねむっているか、さもなくば死んでいるようにも見えるが、どちらも正しくはない。

　彼女は他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットだ。指示、命令を与あたえることで行動可能な旧世代の人造人間であり、外見こそ人と同じであるが意識を持たない。つまり、生きてはいないのだ。それもまだ完成途と中ちゆう、いや完成間ま際ぎわといった方が適切だろう。

　く、と小さな声が研究室に響ひびく。それは次し第だいに大きく、そして明確な意味を発するようになった。笑い声だ。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ」

　声の主は白衣を翻ひるがえして、ホログラム・ディスプレイをまるでピアノでも弾ひくかのようにリズミカルに操作しながら、愉ゆ快かい痛快極きわまりないといった風に一人笑う。他人が見れば人格を疑いかねない光景だが彼、一いちノの瀬せ賢けん悟ごは弱じやつ冠かん一七歳ながらも自らを天才だと公言してはばからない立派な変人だ。

「計算通り、計画通り、計略通りよっ。順調すぎて逆に怖こわいぐらいだ。そもそも、たかだか旧世代の人工知能ごときでこの吾輩わがはいが失敗を犯おかすわけがないではないか！　天才とは一パーセントの閃ひらめきと九九パーセントの努力などとどこぞの科学者が言ったそうだが、見ろ、現実はこうだ！　天才とは一〇〇パーセントの閃きで出来ているっ！」

　右の拳こぶしを握にぎりしめてポージングを決めた後、賢悟は人工知能プログラムの最後の設定を終える。

「さあ、世紀の瞬しゆん間かんだ」

　ホログラム・ディスプレイが吸い込まれるように次々と他律型人工知能ロボットのボディの中に消えていき、浮遊していた足がゆっくりと床ゆかにつく。彼女は瞳を開き、静かに声を発した。

「正常起動しました。マスター、私の名前を教えてください」

　完かん璧ぺきと言いたげに賢けん悟ごは唇くちびるを歪ゆがませる。

「よかろう。吾輩わがはいが三日三晩寝ねずに考えた素す晴ばらしい名前をとうとうお披ひ露ろ目めするときがきたのだな。この名前をつけるのに天才である吾輩がどれだけ苦労したか、そう、これは聞くも涙なみだ、語るも涙、涙なくしては語れぬ──」

「どうでもいいから早く教えてください、マスター」

「お、おお、おおう？」

「なに口ごもってるんですか？」

　他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうに突つっ込まれ、賢悟は少しばかり想定と勝手が違ちがうような気がした。

「な、ならば言おうではないか。お前の名前はカナだ」

「カナ、ですか」

　彼女は響ひびきを確かめるように自らの名前を発音した。

「どうやら気に入ったようだな？」

「いえ、全然ダメです。センスの欠片かけらも感じられません。でも、マスターの命名なので気を利きかせて我が慢まんしようと思います。健けな気げですね、私」

「待ていっ！　カナ、お前は本当に他律型人工知能か？」

　自分で作っておきながら賢悟は馬ば鹿かみたいに聞いてしまった。しかし、他律型人工知能は意識を持たない。つまり、趣しゆ味み、嗜し好こうなどという概がい念ねんとは無む縁えんのはずなのだ。

「はい。でも、チューリングテストに合格していますから。ていうか、マスター、その質問、マヌケですよ？」

　チューリングテストとは機械の知性を判定するテストで、判定者がその機械と話して人間と区別ができなければテストに合格したと見なされる。ぶっちゃけ賢悟は閃ひらめきだけで作ったので細かいことは覚えていなかった。

「うむう。そういえばそうだったような気がしないでもないがな。つまり、センスの欠片もないって言ったのはなんだ、あれか？」

「はい。疑似意識パターンの一つに決まってます。要するにランダムです」

「ということはマヌケってやつも？」

「ランダムです」

「しかし、なぜ悪口ばかり言うのだ？」

「たまたまです。ランダムですから」

「それにしては暴言が多いように思うのだがな。そこのところどうなんだ？」

「知りませんよー。ていうか、マスター、自分で作ったんじゃないですか。私に聞かないでください」

　カナは頰ほおを膨ふくらまして、そっぽを向いた。チューリングテストに合格しているだけあってなかなか人間らしい仕草だ。いや、若じやつ干かん狙ねらいすぎか、などと人工知能の出来を検証しつつ、彼は言う。

「アインシュタイン曰いわく、調べればわかることをいちいち覚える必要はない」

「だったらそのくだらない格言もさっさと忘れてくださいよ」

　本当にランダムか、と人工知能を開いて調べたくなるのを賢けん悟ごはぐっと堪こらえた。

「とりあえず、服を着ろ。あそこの棚たなにお前用のが入っているから好きなのを選べよ」

「イエス、マスター。でも、どうせランダムですよ？」

「おう。いいぞ」

「了りよう解かいです」
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　カナは笑え顔がおを見せながら、右手を額の辺りに持ってきて敬礼してから、とことこと棚へ走っていく。途と中ちゅう、「あ」と声を上げて振ふり返ると、

「鳴ってますよ、マスター」

　言われて注意を向けるとリリリリと耳元で電子音が鳴っていた。ナノスマートフォンから発せられる電話の着信音である。現在、一部の研究用コンピュータと一部の家電製品を除き、かなりの数の電子機器がこのナノスマートフォンと呼ばれるナノマシンに統合されている。身近なところでいえば、テレビ、ラジオ、パソコン、ビデオカメラ、オーディオプレーヤー、カーナビゲーションシステム、ゲーム機などである。なお、ナノスマートフォン同士はネットワークを構築していて、紙し幣へいが廃はい止しされ電子マネー化した通貨の決済手段としても機能している。西せい暦れき二一世紀までは簡単なナノロボットさえ作ることのできなかったナノテクノロジーがなぜこうもいきなり発達したかといえば、特とく異い領りよう域いき理り論ろんによって開発された特異領域制御装置ＤＣＵの恩おん恵けいが大きいだろう。

　表示、と賢けん悟ごの脳波に反応したナノスマートフォンが長方形のホログラム・ディスプレイを映す。発信者の欄らんに西さい条じよう彩あや世せとあった。賢悟と同じく世界国家第一大学に所属する同級生だ。

　応答。ホログラム・ディスプレイに活発そうな女の子が映される。彼女はスポーティに切り揃そろえた暗いブラウンの髪かみを揺ゆらしながら、大きな目を生き生きと輝かがやかせ走っていた。足を覆おおうベージュのグラディエーターサンダルは全力疾しつ走そうしても支障のないようにヒールの低いもので、丈たけ長ながの黒いタンクトップとその上に着た白黒のボーダーショートＴシャツが体のラインに合わせ少し窮きゅう屈くつそうに曲線を描えがいている。デニムショートパンツからは柔やわらかくも張りのある肌はだが露ろ出しゆつし、その脚きやく線せん美によりいっそう拍はく車しやをかけていた。

　彼女は挨あい拶さつもそこそこに用件を切り出す。

「今、どこ？」

「あ？」

「あ、じゃなくてさ、今どこにいるの？」

　彩世はディスプレイ越ごしに睨にらみつけてくる。

「なんだ、いきなり？」

「あー、不在着信。不在着信、見てないよね、それって。電話も出ないし。なにしてたの？」

　賢悟はカナの最終チェックのため三日三晩、この研究室にこもっていた。電話があったことさえ気がついていない、ことにしておこうと思う。

　努めて動どう揺ようを隠かくし、賢悟は答えた。

「そいつはすまなかった。いつもの研究室に、いたんだが」

「すぐ行く。言い訳と、それから返事も考えといてね。あ。あとさ──」

　彩世は花が咲いたようなそれは見事な笑え顔がおを作って、

「逃にげたらあたし、なにしちゃうかわかんないよう？」

　通話が切れ、ホログラム・ディスプレイが消える。賢悟は思ったままに呟つぶやいた。

「……やべえな。バレてやがる」

「マスター、取り込み中ですか？」

　カナは全ぜん裸らのまま赤いワンピースを手にしていた。

「おう。ちょっとまずいことになったから急いでずらかるぜ。早く着な」

「それが、マスター、ちょっと困っているんですが、私、服を着れないみたいです。正確には下着をつけようとするとエラーが起きます。多分、これ、行動プログラムに入ってませんね。どうします？」

「カナ君、時間がないんだ。冗じよう談だんはよしたまえよ。才能溢あふれる科学者である吾輩わがはいがそのようなケアレスミスをすると思うてか？」

「冗じよう談だんはプログラムに入ってませんよ、マスター。もしかして、才能溢あふれるほど器が小さいんじゃありませんか？」

「入ってるじゃねえか思いきりブラックなやつが！」

　他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうは意識を持たない。今の賢けん悟ごは自分でプログラムしたランダムに喋しやべる機械人形にツッコミを入れる寂さびしい人間だった。

「私のマスターは女の子にモテなさそうな性格ですね」

「な、なにを馬ば鹿かな。吾輩わがはいはお前にとってはただのマスターだが、人間には恋愛マスターと呼ばれているのだぞ。ま、まあ、他律型人工知能ごときにはわかるまいがな」

　油の切れたロボットのような動きで同じ場所を無意味に行ったり来たりしている彼が動どう揺ようしているというのは他律型人工知能にもよくわかっただろう。

「初めてのキスはなんの味がしましたか？」

　賢悟が腰こしが砕くだけるように足あし下もとから崩くずれ落ちた。

「す、すんません。ちょっと強がってみたかっただけなんです。もうそれぐらいで勘かん弁べんしてください」

　賢悟は自分で作った人工知能に泣きを入れていた。

「それで、服はどうしますか？　このままじゃ、命令を実行できませんよ」

「ちょ、ちょっと待て。今、心の傷を塞ふさぐから三〇秒待て」

　耳を塞ぎ、目を閉じて「デリート」と賢悟は呪じゆ文もんのように何回も唱えている。三〇秒はとっくに過ぎた。

「まだですかー？」

「うっさいやいっ。ぼくちんはデリケートなんだいっ！」

　思春期の彼はその心と共に一いち人にん称しようさえも移ろいやすい。強がっている時や調子に乗っている時は吾輩、へこんでいる時はぼくちん、と非常にわかりやすく、僕や俺など一いつ般ぱん的なものも使いこなす。

「でも、デートぐらいはしましたか？」

「ちっきしょ────っ！」

　ガン、ガガン、と賢悟は床ゆかに頭を打ちつけ出した。床は砕くだけ、辺りに破片が飛び散っているが、彼の頭にはまるで損傷が見られない。

「マスターって頭、頑がん丈じようですね」

　賢悟はカナの言葉にニヤリと笑い、唐とう突とつに上じよう機き嫌げんになって口を開いた。

「ふ、まあそんなに褒ほめるなよ。確かに吾輩の頭ず蓋がい骨こつはそんじょそこらの盆ぼん暗くらどものものとは根本的に出来が違ちがう。なにせ世界最さい高こう峰ほうの頭脳を守っているのだからな。待てよ、思いついた。いやさ、思い出したぞ」

　賢けん悟ごはすくっと立ち上がりカナの持っている衣服に手を伸のばした。

「不ふ眠みん不ふ休きゆうで行動プログラムを作成中、どうしてもパンツをはくところのインスピレーションが湧わかなかった吾輩わがはいはとりあえず後回しにしてそのまま忘れてしまったのだ」

「やっつけで生まれたんですね、私。デバッグしてくださいよ」

「まあな、だが安心したまえよ。パンツをはく工程を飛ばせばエラーは起こらないはずだ」

「それってノーパンですか？　スカートめくれたらどうするんですか？　ぶっちゃけ私はいいですが、他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットの公序良俗に関かかわる法律に抵てい触しよくしたら捕つかまるのはマスターですよ。まずいんじゃないですか？」

「ふ、誰だれがノーパンだと言った？」

　眼光を鋭するどくする賢悟にカナはわからないといった風に小首をかしげる。

「やれやれ、これだから他律型人工知能は想像力というものが欠けていて困るぜ。いいか、よく考えろ。お前が下着をはけないことをＡとし、ノーパンをＢとする。このとき、Ａ＝Ｂが論理的に成立するか？　いやさ、成立しない」

「マスター、私の思考プログラムがエラーを起こしています」

「なぜならば──」

　彼はピンクのリボン付きパンツを固く握にぎりしめながら宣言した。

「吾輩が下着をはかせればいいからだっ！」

　画期的な科学理論を発表した新進気き鋭えいの科学者のように確信に満ちた賢悟の瞳ひとみは、いかに幼女が素す晴ばらしいかを語る真性の変態の視線とまさしく同じ輝かがやきだった。

「マスターって超ちようロリコン親父おやじみたいな凛り々りしい顔をしてますよね。でも、そんなところ人に見られたらなんて言い訳するんですか？」

「案ずるな、カナ君。ってそれ全然凛々しくねえっ！　誰だれが超ロリコン親父かっ！」

「ツッコミが遅おそいです、マスター。それでなんですか？」

「まあ、聞け。第一にこんなところを偶ぐう然ぜん、人に目もく撃げきされるような漫まん画が、アニメ的お約束展開は現実にそうそう起こるものではない。第二に目撃されたからといって吾輩がいかがわしいことをしているなどと簡単に誤解するようなテンプレ思考を行う人間は現実にはそうそういない。第三に誤解されたからといって焦あせったり動どう揺ようしたりするから余計に怪あやしいのであって、堂々としていればすぐに容疑は晴れる。この三次元世界における勘かん違ちがいの三法則からして、吾輩の倫りん理り的人格に疑義を持たれることは、重力が反転でもしない限りありえない。わかったら、右足を上げろ」

「イエス、マスター」

　賢悟はカナの右足にさっとピンクのリボン付きパンツを通す。続いて左足を上げるように命じようとしたところで、背後から自動ドアの開く電子音を聞いた。

　まさか、いや信じろ──と賢悟は自らの定義した三次元世界における勘違いの三法則をよりどころに心を奮い立たせ、後ろを振ふり向こうとする。だが、できなかった。軽口を叩たたいていた先さき程ほどまでとはまるで空気の重さも温度も違ちがうのである。かの有名な科学者アインシュタインは自らの提唱した理論を説明する時に言った。『熱いストーブの上に一分間手をのせてみてください。まるで一時間ぐらいに感じられるでしょう。ところが可か愛わいい女の子と一いつ緒しよに一時間座っていても、一分間ぐらいにしか感じられない。それが相対性というものです』。賢けん悟ごはまさに相対性をその身で味わっている最中だった。

　なぜならと言うべきか、今、この場にこのタイミングで現れそうな人間は一人しかいない。それは賢悟の人間関係の中で最も厄やつ介かいな少女だ。

「一いちノの瀬せ君、それは一体なんの研究なの？」

　賢悟の危き惧ぐした通り、西さい条じよう彩あや世せが努めて感情を抑おさえたような口調でそう尋たずねた。しかし不幸中の幸いか、三次元世界における勘かん違いの三法則、その第三法則はまだ破られていない。

「ヘイ、アヤーセ。ハァウドゥーユードゥー？」

「マスター、落ちついて。堂々としてください」

　動揺のあまりエセ外人口調になってしまった賢悟にカナが小声で助け船を出す。賢悟はなんとか気を取り直し、まるで未知の現象を発見した科学者のように言った。

「彩世、ちょっと来てみろよ。まさかロボットのここがこんな風になっているとは思わなかったぜ。どういう仕組みなんだろうな、この吾輩わがはいでも皆かい目もく見当がつかんよ」

「マスターの設計通り、ハード的にはちゃんと人間の女の子と同じ機能がありますよ」

　この瞬しゆん間かん、三次元世界における勘違いの三法則が破れたのを賢悟は直感した。

「そっか。ふーん。そういう人なんだね、一ノ瀬君って」

　彩世は声と体を震ふるわせている。

「待て、待ちたまえよ、彩世。それは危険な発想だ。よーく考えてみるがいい。まだそうと決まったわけではないだろう？」

「やだな。そんなに心配しなくても誤解なんかしてないよ。あたし、もう全部わかったから」

　にっこりと彩世が微ほほ笑えむ。心を持たないロボットだってもう少し人間らしく笑うだろうと賢悟は背筋に冷たいものを感じた。

「いいや、わかってないぞ。お前はなにもわかっていない。そうやって自分で勝手に思い込んでわかった気になるのが一番いけないんだ。言いたいことがあるならはっきり言えばいいじゃないか。それで万事解決さ。誤解も晴れて、心配事もなくなる。世はすべて事もなしだ」

「じゃ、一つ、いいかな？」

「おう、どんと来い」

　賢悟は自分の胸を強く叩き、何でも聞けとアピールする。おもむろに近づいてきた彩世が人なつっこい笑みを見せる。一瞬、姿を見失ったかと思うと彼女は瞬間移動でもしたかのように背後に回り込んでいて、賢悟の背中に手の平を当てた。

「一いちノの瀬せ君のヘタレ、細胞分ぶん裂れつからやり直せば？」

　彩あや世せの周囲に蒼あお白じろい光が揺ゆらめいたかと思うと賢けん悟ごの体は重力が反転したかのように中空へと浮かび上がって更さらに加速し、天てん井じように頭をめり込ませた。

「い、痛いてえ。彩世お前っ、特異領域制御装置ＤＣＵは卑ひ怯きようではないかっ！」

「石頭だから大だい丈じよう夫ぶでしょー？　それとも飛行フライトじゃなくて非ス殺タ傷ン兵ガ器ンがよかったかな？　後学のために教えてあげてもいいよう」

　賢悟はそれを聞くと表情を険しくして彩世を見た。

「……そいつは、挑ちよう発はつか、それとも自じ慢まんかよ？」

「ただの一ノ瀬君のコンプレックスだよ。悔くやしいならＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格を取ればいいのに。教授に喧けん嘩か売って無期停学とか馬ば鹿かみたいだし。いい加減、意地張ってないで謝ればいいと思う」

「それはできんよ」

「どうして？」

「間ま違ちがっていないことを謝れるわけがあるか。彩世こそ、身み内うち贔びい屓きはいい加減にするのだな」

　カチンときたというのがわかるほどに彩世の表情が冷れい淡たんになる。

「それ、さ。その言い方ないよ。本気で言ってるならあたしも怒おこるよ？」

　売り言葉に買い言葉だった。

「怒るならなんだ？　非ス殺タ傷ン兵ガ器ンでも食らわすか？　やれるものならやってみたまえよ。吾輩わがはいもいちいち女のくだらないヒステリーにつきあっているほど暇ひまではない。特異領域制御装置ＤＣＵが絶対ではないことを証明してみせよう」

「女のくだらないヒステリー？」

　彩世は顔の筋肉だけを使って寒さむ気けがするような笑い顔を作ると、静かに人差し指を彼に向けた。

「一ノ瀬君の負け犬、遺伝子配列から組み直せば？」

「ま、待ちたまえよ、彩世。やれとは言ったが本気でやれとは言ってな──」

　賢悟の視界に彩世の人差し指から彼の体に向かって伸のびる赤色の光線が映った。その瞬しゆん間かん、死にものぐるいで賢悟は叫さけんだ。

「すいませんでしたーっ！　ぼくちん、ちょっと調子に乗って──」

　時すでに遅おそく、光線は賢悟を貫つらぬく。直後、賢悟は体験したことのない壮そう絶ぜつな激痛と共に壊こわれたラジオのノイズのような悲鳴を上げ、やがて意識を失った。
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　賢悟が目を覚ますと視界が不自然に高い位置にあった。どうやら未いまだ天井に頭がめり込んだままのようだ。ずっと吊つられていたせいか、若じやつ干かん首が痛かった。

「カナ君、いるかね？」

「イエス、マスター」

　返事と共に賢けん悟ごの目の前に回り込んできたカナは色鮮あざやかな赤地に藤ふじの花を描えがいた振ふり袖そでを纏まとっていた。

「そいつはどうしたよ？」

「彩あや世せさんにもらいました。これなら下着をはかなくても不自然じゃないそうですよ。ていうか、マスター、着物の着付けはプログラムされてるのに下着はけないとかおかしいです。下りないんですか？」

　さすがに非ス殺タ傷ン兵ガ器ンはやりすぎたと反省したのか、なかなか高価そうな振袖だ。それでも謝ってはこないわけだが、賢悟の方も言いすぎた自覚はある。彼が喧けん嘩かした教授は彩世の父親なのだ。

「下りるとも。むしろ、下ろしておいてくれててもよかったと思うぞ」

　賢悟は両手を天井につき、力尽づくで天井から頭を引っこ抜ぬく。自由落下後、地面に両手両足をついて着地した。

「でも、私は命令がないと動けませんよ。それより、マスター、さっきの現象はなんですか？」

「おう？」

「私の思考プログラムが二回、エラーを起こしました。一回目はマスターにかかる重力だけが反転して加速したような現象でしたが、原因がどこにも発生していません。二回目は私の環かん境きよう解かい析せきセンサーになにも反応がないのにマスターが突とつ然ぜん悲鳴を上げて意識を失いました。でも、外傷らしいものが見つかりません。なぜですか？」

「やれやれ」。賢悟は大げさに肩かたをすくめ「そんなことも知らないとは困ったものだな」と言うと、「はい。マスターがインプットしてくれなかったので困っています」と返される。返事に窮きゆうした賢悟はとりあえずなかったことにして「特ド異メ領イ域ンだよ」と説明を始めた。

「正式名称はsingularity　domain.特異点の領域、連続した特異点のことだ。特異点は今の科学技術では機械で観測することができない。もっと言えば、人間でも認にん識しきできる精度で観測が可能なのは脳に特異領域制御装置ＤＣＵを移植したＤＣＵ管理者アドミニストレータだけだ。だから、お前のセンサーにはなんの反応もなかったというわけだな」

　特異点は領域だと言われており、科学者にとって極きわめて厄やつ介かいな性質を持つ。なぜなら、質量がなく、大きさがなく、エネルギーを持たない。最さい先せん端たんのあらゆる計測機器を使っても、目に見えず、音に聞こえず、匂においがなければ、味もなく、当然触さわれもしない。だが、それでも人間の脳は特異点を確かに知覚しているのである。特とく異い領りよう域いき理り論ろんによれば、脳自体が感覚器として特異点を観測しているのだそうだ。しかし、人間の生来の機能では特異点の正確な位置までは把は握あくすることができない。そこで、脳の特異点に関する能力を増強、補正する装置、特異領域制御装置ＤＣＵを脳に移植することで人間は特異点を感知し、また特ド異メ領イ域ンを制せい御ぎよすることが可能となった。

「さて、ここで一つ質問だ。特ド異メ領イ域ンで一体、なにができると思う？」

　覚え立ての知識を披ひ露ろうする子供のように得意気な表情を賢けん悟ごは浮かべる。彼は自他共に認める無類の科学馬ば鹿かだ。三度の飯より研究好きなのは言うまでもなく、実験に夢中になりすぎて、研究室で倒たおれているところを発見されたことは一度や二度ではない。

「マスター、私にそういう発想をする機能がついてないって知ってて聞いてますか？」

　カナの苦言をまったく無視して賢悟は話を続ける。

「かんらかんらよ、驚おどろくなかれ、これが理論的にはなんでも可能なのだよ。まあ、ドメイン理論やマテリアル理論の制約を受ける以上、例外はあるにはあるが、吾輩わがはいの頭上に重力の数倍の引力を持つ特ド異メ領イ域ンを展開して天てん井じように頭をめり込ませるなんてことは朝あさ飯めし前まえだ。なぜならば、特異点は物理法則の影響を受けないのだ」

　特とく異い領りよう域いき理り論ろんが発表された当時、それを信じる科学者は誰だれ一人としていなかった。だが、特異領域理論を提唱した五人の天才科学者が実際に特ド異メ領イ域ンの大規模な展開実験に成功すると状じよう況きようは一変する。日本から北アメリカ大陸を横断する広大な範はん囲いの特ド異メ領イ域ン展開、大陸すべてを変形させる現象を目まの当あたりにした科学者達はその理論の正しさを認めざるを得なかった。かくして科学界では特異領域理論を是ぜとする考えが主流となる。それはかつての物理学に別れを告げることでもあった。なぜなら、特ド異メ領イ域ン内における法則──マテリアルロウ──は物理法則に優先する。ならば、物理法則は特ド異メ領イ域ンによって作り出されているというのが自然な考えであり、特異領域理論の通説だ。

　西せい暦れき二〇世紀における物理学界の双そう璧へき、時間と空間の性質を解明したアインシュタインの相対性理論も原子や分子など極きわめて小さなスケールの現象を表した量子論もより厳密に言えば正しくないことが証明された。現代の物理学界では物理法則は書き換かえられるというのが常識なのだ。

「マスターはＤＣＵ管理者アドミニストレータですか？」

　賢悟は途と端たんに小さくなり歯を食いしばりながら言葉を絞しぼり出した。

「……どうせ、ぼくちんは資格のない無資格者ゲストさ」

「それじゃ、さっきの彩あや世せさんはマスターと同じぐらいの歳としなのにＤＣＵ管理者アドミニストレータなんてすごいですね。ていうか、マスターは口が達者なのが取とり柄えですか？」

「どういう意味だ、こら」

　分解してやろうか、この失敗作と賢悟が人工知能相手にマジギレしかけたところで自動ドアが開いた。入ってきたのは板のようにひょろっとした背の高い男だ。歳は賢悟と同じぐらいか、正統派イケメンアイドルといってもおかしくないぐらいの顔立ちではあるものの、手に持ったダストモップと青い作業着がそれを台無しにしていた。男がモップから手を離はなすと、モップは地面に直立した。彼はメガネのテンプルを両手で持ち上げるようにかけ直してから、破損した床ゆかと壊こわれた天てん井じようを注視した後、険しい視線を賢けん悟ごに向けた。

「賢悟、俺はいつも口をすっぱくして言っているよな？」

「なんのことだかわからんが？」

　男はモップをつかみ、そのまま宙に投げる。モップはくるくると六回ほど高速回転した後、吸い込まれるように男の手の平に戻もどってきた。恐おそろしいほどモップの扱あつかいに手て慣なれた男だった。

「研究室を壊すな、燃やすな、散らかすな。整理整せい頓とんを心がけ、来たときよりも美しく。これが美化清せい掃そう員からのお願いだろう」

　彼の名は神かん崎ざき清せい十じゆう郎ろう、研修中の美化清掃員かつ賢悟の数少ない友人だ。世界国家第一大学では二年の後期から全員、実習に入る。配属は適性と希望に従い、中央交通ターミナル、空くう挺てい消しよう防ぼう局きよく、気き象しよう局きよく、天てん然ねん資し源げん生せい成せいセンター、特とく異い領りよう域いき発はつ電でん所しよなどと様々であり、清十郎は環かん境きよう美び化か推すい進しんセンターに配属されている。なんの実習かといえば当然、特異領域制御装置ＤＣＵだ。

　暦こよみが西せい暦れきから世界暦に変わった頃ころ、教科書からは物理学や化学などの分野が大おお幅はばに削けずられ、高等学校が廃はい止しされた。大学といえば専もっぱら特異領域理論を学ぶ場所となり、中でも最さい先せん端たんの知識を学べるのが世界国家第一大学だ。無限の富と平和をもたらすという謳うたい文もん句く通り、開発された特異領域制御装置ＤＣＵから展開されるマテリアルロウはあらゆる分野で重宝されている。

　その事実を証明するかのように、モップの回転が終わる頃には破損した床と天井が元に戻り、あまつさえ室内がピカピカに磨みがき上げられていた。無資格者ゲストの清掃員なら一日がかりの仕事量を僅わずか数秒で行う世界国家第一大学の学生は実習生の段階でどんな企業、団体からも引く手数あ多またである。

「そう言うなよ、清せい十じゆう郎ろう。床も天井も、なにも壊したくて壊したわけではない。彩あや世せの奴やつがだな──」

　床は完全に賢悟の過失だが、彼は言い訳に彩世の名前を使った。

「西さい条じようがなにかしたのならお前が悪いに決まっているだろう」

「な、なぜそうなる？　理り屈くつがおかしいではないかっ！」

「西条はいい奴だが、お前は悪い奴だからだ。西条が怒おこったのなら非はお前にあると考えるのが自然だろう？」

「清十郎、貴様は先入観という言葉を知っているか？」

「知っているからこそなぜここでその言葉を引き合いに出したのかがわからない。お前が人の迷めい惑わくを顧かえりみない馬ば鹿かだというのは客観的事実だろう？」

「お、俺が一体なにをしたというんだ？　俺は親の仇かたきか？　人類の敵か？」

　賢悟は大げさな身み振ぶり手振りでこれでもかと嘆なげいたが、清十郎は可か哀わい想そうな人間を見るような目で彼を見ていた。

「実験と称しようして学校施し設せつを全ぜん壊かいさせたのが二六回、半壊が四〇回。特異領域制御装置ＤＣＵの検証と称しようして研究員並びに実習生をそそのかして実習課程及および研究を遅ち延えんさせたことが合わせて一四回、言い訳があるなら言ってみろ」

　世界国家第一大学広しといえども、これだけ悪行の限りを尽つくした学生は一いちノの瀬せ賢けん悟ごただ一人である。

「吾輩わがはいのすごいところは、これだけやって死人を出していないということだ」

　得意気に賢悟は言うも、「当たり前だ！」と一いつ喝かつされ、しゅんと落ち込んだ。これまでの経緯でわかる通り、彼は浮き沈しずみが激しい。

「で、西さい条じようはどうした？」

　そのあまりの落差を見かねて清せい十じゆう郎ろうが助け船を出す。彼は大学入学当時に知り合ってからずっと賢悟の友人をしていられるほど面めん倒どう見みのいい人間だ。

「俺に非ス殺タ傷ン兵ガ器ン食らわしてどっか行った」

「そいつは──」清十郎はどうフォローするべきか迷い、「さすがに災さい難なんだな」と続けた。

　遠い目をする賢悟の前に清十郎はナノスマートフォンのホログラム・ディスプレイを開いた。

「実はいいニュースがある」

　清十郎はホログラム・ディスプレイを拡かく大だいし、インターネットから科学ニュースのトップを表示した。『眠ねむるスーパーコンピュータ、ついに目覚める！』という見出しの記事にたちまち賢悟は食いつき、ディスプレイを注視した。

「おい、清十郎。こいつはほんとに本当かよ？　ガセではないだろうな？」

「さっき立たて石いし教授に確かく認にんをとった。本人から直接、連れん絡らくがあったそうだから間ま違ちがいないだろう。驚おどろくなよ。今日のマテリアル通信での講演が急きゆう遽きよ決まった」

「愚おろか者ものっ、それを先に言いたまえよっ！」

　突とつ然ぜん、走り出した賢悟を慌あわててカナが追いかける。遅おくれて清十郎が続いた。

「待て待て。どこに行く気だっ？」

「彩世に知らせるっ。あいつはマテリアル通信、いつも録画で見ているからな。こいつはそんな悠ゆう長ちような見方をしている場合ではなかろうよっ！」

　部屋を飛び出し、廊ろう下かを駆かけ抜ぬける賢悟のすぐ横にカナが、その少し後ろを清十郎が追いかけている。

「とりあえず電話をかけろ、電話を。目的地も決めずにいきなり走るなっ」

「なにを馬ば鹿かな、これが走らずにいられるかっ！　目的地なんてものは後から決めればよかろうっ」

　何か言いたげな清十郎をよそに賢悟はナノスマートフォンで発信すると、すぐにホログラム・ディスプレイに彩世の顔が映った。少し不ふ機き嫌げんそうな彼女が口を開くより先に賢悟はまくし立てる。

「大事件だぜ、彩あや世せっ。今日、マテリアル通信で天あま川かわ理り璃りが講演するぞ。天川理璃だぜ、天川理璃。特とく異い領りよう域いき理り論ろんを提唱した研究機関『シングラリティ』の元メンバー、あの五人の天才科学者の内の一人だぜ。もっと驚おどろきたまえよ！」

　さっきまで喧けん嘩かしていたことをコロッと忘れてしまった賢けん悟ごに、彩世は開いた口が塞ふさがらないようだったが、彼が喋しやべり続けると次し第だいに呆あきれ、やがて仕方がないというように頰ほおを緩ゆるませた。

「少し落ちついて。それ、確かなの？　天川理璃ってあの眠ねむるスーパーコンピュータの人でしょ。ここのところずっと論文も発表してなくてそれでいきなりマテリアル通信とかマイナーな科学ジャーナルの番組で、しかも講演なんてありえるかなあ？　消息不明って噂うわさもあったらしいよ」

「案ずるでない、しかと裏はとってある。もし、ガセだったら情報元の清せい十じゆう郎ろうを好きにしたまえよ」

　後ろから清十郎が何か抗こう議ぎをしてきたような気もしたが賢悟は気がつかないふりをした。

「で、今、どこにいるんだ？　こっちは清十郎と一いつ緒しよだ。合流しようぜ」

「ん、いいよ。今はね青あお森もりにあるいつものお風ふ呂ろ屋さんにいるけど？」

　世界国家第一大学の敷しき地ちは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で消しよう滅めつした旧日本列島と同じ形をしており、面積もほぼそれに等しい。住所も旧日本で使われていた地名をそのまま採さい用ようしていて、賢悟達の今いる場所は東とう京きようだ。正確には世界国家第一大学東京都と表記するが大たい抵ていは省略されてしまっている。

「ちもり湯か。ならば、一〇分で着く」

　通信を終え、ホログラム・ディスプレイを閉じると賢悟は、難しそうな顔をして空を見上げている清十郎に声をかけた。

「どうしたのだ、浮かない顔をして」

「いや、今、上空を空くう挺てい消しよう防ぼう署しよが通っただろう。特に災害もないのに明らかに普ふ段だんの飛行ルートから外れているからなぜかと思ったんだが」

　空挺消防署は世界国家第一大学にて防ぼう災さい活動を行う航空要よう塞さいである。火災は勿もち論ろんのこと、洪こう水ずい、雪崩なだれ、地じ震しんまでも特異領域制御装置ＤＣＵを使って無効化することが可能だ。また世界国家第一大学に対しての産業スパイや領空侵しん犯ぱんの防止、あるいは直接的な攻こう撃げきにも対処方法を持つ防衛機構の一部でもある。もっとも、一番重要な役目は特ド異メ領イ域ン実験の失敗によって発生した様々な災害に対処することだ。

「大方、地下で特異領域災害ドメインハザードでも起きたのではないか。そんなことよりもストップだ、清十郎。伝でん導どう路ろを通ってターミナルへ向かう」

　賢悟が方向転てん換かんして雪ゆき路みちのように真っ白な道路に足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、体が浮かび上がる。まるで鳥のように賢悟は空を飛び、加速した。
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　世界国家第一大学の敷しき地ちがなぜ旧日本列島の形をしているかといえば、大学を設立した研究機関『シングラリティ』の研究者が特異領域制御装置ＤＣＵの実験で旧日本列島を再現できないかを試ためし、それに成功したからである。大学というにはあまりに広大なこの敷地は、大半が特異領域制御装置ＤＣＵの大規模な実験に使われていて、住民は旧日本の五分の一に満たない。だが、実験施し設せつや実習先、研究所、キャンパス等が大学各地に設置されているために一限目は札さつ幌ぽろ、二限目は新にい潟がたに移動しなければならないこともある。割り当て時間は僅わずか二〇分だ。

　この長大な距きよ離りをタイトな時間で移動することを実現したのが世界国家第一大学に張り巡めぐらされた交通網もう、伝でん導どう路ろとターミナルである。

　伝導路は常温超伝導体が敷しきつめられた道路であり、この上空であればナノマシンに組み込まれた電磁石が発する磁力を利用した飛行が可能となる。ナノスマートフォンの機能の一部のため、脳波を読み取っての飛行制せい御ぎよもでき、思うがまま自由に空を飛ぶことが可能だ。まともに飛べるようになるまでには訓練を要するため、飛行免許を取らなければ飛行プログラムによる目的地までの自動飛行しかできないが、高所恐きよう怖ふ症しようでもない限り大たい抵ていの人間は免めん許きよを持っている。賢けん悟ごも清せい十じゆう郎ろうも彩あや世せも然しかりだ。なぜかと賢悟に尋たずねたなら彼は愚ぐ問もんだと前置きしつつ、こう述べるだろう。空を自由に飛ぶことは人類の夢だったからだ、と。

　とはいえ、伝導路の制限速度は最高一五〇キロだ。とても札幌、新潟間を二〇分で移動できる速度ではない。そうかといって五〇〇キロ、一〇〇〇キロといたずらに速度を上げていけば安全性が著いちじるしく低下し、電車や飛行機のような乗物が必要になることから乗車人数や運転間かん隔かくによる混雑やタイムラグは避さけられない。速度を上げて目的地まで早く到とう達たつするという従来の交通手段には限界があった。

　では、どうしたのか？　科学者達は札幌から新潟までの距離を縮めることを考えた。そして開発されたのがターミナルである。ターミナルの基本構造は地下鉄に似ている。電車のような乗物は存在せず、代わりに特異領域制御装置ＤＣＵによって展開されたマテリアルロウ、最短路線ラインがターミナル間をつないでいる。最短路線ラインはその特ド異メ領イ域ン内において距離を消失させる。ターミナルから次のターミナルまでは隣となり合っているに等しく、利用者はホームから最短路線ラインに一歩足を踏ふみ出せばもう次のターミナルに到着しているのだ。また平均してターミナルを五駅渡わたれば目的のターミナルに辿たどり着く構造となっており、その移動距離は平均五〇〇メートルである。

　簡単に言えば、ターミナルは札幌から新潟までの距離をたった五〇〇メートルに縮めるのである。

　ターミナルは速度を上げられないなら距離を縮めるという極きわめて単純な発想から生まれた画期的な交通手段だが、特とく異い領りよう域いき理り論ろんが確立し特異領域制御装置ＤＣＵが開発されるまでは机き上じようの空論にすぎなかった。実在する距きよ離りをなくすことは物理的に不可能と思われていたからだ。

　その現代科学の結けつ晶しよう、伝でん導どう路ろとターミナルを十分に活用し賢けん悟ごは宣言通り一〇分で東とう京きよう、青あお森もり間を移動した。目の前には宇う宙ちゆう銭せん湯とうちもり湯の派手な看板がある。

　発射一〇秒前と書かれたのれんをくぐる賢悟の袖そでをカナが握にぎった。

「マスター、私はどうすればいいですか？」

「おう？」と賢悟が間の抜ぬけた顔を見せ、「ここは混浴だから、そのままついてきて大だい丈じよう夫ぶだろう」と清せい十じゆう郎ろうがカナの質問に正答した。

　のれんの奥にいる番台に清十郎は「大人一人頼たのみます」と告げ、賢悟は「大人一人、ロボット一台」と言ってナノスマートフォンで支払はらった。そのまま、まっすぐ浴場に入ろうとするとカナが思考プログラムのエラーを起こしたような表情を浮かべ、

「マスター、脱だつ衣い所はどこですか？」

「やれやれ、常識で判断してはいけないな。ここは世にも珍めずらしい脱衣所のない銭湯なんだぜ」

　賢悟がいまいち説明になっていない説明をすると「だったら、常識以外もちゃんとインプットしてください。私のマスターは役立たずです」と他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうに駄だ目めを出される。

「この銭湯の売りは着衣風呂ドレスバスといって、お湯が服を濡ぬらさずに通過するからな。世界国家第一大学でも珍めずらしい、服を着たまま入る風ふ呂ろだ」

　再び清十郎がフォローを入れ、

「これも、特異領域制御装置ＤＣＵの力というわけだ」

　賢悟がそう結論した。

　三人が浴場に入ると、まず正面奥に本物と見紛まがうばかりの宇宙から星が雨のように降りそそぐ宇宙風呂スペースバスが、左手にはお湯の代わりに炎ほのおで体を暖める火炎風呂サウナが、右手には呼吸のできるお湯の中に水深二〇メートルまで潜もぐれる潜水風呂ダイブバスがあり、一番オーソドックスな着衣風呂ドレスバスにも滝たきがついていたり噴ふん水すいがついていたりとアトラクションじみている。

「さて、問題は西さい条じようがどこにいるかだろうな」

　清十郎が辺りを見渡わたすも、浴場は広くその上、色のある湯気やら火の粉こやら星やらが壮そう観かんすぎて人を一人探すのは困難そうだった。

「こっちだぜ」

　自信たっぷりに賢悟が歩き出し、カナと清十郎が後を追う。

「いたのか？」

「いいや、彩あや世せは個室浴よく槽そうをレンタルしているのでな」

　浴槽レンタルサービスは浴場に自分専用の風呂を一定期間借りることができ、高額にもかかわらず毎回、抽ちゆう選せんになるほどの人気である。広い空間を独ひとり占じめしたり、友人や恋人と楽しく過ごすこともできれば、浴槽を好みに合わせてカスタマイズ可能というのも評判だ。更さらには浴場を貸し切って浴場結婚式なる結婚披ひ露ろう宴えんが催もよおされたのも記き憶おくに新しい。

　しかし、彩あや世せの借りた個室浴よく槽そうに到とう着ちやくした賢けん悟ごと清せい十じゆう郎ろうはそれでも目を疑った。そこは雪の結けつ晶しようが舞まい落ちる銀世界で、浴槽には湯の代わりに雪が積もっていた。雪の上にお盆ぼんが一つ浮かんでいて、氷のたっぷり入ったフルーツジュースを彩世がストローで飲んでいるのだ。特異領域制御装置ＤＣＵが実用化されてまだ四年、物理法則が変えられることに多少は慣れた世界国家第一大学の学生もこの光景を見てさすがに思った。シュールだ、と。

　なかなか入ろうとしない二人に気がついた彩世が大きく手を振ふって、

「やほー、一いちノの瀬せ君に神かん崎ざき君。そんなところにぼーっと立ってないで早く入ってきなよ。気持ちいいよう」

　とてもそうは見えないと思いつつ、賢悟が雪をすくってみたところ暖かかった。そのまま浴槽につかれば服を通過した雪が体を芯しんまで温める。またお湯と雪を絶ぜつ妙みようにかけ合わせたような独特の感かん触しよくが日々の疲つかれをスーッと癒いやしていくようで、思わず口からこぼしていた。

「ふー、極ごく楽らく極楽よ」

　隣となりで清十郎が同意するように頷うなずき、

「確かにメガネの曇くもらない風ふ呂ろは素す敵てきだ。これを風流と言わずしてなんと言うべきだろう？」と真しん剣けんに頭を悩なやませていた。

　賢悟は頭がぼーっとしてきて脱だつ力りよくするように雪風呂に沈しずんでいく。すると、背中が雪よりも柔やわらかいものに触ふれた。

「お、すまん」

　いつ後ろに回り込んだのか、ともかく彩世の胸に密着した背中を賢悟は若じやつ干かん慌あわてながら離はなそうとして、

「待ってよう」

　ぐいと彩世の両手が賢悟の両脇わきを通って羽は交がい締じめするように彼を拘こう束そくした。

「彩世。こいつは一体、なんのつもりだ？」

「あの、ね。ほら、背中、流すのとかどうかなって思って？」

　はにかみながら口にした彩世の言葉を賢悟は一いつ蹴しゆうする。

「いらん。というか必要ない。この風呂の雪は触ふれるだけで汚よごれが除じよ去きよされるマテリアルロウだろう。わざわざ体を洗う必要などまったくあるまいて」

「なにさー。いいじゃん、別にー。必要なこととやりたいことは違ちがうもん」

「そもそもタオルもなにも持っていないではないか。それで、どうやって洗うつもりだ？」

「え？　こうやってー」

　と、彩世の手が賢悟の服の中に入ってきてピタッと素す肌はだに直接触れる。その箇か所しよから体中に電流が走り、彼は下半身の一点に熱い血潮が集中するのを感じた。

「やめいっ！　今すぐやめたまえよ、そいつはとんでもない結果を生みかねんぞっ！」
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「なんでさ？　洗うだけだよう？」

「馬ば鹿かを言うでないよっ！　いいか、彩あや世せ、よーく聞きたまえよっ！　いくら吾輩わがはいでも理性の限界というものがあるのだっ！　より科学的に言うならば海かい綿めん体たいに血が集まり膨ぼう張ちようして固くなる現象が起きてしまうではないかっ！　そんな事態は断じて避さけなければならんと君も思うだろうっ？」

　賢けん悟ごはもうこのままでは起こるべきことが起きてしまうと、断腸の思いで真っ正直にはっちゃけた。しかし、彼の叫さけびがまったく理解できない彩世は、逆に興味津しん々しんの表情を浮かべて、

「えー、なにそれなにそれ？　どこがどうなるの？　見せて見せてーっ」

「彩世、貴様、その発言は正気とは思えんぞっ！　ええい、寄るなっ！　触さわるなっ！　近づくなっ！」

　全力で彩世を振ふり払はらった賢悟は一いち目もく散さんに逃にげ出して、浴よく槽そうの隅すみで彩世の行動に目を光らせる。彼女は不満げに唇くちびるを尖とがらせていた。

「ふーんだっ。一いちノの瀬せ君のばーかっ」

「清せい十じゆう郎ろう、あいつになんとか言ってやってくれ」

　清十郎はメガネを外して、キリッと表情を引き締しめるとこう言った。

「西さい条じよう、そういうことはこいつと二人きりのときにやらないと駄だ目めだろう」

「そうなの？」

「なにをけしかけているんだっ、お前は！　おい、カナ、お前もぼーっと見てないでなんとか言ってくれたまえよ！」

　カナは若じやつ干かん、体を引き気味に嫌いやそうな表情を作る。

「マスターは不潔です」

　その一いち撃げきを食らい、賢けん悟ごは雪ゆき風ぶ呂ろに沈ちん没ぼつしていった。しばらくして、彼が息継つぎをするために湯船に顔を出すと、彩あや世せが訝いぶかしげに賢悟に尋たずねた。

「ところでさ、一いちノの瀬せ君。どうして他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットなの？」

　科学の世界にも流は行やり廃すたれがあるが、現在の最さい先せん端たん科学では特とく異い領りよう域いき理り論ろんが主流であるばかりか、特異領域理論以前の科学が旧科学として緩ゆるやかに淘とう汰たされようとしている。特異領域理論が完成し、科学技術が更さらに発達した時、たとえば地球から宇宙まですべてを飲み込む範はん囲いの特ド異メ領イ域ンを展開できるようになれば、それまで発見した物理法則はもうこの世に残っていないだろうと科学者達は考えている。そうでなくとも、人類の生活圏けん内で従来の物理法則が殆ほとんど意味を成さなくなる日はそう遠くはない。

　要するに特異領域理論の最先端を学べる世界国家第一大学において、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格をとろうともせずに、旧科学で他律型人工知能の開発を行うなどというのは時代に逆行するに等しい馬ば鹿かの行こう為いなのだ。以上のことをちゃんと理解しているのかと彩世はオブラートに包んで優やさしく笑え顔がおで質問したのである。

　だが、賢悟は常識の遙はるか斜ななめ上をいく。彼は口角を吊つり上げ、本当におかしくてたまらないといった風に笑い声を上げた。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ。なあ、彩世。よく考えたまえよ」

　彼は確信に満ちた声で、

「他律型人工知能は特異領域理論と本当に関係がないか？」

　そう問うた。

　彩世は一いつ瞬しゆん反応に困るも、すぐに思い直して風呂に積もった雪を賢悟にかけた。

「おぷっ」

「もー。すぐそういう訳のわからない言い方する。それ悪い癖くせだよ、一ノ瀬君」

「悪い癖と、そうやって決めつけるのがお前の悪い癖──」

　反はん駁ばくした賢悟を彩世が窘たしなめるような笑顔で制す。

「……ぼくちんが、間ま違ちがってました」

　拗すねたように小さく呟つぶやいたのが彼のちっぽけなプライドである。

「マスター、始まりますよ。見なくていいんですか？」

　俯うつむいた賢悟にカナが声をかける。清せい十じゆう郎ろうはとっくにホログラム・ディスプレイを見入っていた。

　しかし、いつまで経たってもホログラム・ディスプレイには何の映像も表示されない。チャンネルが間違っているのか清十郎が確かく認にんしようとした瞬間、耳元のナノマシンが音声を発した。

「聞こえているかい？　有能なる科学者諸君、そして未いまだ凡ぼん庸ようなる科学者諸君よ。僕は天あま川かわ理り璃り、訳あって映像は出せないけれど、その代わりに手て土産みやげがある」

　天才と呼ばれる科学者の人格が常識の枠わくを大きく逸いつ脱だつすることがあるように、彼女の挨あい拶さつもまた普ふ通つうとは言い難がたかった。意外だったのは、その声が想像よりもずっと若々しかったことだ。

「科学に魅み入いられ、科学を愛し、そして科学の僕しもべとなった同志諸君に、今日はとても興味深いテーマを持ってきたんだ」

　悪戯いたずらが楽しくてたまらないといった口調で、天川理璃は言った。
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　さて、諸君は中国語の部屋というものを知っているかい？　ジョン・サールの思考実験だよ。知っている人や興味のない人には退たい屈くつかもしれないけど少し説明しようか。

　まず壁かべの一箇か所しよに隙すき間まの空いた部屋があり、中には英語を話す男が一人いるんだ。部屋の中には一冊さつの大きな指示書と必要なだけの鉛えん筆ぴつとメモ用紙がある。指示書にあるのは文字を書き写したり、並べ替かえたりする方法だけだ。

　この部屋に壁の隙間から一枚の紙が投げ込まれる。そこにはある物語と、その内容についての質問がすべて中国語で書かれているんだ。部屋の男は中国語を読むことはできないけれど、指示書にもとづいて作業を始める。指示は英語だけど、中国語の意味は一いつ切さい書かれてない。機械的に書いたり消したりする作業を終えると、一枚の紙が男の目の前に出来上がる。それは質問の答えだけど、男に意味はわからないんだ。けれども、その紙を隙間に返すと完かん了りようの表示が出される。

　部屋の外には中国語を理解できる男がいて、壁の隙間から出された紙を読む。なんと答えは正しい。答えを書いた人が物語を理解しているかと聞かれれば、理解していなければ書けるはずがないと言うだろうね。

　だけど、それは本当に正しいのかい？　一体、誰だれが物語を理解したと思う？

　少なくとも、中の男でないことは確かだね。なにせ、中国語は読めないし、どんな物語だったかさえ知らないんだ。勿もち論ろん、指示書や答えを書かれた紙が物語を理解したなんていうのも無理な話だ。

　つまり、中国語の部屋の中では物語についての理解が起こっていない。どこにも意識は生まれていないということだ。

　実はこの思考実験は部屋全体をコンピュータと見なしているんだ。中の男は機械的に命令を実行するＣＰＵで、男に命令を供給している指示書はソフトウェアのプログラム、メモ用紙がメモリ、中国語の部屋はコンピュータの内部とまったく同じというわけだね。

　というわけで結論は、コンピュータがどれだけ発達してあらゆるチューリングテストに合格しても、それは人間の振ふる舞まいを真ま似ねているだけで理解しているわけではない。他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうが存在する今ではイメージしやすいかもしれないね。他律型人工知能ロボットの言動がどれだけ人間のように見えたって、その人工知能は僕達のようにものを考えているわけじゃない。ただ、プログラム通り機械的に動いているだけだ。この思考実験では、意識も知能もコンピュータには持たせることができないということを言いたかったんだ。

　けれども、諸君が知っている通り現在ではそれが誤りだということが証明されている。現に意識を持った自律型人工知能は作ることができた。中国語の部屋とはまったく異なるシステムによってではあるけれど。

　さあて、前置きが長くなったけれど本題はここからだ。自律型人工知能が開発されて万ばん々ばん歳ざい、これで中国語の部屋の問題には決着がついたはずだった。けれど、特とく異い領りよう域いき理り論ろんの発展によって人間の脳の殆ほとんどの機能が解明された今、一つだけ困ることがわかってしまった。

　それが、人間の脳は中国語の部屋と同じ仕組みだということだよ。この思考実験が提案されたのが西せい暦れき一九八〇年代、勿もち論ろん、脳は当時のコンピュータと同じ仕組みだとは言えないんだけど、本質的にという意味では何も変わらない。要するに脳自体には意識を生む機能は存在しないということなんだ。

　解明されていない脳の部位だけではどうにもこの結論を覆くつがえすことは難しい。勿論、ゼロではないけどね。この結果を受けてやはり精神は特別だと言い出す輩やからは多い。特に統とう一いつ宗しゆう教きようなんてその最たるものだよ。まあ、無理もないけれど、これだけ科学が発達してなお脳にだけは不可解な部分があるんだから。確かに脳は特別だろうと僕も思う。けれど、それは精神が尊く侵おかされざる神聖なものという意味じゃない

　僕が言いたいのは、意識は脳における特異点だということだ。

　これを証明する特異点方程式はマテリアル通信に記き載さいしておくから、是ぜ非ひ読んでおいて欲しい。今回のは少々、難解なので苦労するかもしれないけれどね。

　以上のことは諸君にとって衝しよう撃げき的な内容かもしれないが、実のところ僕は今、その先の考えに取り憑つかれているんだ。意識が脳の特異点なら、特異点というのは一体なんだろうかということにね。特異点は物理法則を書き換かえられる。そして、分子であり原子であり電子であり素そ粒りゆう子しであり意識だ。この世のあらゆるものであり、この世のあらゆるものではない。では、なんだい？

　それはまだわからない。けれど、ほんの少し話を飛ひ躍やくさせると、このことを解明できたなら、恐おそろしいことだけれど神の存在だって証明できるかもしれない。見てみたくはないかい？　聖書に書かれている神が、僕達が普ふ段だん思い描えがくような神が、本当は一体どんな代しろ物ものかっていうことをさ。

　科学者なら、科学で神を証明してみたいとは思わないかい？

　きっと諸君の大多数は僕がなにを言っているのかわかっていないだろうね。けれど、僕がなぜこの考えに取り憑つかれるようになったのか、君ならわかるんじゃないかい？

　僕は科学を愛する諸君の弛たゆまぬ探究心に期待し、ここまで来ることを切に願う。そして、その時は共に知ち恵えを絞しぼって戦おう。

　それではまた近いうちに。
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　天あま川かわ理り璃りの講演が終わり、ナノスマートフォンからの音声が途と絶だえた後も賢けん悟ごと清せい十じゆう郎ろう、彩あや世せはしばらく言葉を発することができなかった。恐おそらくマテリアル通信を聞いていた科学者達は一様に似たようなショックを受けたことだろう。

　彼女は科学で神を証明すると言った。科学で証明できる神が存在すると言った。それはいかに特とく異い領りよう域いき理り論ろんでも、どれだけ特異領域制御装置ＤＣＵが万能であろうとも、まるで現実味のない言葉だ。想像もつかない荒こう唐とう無む稽けいな話である。

　しかし、一方で科学に携たずさわったことのある人間ならば誰だれでも思うことがある。それは期待にも似た恐きよう怖ふや危き惧ぐに近い感情だ。かつて彼女が属していた研究機関『シングラリティ』が特異領域理論を発表した際、科学者達は誰一人として信じなかった。そんなことは物理的にありうるわけがないとその理論を一いつ蹴しゆうしたのである。だが、現実はどうだ？　正しかったのは彼女ら五人で、その他すべての科学者が間ま違ちがっていることが証明された。どんなに理り屈くつに背そむいているように見えることだったとしても、彼女達が言うのであればもしかすれば──という懸け念ねんが科学者の頭につきまとうのだ。

「……天才という輩やからはとんでもないことを言うな」

　清十郎がようやく言葉を絞しぼり出した。彼はホログラム・ディスプレイに手を伸のばすと、マテリアル通信から天川理璃の言っていた特異点方程式の記き載さいされた論文を表示させた。

「相変わらずなにこれって感じだね。とても同じ人間が計算してるなんて思えないよ」

　特異領域制御装置ＤＣＵを実際に扱あつかうよりも、特異領域理論の趣しゆ旨しや計算式を理解する方が遙はるかに難しい。最新の量子コンピュータ等を使わなければまともに計算できない特異点方程式をそのまま見ても、常人にはただ膨ぼう大だいな量の数字の羅ら列れつにしか思えないが、なんと天川理璃はこの式を睡すい眠みん中に導き出すという。彼女が眠ねむるスーパーコンピュータと呼ばれる所以ゆえんである。

「あの五人の天才科学者の中でも量子コンピュータや特異領域制御装置ＤＣＵを使わずに特異点方程式を組み立てられるのは天川理璃だけらしいしな。特異点方程式に詳くわしい教授方が解読されるのを待った方が確実かもな」

「謙けん遜そんのような自じ慢まんはいいからさっさと解きたまえよ、清十郎」

「え、なに？　神かん崎ざき君、わかるの、これ？」

　信じられないといった顔で彩世が清十郎を見る。特異点方程式は従来の数学とはまるで構造が異なる。特とく異い点てん数すうという不規則に数が変動する特とく殊しゆな数字のみで構成されているため、あろうことか最初に見た時と次に見た時では式が変わっているし、計算途と中ちゆうにさえ数が変わる。それでいて、結果を等しく収束させるという概がい要ようを聞いただけでも理解不能の高等数学である。一つの特異点方程式の意味を初見で理解するという芸当は専門の科学者でも難しいのだ。

「清せい十じゆう郎ろうに解けない数学があるわけなかろうよ」

「わかるはわかる。が、賢けん悟ごのは言いすぎだ」

　清十郎はじっと画面を睨にらみ、少しずつ論文をスクロールしていく。彩あや世せは心底不思議そうに尋たずねた。

「神かん崎ざき君はなんで一いちノの瀬せ君なんかの友達なの？」

「黙だまりたまえよ、彩世。後でゆっくり説明してやる」

「妙みようだな？」

　画面を何度か上下にスクロールした後、清十郎が呟つぶやいた。

「どしたの？」

「特異点方程式が二つある。ここからが脳に関する特異点方程式で、七ページ目で証明は終わっている。その先の二ページ、ここからは別の式だ」

　清十郎はメガネを両手でかけ直し、再び画面を睨む。

「結論から言えば、脳に関する特異点方程式の証明は合っているだろう。見事としか言いようがないぐらいだ。が、もう一つの方は特異点方程式のようで式になっていない。これではなんの意味もないはずだが……賢悟、どうだ？」

「確かに後者は表面がデコボコの岩石チックだが、形状はどこかで見たことがあるような気がするな」

　方程式に対するアプローチとは思えない発言をした賢悟は、数式を直感的にイメージで理解している。彼の脳はその出生から少し特殊で共感覚を有している。通常の数字に対しては常人と何も変わらないが、特異点方程式を見る際はそれに色や形が伴ともなうのである。

「あれか。天あま川かわ式暗号の代入式とほぼ相似だ」

「わかった。当て嵌はめてみよう」

　賢悟は特異点方程式をイメージで捉とらえるが、実際の解にはそれを生かしづらい。イメージのみでその特異点方程式を完結させることはできても、そのイメージを数字に変へん換かんすることができないためだ。

「天川式暗号を代入できるな。ということは、この特異点方程式はなにかの暗号なわけだが、となると対応表となる解読キーワードを知っている人間か、もしくは暗号解読用のマテリアルロウでも使わない限り解けないだろう」

「ふむ。まったくもって意図がわからんよな」

　天川式暗号は解読が難しいが、言ってしまえば解ける人間には誰だれにでも解ける。要はあまり暗号としての意味がないのだ。いや、普ふ通つうならばそう考えるからこそ、わざと解読可能な暗号を使っているのかもしれない。

　先さき程ほどまでの講演を思い返すと、天あま川かわ理り璃りのある言葉が賢けん悟ごの脳裏をよぎった。




　──君ならわかるんじゃないかい？




　やがて、賢悟は弾はじき出されたかのように清せい十じゆう郎ろうからホログラム・ディスプレイを奪うばい取ると、天川式暗号を解くためのキーワードを入力する。理り屈くつを通り越こして、ただ直感だけが先に走っていた。

　賢悟が打ち込んだ文字は、『最後の一秒間Last one second』である。

「くくく、かんらかんらよ、ほうら来たっ！」

　賢悟がホログラム・ディスプレイを操作すると、画面に文字列が表示された。




『ＳＯＳ。硫黄いおう島とう。天川理璃』
















ほとんどすべての人間は、もうこれ以上アイデアを考えるのは不可能というところまで行きつき、そこでやる気をなくしてしまう。いよいよこれからだというのに。





──トーマス・エジソン









そんなことは科学的に起こるわけがないと言う輩やからがいる。まったくもってわかっていない。起きたことの原因を解き明かすのが科学というものだ。





──渡わた瀬せ恭きよう一いち郎ろう















　　　第二章「現代科学の間ま違ちがった使い方」
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　海底二万二〇〇〇メートルの暗くら闇やみに微かすかな明かりが漏もれている。頼たよりない光を辿たどれば、生おい茂しげったマングローブ林に囲まれた研究所があった。全面をガラス張りにした部屋の中に無数のノートパソコンが円形に並べられ、その中心には男が一人、椅い子すに腰こしかけ、何かに聞き入っているようだ。室内の照明は抑おさえられ、いくつか電源の入ったノートパソコンが画面から蒼あお白じろい光を発し、男の瞳ひとみを不気味に照らす。

「相変わらず馬ば鹿かげた研究をしているようですね」

　男が椅子から立ち上がるとすべてのノートパソコンが起動を始めた。

「なんにせよタイミングの悪い人ですよ。どうせなら、もうしばらく寝ねていればいいでしょうに」

　その言葉に部屋の外から何万もの視線が返ってくる。

「心配いりませんよ。多少、予定が狂くるうかもしれませんが」

　深海にもかかわらずケタケタとした笑い声が聞こえた。それは連れん鎖さするように膨ふくれ上がり、やがて洪こう水ずいのような音の塊かたまりと化す。いつのまにかマングローブの木々が赤、青、黄色、紫むらさきと色とりどりの明めい滅めつを繰くり返していた。どくん、どくん、と心臓のリズムにも似た点滅が男にじゃれついているようにも見える。

「おやまあ。今日はやけにご機き嫌げんですね、あなた達は」

　男が海中に視線を配る。無数にあるマングローブの枝にはどれも逆さ吊づりにされた胴どう体たいのない少女の顔が、まるで果実のように実っていた。
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　硫黄いおう島とうへ向かう電動自動車には三人の学生と一台の他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットが乗っていた。電動自動車にはタイヤがついているが回転しておらず、現在は彩あや世せの飛行フライトによって海面すれすれを飛行中である。

「ほほう。なかなか手て強ごわそうではないか」

　賢けん悟ごが熱中しているのは四角いリングが三六個も複雑に絡からみ合あった知ち恵えの輪である。彼はジャラジャラと音を立てながら知恵の輪に挑ちよう戦せんしているが、外れそうな気配はまったくない。

「マスターが普ふ通つうのやつは簡単だって言うから一生かかっても解けそうにないものを買ってきたんですよ。褒ほめてください」

「うむ、さすがは俺の子供だ」

「えっへん。ていうか、マスター、それ全然褒めてませんよ。嫌いやがらせですか？」

　くわ、と賢悟の目が殺気立つ。他律型人工知能らしからぬロボットと賢悟のやりとりに運転席の彩世が声を上げて笑った。

「なにがおかしいっ？」

「別に。なんにもおかしくないよー。微ほほ笑えましいだけ。チョコレートちょうだい」

「おうよ」

　賢悟が板チョコを割って彩世に渡わたすと、それまで後部座席で眠ねむっていた清せい十じゆう郎ろうが目を覚ました。彼は寝ねぼけたような様子で車内を見た後、窓の外を眺ながめ、そこが一面の大おお海原うなばらであることに気がつくと反射的に叫さけんでいた。

「おいっ、なんだ、どこだここは？」

「おう、起きたか、清十郎。お前もチョコ食うか？」

　自然な口調で賢悟が言う。清十郎は運転席と助手席の隙すき間まに身を乗り出し、すべてを理解したように頷うなずいてから、マグマの煮えたぎったような瞳ひとみを賢悟に向けた。

「賢悟、俺は行かないと言ったよな？」

「甘いな、清せい十じゆう郎ろう、吾輩わがはいは連れていくと言ったぜ」

　ふざけて言った賢けん悟ごに対して、清十郎は冗じよう談だんが通じないような真顔を返した。それは、まるで賢悟が睡すい眠みん薬やくでも一服盛って清十郎をここまで連行してきたと誤解しているかのような表情だったが、しかし概おおむね事実であった。

「お前が連れてきたかったのはわかった。だが、憲法では自由平等の権利が保障されている。こういう人の自由を奪うばう拉ら致ちまがいの行こう為いというか拉致そのものは犯罪だろう。犯罪はいけないことだろう？」

「だが、それならば吾輩にもお前を連れていく自由が保障されているはずだ。吾輩の自由を侵しん害がいする気か？」

「そんな自由はこの世に存在するわけがないし、未来永えい劫ごう存在することはないだろう。なめたことを言っていると皮ひ膚ふがはげるまでモップでこするぞ、この屁へ理り屈くつ野や郎ろう」

「まあ、そう熱くなるなよ。いいか、久しぶりに仲の良い友人とピクニックをするというこの計画のどこに拒きよ否ひする理由があるというのだ。お前はそれでも友達か？」

「一年前、お前がハイキングだと言って誘さそってきた山の頂上には特異領域制御装置ＤＣＵを利用した麻ま薬やくの製造工場があったし、半年前お前が社会見学だと言って誘ってきた企業ではまんまと騙だまされてセキュリティエリアへ不法侵入して危あやうく捕つかまるところだった。二ヶ月前にお前が誘ってきた研究合コンという名の研究と称しようして女の子と仲良くなっちゃおう的企画、と見せかけた蓋ふたを開ければただの過か酷こくな特異領域制御装置ＤＣＵの実験で俺は危うく死にかけただろうっ！　今度のピクニックが命がけでない保証があるなら言ってみろっ!?」

　ぜえはあ、と肩かたで息をしながら危険を訴うつたえた清十郎はそれでも毎回、賢悟に騙されているお人ひと好よしである。

「やれやれ。まったく、よく考えたまえよ。人間どこにいても死ぬときは死ぬものだ。道を歩いていて降ってきた隕いん石せきに激げき突とつするのも、硫黄いおう島とうにピクニックへ行き、天あま川かわ理り璃りの命を狙ねらう謎なぞの組織に口くち封ふうじのために殺されるのも、突とつ拍ぴよう子しのなさでいえば大体同じ程度の出来事だと思わないか？」

　そうかもしれない、という風に清十郎はしばし考え込むも、

「いや、騙されないぞ。ＳＯＳだぞ、あの天川理璃が。常識で考えればマトモな状じよう況きようなわけがないだろう？」

「どうかな？　それならなぜ警察は動かない？　日本政府から直じき々じきに大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいへ依い頼らいがあってもいいはずだ。しかし、そんなニュースはまったく流れていない。極ごく秘ひ作戦だとしても、硫黄島への交通規制が行われるはずだ。硫黄島へ行けるという時点で安全だという証しよう拠こではないか」

「それは、まあ、反論しようがない」

　特ド異メ領イ域ンで保護されていない暗号は特異領域制御装置ＤＣＵを用いて暗号解読のマテリアルロウを使えば簡単に解ける。旧科学では計算に一〇〇万年、二〇〇万年とかかる素そ数すうを使った暗号も、更さらに膨ぼう大だいな時間を要する天あま川かわ式暗号も、特異領域制御装置ＤＣＵの前にはセキュリティがないに等しい。つまり、賢けん悟ごが解読したあのＳＯＳを他ほかの人間も知っているはずなのだ。

「しかし、問題はお前がどうやって暗号を解いたって話だろう」

　賢悟はＤＣＵ管理者アドミニストレータではないため、特異領域制御装置ＤＣＵを使えない。彼が天川式暗号を解読するには通常なら何十億年もの時間を要するはずだ。つまり、清せい十じゆう郎ろうは賢悟がありもしない文章をでっち上げたのではないかと疑っているのだった。

　しかし、賢悟はニッと不敵に笑うと、

「お前が言ったではないか。解読キーワードを持っている人間ならば解くことができる、と」

「だから、なぜお前がキーワードを知っている？」

「キーワードのヒントは天川理り璃りが講演で出していたのだよ。要するに、これはマテリアル通信の視し聴ちよう者しやに向けた余興ではないかと思う。これほど微び妙みような暗号を使ったＳＯＳを真に受ける人間はいない。ならば、眠ねむるスーパーコンピュータがなにかお遊びを設けたと考えるのが妥だ当とうだろうよ。そのうち、マテリアル通信の記事にでも載のるんじゃなかろうか？」

「ただの余興なら、一体なにをしに行くつもりだ？」

　清十郎がいまいち納なつ得とくできないという顔で賢悟を問い詰つめる。

「なにか面おも白しろい仕し掛かけがあるかもしれないではないか。胸がときめくだろう？」

　賢悟は好こう奇き心しんが抑おさえられないという顔で同意を求めた。

「残念だが、お前と違ちがって俺は休み明けにテストがある。西さい条じようもそうだろう？　こいつの口くち車ぐるまに乗って単位を落としている場合じゃないはずだ！」

「あたし？　別に大だい丈じよう夫ぶだよ。勉強って試験前だからするものじゃないし。神かん崎ざき君も今いま更さら、単位落とすような成績じゃないでしょ？」

　清十郎が仲間を増やそうと試みるもあえなく失敗する。だが、彼は彼女の本心を見抜ぬいていた。

「なにがあったんだ西条、お前はそんな子じゃなかっただろう。こいつがなにを言ったか知らないが騙だまされるなよ。十中八九、噓うそだ。俺が身をもって実感した！」

「あたしは騙されたっていいんだよ。だって──」

　彩あや世せは天使のように純じゆん粋すい無む垢くな微ほほ笑えみで、

「そのときは生まれてきたことを後こう悔かいさせてやるんだもん」

　と、なんでもないことのように口にする。若じやつ干かん、びびった清十郎から賢悟に強く生きろよ的な視線が送られ、賢悟は頑がん張ばると目配せした。

「それで、なにを約束したんだ？」

　賢悟と彩世がピタッと動きを止める。まるでタブーに触ふれたかのように一いつ瞬しゆん、時間が凍こおっていた。清十郎が空気を察するのと同時に賢悟が口早に言った。

「吾輩わがはいにも中々答えの出せない究極の難問というものがあってだな」

「訳すると、女の子の告白に一ヶ月近くも返事をしないで保留にしているから、これが終わったら結論だそうねって約束したってことね」

　清せい十じゆう郎ろうが賢けん悟ごの肩かたを叩たたき、

「賢悟、よかったな。今度から最低と呼ばれる人間の顔を見たくなったら鏡を用意するだけでいい」

「う。俺にも事情というものがだな……」

「にしても、それは誰だれだ？　一年のときに賢悟と同じクラスだった奴やつか？」

「ん、あたしだよ」

　彩あや世せは自分の顎あごの辺りを指さす。清十郎は絶句し、微び妙みような空気に耐たえかねるように賢悟は半分に割られた板チョコを丸ごと口に放ほうり込もうとしていた。

「あ、全部食べないでよ。半分ちょうだい」

　賢悟が口にくわえた板チョコの反対側を彩世が口でくわえて半分に折る。唇くちびるが触ふれ合いそうなその光景を清十郎は呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、

「結婚式がいつだって？」

　電動自動車はまもなく硫黄いおう島に到とう着ちやくしようとしていた。
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　二時間前。硫黄島上空。それは雲の隙すき間まを縫ぬって現れた。だが、仮に誰だれかが見ていたとしても気がつくことはなかっただろう。不可視化するマテリアルロウを展開したその戦せん闘とう航空機はステルス性武装偵てい察さつヘリコプター、インビジブルである。

　ゆっくりと高度を下げた機体はそのまま上空に静止した。

「アルファ１ワン、降下する」

　インビジブルから六名の軍人が一糸乱れず次々と降下していく。彼らの姿も偵察ヘリコプターと同じく視覚では認にん識しきできない。それどころか草原に着地したにもかかわらず、草の一本も揺ゆれなかった。まるで、彼らの体を草がすり抜ぬけたような現象だ。

「アルファ１よりインビジブルへ。周囲に敵てき影えいなし。これより、眠ねむり姫ひめの捜そう索さくを開始する」

「インビジブル、了りよう解かい」

　軍人達は統制のとれた動きで島内の探たん索さくを始めた。
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　砂すな埃ぼこりを巻き上げて電動自動車が硫黄いおう島とうの北ほく端たんに着陸すると、真っ先に車から飛び出したのは清せい十じゆう郎ろうである。彼は大きく伸のびをすると車の中にいる賢けん悟ごらに言った。

「早く降りたらどうだ。時間がもったいないだろう？」

　不思議そうな顔をして車から降りた彩あや世せが賢悟に疑問を向ける。

「ね。神かん崎ざき君ってなにか変なもの食べた？　別人みたいにやる気になってるけど？」

「安心したまえよ、彩世。清十郎は妥だ協きようの才能に満ち溢あふれた諦あきらめの天才なんだぜ。奴やつにとっちゃファーストキスを二次元ですませるなんざ造ぞう作さもないことよ」

「ふーん。そっかあ。神崎君ってそうなんだ。あ、ごめんね驚おどろいちゃって。人それぞれだもんね。あたし、全然ありだと思うよ」

　彩世のフォローで清十郎は渋しぶい表情を浮かべる。

「西さい条じようは肯こう定ていすること言いながら簡単に突つき放すんだな。というか、信じるな。まず賢悟を疑え、その馬ば鹿かを。第一、ここまで来たらもう帰りようがないからな。どうせなら、ピクニックを満まん喫きつした方が得だろう？」

「然しかり、それが狙ねらいよ」

　賢悟は調子のいいことを言いつつ清十郎に並び、

「こんなターミナルもない無人島にくることも滅めつ多たになかろうて。面おも白しろいマテリアルをダウンロードできるかもしれないではないか」

「ああ、そういえば、最近サボっていたな」

「なんだと？　常に新しいマテリアルのダウンロードをしておけとあれほど口を酸すっぱくして言っていたというに、一体それはどういう了りよう見けんだ？　ええい、ちょいとインターフェースを開いてみたまえよ、清十郎っ！」

「わかったわかった。そううるさくするな」

　清十郎の周囲前方に半円を描えがくように七枚の蒼あお白じろいスクリーンが現れる。ホログラム・ディスプレイに似ているが、決定的に違ちがうのはあらゆる光の干かん渉しようを受けない特ド異メ領イ域ンによるものだということだ。正式名めい称しようは特異領域制御装置ＤＣＵインターフェースだが、単にインターフェースと呼ぶ方が一いつ般ぱん的である。インターフェースは特異領域制御装置ＤＣＵの管理、制せい御ぎよの一いつ切さいを行う。賢悟が今、険しい眼まな差ざしで睨にらんでいる画面はマテリアルマネージャといい、特ド異メ領イ域ン内の法則であるマテリアルロウを決定づける要素──マテリアルの管理画面だ。

「清十郎、マテリアルが一二個しかないというのはどういうことか説明したまえよ」

「だから、最近サボっていたと言っただろう」

「信じられんほどの愚ぐ行こうだ、そいつは。こうなったら使えそうなものは片かたっ端ぱしから落としていくしかあるまいよ。来い。いやさ、行くぞ、清せい十じゆう郎ろうっ！」

「合がつ点てん、とか言えばいいのか？　ま、乗りかかった船だ」

　俄が然ぜんやる気を出して先に進む男達はすっかり女の子一人とロボット一台のことを忘れ去っていた。

「なんだかんだ言って仲いいんだよ、あの二人」

「ていうか、目的変わってます」

　カナが小走りに賢けん悟ごを追いかけていく。その途と中ちゆう、彼女はふいに何もない空間を振ふり向いた。

「どしたの？」

「いえ。多分、聴ちよう覚かくセンサーのエラーです。あっちの方からなにか物音が聞こえたような気がしましたけど空そら耳みみでした。マスターが作ったからエラーが沢たく山さん起きるんです」

「なんか他た律りつ型がたっぽくないね、カナちゃんは。あ、カナちゃんって呼んでいい？　友達になろうよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。でも、私、意識がないから友達にはなれません」

　彩あや世せはカナの手を握にぎって彼女に笑いかける。

「そんなの気にしなくていいんだよ」

「だから、気にする機能がないんです」

　カナは疑似意識パターンに従い、少し困った表情を返した。
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　賢悟達は島内を一周すると、島の中央付近にある湖で休きゆう憩けいすることにした。天あま川かわ理り璃りに関するようなものはどこにもなく、ただの無人島にしか見えなかったが、賢悟と清十郎は当初の目的をすっかり忘れてマテリアルのダウンロードに熱中していた。

「まずは火の物質マテリアルをダウンロードしよう」

「また初歩的だな。構わないが、ライターもなにもないぞ」

「吾輩わがはいがただ歩いていただけと思うてか？」

　賢悟は得意気に言うと、拾ってきた杉すぎの木の破片や枝を携けい帯たい用レーザーカッターで器用に加工していく。更さらに服の袖そでを切断して紐ひもを作り、加工した木の枝の一部と組み合わせる。

「なんだそれは？」

「日本史で習ったではないか。火きり棒と火きり板と弓だ。摩ま擦さつを使って火をつける縄じよう文もん時代のライターよ」

　賢悟は弓を使って火きり棒を火きり板の上で回転させる。やがて、焦こげ臭くさい匂においと共に黒い炭粒つぶが火きり板の下にたまり、約四分ほどで炭粒の中が赤く変色した。賢悟はその炭粒を乾かん燥そうした枯かれ葉はの中にそっと入れ、小さく息を吹ふきかける。次し第だいに煙けむりが立ち上り、ついに枯葉は発火した。

「な、本当かっ？　木の摩ま擦さつだろう？　いや、確かに理論上はいける、か。いけるが発想がとんでもないな。これが古代の旧科学か。いや、まるで魔ま法ほうだろう」

　高度に発達した科学力は、逆に太たい古この科学技術を魔法のように錯さつ覚かくさせた。

「見とれるのは結構だが、消える前にダウンロードしたまえよ、清せい十じゆう郎ろう」

「ああ、悪い。すっかり忘れていた。すぐにやろう」

　清十郎はインターフェースを開き、画面をタッチパネルのように操作する。火を丸ごと覆おおう特ド異メ領イ域ンが展開されるが、五感では感知できない。そのため、清十郎はインターフェース越ごしに火を目視する。特異領域制御装置ＤＣＵは脳が感覚している特異点の位置情報を所定の特異点方程式に割り当て特ド異メ領イ域ンの正確な位置を演算、結果をインターフェースの特ド異メ領イ域ンレーダーに出力する。特ド異メ領イ域ンレーダーには二種類あり、一つが特ド異メ領イ域ンの位置や情報を任意の表示形式で表したパターンレーダーで、有効範はん囲いは広いが特ド異メ領イ域ンの位置を数値的にしか把は握あくできない。もう一つは特ド異メ領イ域ンを直接目視しているかのように仮想的なイメージを表示できるものでスコープと呼ばれ、特ド異メ領イ域ンの大きさや形状などを目で物を見るように把握できる。

　特異領域制御装置ＤＣＵのインターフェースが七枚あるのはパターンレーダーを用よう途とに合わせ複数枚使うことがあり、その他スコープやマテリアルマネージャなどを併へい用ようすることも少なくないからである。

　スコープ越しの清十郎の視界には、青色の立方体が火を覆おおっているように見えた。特異領域制御装置ＤＣＵが仮想的なイメージで表した特ド異メ領イ域ンである。次の瞬しゆん間かん、特ド異メ領イ域ンは青から黄色に変わる。清十郎がインターフェースを操作し、ゼロマテリアルロウを実行する。

　特ド異メ領イ域ンが赤色になった後、マテリアルマネージャには火の物質マテリアルが追加された。今の一連の流れがダウンロードである。

　マテリアルとは、物理法則の上位法則であるマテリアルロウの原料である。ＤＣＵ管理者アドミニストレータはマテリアルを組み合わせることで物理法則を自在に操あやつることができる。

「よし。次に発火イグナイトをセットアップする」

「承知した」

　マテリアルを組み合わせマテリアルロウを作成することをセットアップという。単一のマテリアルからセットアップできるマテリアルロウは一つのみだが、二個以上のマテリアルを組み合わせる場合にはパターンが複数存在する。構成するマテリアルの数が多いほど作成できるマテリアルロウの自由度は増すが、逆に言えば何ができるかわからなくなるということでもある。

　新しく発見されたマテリアルロウは一いつ般ぱん公開され、構成マテリアルやセットアップパターンがセットアップマニュアルという電子マニュアルに載のせられることもあるが、企業や科学者によっては情報を隠いん蔽ぺいするので、セットアップマニュアルに載っているマテリアルロウは発見されたものの約半数とも言われている。

　現在、清せい十じゆう郎ろうがセットアップしている発火イグナイトは火の物質マテリアル一個のみで構成されるマテリアルロウで、当然セットアップマニュアルに記き載さいがある。物質マテリアルは基本的に特ド異メ領イ域ン内にその物質を発生させるマテリアル特性を持つ。旧科学において火というのは物質の燃焼に伴ともなって発生する現象だったが、特ド異メ領イ域ン内では火は物質として存在することができる。そして火という物質は火という現象を発生させている。火が物質だということの意味がわかりにくいかもしれないが、簡単に言えば酸素と熱と燃料、このすべてがなかったとしても火が存在できるということだ。

「賢けん悟ご、セットアップ完かん了りようだ」

「おう。では、この組み木に発火イグナイトを展開するのだ」

　清十郎がインターフェースを操作し、発火イグナイトを組み木の中心に展開する。立方体の特ド異メ領イ域ン内に火が現れ、あっという間に木材へと燃え移った。

「清十郎、ちょいと手を出しな」

　賢悟は出力を調整したレーザーカッターを針のように使い自分の指を刺さした。血が一滴てき、清十郎の手の平に落ちる。

「血液をダウンロードするのか？」

「いいや、欲しいのは鉄だよ」

　同じ物質でもＤＣＵ管理者アドミニストレータの観測と認にん識しきによってダウンロードできるマテリアルは異なる。血から血液の物質マテリアルをダウンロードすることもできれば、血に含ふくまれる鉄の物質マテリアルをダウンロードすることも可能だ。また火からは物質マテリアルだけではなく、燃焼といった現象マテリアルもダウンロードできる。

　まだ発見されていない新種のマテリアルを見つけ出せば作成可能なマテリアルロウが天文学的な数値で増えるために科学者達はこれを必死に探している。また、稀き少しようなレアマテリアルをダウンロードできるＤＣＵ管理者アドミニストレータはどの研究機関においても重宝されるだろう。なぜなら、ＤＣＵ管理者アドミニストレータならば誰だれでも同じマテリアルがダウンロードできるわけではない。資質や能力、努力等によってダウンロードできるマテリアルの難易度には個人差があるのだ。

　レアマテリアルというのは一般的にどのＤＣＵ管理者アドミニストレータにとってもダウンロードが容易ではないマテリアルのことで、つまり観測や認にん識しきが難しい事物のことだ。たとえば、血から血液というのは観測しやすいが、鉄というのはいまいち観測が難しい。清十郎は二度、鉄の物質マテリアルのダウンロードに失敗して血液の物質マテリアルをダウンロードしてしまった。三度目の正直で彼は血液を舐なめることで鉄の物質マテリアルのダウンロードに成功する。このように血液から鉄であれば工夫してダウンロードできるレベルだが、時計から時間という物理マテリアルをダウンロードするとなると極きわめて困難だ。人が観測、認識するのは時計や時刻であって、時間そのものを包ほう括かつした物理ではないからだ。

「この鉄の物質マテリアルを使って純ア鉄イ生ア成ンをセットアップ、特ド異メ領イ域ンを鍋なべの形で展開して鉄てつ鍋なべを作るのだ。それと調理用のボールもだ」

「待て待て。セットアップはできるが、鍋とボールの形は俺の領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰにない。というか、普ふ通つうないだろう？」

「仕方のない奴やつだな。インターフェースを貸したまえよ。吾輩わがはいがカスタマイズしてやろう」

　特ド異メ領イ域ンは領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰというプログラムにあらかじめプログラミングされた形でしか展開することができない。更さらに言えば、自分を中心とした時にどの位置に特ド異メ領イ域ンを展開するかも領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰに従うのだ。

「完かん了りようだ。楽な仕事よ」

「ＤＣＵ管理者アドミニストレータでもないくせになんでそんなに手慣れているんだ？」

「なに、沢たく山さんの実験体に協力してもらっただけのことよ」

「人を実験体とか言うなよ。お前が大学でなんて噂うわさされているか知ってるか？」

　自分の知的好こう奇き心しんを満たすためならどんな危険をも厭いとわず、あまつさえ他人をトラブルに巻き込む彼を学友達は恐きよう怖ふの科学実験、紙一重の馬ば鹿か、知能の無む駄だ使づかい等々、様々な悪名で呼んでいる。しかし、彼がマッドサイエンティストかと言われると少し違ちがう。なぜなら──

「清せい十じゆう郎ろう、お前が友達ならその先は絶対に口にするなよ。ぼくちんは立ち直れなくなる自信があるからな」

　賢けん悟ごは堂々と宣言する。彼はマッドサイエンティストに成りきれるほど精神が図太くはなかった。

「わかったわかった。で、鍋とボールの次はなんだ？」

　清十郎は賢悟の作成した領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを使って鍋とボールの形状をした特ド異メ領イ域ンを展開する。純ア鉄イ生ア成ンを実行するとその特ド異メ領イ域ン内を鉄が埋うめ尽つくし、鉄鍋と調理用のボールを象かたどった。特異領域制御装置ＤＣＵでは原料なしに物質を生み出すことができる。言い換かえれば、無から有を生み出すことができるのだ。

「ちょいと待て。今、準備をするのでな」

　賢悟は清十郎から鉄鍋とボールを受け取ると湖から水を汲くみ鍋を火にかける。ボールの中には淀よどんだ液体を少量入れ、鍋に沸わいた湯を利用してその液体を湯ゆ煎せんにかけた。

「今度はなんだ？」

「サトウキビの搾しぼり汁じるだ」

　賢悟は清十郎がダウンロードやセットアップを行っている間に、島で見つけたサトウキビを皮をはいでから粉々にして汁を搾っておいたのである。湯煎で煮に詰つめて水分が飛んだら、冷まして乾かん燥そうさせ結けつ晶しよう化すれば出来上がりだ。

「見よ、これが砂糖だ。食べるか？」

　清十郎は砂糖を一ひと舐なめすると感かん嘆たんの声を上げた。

「あ、甘い？　信じられんが砂糖に間違いない。まるで奇き跡せきでも見ているようだな」

「では、この砂糖とそれから酸素の物質マテリアルをダウンロードするのだ」

　清せい十じゆう郎ろうが賢けん悟ごの指示に従いダウンロードを行う。

「そうして、砂糖、酸素、火の物質マテリアルをセットアップし、出来上がったマテリアルロウを湖の上に展開すると、さて一体なにが起きるか？」

　清十郎が完成したマテリアルロウを湖より上方に展開する。一般的な民家サイズほどもある特ド異メ領イ域ンは球状を象かたどり、その色が青から黄、そして赤に変わった途と端たんに爆ばく音おんを轟とどろかせた。湖面が激しく波立ち、木々が枝を揺ゆらす。

「うむ、成功よの。これが中学の理科で理論だけ教えられる粉塵爆発ダストエクスプロージヨンだ」

「そういえば教科書に載のっていたな。で、次はこれをダウンロードすればいいんだな？」

「飲み込みがいいではないか。爆発の現象マテリアルを落とすのだよ」

　再び発生させた粉塵爆発ダストエクスプロージヨンにゼロマテリアルロウを被かぶせ、清十郎は爆発の現象マテリアルをダウンロードした。

「続いて砂糖からは甘味の性質マテリアルをダウンロード。そして、砂糖の物質マテリアル、甘味の性質マテリアル、爆発の現象マテリアルの三個をセットアップする」

　甘味の性質マテリアルは砂糖の物質マテリアルに関連づけ、爆発の現象マテリアルは甘味の性質マテリアルに関連づける。

「セットアップしたマテリアルロウを展開する」

　マテリアルロウを展開すると清十郎の手の平に一ひと握にぎりの砂糖が現れる。

「ただの砂糖だが？」

「と思うだろうがな。しかしだ、ちょいと舐なめてみたまえよ」

　清十郎が砂糖を一舐めする。みるみる内に彼の顔色が変わった。

「こ、これは、まさか渋しぶ谷やのクレープハウス、クリーム＆クリームのっ？」

「かんらかんら、ついに見抜ぬいたのだよ。あの一いつ瞬しゆんで弾はじけるように拡かく散さんしてサッと引く甘さは、砂糖の甘味を爆発させていたというわけだ。さしずめ、甘味爆発砂糖シユガーブロードといったところか」

「まったく呆あきれるぐらい才能の無む駄だ使づかいだな。その上、努力の方向さえ間ま違ちがえている。だがな、賢悟、俺は初めてお前を尊敬したぞっ！」

　賢悟も清十郎もクレープハウス、クリーム＆クリームの常連で、その味の秘密には大いに興味を持っていた。

「なに、褒ほめるのはまだ早くはないか、清十郎。まだあのクレープの味を完全に再現したわけではない」

　彼らは固い握あく手しゆを交かわす。

　甘味の好きな男達であった。

「一いちノの瀬せ君、神かん崎ざき君、終わった？　ランチ、冷めちゃうよう」

　ピクニックシートを広げた上で彩あや世せが手招きしている。隣となりにはカナがちょこんと正座をしていた。

　賢けん悟ごと清せい十じゆう郎ろうはダウンロード作業を切り上げ、ピクニックシートに腰こしを下ろす。すぐさまバスケットに入ったホットサンドとクラムチャウダーを平らげ、レモンティーを飲み干した。勿もち論ろん、すべて彩あや世せが特異領域制御装置ＤＣＵで作ったものだ。

「結局、ただの無人島だったね」

　元々、天あま川かわ理り璃りのＳＯＳを信じていない彩世がそう結論づけると、すぐさま賢悟は否定した。

「なんのまだまだ。調査はこれからが本番よ」

「もう見るところなんて殆ほとんどなくない？　たまにはゆっくりしようよう。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいってほんと最悪でさ。軍隊かってぐらい厳しいんだもん。しかも、テロリストに拘こう束そくされて拳けん銃じゆうを突つきつけられたときの対処方法とか、そんなの一体なんの役に立つっていうのさーっ」

　実習先の愚ぐ痴ちを口にしながら彩世は体育座りのまま背中からころんと仰あお向むけになり、あぐらをかいている賢悟の膝ひざに頭を乗せた。

「冷静に考えれば、こんな心しん霊れいスポットだとか噂うわさされているところに今世紀最大の科学者がなにか仕し掛かけたっていうのもおかしな話に思えてくるしな」

「ちょ、ちょっと待って」

　彩世が身を縮めながら、恐おそる恐る尋たずねる。

「今さ、心霊スポットって言った？」

「ああ。うちのセンターにいる怪かい談だん好きの先せん輩ぱいが言っていた。聞いたことなかったか？　まあ、そもそも日本列島を一夜で再現できるこの時代に幽ゆう霊れいが出るといっても──」

「やだやだやだやだーっ！」

　彩世はカナにしがみつくように抱だきついて目をぎゅっと瞑つぶる。カナは若じやつ干かん、目線を下げ彩世の頭を撫なでた。

「西さい条じよう、まさか幽霊が怖こわいのか？」

「だ、だって幽霊だよ？　足ないし、空浮くし、半透とう明めいだし、そもそもなんで死んだのに化けて出るの？　早く生まれ変わればいいじゃんっ」

「……それは──」清十郎は何と言うべきか迷い、「──そういう前向きな気持ちになれない幽霊もいるんじゃないか？」と頑がん張ばった。

「なに、恐れることはあるまいよ。幽霊とやらに出会ったら吾輩わがはいがその正体を暴あばいてくれる。はたして、幽霊とはどういう現象なのか。いやさ、それとも生物であろうか。いずれにせよ、未知の事象ほど心躍おどる出来事はなかろうて」

　清十郎は白い目で賢悟を見て、

「お前は幽霊を誤解してるからな」

「なんだと？　この吾輩が幽霊の定義を間ま違ちがえていると言うのか。ならば、幽霊とはなにかについて建設的な議論をしようではないか」

「わかったわかった。なんの問題もない。頑がん張ばってくれ」

　賢けん悟ごは腑ふに落ちないといった表情を浮かべた後、勢いよく立ち上がる。

「どうした？」

「そろそろ再開しようぜ。心しん霊れいスポットなら、歩き回ればどこかで幽ゆう霊れいにバッタリ会うかもしれんしな」

　やーだーようー、と泣き出しそうな声が背後から聞こえてきた。
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　散策の結果、やはり幽霊も天あま川かわ理り璃りもその他面おも白しろそうなものも一いつ切さい見つからなかった。しかし、代わりに賢悟が鍾しよう乳にゆう洞どうを発見してきた。中に入るのを尻しり込ごみする彩あや世せを清せい十じゆう郎ろうが幽霊なんて存在しないという持論を発表することで何とか説得し、賢悟、清十郎、彩世、カナの順に隊列を組み、中へと突とつ入にゆうした。

　鍾乳洞は暗く、賢悟達はホログラム・ディスプレイを電でん灯とう代わりにぼんやりとした視界を確保してゆっくりと進む。薄うす暗ぐらい鍾乳洞はいかにも出そうな雰ふん囲い気きで、ビクビクしながら歩く彩世に清十郎が声をかけた。

「発火イグナイトでも展開するか？」

「ん、ありがと。でも、どうせなら発光ライトとか人工太陽ソーラーライトのが嬉うれしいかな。火の玉に見えそうだし」

「それはダウンロードしないとな」

「いいよいいよ。幽霊なんて、い、いるわけないんだしね。ね、カナちゃん？」

　彩世は笑え顔がおを引きつらせながら、他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうに同意を求めた。

「はい。死んだ人間は意識がなくなるので幽霊にはなれません。でも、死んだ人間には話が聞けないので本当のところはわからないんです」

　カナの微び妙みような返答に賢悟が続けて、

「なにせ意識は脳における特異点だ。脳がなくなれば脳の特異点自体はなくなるが、はたしてそれが意識の消しよう滅めつを意味するかはわからない。もしかすれば、脳の活動が停止したにもかかわらずなんらかの原因で残った特異点、つまり意識が幽霊である可能性は十分に考えられる」

「一いちノの瀬せ君、その話、今度あたしがいないときにゆっくりしようね。お願いだから」

　そう言って彩世が進行方向に視線を戻もどすと、火の光が洞どう窟くつを照らしていた。

「ありがとね、神かん崎ざき君」

「なんの話だ？」

「だから、これ」

　彩世が宙に浮かぶ火を指さす。清十郎はそれをマジマジと眺ながめ、自分ではないという風に首を左右に振ふる。

「え？」

　彩あや世せは一いつ瞬しゆん、思考が停止したような顔をした後に、

「きゃああああああああああ───────、やだやだやだやだやだっ!!」

　鍾しよう乳にゆう洞どうを全速力で駆かけ抜ぬけていった。

「……速いな」

「時速二〇〇キロでした」

「むしろ、驚おどろきながら加ア速ク装セ置ルを展開しているのが人間離ばなれしていると言えような」

　取り残された二人と一台は薄はく情じようにも誰だれも追いかけようとはしなかった。

「それより、こいつは一体なんだ？」

　小さな火は宙に浮かんでいて、まるで本物の火の玉のように見える。賢けん悟ごが詳くわしく観測しようとホログラム・ディスプレイを近づけて照らすと、火の玉は跡あと形かたもなく消えた。不可解に思いつつホログラム・ディスプレイを離すと火の玉が再び現れる。清せい十じゆう郎ろうの発火イグナイトで試ためすも同じ結果だった。

「光で照らすと消える。暗くすると現れる。いや、光を遮さえぎると現れるのか」

　ホログラム・ディスプレイのサイズを直径一センチメートルの円形に調節して火の玉の中心に入れると、まるで穴が空いたように火の中心が円形の光にくり抜かれた。

　試しに触ふれてみようと手を伸のばすと実体はなく、熱も感じなかった。ただし、光で照らした時のように火の玉は消えず、逆に指先に火が映り込んだように見える。

「ダウンロードできるか？」

「ああ、やってみようか。なんだかわからないもので試したことはないが」

　清十郎がダウンロードを行うとマテリアルマネージャに光の物質マテリアルが追加された。当然といえば、当然の結果だ。認にん識しきできないものをダウンロードすることはできない。だが、事象と認識に相そう違いがあった場合もやはりダウンロードは不可能なため、その火の玉が光であることは間ま違ちがいがない。

「でも、ただの光じゃないよな？」

「十中八九、特ド異メ領イ域ンで作られたものだろうよ。探せばまだ他ほかにも見つかるかもしれん。やれやれ、ようやく面おも白しろくなってきたではないか、清十郎っ。さっさと彩世と合流して次を見つけようぜ！」

　賢悟が弾はずむような足取りで彩世の去っていった方向へと向かう。清十郎はすぐ後を追いつつ、彼に言った。

「言っておくが俺は全然、面白くないからな。あれが特ド異メ領イ域ンで作られたものだという時点で、いつものトラブルの予感しかしない」

「まあ、そう言うなよ。まだこの島にＤＣＵ管理者アドミニストレータがいる可能性が出来ただけだ」

「無人島とＤＣＵ管理者アドミニストレータを足したら特ド異メ領イ域ン実験しか答えはないけどな。しかも、大たい抵ていろくなものじゃない」
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　彩あや世せが鍾しよう乳にゆう洞どうを抜ぬけると辺りはもう真っ暗だった。無人島に電でん灯とうなどあるわけもなく、夜の闇やみは不気味なほど静かだ。

　途と端たんに心細くなった彼女は引き返そうか迷ったが、火の玉を思い出して踏ふみとどまる。うっかり幽ゆう霊れいを連想してしまい、スーッと背筋が冷えるように感じた。ぶんぶんと首を振ふり、何か楽しいことでも考えようと思ったその時、背後からほんの微かすかに足音が聞こえた。

　はっとして振り向くが、しかし、そこには誰だれもいない。

　次の瞬しゆん間かん、目の前の風景が唐とう突とつにシェイクされ、地面が近づいてくる。考える間もなく視界はそのまま強制的に暗転した。
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　鍾乳洞から出た清せい十じゆう郎ろうは辺りを見渡わたすなり言った。

「西さい条じようはどこまで行ったんだろう？」

「さてな」

「電話するか」

「今、かけてるが出る気配がないな」

　ナノスマートフォンは近きん距きよ離りであれば基地局を通さずに直接、通話ができる仕様だ。無人島のため外には連れん絡らくがつかないが、島内の人間までなら楽々圏けん内ないである。

「行くとしたらあの湖ぐらいか。他ほかにないだろう？」

「まったく、いよいよこれからだというときに。しっかりして欲しいものだ」

　足早に賢けん悟ご達は歩を進める。島の中央付近にある湖は周囲が森に覆おおわれていて、中を歩けば雲の隙すき間まから覗のぞく月明かりさえも木々に遮さえぎられるため、鍾乳洞と大して変わらない暗闇だった。例によってホログラム・ディスプレイを明かり代わりにして森を抜けると月明かりに照らされた湖が見えてきた。

　辺りに人の気配はない。一体どこに行ったのかと彩世の行方ゆくえを疑問に思いながら、賢悟がナノスマートフォンをチェックするも不在着信はない。

　上空の月が雲に隠かくれ、折角の明かりがまた消えたかと思うと清十郎が緊きん張ちようした声で賢悟の名前を呼ぶ。賢悟がホログラム・ディスプレイから視線を移すと、清十郎の言わんとしたことがよく理解できた。

　月明かりのない暗闇の中、湖は淡あわい光に照らされていた。

　湖面の上に一人の少女がいる。体は半はん透とう明めいで膝ひざから下に足はなく、宙に浮いている。彩あや世せがいたなら大いに声を上げたであろうその姿はまさしく幽ゆう霊れいそのものだ。少女は今時レトロな燭しよく台だいを持ち、階段を下りるような動きで段々と空から下降してくる。年ねん齢れいは一〇歳さい前後だろうか、しかしその表情はどこか大人びて見えた。

「賢けん悟ご、いいか、馬ば鹿かなことを考えるな。どう見たってマトモじゃない。彩世を見つけてさっさと帰るべきだ。君くん子しは危あやうきに近寄らずと言うだろう」

　清せい十じゆう郎ろうが小声で警告する。だが、賢悟はどこ吹ふく風で歩き出し、

「虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずとも言うではないか。なに、心配は無用だ。ちょいと話しかけてみるだけだ」

　賢悟は慎しん重ちように歩み寄りながら少女を観察する。彼女はまるで映画の中にいる役者のようだった。湖や森、夜の空、賢悟と清十郎、周りにあるものすべてがその少女の目には映っていないような違い和わ感を覚える。まるで、こことは別の世界にいるかのように。いや、あるいは本当に──そう仮説を立てた途と端たん、彼女が体の向きを変えて賢悟に正対した。彼女は確かに賢悟の瞳ひとみを視線で捉とらえながら、唇くちびるの動きを見せるようにゆっくりと口を開く。

　声は聞こえない。しかし、唇の動きから少女の言葉が推すい測そくできる。




　君ならわかるんじゃないかい？




　賢悟は読どく唇しん術を使えるわけではない。あるいは一度、聞いた言葉だからそう解かい釈しやくしただけなのかもしれない。だが、そうでないなら？　いや、そうした推量さえ彼女の手の内にあるのだとしたら、あの少女は──

　賢悟が言葉を返そうとすると、少女は燭しよく台だいのロウソクにそっと息を吹ふきかけ火を消す。すると、少女の姿も湖面を照らす淡あわい光も跡あと形かたもなく消え去った。

「話せたのか？」

　清十郎が駆かけ寄ってくる。否定しようとした賢悟は、清十郎の両目が蒼あお白じろく変色していることに気がつく。スコープを瞳のサイズに合わせて開いているのだ。清十郎はさっきよりも更さらに緊きん張ちようした声で小さく言った。

「反応するなよ。銃じゆうを持ったＤＣＵ管理者アドミニストレータに囲まれている。しかも、肉眼には映らない。恐おそらく不可視になるマテリアルロウだろう」

　物が見えるというのは光が物質を通過できないからだ。つまり、衣服や人体が光を通すようにマテリアルロウをセットアップできれば透明人間になることができる。ただし、特ド異メ領イ域ンを展開しているということはスコープやパターンレーダーに映るため、ＤＣＵ管理者アドミニストレータに存在を隠かくすことはできない。

「心当たりは？」

「俺にあるわけないだろう。お前こそどうだ？」

「まったくどこのどいつやらだ」

　戦せん闘とう訓練を受けていない大学生が銃じゆう器きを携けい帯たいしたＤＣＵ管理者アドミニストレータに包囲された場合、普ふ通つうなら平静を保つことは難しいだろう。だが、賢けん悟ごは悠ゆう然ぜんと知ち恵えの輪をポケットから取り出し、ジャラジャラと音をたてながらそれを解き始めた。その上、あろうことかこう言ったのだ。

「まったく今日は素す晴ばらしい日ではないか。一日に二つの問題に出会えたのだ」

　賢悟の嗜し好こうを一言で表すなら問題中毒である。専せん攻こうしている特とく異い領りよう域いき理り論ろんに対しては勿もち論ろんのこと、揉もめ事ごとや紛ふん争そうといったあらゆる問題に首を突つっ込んでは解決に狂きよう喜きする。難問であればあるほど燃え上がる彼の探究心は、他者を平気で巻き込み自らの命すら危険に曝さらす。その一番の被ひ害がいを被こうむっているのが清せい十じゆう郎ろうだ。

「俺の中学生の頃ころの夢はなんら問題のない平へい凡ぼんな人生を送ることだった」

「馬ば鹿かを言うな。一体、世の中のどこに問題のない平凡な人生があると言うんだ？　問題は常に存在する。それに気がつくか、気がつかないかというだけの話でな」

　会話をしながら彼らは示し合わせたかのように自然な素そ振ぶりで森の中へと引き返していく。

「なら、せめて問題に気がつくことのない人生を送りたかった」

「それこそありえない話だ。無数にあるこの世の問題すべてをスルーできるほど鈍どん感かんならば、生きていることにさえ気がつかないだろうよ。いいか？　よく聞きたまえよ。ノープロブレム、ノーライフだっ！　わかったらさっさとパターンレーダーを開くのだ。それとも、遺ゆい言ごんでも聞いて欲しいか？」

「結構だ」

　清十郎はインターフェースを一枚開く。パターンレーダーは特ド異メ領イ域ンの位置と範はん囲いを光点、色、数字などで表している。見れば、彼らの周囲にある四つの光点が包囲網もうを保ちつつそのままついてきていた。一方、島の北部に二つ、更さらに上空に人型よりも大きい光点が一つあった。

「さあて、難問だな。我々の周囲を囲んでいる四人を時計回りにエネミー１ワンから４フオー、北部の二人をエネミー５フアイブ及び６シツクス、上空の一機をエネミー７セブンとしよう。彼らはＤＣＵ管理者アドミニストレータで不可視のマテリアルロウを展開していると思われ、更に銃器を携帯している。清十郎、まずは我々の勝利条件を述べよ」

「一つが彩あや世せを救出すること。もう一つがこの島からの脱出か、エネミーの殲せん滅めつだ」

「つまり、彩世がエネミーに捕つかまっていると？」

「この状じよう況きようでたまたま迷子になったと考える方が不自然だろう。不可視のマテリアルロウを展開しているなら、インターフェースを開いてない相手を捕とらえるのはそれほど難しくはない。彩世が大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの隊員でも同じことだ」

「ということはだ。彩世はエネミー５と６のところか？」

　賢悟は北部の光点を指さす。

「その可能性が高いだろう。上空にいるのは恐おそらくヘリ、まあ航空機の類たぐいだろう。そこに捕ほ獲かくされている可能性もあるが、それなら北部で待機している二人の存在理由が不明だ」

「相手の装備は銃じゆうだけか？」

「不明だ。ただし、スコープの範はん囲いに入ったエネミー１ワンから４フオーは形状からしてサブマシンガンの類を持っている」

　清せい十じゆう郎ろうは計算力が並外れているが、その他記き憶おく力や分ぶん析せき力にも優すぐれ、多方面の知識をふんだんに蓄たくわえている。起きた事象や現象から類似の物事を見つけ出すのは彼の得意とすることであり、それは科学分野だけには収まらない。

「サブマシンガンが不可視化しているということは、発射された弾たまも見えない可能性があるか？」

「単一のマテリアルロウによる特ド異メ領イ域ンならばグループ化の法則からして発射された弾は不可視化が解除されると思われる。いずれにせよ、スコープを通せば問題ない」

「エネミーは何者だと思う？」

「さてな。今の世の中、物ぶつ騒そうな連中は減ったものだが、ギャングか傭よう兵へい、統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派、もしくは軍隊、当てはまるのはそんなところか。少なくとも、訓練を積んだ戦せん闘とうのプロである可能性が高い」

　パターンレーダーを見る限り、彼らを包囲している四名は極きわめて統制のとれた動きをしている。しかも、どう逃にげても追い詰つめられそうな絶ぜつ妙みような間合いを常にキープしながらだ。

「最悪、戦力差はどのぐらいだ？」

「相手が戦闘のプロなら、よく見積もっても二、八でこっちが不利だろう。彩あや世せがいればまた別かもしれないが。何なに分ぶん、俺がセットアップしているマテリアルロウは戦闘向きじゃない」

　賢けん悟ご達のアドバンテージは彼らが世界国家第一大学の学生であるということだ。戦闘技術はプロに敵かなうべくもないが、特異領域制御装置ＤＣＵに関しては彼らに一いち日じつの長ちようがある。特とく異い領りよう域いき理り論ろんの最さい先せん端たんを学べるのは世界国家第一大学だけだからだ。

「エネミーの目的は？」

「第一に拘こう束そく、第二に島からの追放、第三が殺害だろう。三番なら彩世の生存は絶望的だが、殺す気ならさっさと撃うってくればいい」

「なるほど、よくわかった」

　賢悟が知ち恵えの輪をポケットにしまう。

「ところで、清十郎。専守防衛をつらぬいて危険を冒おかすか、先手必勝を心がけて法律を犯おかすか、どっちが好みだ？」

　清十郎はメガネのかけ位置を両手で持ち上げて調整すると、

「……どっちも嫌いやに決まっているだろう」

「わがままな奴やつだな。しょうがない。ならば、警告ぐらいはしておくか。準備はいいな？　まずは相手の武器と通信手段を奪うばう」

　問題の分ぶん析せき、整理を清せい十じゆう郎ろうが行い、賢けん悟ごが新しい状じよう況きようや答えを導く。これが研究の際における彼らの役割分ぶん担たんであり、荒あら事ごとの時も基本的なスタンスは変わらない。

「準備はいいが、こんなときでも冷静でいられるようになった自分が悲しくて仕方がない」

　清十郎は周囲に残りのインターフェースを開く。賢悟はパターンレーダーを覗のぞきながら特ド異メ領イ域ンマネージャを操作しつつ、大声で叫さけんだ。

「我々を包囲している人間に告ぐ！　三秒以内に全員の特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくし、武器を捨てて姿を見せたまえ！　この指示に従わない場合は我々に敵性があると見なし、正当防衛と正義の名の下もとに排はい除じよさせてもらう！　三──」

　マテリアルロウの展開には四段階ある。第一に特ド異メ領イ域ンの展開位置と形状を決める領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの選せん択たく。これにはマテリアルロウの選択も含ふくまれる。

　賢悟が領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの選択を終えると、パターンレーダーに円えん錐すい状の青い特ド異メ領イ域ンが表示される。それはエネミー１ワン、２ツー、３スリー、４フオーを飲み込み、北部のエネミー５フアイブ、６シツクスさえも範はん囲いに入れるほど広大だった。しかし、この時点ではまだ特ド異メ領イ域ンは何の効果も発揮しない。

「二──」

　カウントダウンの声を搔かき消すようにサブマシンガンの射しや撃げき音が聞こえた。四方向から雨のように張られた弾だん幕まくに対して、清十郎は特ド異メ領イ域ンで生成したダストモップの柄えを握にぎって風車のように回転させる。

　モーションインターフェースにより、モップを回す動作に連動して特ド異メ領イ域ンが展開され、賢悟達に降りそそいだサブマシンガンの弾丸を透とう明めいの薄うすい膜まくが弾はじき返した。

「いたいけな学生に向かって威い嚇かくもなしに撃うってくるとはどこのトンデモ軍隊だ、まったくっ！　殺す気かっ!?」

　モーションインターフェースで実行されたマテリアルロウは施設保護膜ワツクス、蠟ろうにダイヤモンドの性質が付加された膜で床ゆかや壁かべ等を保護するためのものだ。しかし、その保護膜はたとえ銃じゆう弾だんでもそう簡単には傷をつけられない。美化清せい掃そう員の必ひつ須すマテリアルロウである。

　賢悟達を包囲している四人のエネミーはサブマシンガンを斉せい射しやしつつも、じわじわと距きよ離りを詰つめてくる。施設保護膜ワツクスでもさすがに至近距離からの連射には耐たえきれないだろう。しかし、その間に賢悟の操作したマテリアルロウの展開が次の段階に移る。

　第二段階は特ド異メ領イ域ンの展開、青色だった特ド異メ領イ域ンが黄色に変化した。マテリアルロウ実行の準備完かん了りようである。この第二段階に入るとＤＣＵ管理者アドミニストレータはマテリアルロウを任意のタイミングで実行できる。

「賢悟、いいか？　施設保護膜ワツクスの強度にも限界がある！」

「まだだ、なんとかしろっ！　カナ、清十郎のそばに寄れ！」

　カナはすぐさま賢けん悟ごの指示に従う。襲しゆう撃げき者達が更さらに距きよ離りを詰つめ、四人同時にサブマシンガンを撃うとうとするまさにその直前に賢悟は指示を出した。

「今だ、やれ！」

「廃ジ棄ヤ処ン分クっ!!」

　第三段階。ボイスインターフェースによって声に連動した特ド異メ領イ域ンが黄色から赤に変わる。瞬しゆん間かん、エネミー達のサブマシンガン三挺ちようが暴発、残りの一挺も動作不良を起こし弾たまが出なくなった。

　実行されたマテリアルロウ廃ジ棄ヤ処ン分クは、特ド異メ領イ域ン内の物質にゴミの性質を付加する。生物や現象には殆ほとんど意味を成さないマテリアルロウだが、特ド異メ領イ域ン内の道具、機械を故障させることができる。賢悟がカナを清せい十じゆう郎ろうの近くに寄せたのは、彼の周りだけが台風の目のように特ド異メ領イ域ンが展開されない安全地帯だからである。

　最後の第四段階は閉へい塞そく。ＤＣＵ管理者アドミニストレータの任意のタイミングで特ド異メ領イ域ンを消すことができる。清十郎はタッチインターフェースによる直接操作で特ド異メ領イ域ンを閉塞した。

　賢悟はサブマシンガンの一挺が森の地面に落ち可視化しているのを確かく認にんする。サブマシンガンの暴発に遭あった三人の負傷具合は不可視状態のためわからないが、その動きからはダメージの痕こん跡せきが見られない。武器を失った彼らは若じやつ干かん、警けい戒かい気味に賢悟達から距離をとっているが相変わらず包囲網もうは崩くずしていない。

　嫌いやな予感がした。

「清十郎、わかるか？」

「ただの不可視じゃない可能性は高い。それだけなら特異領域制御装置ＤＣＵを使っている甲か斐いがないだろう」

「ならば、厳密に確かめてくれる」

　タッチインターフェースにて、廃棄物収集箱ダストボツクスを地面と清十郎のすぐ近くに展開する。廃棄物収集箱ダストボツクスのマテリアルロウは地面に広がった特ド異メ領イ域ン内にあるゴミを清十郎の近くにある特ド異メ領イ域ンから取り出すことができる。清十郎が拾い上げたのはついさっき暴発させた三挺のサブマシンガンだ。

　続けて廃棄物再生箱リサイクルボツクスを展開する。その名の通り、廃はい棄き物をリサイクルするマテリアルロウが壊こわれたサブマシンガンを瞬またたく間に修理した。

「一点に集中砲ほう火かするっ！」

　賢悟の合図で、エネミー２ツーに射線を集中する。エネミー２は木々を遮しや蔽へい物にしながら少しずつ後退を始めた。逃のがすまいと追いかける賢悟の腕うでを清十郎がつかんだ。

「賢悟、どうやら銃じゆうは通じない」

　確信ありげに彼が言う。

「理由は？」

　辺りは殆ほとんど真っ暗なため、スコープとパターンレーダーでしか相手の位置を確かく認にんできない。相手に弾たまが当たったかどうかを確かめる方法はないに等しいのだ。

「昼間通ったときの記き憶おくとさっきのサブマシンガンの暴発のときとで木々の配置を照合した。サブマシンガンの弾だん道どうも計算すれば少なくとも、一〇発は当たっていなければおかしい」

　賢けん悟ごは一度、舌を鳴らす。この場合とんでもないのはどちらだろうか。一度通っただけの森の木々の配置を記憶し、なおかつサブマシンガンの暴発という一いつ瞬しゆんの僅わずかな明かりを元にその記憶と照合する。あげくの果ては敵から奪うばったサブマシンガンの弾道を戦せん闘とう中に計算したと、清十郎はそう言ったのだ。

「まったく、馬ば鹿かも休み休み言いたまえよ、清せい十じゆう郎ろう。そんな戯ざれ言ごとを信じるのはこの吾輩わがはいぐらいだ」

　賢悟は清十郎の圧あつ倒とう的な演算能力と分ぶん析せき力を全面的に信しん頼らいしている。ただ清十郎には知らないことを想像する力が致ち命めい的に欠けている。だからこそ、彼が見つけたヒントから答えを導くのは賢悟の役目なのだ。

「あくまで仮説だ。奴やつらのマテリアルロウは光だけではなく、物質や熱、電気など物理的な攻こう撃げきのすべてが体を通過するのだろう」

　清十郎の表情が険しくなる。敵に対たい抗こうする手段がないことを即そく座ざに悟さとったのだろう。強固なわけでも避さけるわけでもましてや攻撃を無効化しているわけでもない。銃じゆう弾だんや爆ばく発はつが体をすべてすり抜ぬけるなら通常の物理法則に従った攻撃ではどうやってもダメージを与あたえることができない。

　おまけに清十郎のセットアップしているマテリアルロウは殆ど美化清せい掃そう員のものだ。戦闘を目的とはしていないため、直接的に攻撃を加えるようなことができない。たとえば、彩あや世せの使う非ス殺タ傷ン兵ガ器ンは特ド異メ領イ域ン自体が痛覚を刺し激げきすると同時に、直接人体に意識を失わせる毒の性質を付ふ与よして強制的に気絶させる。物質をすり抜けるマテリアルロウなど意味を成さないだろうが、その彼女は真っ先に無力化されている可能性が高く、この場にはいない。

　不幸中の幸いとしては相手の武器を奪うばっていることだ。しかし、清十郎の予想に従うなら仮にも戦闘のプロがこれだけしか持ち札がないわけがない。

　ならば、どうするかと賢悟は自問した。相手が戦闘のプロだとすればまだやりようが残っている。

「清十郎、カナ、今からほんの少し包囲網もうを突とつ破ぱする道が出来る。全力で走れよ」

　清十郎が頷うなずく。

「イエス、マスター」

　清十郎のインターフェースを操作して領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの中から幅はば三メートル、東西に一〇〇メートルほどの長さがある特ド異メ領イ域ンを北側がわにいるエネミー１ワンを中心として展開する。青い特ド異メ領イ域ンを確認した襲しゆう撃げき者は色が黄色に変わる前に、賢悟達との距きよ離りを詰つめる形で南に直進した。そこに追い打ちをかけるように賢けん悟ごは先さき程ほどとは逆、幅はば三メートル、南北に一〇〇メートルほどの長さがある特ド異メ領イ域ンを展開する。エネミー１ワンの逃にげ場ばは東か西になるが、東に逃げれば特ド異メ領イ域ンによって賢悟達とは分断される。エネミー１は即そく座ざに西の方向へと退たい避ひした。

　展開した特ド異メ領イ域ンは島に巨きよ大だいな黄色の十字を描えがき、賢悟達に道を作る。エネミー達はどうしてもこの特ド異メ領イ域ンを迂う回かいせざるを得ない。なぜなら、一体どんなマテリアルロウが展開されるかわからないのに飛び込む馬ば鹿かは余程の素人しろうとだからだ。プロならば来ない、いや来られないはずだ、と賢悟達は特ド異メ領イ域ンの交差した中心をエネミーのいない北東の方角に突つっ切り、そうしてそのまま森の中を全速力で駆かけ抜ぬけていく。パターンレーダーには、律りち儀ぎに巨大な十字の特ド異メ領イ域ンを迂回しながら追いかけてくる光点が四つ映っている。ただし、速度は賢悟らよりも数段速い。

「さすがはプロ、教科書通りだ。なに、知らない人の特ド異メ領イ域ンに入ってはいけないなんてことは今時小学生でも知っている」

　直感に頼たよりっぱなしの賢悟は内心どきどきであったが減らず口を叩たたいた。

「さっきの仮説を裏付ける要因が増えたな。木や草をすり抜けでもしない限り、この速度で移動するのは難しい」

「つまるところ、逃げるにしても戦うにしても彩あや世せを助けないと話にならないということだ。おあつらえ向きに廃ジ棄ヤ処ン分クで島内にある電子機器の類たぐいはゴミになっているから通信機器も役に立たないはずだ。上う手まくやればエネミー５フアイブ、６シツクスの不意をつける。何秒、余よ裕ゆうがある？」

「エネミー５、６を肉眼で確かく認にんしてから三〇秒がいいところだろう。だが、どうするんだ？　上手く不意を突いたとしてもあの透とう過かのマテリアルロウを展開されているなら打つ手がない」

　真しん剣けんな口ぶりの清十郎に賢悟はニヤリと余よ裕ゆうの笑えみを見せつけ、

「やれやれ、この吾輩わがはいを舐なめてもらっては困るな。対策の一つや二つ、たった今閃ひらめいたわ」

　無論、一いちか八ばちかに決まっているがな、とつけ足した。
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　頭から冷たい液体を浴びせられ、彩世は目を覚ました。すぐに後頭部を鈍にぶい痛みが襲おそい、自分が何者かに殴おう打だされたのを思い出す。負傷箇か所しよの確認を行おうとしたところで両手両足をきつく縛しばられ、地面に寝ねそべっていることに気がつく。そして、鼻び孔こうを突く刺し激げき臭しゆうから全身が油まみれになっているのを理解した。

　カチャと銃じゆう器きを取り扱あつかうような音がした後、堅かたいものを押しつけられたように喉のどが圧あつ迫ぱくされ思わず咳せき込んだ。視界には誰だれもいない。だが、男の声が聞こえた。

「喋しやべるな。マテリアルロウを展開する素そ振ぶりを見せれば殺す。わかったなら首を一回、縦に振れ」

　一いつ般ぱん的なマテリアルロウの展開方法は接せつ触しよく認にん識しきのタッチインターフェース、動作認識のモーションインターフェース、音声認識のボイスインターフェースだ。思考で直接操作するダイレクトインターフェースは理論上可能とされているが、まだ実験段階の域を出ない。身動きのとれない状態で使えるのはボイスインターフェースだが、下手なことを言おうとすればその瞬しゆん間かんに殺されてもおかしくはない。彩あや世せは声の主の言う通りに頷うなずいた。

「正面を見ろ」

　正面に見えるのは地面を這はうように延びているロープだ。それはどうやら彩世を縛しばるロープにつながっている。全身に染み込んだ油のことを考こう慮りよすれば、男がなにをしようとしているのかは自明だ。最悪の想像の通り、火薬が弾はじけるような音と共にロープの末まつ端たんから火が上がった。それも思ったよりもずっと火勢が強い。

「時間稼かせぎをすれば死ぬ。こちらが望まない答えを口にしても死ぬ。なにも知らないのなら用はない。貴様が我々にとって有用だと判断した場合のみ生存を許可する。わかったなら、よく考えて質問に答えろ」

　目の前の光景は恐おそろしく、男の言葉は恐きよう怖ふそのものだったが、何よりも彩世の心に冷たい刃は物ものを突つきつけたのは男のその事務的な口調だった。彼はまるで医者が患かん者じやに風か邪ぜと診しん断だんする時のような気軽さで淡たん々たんと殺意を口にしたのだ。

「なんの目的でこの島に来た？」

　ピクニックでと正直に答えれば命はないだろう。かといって、彩世には男が望んでいる答えにまったく心当たりがない。考えている間に火はすでにロープを半分燃やしてしまった。だが、彩世はあえて何も言わず、歯を食いしばって起死回生のチャンスをじっと待った。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの研修が本当に役に立つ時が来るとは思わなかった。

　そして、思っても見ない形でそのチャンスは訪おとずれた。

　土つち埃ぼこりを巻き上げながら電動自動車が現れたのである。運転しているのは清せい十じゆう郎ろう、助手席には賢けん悟ご、後部座席にカナの姿がある。電動自動車はアクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふみ込まれ、ぐんぐんと彩世の元へ迫せまってくる。

「清十郎、あの火を止めろっ」

「承知した」

　清十郎はロープと火の間に施設保護膜ワツクスを薄うすい壁かべ状に展開して導火線と彩世を分断する。すぐさま彼はサイドブレーキを引き、ハンドルを切った。電動自動車は見事に横よこ滑すべりをして助手席のドアを丁度彩世に向けたまま突っ込んでいく。

「ナイスハンドリングだ、清十郎！」

　スピンターンの最中に賢悟が助手席のドアを開け、体の半分以上を外に投げ出して彩世に両手を伸のばす。しかし、エネミー５フアイブ、６シツクスはアクロバティックな賢悟の行動にも惑まどわされず、サブマシンガンで地面に叩たたきつけるようにして彼の体を殴おう打だしてきた。その衝しよう撃げきを賢悟の体を覆おおう施設保護膜ワツクスが吸収し、彼はしっかりと彼女の体をつかんだ。

「あばよっ！」

　透とう過かのマテリアルロウは物質をすり抜ぬける。逆に言えば物質に触ふれることができないため、賢けん悟ごや彩あや世せの体をつかむことはできない。せいぜい触さわれるのは例外として設定しているもの、たとえば自らの武器であるサブマシンガンぐらいだ。

　逃にげきれる、と賢悟が思った瞬しゆん間かん、両手に万まん力りきで締しめられたかのような激痛と痺しびれが走り、思わず彩世から手が離はなれた。迷彩服を着た二人の男が、賢悟の両手をそれぞれつかんであっという間に彼を車から引きずり下ろした。特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくすれば体に触れるようになるのは当然の理り屈くつだ。

「阿あ呆ほうめ」

　賢悟の一言より前に大木ほどもある巨きよ大だいなダストモップがエネミー５フアイブ、６シツクスの脳天に直ちよく撃げきしていた。清せい十じゆう郎ろうのマテリアルロウ清掃用具ダストモツプである。

「計算通りすぎて欠伸あくびが出るわ」

「油断するな。警けい戒かいしていろ！」

　自動車を停止させ、遠くから清十郎が叫さけぶ。

「なあに、任せてお──」

　賢悟の言葉を搔かき消すように、閃せん光こうと爆ばく音おんが走った。清十郎を乗せた車が瞬またたく間に炎えん上じようし、宙を舞まった破片とタイヤが地面に落ちて頼たよりなく転がる。上空からのレーザー砲ほうだった。

「……エネミー７セブンか。やってくれる」

　すぐさま森の中へ駆かけ込もうとする賢悟の足あし下もとをレーザー砲がなぎ払はらった。地面の爆発が賢悟の体を上空へ押しやると共に施設保護膜ワツクスを突つき破る。保護膜まくを剝はぎ取られ、生なま身みのまま賢悟は地面に落下して全身を強打した。即そく座ざに次の砲撃に備えなければならなかったが、体がまるで言うことを聞かない。賢悟は這はうようにしてかろうじて身を立てると、彩世の方向に視線をやった。

「抵てい抗こうするな。どうせ死ぬ」

　賢悟の首から下が赤い特ド異メ領イ域ンに覆おおわれ、体が麻ま痺ひしたかのように指一本動かすことができなくなった。

　迷めい彩さい服姿の男二人がサブマシンガンを突つきつけながら拘こう束そくした彩世を引っ張ってくる。上空からパラシュートで落下してくるコンテナを、賢悟の背後にいた二人が手早く回収し、各おの々おのがコンテナの中にあるサブマシンガンと通信機を装備すると透過のマテリアルロウを展開した。彼らの姿は透明化するが、スコープを通せば、人型に展開された特ド異メ領イ域ンがまるで体に真っ赤なペンキを被かぶったかのように見える。賢悟の視界からもそれと同じように見えた。

「アルファ１ワンよりインビジブルへ。コンテナを回収、及および目標二名を拘束した。残り二名の現在位置を確かく認にん願う」

「インビジブルよりアルファ１ワンへ。デコイが散布されているため、レーダーでは目標の位置を特定するのが難しい。、またマテリアルロウでの撃げき墜ついの恐おそれがあるため高度をこれ以上、下げられない。目視での確かく認にんは不可能だ」

「アルファ１、了りよう解かいした。引き続き援えん護ごを頼たのむ」

　アルファ１とコードネームを口にした男はリーダーなのか、戦せん闘とう航空機にそう要よう請せいを出した後、賢けん悟ごにサブマシンガンの銃じゆう口こうを向けた。施設保護膜ワツクスがなくなった今、男は指先一つで容易たやすく賢悟の命を奪うばえる。

「貴様らの目的を言え」

　仮に清せい十じゆう郎ろうが反撃の機会を窺うかがっていたとしても、この状じよう況きようで助けに来れば飛んで火にいる夏の虫だ。彩あや世せも拘こう束そくされ、銃を突つきつけられている。彼女は視線に覚かく悟ごを滲にじませて賢悟を見てきたが、長めの瞬またたきでそれに回答した。彼はこの絶体絶命の状況でも何一つ諦あきらめず、必死に切り抜ぬけるイメージを手た繰ぐり寄せようとしていた。

　敵は賢悟の体を拘束し、ＤＣＵ管理者アドミニストレータ二人を事実上無力化している。武器になりそうなものは何一つない。だが、一見完かん璧ぺきに見える彼らは一つだけミスを犯おかしている。それは、この頭脳と口を未いまだ自由にさせているということだ。

「わざわざ聞くまでもないではないか。無論、君達と同じものだ」

　その返答で空気が一変する。銃を突きつけた男の様子がそれまでとは違ちがっているのを賢悟は見逃のがさなかった。

「だが、まあこの状況だ。贅ぜい沢たくは言わない。吾輩わがはいは彼女と話ができればそれでいい。その後は君達の好きにしたまえよ」

　男はサブマシンガンを賢悟の右足に向けると何の躊躇ためらいもなく引き金を引いた。けたたましい発はつ砲ぽう音と共に数発の弾だん丸がんが賢悟の右足と地面を抉えぐり、激痛が駆かけ抜ける。

「質問にだけ答えろ」

　高圧的な男に対し、賢悟は足の痛みを無理矢理、笑えみに転化させ嘲ちよう弄ろうするように表情を歪ゆがませた。

「残念ながら君達は命令できる立場にはない。この程度で吾輩を拘束したつもりならばちゃんちゃらおかしくて涙なみだが出てくるぞ」

「黙だまれ」

「黙る理由があるのならばとっくにそうしているさ。そうだろう。吾輩も死にたくはない。しかしだ。君達は特異領域制御装置ＤＣＵについてあまりに無知だ。更さらには観察力もないときている。これではついついお喋しやべりをしたくなっても仕方がないというものだ」

　痛いところを突つかれたか、男は若じやつ干かん、間を空けてから慎しん重ちように口を開いた。

「なにが言いたい？」

　賢悟は明確に男と視線を合わせ、

「吾輩わがはいは君をこの目でしっかりと捉とらえている。目に見えないはずの君をスコープなしでだ。それがどういうことか理解できないのか？」

　スコープはインターフェースを眼球に合わせて開く原理上、瞳ひとみの色が蒼あお白じろく変化する。そして、インターフェースとは特ド異メ領イ域ンに他ほかならない。しかし、賢けん悟ごの瞳は黒く、特ド異メ領イ域ンレーダーにも反応がない。にもかかわらず彼は不可視化している男を確かに見ている。ありえない話だ。

「やれやれ、わからないか。君達だって同じことをしているだろうに。上空にいる戦せん闘とう航空機は通常のレーダーでは察知できないようにステルス機能を備えているのではないか？　それと同じことが特異領域でできない道理がない」

「……貴様っ」

　男が最大限に警けい戒かいを強める。特ド異メ領イ域ンは特ド異メ領イ域ンレーダーでしか位置を特定できない。もしも、特ド異メ領イ域ンのステルス技術が存在するのだとしたら、事実上、特ド異メ領イ域ンを完全に不可視化できるということだ。

　賢悟は男が発した僅わずかな動どう揺ようを見逃のがさず更さらに言葉で追い打ちをかける。

「君が吾輩の足を撃うっている間にマテリアルロウの展開はとっくに第二段階だ。次に引き金を引けば先に君と後ろの三人が死ぬ。ただ上空の航空機に情報を集められるのは吾輩も嫌いやなのでね。君達はその貧弱な装備からして偵てい察さつ部隊なのだろう？」

「答える必要はない」

「勿もち論ろん、答えてもらう必要などないよ。すでにわかっていることだ。それよりも、いい提案がある」

　賢悟は直感を信じて言った。

「マテリアルロウの展開を見せない代わりに、天あま川かわ理り璃りに会わせてやろう」

　男に反応は見られない。今度は完全に感情を隠かくされ、賢悟は心臓の鼓こ動どうが早まったのを必死に押し隠す。

「天川はどこにいる？」

　内心でほっとしつつも、悟さとられないように挑ちよう発はつ的な笑えみを浮かべる。

「阿あ呆ほうめ。だから、君達は無知で洞どう察さつ力がないというのだ。まあ、マテリアルロウを同時に二つ以上展開することのできない低レベルの知能では仕方のない話だがな」

　男が押し黙だまったのを見て賢悟は確信する。わざわざサブマシンガンを持っているのは、透とう過かのマテリアルロウを展開しながら他のマテリアルロウを使うことができないためだ。

　清せい十じゆう郎ろうは簡単にやってのけたが、マテリアルロウを二つ以上、展開するのは意外と難しい。マテリアルロウの展開というのは脳で制せい御ぎよしているため、その間は簡単な計算をしているようなものだ。二つ同時にマテリアルロウを展開するというのは、頭の中で足し算と引き算を同時に行っているに等しいのである。

「天あま川かわ理り璃りがどこにいるだと？　まったく笑わせてくれるわ。君達は一体、この島でなにを調べていたのだ？　彼女はここにいる。初めからずっとだ。知りたければ、さっさとこの麻ま痺ひを治したまえよ。案内してやろう」

　男はじっと賢けん悟ごを睨にらんだが、彼にまったく怯おびえが見られないことを悟さとると、特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくして姿を現した。

「下手な真ま似ねはするな」

　男は賢悟の全身にマテリアルロウを展開し、麻痺を治した。

「それはこっちの台詞せりふなのだがね。まあいい。ちょいとそこの壊こわれている銃じゆうを取ってくれたまえよ。この足では杖つえでもなければ上う手まく歩けないのでな。それとも、肩かたでも貸してくれるか？」

「アルファ２ツー、杖になりそうなものを拾ってこい」

　男の命令に従い、別の男が森の中から木の枝を拾ってきた。

「渡わたしてやれ」

　賢悟は不敵な笑えみを見せながら、木の枝を受け取った。

「ついてきたまえ」

　不ふ遜そんな口調で言い放ち、賢悟は歩き出す。確証はなかった。ただ天川理璃を探しているというのが一番自然な回答だと思ったのだ。勿もち論ろん、特ド異メ領イ域ンのステルス技術に至ってはブラフもいいところだ。賢悟はＤＣＵ管理者アドミニストレータですらない。彼が肉眼で特ド異メ領イ域ンを見ることができるのはまた別の理由だ。

　さて、後は上手く罠わなに嵌はめるだけだと賢悟は次の作戦をイメージした。
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　あいつとは同じものが見える、そう誤解していた時期があった。しかし、あいつの見ているものは自分の見ているものと同じようで全然違ちがうのだと清せい十じゆう郎ろうは今日こそ確信した。あいつというのは彼の大悪友こと一いちノの瀬せ賢悟である。

「こんなところでなにを待てと言うんだ、あの馬ば鹿かは」

「マスターの考えていることは普ふ通つうの人間には理解できませんよ。別に天才だとかそういうわけじゃないのにおかしいですね」

　カナの口ぶりがおかしくて清十郎は苦笑しつつ緊きん張ちようを僅わずかに緩ゆるめる。彼らが今、どこにいるかというと水の中だ。純ア鉄イ生ア成ンで作った釣つり鐘がね状の鉄を潜せん水すいポッドのように湖に沈しずめ、その中に潜ひそんでいるのである。賢悟が彩あや世せの救出に失敗した際、第二プランとして考えていた作戦だが、清十郎達が聞いている内容は湖に隠かくれて機会を待てということだけだ。それ以上は説明する時間が足りなかったのである。

「そういえば、レーザー砲ほうをどうやって逸そらしたんだ？」

「アンチレーザーシールドを展開しました。エマージェンシーモードでしか使えないとっておきですよ。でも、総エネルギーの一割を消費するから沢たく山さん使うとすぐに動けなくなってしまうんです」

　ちなみに戦せん闘とう航空機のレーダーから逃のがれるためデコイを散布したのもカナである。

「すごいな。助手型アンドロイドかと思ったら戦闘機能もあるのか」

「えっへん。必殺技わざはロケットパンチです」

　それはないだろ、と清せい十じゆう郎ろうは突つっ込みそうになったが思い直して言葉を選んだ。いくら他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットとはいえあんまりな気がしたのだ。

「今度、もっと女の子らしい装備に変えるようきつく言っておく」

「おっぱいミサイルとかですか？」

「そういうのは女の子らしいとは言わないだろう。間ま違ちがっているだろう？」

　子を見れば親がわかるというのは人間に限った話ではないと清十郎は学んだ。

「でも、大だい丈じよう──」

　と、カナは言おうとしたことを途と中ちゆうでやめて耳をすますような仕草をした。エマージェンシーモードでは普ふ段だん、人間並でしかないセンサー類も段違いの性能になる。

「上にマスターが来ました。声を拾えるか試ためしてみますね」

　カナの口からザザザザというノイズが数回走った後、地上にいる賢けん悟ごの声が再生された。
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　痛みを堪こらえながら湖に到とう着ちやくしたところで賢悟は歩みを止めた。

「一つ聞くが、君達はここでなにか見なかったか？」

「火の玉のようなものを見た。それがどうした？」

　先さき程ほど、賢悟の麻ま痺ひを治した男が答える。すでに透とう過かのマテリアルロウを展開しているため表情はわからない。賢悟の目には彼が真っ赤に染まって見える。

「調べたところ、アレは光を当てると消え、光を遮さえぎると現れる。一体なんなのかと疑問に思っていたが恐おそらくこういうことだ」

　賢悟はホログラム・ディスプレイの光度を最大にして開いた。暗くら闇やみの中に走る光が辺りを照らす。賢悟の足あし下もとには影かげが出来、男達の足下には影が出来なかった。

「つまり、アレは影なのだ」

「だから、それがどうしたと聞いている」

「黙だまって聞きたまえよ。今、説明しているではないか。つまりだ。影だからこそ太陽の光の下では現れず、月明かりにさえも消えてしまう。だが、影という存在は暗くて見えない。面おも白しろい現象ではないか。暗くて認にん識しきできない影の正体を暴あばこうと光を当てれば影は消えてしまうのだから」

「当たり前のことだ」

「では、その当たり前の思考で考えてみたまえよ。光を当てれば消えてしまう影かげを光で照らすにはどうすればいい？」

　男は賢けん悟ごにサブマシンガンを向け、

「いい加減にしろ。科学の授業を聞きたいわけではない。天あま川かわはどうした？　どこにいる？」

「だから、今、その説明をしているところではないか。そんなことだから君達は科学者一人見つけ出せないのだよ」

「……続けろ」

　男がサブマシンガンを下ろしたのを確かく認にんしてから賢悟は説明を再開した。

「さて、影を光で照らし出すにはどうすればいいか。特異領域制御装置ＤＣＵを使えば簡単なことだ。影自身が発光すればいい」

　影に発光の性質を追加するマテリアルロウを使えば、旧科学の時代にはありえなかった影の発光現象というのを見ることができる。

「次に影が発光するというのがどういうことなのかだが、その答えが先さき程ほどのアレだ。あの火の玉は影の発光現象、すなわち影の内側がわから影を照らし出す明かりだ。これがなにを証明しているかというと、影の内側に明かりを持っていくことができるということだな」

「わかりやすく説明しろ」

「影の世界というものが存在すると言っている。正確には次元が違ちがうだけだがな。よく言うではないか、三次元空間に住む人間は四次元空間に住む人間を認識することができないと。影を発光させる現象を引き起こしたことによって、影かげ次じ元げんがこの世に生まれたのだ。所謂いわゆる、物理法則の調ちよう整せい性せいというやつだ」

　特ド異メ領イ域ン内では物理法則は成立しない。そのため、マテリアルロウによっては、特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくした後も物理法則に矛む盾じゆんを生じさせる結果を生むことがある。先における影の発光現象などがそうだ。本来は起こらない現象が世界に発生した時、物理法則は二種類の調整を行う。一つが発はつ散さん調ちよう整せい、もう一つが収しゆう縮しゆく調ちよう整せいだ。収縮調整はその現象自体を緩ゆるやかに収縮させ、やがてはなかったことにしてしまう。対して、発散調整は現象を発散させ世界の仕組み自体を変化させることで矛盾に対する調整を行う。つまり、影が発光するのは影次元にある物質が発光しているからだ、という具合にである。

　現在はこの発散調整により、かつての科学者によって発見された物理法則が次々と書き換かえられているのである。

「つまり、天川理り璃りはその影次元にいるということか？」

「ご名答」

「では、そこに行く方法を教えてもらおうか？」

「影かげ次じ元げんに行くには条件がある。一つ尋たずねるが、その透とう過かのマテリアルロウは光を見ることができているのか？」

　通常、眼球の水すい晶しよう体たいや網もう膜まくまで透明になってしまえば視力が失われる。そのため、何らかの対策を組み込んだマテリアルロウをセットアップしなければならない。眼球が透明になっても視力があるようにするか、聴ちよう覚かくを強化してそれを頼たよりにするか、どういう法則にするかは開発者次し第だいだろう。

「視力は変わらない」

「なるほど。ではセットアップが必要だ。光の物質マテリアル、それと影の性質マテリアルをダウンロードする。そして、いいか？　今から吾輩が君に言うことをよく聞きたまえよ。光の物質マテリアルにダウンロードしたマテリアルを組み合わせ、湖面に可能な限り広こう範はん囲いな特ド異メ領イ域ンを展開すれば面おも白しろいことが起こる」

「ふざけるな。ダウンロード方法が未解明の性質マテリアルをダウンロードするのは専門の科学者でも最低一ヶ月はかかるはずだ」

　性質マテリアルは物質や現象の性質を認にん識しきすることでダウンロード可能なため、マテリアルの中では全ぜん般ぱん的にダウンロード難度が高く、レアマテリアルであることが多い。

「環かん境きよう効果というのがあるだろう。すでに性質マテリアルを利用して作られた物質が近くにある場合には、そのマテリアルのダウンロード確率は飛ひ躍やく的に高まる。騙だまされたと思ってやってみたまえよ。それとも吾輩わがはいが手本を見せようか？」

　賢けん悟ごは確信犯的笑えみを見せて聞いた。ダウンロードをするというのは、ゼロマテリアルロウを展開するという意味だ。だが、展開したものが何のマテリアルロウであるかはＤＣＵ管理者アドミニストレータ本人にしかわからない。得体の知れない賢悟にダウンロードを任せるのは迂う闊かつとしか言いようがないだろう。

「不要だ、俺がやる。アルファ２ツー、持っていろ。それと目を離はなすなよ」

　男はサブマシンガンを仲間に渡わたし、透過のマテリアルロウを閉へい塞そくして代わりにゼロマテリアルロウを賢悟の影に展開する。

　突とつ然ぜん、賢悟が湖に背を向け、倒たおれ込むようにして地面に伏ふせた。エネミー達はそれに気をとられ、いつのまにか湖面上に展開されていた特ド異メ領イ域ンへの対処を遅おくらせた。
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　光の物質マテリアルにダウンロードしたマテリアルを組み合わせ、湖面に可能な限り広範囲な特ド異メ領イ域ンを展開すれば面白いことが起こる──それが決して影次元へ行く方法ではなく、自分への指示であることを清せい十じゆう郎ろうは即そく座ざに理解した。

　光の物質マテリアルは鍾しよう乳にゆう洞どうで偶ぐう然ぜんにもダウンロードしたものだ。では、もう一つのダウンロードしたマテリアルには何を選ぶのか。ヒントはエネミーの一人が口にした視力は変わらない、という言葉だ。

　清せい十じゆう郎ろうは即そく座ざにセットアップしたマテリアルロウを展開する。特ド異メ領イ域ンが巨きよ大だいになるほどマテリアルロウの実行が遅おそくなるため、ぎりぎりの大きさを見極きわめて湖面に特ド異メ領イ域ンを展開した。

　セットアップに使ったのは、光の物質マテリアルと爆ばく発はつの現象マテリアル。光を爆発させる閃光爆発フラツシユボムの暴力的な明かりが湖の中までも真っ白な世界へと変へん貌ぼうさせる。地上ではサブマシンガンを乱射する音が断だん末まつ魔まの叫さけびのように響ひびき、やがて止まった。

　だが、これで終わりではない。閃光爆発フラツシユボムを閉へい塞そくすると清十郎は潜せん水すいポッドから水中に身を投げ一気に水面へ顔を出した。

　エネミーが三人、地面にうずくまっている。透とう過かのマテリアルロウを展開している限り、たとえ背中を向けて地面に伏ふせたとしても光は体を透過して視神経を焼いたことだろう。残る敵は透過していない一人と、上空の戦せん闘とう航空機だ。

「神かん崎ざき君、こっち。粉塵爆発ダストエクスプロージヨンっ！」

　清十郎は彩あや世せの言わんとしている意味を理解し、彼女めがけて粉塵爆発ダストエクスプロージヨンを発生させた。爆音が響き、彩世を縛しばるロープは跡あと形かたもなく破は壊かいされる。一方、粉塵爆発ダストエクスプロージヨンの直ちよく撃げきを受けたはずの彼女はまったくの無傷だ。

　安全地帯シエルター、特ド異メ領イ域ン内における破壊現象の一いつ切さいを消失させる大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの必ひつ須すマテリアルロウである。

「飛ばすよっ！」

「承知した！」

　彩世は清十郎に駆かけ寄ると彼の体に触ふれ、頭上に飛行フライトを展開する。そのマテリアルロウは清十郎のみを対象とする引力を発生させ、重力から引き上げる。空へと落ちていく勢いで彼は飛んだ。

　一いつ瞬しゆんで上空に到とう達たつした清十郎のスコープが捉とらえたのは真っ赤なペンキを被かぶったかのように見えるヘリコプターだ。透過のマテリアルロウを展開したエネミー７セブンだろう。

「どこの軍隊か知らないが、調査不足のようだ。これが今時の大学生の標準的戦闘能力だからな」

　空域を緊きん急きゆう離り脱だつしようとする戦闘ヘリに向かって清十郎は天てん井じようを磨みがくような動作でモップを振ふるう。モーションインターフェースにて廃ジ棄ヤ処ン分クが展開されるや否いなや、戦闘ヘリが煙けむりを上げて落下していった。

　清十郎の体がゆっくりと下降を始めると、地上から彩世の声が聞こえてきた。

「一いちノの瀬せ君、無茶だよっ!!」

「いいから、彩世は転がっている連中に非ス殺タ傷ン兵ガ器ンでも撃うち込んでおきたまえよ。なに、心配しなくとも相手は丸まる腰ごしだろう。折角、仮説を立てたのだ。これを試ためさずにいられるものか」

　賢けん悟ごはゆらりとおぼつかない足取りで残った敵に前進しつつ、サブマシンガンを撃うった。男が透とう過かのマテリアルロウを展開させることによって銃じゆう弾だんをすり抜ぬける。そして、地面に落ちているサブマシンガンをつかむ。瞬しゆん間かん、重たい衝しよう撃げきに脳を揺ゆさぶられ男はたたらを踏ふんだ。投とう擲てきされたサブマシンガンが頭に直撃したのだ。

「仮説一、サブマシンガンを持てるということは、サブマシンガンは体を透過させられないということだ」

　言いながらも、男が持っているサブマシンガンをつかむと強引に奪うばい取り、

「仮説二、サブマシンガンで殴なぐれるということは、サブマシンガン自体は不可視化されていても物質をすり抜けるようにはなっていないということだ」

　賢悟はサブマシンガンを渾こん身しんの力で男に叩たたきつける。しかし、彼が喋しやべっている間に男は脳のダメージを回復させ、銃身を腕うでで受けとめた。すぐに賢悟がサブマシンガンを引こうとすると男は手で銃身をつかみ決して離はなすまいと渾身の力を込めた。

「公式通りだ。そのまま離すなっ！」

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。戦せん闘とう訓練を受けているはずの男に賢悟は膂りよ力りよくで勝まさり、体を一瞬宙に持ち上げたかと思うと、そのままジャーマンスープレックスの要領で地面に叩きつけていた。

「仮説三、地面だけはどうやってもすり抜けられない。そんなことをしたらマテリアルロウを展開した瞬間に地球の中心まで落ちてしまうからな」

　男は透過のマテリアルロウを展開したまま完全に意識を失っている。

「それにしてもだ。騙だまされたと思ってやってみたまえと言って、本当に騙される奴やつがいるとは驚おどろきだな、清せい十じゆう郎ろう」

「黙だまれ。あんなハッタリを切り札にされた俺の身になってみろ」

　生なま身みで水中から上空まで行き、地上に戻もどってくるという芸当を三分ほどで成し遂とげた清十郎は苦言をこぼした。

「そうだよ。それに一いちノの瀬せ君ってほんっと人の言うこと聞かないよね。死んじゃっても知らないんだよ」

　彩あや世せはエネミー全員に非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを撃ち終え、待ってましたと言わんばかりに文句をつけにきた。

「なに、彩世に命を預けていたというだけだ。どうせ、いざとなったら助けてくれるのだろう？」

「それは助けるけど。そうじゃなくて、そんな軽く命を預けられても困るっていうかさ。預かるけどね。預かりはするけど。なんていうのかな？」

　彩世はうーんと考えてから、賢悟をキッと睨にらむと、

「ばーか、預かったらもう返さないよーだっ！」

「いや、どういう理り屈くつだ？　冷静に話したまえよ」

「いたって冷静だもん。ねえ、カナちゃん」

　カナはジェル状の止血キットで賢けん悟ごの足に応急処置を施ほどこしながら言った。

「はい。マスターはびしょ濡ぬれになるまで頑がん張ばった人工知能ロボットにねぎらいの言葉一つくれないひどい人です。でも、私はそんなマスターを好きでいなきゃならないんです。生きるって辛つらいですね」

　女の子一人と他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のう一台に責められ、賢悟はばつの悪い思いをしたが、すぐに彼の頭の中は別の思考に埋うめ尽つくされた。

「では、そろそろお待ちかねのメインイベントといこうではないか」

　賢悟が湖に向かってそう言った。

「さっきの話はわかったけど、影かげ次じ元げんに入るってことはあたし達が影になるってことだよね？　影の性質マテリアルをダウンロードしなきゃだけど、一ヶ月待つの？」

「む、彩あや世せでも厳しいか？」

「わかんないかもしんないけど、相性みたいなものがあるんだよね。これはわかる、これはわかんないって感じるっていうか。影はちょっと相性が悪いみたい」

「大だい丈じよう夫ぶだ。環かん境きよう効果がある」

　賢悟を揶や揄ゆするように大真ま面じ目めな口調で言った清せい十じゆう郎ろうに彩世は「そだねー」と同意してケラケラ笑う。環境効果は口からデマカセもいいところなのだ。

「ええい。黙だまらっしゃいっ。ならば、第二プランでいこう。わざわざ、こちらから影次元に入ることもあるまいよ」

「で、具体的にはどうするんだ？」

「影を内側がわから照らせばとりあえず向こう側が見えるだろ。計算は任せるからな」

「ああ、影次元だけに展開するのな」

　特ド異メ領イ域ンは物理法則の影響を受けない。よって、四次元だろうが影次元だろうが、特ド異メ領イ域ンの影えい響きようは受ける。だが、今回の場合は影次元ごとまとめて明かりで照らしても影が消えてしまうため、賢悟達からは影の内側を見ることができない。そのため、領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを影次元にのみ展開できるように設定を変へん更こうするのだ。

「閃光爆発フラツシユボムで平気か？」

「特ド異メ領イ域ンのサイズを極小にすれば普ふ通つうの明かりになるはずだ。出てこなければ、今度は最大サイズにしてあぶり出せばいい」

「謝るのはお前だからな」

　と、清十郎は自分の責任範はん囲いについて言げん及きゆうしてから、影次元に閃光爆発フラツシユボムを展開する。

　一体、何が起きるのかと全員が固かた唾ずを吞のんだ。

　まもなくして別次元からの光に湖面が淡あわく照らされ始める。光はどんどんと広がっていき、見れば湖の上には天を突つく古びた塔とうがそびえ立っていた。

　賢けん悟ご達はそのスケールの大きさに息を吞のむ。空を見上げても塔とうの終わりが見えないのだ。

「なんだこの馬ば鹿かげた代しろ物ものは？　一体、何キロあるんだ？」

　思わず清せい十じゆう郎ろうが言葉をこぼす。

　賢悟がしばらく塔に見とれていると、その門が錆さびのついた音を立ててゆっくりと開いた。

　中から姿を現したのは、中世ヨーロッパのゴシックファッションを纏まとった幼い女の子だった。髪かみも瞳ひとみも装よそおいと同じく漆しつ黒こくで、大人びた片眼鏡モノクルをかけている。少女の周囲に特ド異メ領イ域ンが展開したかと思うと、彼女は影かげ次じ元げんを超こえて賢悟達と同じ場所にやってきた。

　少女は待ちかねていたかのような表情を浮かべ、

「やあ。来たね、若き科学者の諸君。ところで──」

　突つき刺さすような眼まな差ざしで賢悟達に問う。

「この世の真理を知りたくはないかい？」

　それが世紀の天才科学者、天あま川かわ理り璃りとの出会いだった。
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間ま違ちがいを犯おかしたことのない人というのは、何も新しいことをしていない人のことだ。





──アルバート・アインシュタイン









恐きよう怖ふとは未知のことだ。たとえば、オタクはアニメ好きのエイリアンを恐おそれるだろうか。失敗だってつきあってみればそれほど悪い奴やつじゃないのさ。





──園その崎ざき重しげ久ひさ















　　　第三章「科学的にありえないはずの現実」







　　　　　　　１




　特とく異い領りよう域いき理り論ろんを確立し、特異領域制御装置ＤＣＵを実用化するという科学の歴史を覆くつがえすほどの偉い業ぎようを人類が成し遂とげることができたのは、その時代の天才科学者と呼ばれた五人が同じ日本の研究機関『シングラリティ』に属していたという理由が大きいだろう。かつてのアインシュタインやニュートンと同じほどに名の通ったその五人の科学者は、天あま川かわ理り璃り、九つ十く九も伊い月つき、渡わた瀬せ恭きよう一いち郎ろう、園その崎ざき重しげ久ひさ、西さい条じよう古ふる人ひとである。驚おどろくべきことに全員が日本人だった。

　すでに『シングラリティ』に籍せきはないものの現在も生存している四人の科学者の中には、同時に特異領域理論を後こう生せいに伝えるべく教きよう鞭べんをとっている者がいる。それが、教育の特異点こと園崎重久と社交的なサイエンティストと呼ばれる西条古人だ。

　西条古人は世界国家第一大学で特異領域理論Ⅰを担当している教授だが、彼の講義中にちょっとした事件が起きたことがある。特異領域理論の基き礎そさえも理解していない学生の一人が西さい条じよう古ふる人ひとの講義内容に真っ向から反論を唱え出したのだ。

　その学生の名は一いちノの瀬せ賢けん悟ご。

　事件が起きたのは丁度、彼が大学二年生になった頃ころまで遡さかのぼる。

「ワインといえばウ・メス・ウ・ファン・トレスというものが私のお気に入りでしたね。残念ですが、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の後に二度と飲めなくなりましたよ。ぶどうの栽さい培ばい地ちが消えて、作り手もいなくなってしまったので仕方のないことですが、正直、こんなことになるなら特ド異メ領イ域ン実験などしなければよかったと激しく後こう悔かいしています」

　古人の冗じよう談だんに何人かの生徒達がくすくすと笑う。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は五〇億人もの死者を出したが、その実験を行った元『シングラリティ』の科学者五人に対する世間の目はありえないほどに寛かん容ようだ。

　理由はいくつか考えられる。第一に、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の発生原因は『シングラリティ』の特ド異メ領イ域ン実験というよりも、当時の先進六カ国が特異領域制御装置ＤＣＵを実現させようとしている日本に対して十数万発の反物質ミサイルを発射したことにある、という見方が有力であるためだ。特ド異メ領イ域ン実験と大量の反物質ミサイルが生み出す莫ばく大だいなエネルギーが何らかの化学反応を起こし、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は発生した。宣戦布告もなしで反物質ミサイルを撃うたれた日本の科学者達は被ひ害がい者だということである。

　第二にはその後、彼らが世界にもたらした功績が莫大であることが挙げられる。人々の暮らしは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』以前とは比べものにならないほど豊かになった。世界に蔓延はびこっていた数多あまたの問題──食しよく糧りよう、福ふく祉し、医い療りよう、経済、地じ雷らい、エネルギー、資源、温暖化、砂さ漠ばく化、公害、貧困等々、およそ物理的に解決可能な問題ならば特異領域制御装置ＤＣＵを使ってある意味力尽づくで解決することができた。

　大陸が原型を留とどめないほどに変形し国境が完全に消え去った新しい世界で、覇は権けんを握にぎったのは紛まぎれもなく特異領域制御装置ＤＣＵを擁ようする『シングラリティ』であり日本だ。領土を失ったほとんどの国は日本の統制下に入った。それほど、特異領域制御装置ＤＣＵは絶大で、どんな壮そう大だいな理想をも実現できる夢のシステムだったのだ。

　かくして、日本は世界の名前となり、かつてないほどの平和が訪おとずれた。最も早はや、限りあるもののために争うことはない。すべてが平等に無限に行き渡わたる世界となったのだ。

　通貨は円に統一され、共通語が日本語に変わり、日本名に名前を変える人間が続出した。不治の病は小説の中にしか登場しなくなり、戦争は愚おろか者のすることだと誰だれもが悟さとった。ないと訴うつたえる者には満足がいくまで与あたえ、それでもなお世界中が潤うるおう。世界は今、限りなく完全な平和に近づいているのだ。

　そう限りなく、と賢悟は思う。決して１にはならない三角関数を辿たどるように、夢のような毎日に忘れてしまった五〇億人分の憎にくしみをどこかに、しかし確かに孕はらみながら──

　それに気づいている人間は僅わずかだが存在するだろう。だからこそ、賢悟は古人の不ふ謹きん慎しんな冗じよう談だんが気に入らなかった。

「ところでウ・メス・ウ・ファン・トレスというのはなかなか興味深いのですが、これがどういう意味かというと──」

　古ふる人ひとは巨きよ大だいなホログラム・スクリーンに簡単な式を書いた。小学生にでもわかる矛む盾じゆんした数式だ。




　１＋１＝３




「この式が表しているのはこういうことです」




『１』→ぶどう栽さい培ばいのプロ、αアルフア家

『１』→ワイン造りのプロ、βベータ家、と書き加えられる。




「このα家とβ家が手を結び、栽培、醸じよう造ぞうを一いつ貫かんすることで相乗効果を生み出しました。それによって、１＋１の答えが２ではなく更さらに１を加えた３になるということです。優すぐれたもの同士が力を合わせれば１＋１は２でなく３になるんだということでしょうが、科学の世界で１＋１＝３というのはもっと面おも白しろいことが起きます」




　両辺を整理する、と数式の下に追記される。

　２＝３

　両辺から２を引く。

　２－２＝３－２

　両辺を整理する。

　０＝１




「１有ることと０無いことは等しい。つまり、不可能は可能になる。可能は不可能になる。もしくは、なにが起こるのか誰だれにもわかりはしない、ということです」

　１が０であるということは、１はすべての値あたいを取りうるということだ。すなわち、１はすべてであってすべてではない。この性質はあるものと一いつ致ちする。

　特異点である。

「特異点ではまさにこの数式が成り立ちます。たとえば特異点上ではネジを二本重ねれば三本に増えるのです。よって、このことから１＋１＝３、つまり０＝１という特異点における基本方程式が導き出されました」

　もっとも、ネジというのは思考実験に使われるたとえだ。実際の特異点はネジとは比べようもないほど小さいため、ネジが二本から三本に増えるという現象が自然に起こることはまず考えられない。そこでネジを増やすために開発されたのが特異点を連続させて特ド異メ領イ域ンを展開する特異領域制御装置ＤＣＵだ。

「特異領域制御装置ＤＣＵは、まず特異点における０＝１を利用して特異点自体を増ぞう殖しよくさせます。そうすることによって、現実に影えい響きようを与あたえられるサイズの特ド異メ領イ域ンが展開され、様々な物質や現象を発生させるマテリアルロウを実行できるという仕組みですね」

　古ふる人ひとは区切りをつけるようにホログラム・スクリーンから離はなれ、自然な仕草で白衣の襟えりを直した。下に着ているのはグレーのスーツでネクタイもきちんと締しめている。歳としは三〇代、学者というよりはどこか一流企業のビジネスマンといった風ふう貌ぼうだ。

「ここまでで質問はありますか？」

　待ち構えていたように賢けん悟ごが手を挙げて、間かん髪はつ入れずに言った。

「特とく異い領りよう域いき理り論ろんが説明しているのは無から有を生み出すことができるということですよね。それなのに、特異領域制御装置ＤＣＵではダウンロードやセットアップという手順を踏ふまなければマテリアルロウを展開できないのはなぜですか？」

　古人は思案するように顎あごへと手をやって、

「特異領域制御装置ＤＣＵがマテリアルロウの内容を決定する際に関連づけが必要だからです。この辺りを詳くわしく説明しているのはマテリアル理論ですから、この講義で深くは踏み込みませんが」

「マテリアル理論は特異領域制御装置ＤＣＵの実用化にあたって特異領域理論を誰だれにでもわかりやすくイメージできるように体系づけたものでしょう。マテリアルロウの関連づけはあくまでイメージであって実際に特異領域制御装置ＤＣＵが行っている動作ではない。それどころか、特異領域理論では特異領域制御装置ＤＣＵにマテリアルのダウンロードが必要な記述が一いつ切さいなく、また特ド異メ領イ域ンを制せい御ぎよできることの説明がつかない。このことについて教えていただけますか？」

　問い質ただすような口調の賢悟へ古人はうんざりした様子で言った。

「時折、いるんですよ。あなたみたいに特異領域理論の欠けつ陥かんを見つけたというような人がね。あなたにもわかるように簡単に説明すると、特異領域制御装置ＤＣＵにはブラックボックスがあるんですよ。それは現在の『シングラリティ』でも一部の人間しか知りません。平たく言えば企業秘密でしょうね」

　特異領域制御装置ＤＣＵを生産する技術を有しているのは現在、世界国家第一大学を運営している研究機関『シングラリティ』だけである。外部の人間にすべての技術を公開するわけがないというのは至し極ごく当然の理屈であり、勘かん違ちがいをした学生はここですごすごと引き下がる羽目になる。しかし、賢悟にとってその答えは織り込み済みだった。

「腑ふに落ちないのはそこですよ。特異領域制御装置ＤＣＵにはブラックボックスがあると『シングラリティ』は説明している。それなのに、分解した特異領域制御装置ＤＣＵにブラックボックスが見つからないのはなぜです？」

「おやまあ、恐おそろしいことを言いますね。特異領域制御装置ＤＣＵを分解したというのは、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの頭を切り開いて、脳に移植されている特異領域制御装置ＤＣＵを取り外したということですよ」

「それぐらいは今時の研究機関では日常的にされていることです。特異領域制御装置ＤＣＵを使えばなんの危険もありません。むしろ、問題はそこから先です。解かい析せきした特異領域制御装置ＤＣＵの特異点方程式を解いても特ド異メ領イ域ンを制せい御ぎよできる回答は得られない。それなのに、それをそっくりそのまま再現すれば特ド異メ領イ域ンは制御できてしまう。どう考えても特とく異い領りよう域いき理り論ろんが間ま違ちがっているとしか思えない」

「それで、君が解析したデータは手元にあるんですか？」

　特異領域理論は天才の学問と呼ばれている。常人は一生かけてその理論の一部をようやく理解できるかどうかという代しろ物ものであり、そのため万人に理解を促うながすマテリアル理論やドメイン理論が存在する。特異領域制御装置ＤＣＵの解析は様々な研究機関が鎬しのぎを削けずっているが未いまだ『シングラリティ』以外に成功したという話は聞かず、特異領域理論を提唱した五人の天才科学者以外にとってはブラックボックスの塊かたまりだというのが実情なのだ。

「解析したのは友人です」

　いずれは歴史が天才と呼ぶ人間にも、まだ世に出ていない時期というのがある。幾いく万まんもの研究機関が成し遂とげられなかったことを、賢けん悟ごの入手してきたデータだけでやってのけた清せい十じゆう郎ろうは、紛まぎれもなく後に天才と呼ばれる科学者の一人であろう。

「やれやれ、用意のいいことですね」

　賢悟のナノスマートフォンから転送された特異領域制御装置ＤＣＵの解析データを古ふる人ひとは次々とスクリーンに映していく。彼は膨ぼう大だいな量のデータをあっという間に見終えると賢悟に言った。

「基き礎そは理解しているようですが、お友達には決定的に応用力が足りませんね。特異領域理論はすべての事物に特異点となるものが存在することを説明しています。一見ないように思えるブラックボックスは特異領域制御装置ＤＣＵにおける特異点として存在しているのですよ」

　古人の説明に賢悟は既き視し感を覚えた。似たような機構をどこかで見たような気がするのだ。そして、それが特異領域制御装置ＤＣＵと深く結びつくように直感した。

「まあ理解できないでしょうが、どうせなら説明しておきましょう。特異領域制御装置ＤＣＵを完成させたのは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』です。なんの比ひ喩ゆでもなく、それまで動作しなかった特異領域制御装置ＤＣＵが『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』後には実用化されていたのです。それが、どういうことだかわかりますか？」

　古人の言う通りまるで理解できなかった。特異領域理論を確立した科学者とそれを学び始めたばかりの学生とではその知識と経験に天と地ほどの差が存在する。それでも、次の古人の台せ詞りふで賢悟の血は煮にえくり返った。

「『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せいになった五〇億人は科学の発展のために死んだということです。勿もち論ろん、これもなんの比喩でもなく」

　賢けん悟ごは視線を燃やし、怒ど気きを露あらわにするように真っ向から反論した。

「撤てつ回かいしてください。僕の両親と妹は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者です。ですが、僕は家族が死んだわけではないと思っています。消えた五〇億人も同様に、どこかで生きているはずです。僕は家族と彼らを助けるために特とく異い領りよう域いき理り論ろんを学んでいます」

「だから、なんですか？　反論するなら感情ではなく理り屈くつでおやりなさい。なんの根こん拠きよも伴ともなわず物事を決めつけるのは子供のすることです。あなたがどう思おうと事実は変わりません。私は間ま違ちがっていないことを撤回する気はありませんよ」

「言わせてもらいますが、西さい条じよう教授の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』に対する見解こそ、いい大人が持つべきものではありませんね。科学の発展のために死んだと思うなら、犠牲になった人々への哀あい悼とうを少しは表したらどうですか」

「ああ、なるほど。そういう考えは研究の役に立たないので捨てた方がよろしいですよ。科学者になりたいのでしたら尚なお更さらです」

　それが本当に正しいことのように答えた古ふる人ひとを、賢悟は許すことができなかった。

「阿あ呆ほうめ。倫りん理りをなくした科学を学んで一体、誰だれを幸せにできるのか言ってみたまえよっ！」

「わかりました。もう結構です。君のやっていることは講義の妨ぼう害がいです。他ほかの生徒の皆みなさんに迷めい惑わくになりますし、態度を改めないなら無期停学処分にしますが、よろしいですか？」

　賢悟は絶句する。古人が言ったのは全面的に非を認め、謝罪をしないのなら一生停学を解かないという意味だ。それは、途と方ほうもない倍率の高さを乗り越こえ世界国家第一大学に入学した一番の目的、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格を取ることができないということである。

　ぐっと唇くちびるを嚙かみしめ、頭を下げようとしたその時、彼にしか聞こえないぐらいの小さな声で古人が囁ささやいた。

「ご家族は科学のために犠牲になったのですから、さぞ幸せだっただろうと私は思いますがね」

　賢悟は古人を渾こん身しんの力で殴なぐり飛ばすと教室を後にした。次の日には、無期停学の通知が届いた。その処分は今も解かれてはいない。




　　　　　　　２




　気がつけば朝だった。場所はいつもの研究室で辺りには酒さか瓶びんが何本も転がっている。なんだか昔の夢を見ていたような気がするが思い出せない。それよりも、天あま川かわ理り璃りはどうしたのだろうか？　確か硫黄いおう島とうで彼女と話したような気がするが、あれも夢だったか？　賢悟が記き憶おくを遡さかのぼると昨日の出来事がじわじわと蘇よみがえってきた。

　きっかけは天川理璃が「酒でも飲むかい？」と言ったことである。無論、断る理由はない。話したいことも聞きたいこともあった。そもそも大学生という生き物は何かにつけて酒盛りをする習性を持つのが常識で、それは特異領域制御装置ＤＣＵが実用化された今日においても変わらない。それどころか、二〇歳さい未満は飲酒禁止という法律は廃はい止しされている。アルコール依い存ぞん症しようだろうと全身複雑骨折だろうと現代医学に治せないものは何もないのだ。その証しよう拠こに賢けん悟ごの全身打だ撲ぼく及および右足の銃じゆう傷しようは病院の救急外来に行ったそばから完治した。ということで、アルコールにまったく危険のない現代日本においては未成年が大手を振ふって酒を買うことができる。

　祝！　天あま川かわ理り璃り発見！　という微び妙みようなセンスの横断幕を根ね城じろにしている研究室に掲かかげると、賢悟は普ふ段だんに輪をかけてハイテンションになり、ちぎっては投げるような勢いで酒を飲み、あっという間に意識を失った。聞きたいことを何も聞けずじまいだった。

「やばいぜ。痛つう恨こんのミスだ！」

　賢悟が慌あわてふためいていると研究室の自動ドアが開いた。やってきたのは清せい十じゆう郎ろうとカナだ。

「おはようございます、マスター。今日も女の子が裸足はだしで逃にげ出すぐらいの男っぷりですね」

「まあな、それほどでも──いや、それ全然褒ほめてねえっ！」

「えっへん」

「こっちも全っ然褒めてないのだよっ、ポンコツ人形ッ！」

　カナは傷ついた表情を浮かべた後、悲しげに俯うつむいて、

「ぐすん。私、いらない子なんですね。所しよ詮せん、いらない人間に作られたロボットはいらないロボットなんですね」

　他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットに向かって本気で歯は嚙がみする賢悟に追い打ちをかけるように清十郎がつれなく言った。

「試験があるからもう行くな。それと西さい条じようが話があるそうだから、心の準備ぐらいはしておけよ」

　賢悟は約束を思い出し氷の彫ちよう像ぞうのように固まった。考える間もなく自動ドアが開き、現れたのは彩あや世せである。

「年ねん貢ぐの納め時だ。もらってやれ」

　耳打ちして去っていく清十郎と入れ違ちがいに彩世が室内に入ってくる。賢悟が無言の視線で彼女に訴うつたえかけると、

「なにさー？」

「お前のせいで清十郎の奴やつが完全に誤解しているではないか」

「えー、そんなこと言われてもさ。告白は告白だよ。つきあってくださいって言ったもん。差別はよくない」

　賢悟はわざとらしくため息をついて、

「正確に言ってみたまえよ」

「あたし、実は一いちノの瀬せ君のこと、一いつ緒しよに卒業研究するのに最高のパートナーだってずっと思ってたの。つきあってくださいっ。ほら、告白じゃん」

「ちっげえよっ！　全っ然、これっぽっちも告白の条件を満たしていないのだよっ！　そんなことでは男の子の部分にときめきが生まれようがなかろうっ！」

　彩あや世せは満面の笑えみを浮かべ、虫も殺さないようなのほほんとした口調で反論した。

「男の子は細かいこと気にしないの。あんまりぐだぐだ言ってたら、ぶっ殺しちゃうよう」

　反論というか問答無用だった。

「それで？」

「それで、とは？」

「お返事ちょうだいな」

　賢けん悟ごはしばし返答に迷う。卒業研究は勿もち論ろん、特とく異い領りよう域いき理り論ろんの研究であり、当然ながら特ド異メ領イ域ン実験を含ふくむ。大規模な特ド異メ領イ域ン実験の許可も下りるだろうし、特異領域理論に魅みせられた賢悟には魅み力りよく的な話だ。しかし、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格を取らなければ正式に手伝うことはできず、それには復学しなければならない。西さい条じよう古ふる人ひとに頭を下げなければならないのだ。

「答えはノーだ。男には譲ゆずれないものがあるのだ」

「そういうのあたしはわかんないなあ」

　賢悟は頑がんとして考えを変えないといった風に無言で答えた。

「あのさ、怒おこらないで聞いてね。一いちノの瀬せ君は本当に今のままでいいの？　ご両親と妹さんのことはどうするの？　諦あきらめるの？」

「馬ば鹿かを言え。なにかの代わりになにかを諦めるなど凡ぼん人じんのすることだ。吾輩わがはいは違ちがう。なに一つ諦めず、すべてを成し遂とげてくれる」

　彩世は何か言い返そうとしたが途と中ちゆうで踏ふみ留とどまり、仕方がないなというような笑顔を見せた。

「変わらないね、一ノ瀬君。初めて話したとき同じこと言ってた」

「変わるまいとも。変わってなるものか」

「あたし、実はあのとき密ひそかに感動したんだ。あ、こんな人もいるんだって。だって、どう考えても一ノ瀬君って不ふ遇ぐうなのに、どっからどう見ても幸せそうだし。いいなあ、羨うらやましいなあ、あたしも変わりたいって思ったんだよ。正直に言うとね。一ノ瀬君はあたしの憧あこがれの人なんだ」

　彩世は俯うつむき加減で照れたような表情を浮かべ、そう言った。

「彩世は変わったではないか」

「そかな？　どこが変わった？」

　期待に満ちた眼まな差ざしで彼女は賢悟を見上げる。

「なんというか表情が柔やわらかくなった」

「柔らかくかあ。んー、それは可か愛わいくなったの、それとも可愛くなくなったの？」

　賢悟は彩世に握あく手しゆを求めながら大げさに言った。

「今年のミスコンを狙ねらおうっ！　誰だれが出ようと俺はお前に清き一票を入れる」

　少し斜ななめ上にずれた賢悟の回答に、それでも彩世は顔を上気させながら彼の手をそっと握にぎった。

「ん。でも、それさ、一いちノの瀬せ君はわかってて言ってるのかな？」

「なにを愚ぐ問もんを。吾輩わがはいを誰だれだと思っている？　一いち言ごん一いつ句く、アクセントからイントネーションに至るまで計算尽づくに決まっておろう」

　大たい言げん壮そう語ごという言葉がこれほど似合う男は他ほかにいないだろうが、彩あや世せには若じやつ干かん、間ま違ちがって伝わった。彼女は賢けん悟ごの手を両手で握にぎり直すと、

「あのね。一ノ瀬君、今からちょっと困ること言ってもいいかな？」

　ただならぬ気配を察知し、さすがの賢悟も何事かと身構える。

「お、おう。いいぜ。どんと来い」

　彩世は唇くちびるを震ふるわせながら、彼女の口からは聞いたこともないような頼たよりない声を何とか絞しぼり出した。

「結婚とか、どうかな？」

　本当に困ることだった。

「ま、まあ、なんだ。お、おおお、落ちつきたまえよ。冷静に考えよう。冷静にだ」

　賢悟はズボンのポケットに手をやり、次にバンバンとズボンのポケットを叩たたき始める。カナがとことこと彼の前までやってきて、上着のポケットから知ち恵えの輪を取り出し手渡わたした。

「それでなにがしたいかもう一度教えてくれないか？」

　ぎこちなく知恵の輪を動かすことで精神を安定させながら賢悟が尋たずねる。

「ん、だから結婚。結婚したいなって」

　どうやら聞き間違えではない彩世の発言に賢悟は頭を抱かかえた。

「彩世、そいつは一体、なんの冗じよう談だんだ？　物事には順序というものがあるではないか。仮説、実験、理論だろ？　友達、恋人、結婚、そうだろ？　俺とお前は恋人同士ではないんじゃなかったか？」

「そうだけど。駄だ目めかな？」

「あ、ああ、オーケーオーケー、アンダスタンだ、彩世。皆みなまで言うなよ、そんなに鈍にぶくないからな。つまり、あれだな。あれなんだな。お前は俺のことが好きだと、その気持ちが暴走して結婚まで飛んでいったとそういう解かい釈しやくでいいんだな？」

「……そんなのわかんないもん。なにさ、わかんないよーだっ！」

　ぷくーっと彩世はふくれ、

「自分ばっかり聞いて卑ひ怯きようだよ。そういう一ノ瀬君はどうなの？　あたしのこと好きなの？　好きってなに？　どういう気持ち？」

「……そいつは難問だな。証明するのが難しい」

「む、なにさー。ばーかばーかばーかっ。じゃ、いいよ。それなら、やっぱり卒業研究一いつ緒しよにしよ？　もう時間がないからすぐ始めたいな。申しん請せいしに行こうよ」

　賢けん悟ごは眉まゆをひそめ目を細める。本格的にわからなくなってきた。

「いや、待てよ。待ちたまえよ。問題を整理するべきだ。すまんが、俺はお前がなにをしたいのかさっぱりわからなくなった」

「……んと。そだね。ごめん。いきなり言われても困っちゃうね。ごめんね。あたしもどうしたら上う手まく伝わるかよくわからないや。結婚ってそういうものだと思ってたけど、違ちがうみたいだね。そだね。違うよね」

　彩あや世せは気を取り直して、明るい表情を作った。

「あたしも学校行くね。さっきのは気にしないでね」

「おう。任せておけ」

「ありがと。じゃねっ」

　彩世が自動ドアを開けると、計ったようなタイミングで天あま川かわ理り璃りが立っていた。彩世が会え釈しやくをしてそのまま去り、代わりに理璃が室内に入ってくる。

　賢悟は反射的に姿勢を正していた。天川理璃はこの世で最も真理に近い人間の一人だ。会ったことがなくとも賢悟は彼女を偉い大だいな科学者の一人として尊敬しているし、聞きたいことが山ほどある。

「立ち聞きするつもりはなかったけれど、多少聞こえてしまったよ」

「いえ、気にしていません」

　理璃はその幼い顔で賢悟を見定めるように見上げている。彼女の体は一見して一〇歳さい前後だが、現在の世界で年ねん齢れいを判断するのに見た目ほどあてにならないものはない。抗老化医学アンチエイジングという天川理璃が開発したマテリアルロウが、加齢を抑よく制せいするどころか、本当の意味での若返りを実現したからだ。今や八〇歳の老人が、一〇代の逞たくましい肉体で二度目の青春を楽しむことも不可能ではないのだ。

　賢悟は湧わき上がる衝しよう動どうをぐっと堪こらえ、失礼になるだろうと唐とう突とつな質問を控ひかえた。

　すると理璃は突とつ如じよ、その底知れない叡えい智ちが滲にじむ利発そうな表情を、どこにでもいる悪ガキのように歪ゆがませ、彼に尋たずねた。

「しかし、男の子の部分にときめきは生まれたんじゃないかい？」

「立ち聞きする気で一いつ杯ぱいじゃねえかっ！　いつから聞いていた？」

　取り繕つくろった敬語は一いつ瞬しゆんにして崩くずれ、賢悟は全力で突つっ込んでしまった。

「勿もち論ろん、初めからだよ。聞かれなかったから言わなかったけど僕は恋バナが大好物だ。正直、自じ慢まんになってしまうかもしれないけれど、特とく異い領りよう域いき理り論ろんの中身と同程度の内容を語れるね」

　世紀の天才科学者のイメージが音を立てて崩くずれていく。見た目年齢が一〇歳前後な時点で相当、壊こわれたにもかかわらずだ。

「ところで──若き科学者よ」

　理璃は片眼鏡モノクルを光らせて問うた。

「恋の真理を知りたくはないかい？」

　最も早はや、世紀の天才科学者のイメージなど欠片かけらも残らず木こっ端ぱ微み塵じんだ。

「僕の見立てでは彼女は間ま違ちがいなく君に惚ほれているね」

「そ……その根こん拠きよはなんだ？」

　思わず真しん剣けんな表情で賢けん悟ごは聞き返していた。さすがは天あま川かわ理り璃り、見事に核かく心しんを突ついてきたと彼は思った。

「君に好きかと聞かれ、わかんないよーだ、と答えたのは十中八九照れ隠かくしだね。あれでわからない方がどうかしているよ。にも、かかわらず彼女が自分のことを好きではないと意味不明な解かい釈しやくをした君は、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれなんとも曖あい昧まいな答えを返してしまった。彼女に少なからず好意を持っているにもかかわらずだ。なにが言いたいかというと、君は必死に告白してきた女の子の勇気を踏ふみにじったヘタレだということだ。君が考えるべきは彼女のことを好きかどうかの一点のみであって、彼女の誠意を疑うことではなかったはずだ。さあ、まったく見当違いだと胸を張って堂々と言えるのかい？」

　賢悟は言葉の刃やいばに滅めつ多た刺ざしにされると、かろうじて瞳ひとみに光を灯ともして救いを請こうかのような目で理璃を見た。

「……せ、先生……ぼ、僕はどうすればいいんでしょうか？」

「教え子よ、よく聞きなさい。これは最初の教えだ。なに一つ諦あきらめず、すべてを成し遂とげるなんて不可能なことだよ。たとえ特異領域制御装置ＤＣＵがあってもね。だから、考えておくべきなんだ。なにがどれだけ大切なのかを。そして、それを必死に守れ」

　それが彩あや世せのこととどうつながるのか賢悟にはまるでわからなかった。そもそも彼はすべてを成し遂げることが不可能などとは思っていない。

「いずれ、わかるよ。誰だれだって、いつかは気づくんだ」

　心を見透すかしたように理璃は言った。
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　大学の中で一ひと際きわ浮いた女子生徒、それが西さい条じよう彩世だった。

　特異領域制御装置ＤＣＵは不可能と思われた人類の夢の殆ほとんどを叶かなえた。つまり、同時に人類から殆どの夢を奪うばったのである。特異領域制御装置ＤＣＵが普ふ及きゆうしている今日では、大たい抵ていのことは金きん銭せんを支払はらえばそれだけで実現する。何かを成し遂げようと思った時、努力するより特異領域制御装置ＤＣＵを使う方がよっぽど早いのだ。そして、大たい抵ていの人は叶うかどうかわからない夢よりも、叶うと決まっている現実を選ぶ。それを特異領域制御装置ＤＣＵがより顕けん著ちよにしたのである。何より、現在の現実とはかつて人類が抱いだいたあらゆる夢そのものだ。

　だから、世界国家第一大学に通う学生達でさえも必死に学ぶのは馬ば鹿かのすることだという風潮がどうあっても拭ぬぐえない。適当に単位を取りＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格が取れれば今よりも夢のような人生が手に入る。それが現在、努力していると呼ばれる者の姿なのだ。誰だれも彼もが満たされていて、夢を見なければ生きていけない人間がまるで欠けつ陥かん品のようだった。がむしゃらに、そしてひたむきに努力を継けい続ぞくするなどと、そんな苦しい思いをしなくても欲しいものは十分手に入る。この時代に必死に学ぼうとするのは馬ば鹿かか天才ぐらいで、つまりは普ふ通つうではなかったのだ。

　けれど、彩あや世せには必死に特とく異い領りよう域いき理り論ろんを学ばなければならない理由があった。常人にはとても理解できない無から有を生み出すシステムの原理を、それでも理解しなければならなかったのだ。その理由が彼女の父親、特異領域理論を提唱した五人の天才科学者の一人、西さい条じよう古ふる人ひとにあった。彼は自らの研究以外には一いつ切さいの関心を持たない人間で、だから彩世は子供が親の関心を引こうとする当たり前の行こう為いを特異領域理論を学ぶことでしか行うことができない。来る日も来る日も複雑怪かい奇きな論文を眺ながめ、摩ま訶か不ふ思し議ぎな数式と格かく闘とうする。それは苦しく、途と方ほうもない作業だ。学校で誰だれかから家族の話を聞く時、普ふ通つうの父親の話を聞く度たびに、胸が締しめつけられるように軋きしんだ。優やさしくもない父親のことなど忘れ、楽しい人生を謳おう歌かすればいいのだと幾いく度どとなく思った。けれども、結局、彼女は父親を見限ることができなかった。

　彩世には姉が三〇二人、妹が一二人いる。この冗じよう談だんみたいな姉妹の数は、彼女達が特異領域制御装置ＤＣＵで品種改良を施ほどこされた人類であることを示している。かつて遺伝子操作によりデザインベビーが量産された時代もあり、特異領域制御装置ＤＣＵで品種改良された人間というのはそれほど珍めずらしいわけでもなく市民権を得ている。彼女の父親の研究テーマは、品種改良によって現在の人類の能力を遙はるかに上回る新人類を作り出すことだ。だから、娘むすめといっても古人にとって彩世はただの被ひ験けん体たいにすぎない。それでも、ある日、父親は言ったのだ。『被験体として生まれた他ほかの姉妹は皆みな、幸せに暮らしています。けれど、その誰一人として私を理解してくれる者はいませんでした』と。その言葉がどうしても忘れられず、彩世は自分だけは何があっても最後まで父親の味方でいようと決心したのである。

　そんな彼女の心情をよそに古人はそれ以来、娘に関心を見せなかった。彩世は、周囲との温度差と孤こ独どくに苛さいなまれ、日々の勉強がどんどんと辛つらくなる。次し第だいに心に空くう洞どうがあるかのように感じ始めた。

　そんな憂ゆう鬱うつな毎日を送りながら世界国家第一大学に入学を果たした彼女は、まもなく一いちノの瀬せ賢けん悟ごと出会う。破は天てん荒こうな発想と突とつ飛ぴな理論で、自由に特異領域理論を学ぶ賢悟は遺伝子操作によって生まれた人間、旧科学によるデザインベビーだった。彼は、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で行ゆ方くえ不明になった両親と妹を見つけるため、特異領域理論を学んでいることを教えてくれた。

　彩世は不思議で仕方がなかった。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の行方不明者というのは、つまり死者と同義だ。あの事故で犠ぎ牲せいになった五〇億人の遺体は一人として見つかっていないし、その後生存者が見つかったという話も聞かない。絶望的な可能性に向かって努力を続けているはずの彼がなぜそんなにも楽しそうなのか。彼女は尋たずねずにはいられなかった。

「両親のことも、妹のことも、今、楽しく生きることも何一つ諦あきらめたくはないのでな。しかしだ。なに一つ諦めず、すべて成し遂とげるというのは別段、難しいことではあるまいよ。やることはたった一つだ。ただ笑いながら目標に進めばいい」

　それが彼の答えだった。彩あや世せは彼に自らが特とく異い領りよう域いき理り論ろんを学ぶ理由を告げ、共に競きそい合って勉学に勤いそしんだ。賢けん悟ごは教科書を無視して独学で学んでいることが多く、座学よりも実験好きだった。また直感で数式を解くという荒あら業わざをやってのけるが、過程を導き出すことができない。要するに理り屈くつがどこか抜ぬけているのだ。彩世は賢悟の無む軌き道どうな勉強の仕方を修正するために理り詰づめで彼に基き礎そを叩たたき込んだ。賢悟がとんでもない馬ば鹿かをやらかしたり、簡単なことを理解していないことに気がつく度たびに、次は何をどこまで教えなければいけないのか思案しながら教科書のページをめくった。気がつけば、あれほど辛つらかったはずの勉強がなぜか楽しくなっていた。

　これが友達なのだろうと思った。絆きずなは固く、きっと、いつまでも互たがいに尊敬し合いながら、時に馬鹿をやり、新たな発見に一いつ喜き一いち憂ゆうするのだろうと彩世は思っていた。

　まさか、この日々に終わりがやってくるなんて想像すらできなかった。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ。退学届けはもう出したから。うん。あとちょっとだけ」

　明日、賢悟に会ったらちゃんと言おう。この気持ちを。

　上う手まく伝わるかが何より不安だった。また失敗したらどうしようかとも思う。わかり合うということが、品種改良で生まれた彼女にはもっとも難しいことなのだ。けれど、彼ならそれをちゃんと理解してくれると信じている。

　通話を終え、空を見上げれば雲一つない快晴だった。暦こよみは二月、気候が完全に制せい御ぎよされている世界国家第一大学では寒くもなければ雪も降らない。だけど、たとえ特異領域制御装置ＤＣＵが無から有を作り出す魔ま法ほうの装置でも、別れの季節だけはどうしようもなくやってくるのだ。
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　期せずして天あま川かわ理り璃りとよくわからない師弟関係を築いた賢悟は、恋の真理について温めてきたとっておきの論文を彼女に披ひ露ろうする。自信に満ち溢あふれた賢悟を理璃は一いつ蹴しゆうした。

「君はまるでわかっちゃいない。恋の真理を知ろうというのに論文なんかを使おうってのがそもそも野や暮ぼだ。それでは百年の恋も冷めてしまうよ。いいかい？　今、君がやらなければいけないことはなんだい？　恋とはなんたるかを語ることなのかい？」

　賢悟はフェルマー・ワイルズの定理を初めて見た数学者のように難しい顔を浮かべ、唸うなった。

「教え子よ、君は馬鹿か。いいかい。さっきも言ったが君がやらなければいけないのは彼女の告白に誠意を持って答えることさ。どこかの恋愛小説から聞きかじったような理屈は現実ではなんの役にも立たないと知りなさい。特にハーレム系ラノベは役に立たない」

　恋愛経験がゼロの賢けん悟ごがフィクションから得た知識で論文を書いたことを理り璃りはあっという間に看破した。

「君の気持ちもわからないわけではないよ。なにせ人生初の女の子からの告白だ。その上、君は今まで科学にしか興味がなく、他人を蔑ないがしろにしてきたね。更さらに女の子にその手の好意を持たれたことなど一度もない。だから、なぜ僕なんかが？　きっとなにか裏があるに違ちがいない。などと卑ひ屈くつなことを考えては疑ぎ心しん暗あん鬼きとパニックに陥おちいっているんだ」

「先生、先生の言葉がまるでカッターナイフのように刺ささります……っ！」

「安心しなさい、言葉で刺されて死んだ人間はいないから。それと、よく肝きもに銘めいじなさい。鈍どん感かんな人間というのは自分を守っているだけなんだ。誰だれかが自分に好意を持っているなんて思いもよらないっていうのは、もし勘かん違いだったら傷つくのは自分だからなんだよ。でなければ相当の馬ば鹿かだ」

　賢悟は自分よりも遙はるかに背の低い理璃に頭を垂たれるように膝ひざを折り、地面に手をついた。

「で、ですが……ですが、先生っ！　傷つきたくないことのなにがいけないのでしょうか？」

「教え子、君は間違っちゃいない。誰だって傷つきたくないものさ。けどね、もし勘違いじゃなかったらと考えてみなさい。傷つくのは誰だい？」

　賢悟ははっとして顔を上げた。彼女の言わんとすることがわかったのだ。

「万が一、傷ついてしまうかもしれないからと心を閉ざしては駄だ目めだよ。万が一、傷つけてしまわないようにと自ら恥はじをかきにいくのが男の役目さ。そして、女の子はそんな優やさしい男に惚ほれるんだ」

　賢悟は理璃の背中に後ご光こうが差して見えた。

「いいかい、教え子よ。僕は女の子の気持ちがこれっぽっちもわかっていない鈍感のくせに、沢たく山さんの女の子に好かれ続けるヘタレが大だい嫌きらいなんだ。ぶっちゃけて言えば、巷ちまたに量産されているハーレム系ラノベの主人公みたいなタイプのことだよ。だって、どう考えたっておかしいじゃないか。あれじゃ女の子が可か哀わい想そうだし、物語が終わった後に苦労するのが目に見えている。それにもう見飽あきたよ。君には絶対にそんな風になって欲しくない。鈍感は罪悪、これは所信表明だ」

「先生がなにを言っているのか僕には難しすぎてよくわかりません。わかりませんが、わかりました！」

「よしよし、いい返事だ。まあ、上う手まくいかなくたって気にしないことさ。恋愛の天才なんてこの世にいやしないんだから」

「僕には一部の人間は上手くやっているように思えてなりませんが……」

　顔を伏ふせて賢悟は呟つぶやく。そんな彼の頭を撫なでながら理璃は言った。

「馬鹿にならないなんて恋じゃないのさ。僕だってそんなときは足し算すらままならなくなるんだから」

　理り璃りの利発そうな幼い顔が、はにかんだ表情へと変わる。彼女も今、恋をしているのだろうかと賢けん悟ごは思った。

「それはそうと、そこの彼女を作ったのは君かい？」

　理璃はすーっとカナを指さす。カナはなんだろうといった風に小首をかしげた。

「そうです」

「興味深い実験じゃないか。やはり君はあれを見たんだね。それとも聞いたのかい？」

　賢悟は体を起こすと片かた膝ひざをつき、長年の疑問を理璃にぶつけた。

「『シングラリティ』はなにか隠かくしてませんか？」

「勿もち論ろん、隠し事は沢たく山さんあるに決まっているさ。大人の世界にはつきものだからね。まあ、僕はあそこにはとっくに籍せきがないんだけど、答えられることならあるかもしれない。なにを知りたいんだい？」

　あの時、西さい条じよう古ふる人ひとの説明で覚えた既き視し感が何なのか今なら明確に説明できる。マテリアル通信での天あま川かわ理璃の講演が両者を更さらに相似にしたのだ。

「特異領域制御装置ＤＣＵの構造は、まるで人間の脳と同じです。一番、肝かん心じんで複雑な箇か所しよが特異点になっている。それと『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の最後の一秒間、これらがすべて消えた五〇億人につながっている。違ちがいますか？」

「うん。とても惜おしいよ。良い勘かんをしているね。君が今口にした三つのことはつながりはしない。けれど、密接に関連しているんだ。時間はかかるけれど、一つずつ説明をしようか。その代わり、僕の研究を手伝ってくれるかい？」

　マテリアル通信で彼女が言った科学による神の証明が賢悟の頭をよぎる。

「なにを手伝えばいいんですか？」

　理璃は片眼鏡モノクルを外して賢悟の手に握にぎらせると、唐とう突とつに言った。

「僕は今から寝ねる。寝ているときの僕は非常に不安定な存在になるんだ。それをどうにか捕つかまえて起こしなさい。よーく頭を使ってね。ただし、僕にマテリアルロウを展開することだけはしてはいけない。いいかい？」

　天川理璃にとって、眠ねむるという行こう為いは常人のそれとは大きく意味が異なる。彼女につけられた眠るスーパーコンピュータの異名は、睡すい眠みん中に様々な難問を解いたことに由来する。一体、何を見せてくれるのかと賢悟は好こう奇き心しんを抑おさえられず、即そく座ざに頷うなずく。頭の片かた隅すみでは先に何か聞いておかなければならないことがあったような気がしていたが、とりあえず後回しにした。

「うん。それじゃ、おやすみなさい」

　言った瞬しゆん間かん、理璃は眠りに落ちた。倒たおれ込む彼女の体を支えようとして、彼は目を疑う。目の前にいたはずの彼女を完全に見失ったのだ。

　視線を巡めぐらせ再び賢悟は目を疑う。理璃はさっきとまったく変わらず賢悟の目の前にいた。彼女は倒たおれそうな姿勢でどう見ても成り立ちそうもないバランスを保ったまま、すーすーと寝ね息いきを立てている。今度は彼女の位置を見失わないようにじっと注意深く観察しながら手を伸のばしてみる。しかし、停止していたはずの彼女の体が実は動いていて触ふれることさえできなかった。

　錯さつ覚かくではない。彼女の体には今、何かが起きているのだ。

「早さつ速そく、面おも白しろいではないか」

　賢けん悟ごは大好物のお菓か子しを目にした子供のように瞳ひとみを輝かがやかせる。その間に彼女の体は研究室の壁かべの方に寄っていて、あろうことかそのまま忽こつ然ぜんと姿を消した。

「来たまえ、カナ君っ！」

「イエス、マスター。まったく寂さびしがり屋さんですね」

　賢悟が室内を飛び出すと壁の向こう側がわに理り璃りがいた。視界に映る彼女の装よそおいは黒。何らかのマテリアルロウを使い、人体の性質を変質させていることは間ま違ちがいないだろうが、現時点では特ド異メ領イ域ンを展開している様子はない。

　理璃は両足を地面についたまま、身じろぎもせずに移動する。彼女を注意深く観察しながら追いかけていく内に賢悟はあることに気がついた。彼女はその存在がとても曖あい昧まいなのである。目の前にいたと思えば一〇〇メートルも離はなれていて、停止していると思えば高速で動いている。しかも、その移動している原理がわからない。平たく言えば、彼女を正確に観測することができないのだ。

　無む軌き道どうに移動する睡すい眠みん中の理璃に翻ほん弄ろうされながら、気がつけば郊こう外がいの山林に賢悟はいた。何度か接せつ触しよくを試みたが、指一本触れることができない。どうやらもっと速くとか、不意を突つくなどという次元ではなく、もっと頭を使わなければならないようだ。

「大おお凡よそ、見当はついてきたがな。ただし、捕つかまえて叩たたき起こすとなるとこれがまた難問だ」

「出ました。マスターの必殺下手な大口も叩けば当たる大作戦。いよ、日本一」

　平へい坦たんな口調でカナが言い、賢悟がどう懲こらしめてやろうか考えたその時、山の中腹にいた理璃が再び姿を消した。今度はどれだけ見渡わたしても見つからない。

「ほら、見失っちゃいましたよ？」

　予想通りと言わんばかりにカナは胸を張る。

「本当に消えたのならまったくもって不可解だが、恐おそらく地形の問題だろうよ」

　その時、視界に真っ赤な銃じゆう身しんがちらつき、賢悟は天川理璃に聞いておかなければならないことを思い出した。すなわち、どこかの軍隊に狙ねらわれる覚えはないのか、だ。

「伏ふせろっ！」

　カナを押し倒たおすと同時にサブマシンガンやアサルトライフルの銃じゆう撃げき音がけたたましく鳴り響ひびく。頭を下げたままの状態で賢悟は状じよう況きようの把は握あくに努める。特ド異メ領イ域ンを展開している真っ赤な人ひと影かげが前方に三人、左方に二人いる。エマージェンシーモードを起動したカナが言った。

「後方にも八名、接近してきます。どうしますか？」

　賢けん悟ごは素す早ばやく指示を出した。

「戦せん闘とうプラン二二のＢ、急げ」

「イエス、マスター」

　カナはホログラム・ディスプレイを頭上に掲かかげるように開く。画面の色はホワイトで形は真四角。詰つまるところが白旗である。状じよう況きようからしてそれが一番、適切な答えだと判断したのだ。

　銃じゆう声せいがやんだのを確かく認にんすると、賢悟とカナは慎しん重ちように立ち上がり両手を上げて戦意がないことをアピールする。ぞろぞろと彼らを包囲するように出てきた迷めい彩さい服姿の男達は総勢一六名、その中の一人が予想通りの質問を賢悟に投げた。

「天あま川かわ理り璃りはどこへ消えた？」

　硫黄いおう島とうで襲しゆう撃げきしてきた連中の仲間に違ちがいないだろう。こんな物ぶつ騒そうな格好でも、銃刀法違い反はんの廃はい止しされた現代日本では大手を振ふって歩くことができる。勿もち論ろん、そんな目立つ真ま似ねはしていないだろうが、発見されても精せい々ぜいサバイバルゲームが趣しゆ味みのマニア集団ぐらいにしか思われない程度に日本の犯罪率は低下の一いつ途とを辿たどっている。

　特異領域制御装置ＤＣＵの恩おん恵けいと思われがちで、実際そういう一面もあるにはあるが、理り屈くつとしてはかつての日本でも実現できたことだ。刑けい法ほうの数を減らしていけば犯罪はそれに応じて減るに決まっているのだから。

　とはいえ、軍隊らしき男達に銃を向けられていてもあまり絶望的な気分にならないでいられるのは特異領域制御装置ＤＣＵの恩恵に違いない。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに通報できれば、一分以内に助けが来るのだ。無論、賢悟にとってそれは最後の手段となる。

「奇き遇ぐうではないか。吾輩わがはいも今、彼女を探しているところだ」

　賢悟が交こう渉しように移ろうとしたその時、風に乗って歌が聞こえた。曲調と歌詞は耳にしただけで聖歌のそれとわかる。歌っているのは女性だ。声は高く澄すんでいて、頰ほおを撫なでる生ぬるい空気を、ひんやりとした優やさしい風に変えるかのように静せい謐ひつな響ひびきだ。一声一声がまるで光の粒つぶのようにも感じる歌声は、少しずつこちらへと近づいてくる。

　なぜ、こんな辺へん鄙ぴな場所で歌っている人間がいるのだろうか？

　銃口の並べられたこの場にそぐわない猛もう烈れつな違い和わ感は、しかし、次の瞬しゆん間かんに闇やみの中から一組の男女が姿を現したことによって更さらに倍増した。

　その一人は浅黒い肌はだをした巨きよ漢かんで、黒い修道服を身につけている。

　そして、もう一人が白い修道服を身に纏まとった少女である。雪の色に近いプラチナブロンドの髪かみと瑠る璃り色の瞳ひとみ。薄うすく紅べにを塗ぬったような唇くちびる。服から覗のぞく肌は透すき通るように白はく皙せきで、触ふれれば折れてしまいそうなほどの華きや奢しやな体つきだ。少女はまるでおとぎ話の中からそのまま抜ぬけ出してきたかのような神秘的な雰ふん囲い気きを醸かもしながら、悠ゆう然ぜんとサブマシンガンを携たずさえた男達に向かって歩いてきた。

　戦せん闘とう訓練を受けているであろう男達があるいは危機を本能で察知したのか、少女が醸かもし出す神性ともいうべき気配に吞のまれ、銃じゆうを向けつつも道を譲ゆずった。

　修道服の少女は巨きよ漢かんを引き連れ、賢けん悟ごの前までやってくると、銃を持った男達に澄すんだ声こわ音ねで質問した。

「なぜ守るべき自国の民たみをあなた方は傷つけようとなさるのですか？」

　責めるでも問い質ただすでもない、ただ純じゆん粋すいな問いに対して男達は一いつ斉せいに銃を構える。しかし、引き金を引くよりも先に巨漢の周囲にはドーム状の赤い特ド異メ領イ域ンが展開されていた。男達は全速力で特ド異メ領イ域ンから距きよ離りをとると引き金を引いた。

「聖なる剣デユランダル」

　巨漢の手に黄金の剣けんが現れる。ただ一ひと振ふりだった。一六人から一斉に放たれた無数の弾だん丸がんは聖なる剣デユランダルと呼ばれた剣に切断され、原型を残さずに消しよう滅めつした。

「剣の聖域テイルフイング」

　巨漢の男は更さらに巨大なドーム状の特ド異メ領イ域ンを展開する。辺り一帯を覆おおわんばかりの特ド異メ領イ域ンからはとても人間の足で逃のがれられそうもない。男達はサブマシンガンを撃うち続けるも、その悉ことごとくが黄金の剣に阻はばまれる。そして、剣の聖域テイルフイングの特ド異メ領イ域ンが青から黄色、赤へと変わった。

「理解し難がたき神より光あれ」

　巨漢が聖なる剣デユランダルを振るう。その一振りで一六人の男達は消滅した。遮しや蔽へい物にされた木々も透とう過かのマテリアルロウもまったく無視して辺りにあったものはドーム状にくり抜ぬかれたのである。

　二つのマテリアルロウが閉へい塞そくされ、とにもかくにも警けい戒かいするように後ずさり、賢悟はいつでも逃にげ出せる姿勢をとった。そんな彼の心境も知らずか、修道服の少女は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎした。

「わたしは統とう一いつ宗しゆう教きようのアレクサンドラ・ミハロヴィチ・エイゼンシュテイン。こちらは聖せい騎き士しアサド・マタル・ワリーです。あの、不ぶ躾しつけな質問かもしれませんが、あなたは神を信じますか？」

　賢悟は呆あつ気けにとられた。ここでなぜいきなり宗教の勧かん誘ゆうが始まるのかがわからなかったのである。

「いや、そういう人にはまだ会ったことがない」

「信じてみてください。きっと、いいことがあります」

　話が嚙かみ合っていない。アレクサンドラはまるでここにないものでも見ているかのような瞳ひとみをじっと賢悟に向けてくる。無性に腹が立った。勿もち論ろん、宗教が嫌きらいだからだ。

「そう言われてもな。神ってのは優ゆう秀しゆうすぎていつも我々を見下してくださっているあいつのことだろ。信じてみろとは言うが、信じてもらうほどのことを彼はなにかしたのかね？　奴やつは毎日、人生という名の巨大掲けい示じ板をネットで見ているだけの引きこもりニートではないか。生あい憎にく、吾輩わがはいとはまったく価値観が合いそうもないのだよ」

　つまるところ、賢けん悟ごは神などまったく信じていないのだ。これで、アレクサンドラが迂う闊かつな反論でもしてくれば更さらに面おも白しろいことにしてくれる、と彼は意地の悪いことを考えた。しかし──

「神はわたし達がわたし達のまま救われるような御お姿すがたをとられたのです。神が全知全能の姿となってわたし達の前に現れたなら、わたし達は必死に救われなければならないと思うでしょう。それでは、わたし達がありのまま生きることができなくなります。奇き跡せきも超ちよう常じようもなく、わたし達がわたし達らしく、幸せであるように神は自らあなたの下もとに自分を置いたのです」

　アレクサンドラの発言は予想の斜ななめ上だった。

「……ちょいと待ちたまえ。そいつは神がニートだと認めてるってことか？」

「神は相対的なんです。だから、あなたがそう思われたなら、それが神の御姿です。わたしの神はニートじゃありません。けれど、あなたの神と同じ神なんです。ニートの神様も素す敵てきですね。きっと、あなたが強くあるためにその御姿をとられたのでしょう」

　神は相対的、その言葉に彼はカルチャーショックを受けた。今までそんな面白い宗教勧かん誘ゆうには出会ったことがないし、ニートの神が素敵などというシスターにも出会ったことがない。

「まさかニート神が認められるとは思ってもみなかったぜ、サーシェンカ」

　ロシア名の愛あい称しようを呼ばれ、嬉うれしそうにアレクサンドラが微ほほ笑えむ。

「ふふ、サーシャと呼ばれることが多いので新しん鮮せんですね」

「俺は一いちノの瀬せ賢悟、こいつはカナだ。ちょいと二、三尋たずねたいんだがいいか？」

　そう言うと、彼女からは思わぬ返答が返ってきた。

「また後ほどお会いしますから。そのときはご学友を交えてゆっくりお話ししましょう。どうかあなたに神のお導きがありますように。ごきげんよう」

　アレクサンドラは両手を組んで祈いのりを捧ささげた後、踵きびすを返す。アサドが後ろに続き、二人はそのまま元来た道を帰っていった。

　賢悟は気持ち悪さにも似た奇き妙みような感覚を覚える。理り璃りを執しつ拗ように狙ねらう軍隊。あまりにタイミングよくやってきたアレクサンドラ達。もしかしたら、何か想像もつかない事態に、すでに巻き込まれているのかもしれない。




　　　　　　　５




　賢悟は一度、研究室に戻もどることにした。

　眠ねむっている理璃はどういう理り屈くつか壁かべや遮しや蔽へい物をすり抜ぬけることができる。山の中腹で姿を消したのなら行き先は地面の下しかないだろう。つまり、山の内部に洞どう窟くつかあるいは建造物があるということだ。賢悟の予想では後者、更に言えば統とう一いつ宗しゆう教きようのアジトがそこにある可能性が高いと踏ふんでいた。アレクサンドラがああ言ったのは、賢悟が再びアレクサンドラに会いに行く理由があると知っていたからに他ほかならない。そんなところに、情報もなく単身で乗り込むほど賢けん悟ごは馬ば鹿かではなかった。

　研究室に到とう着ちやくした彼は統とう一いつ宗しゆう教きようについて調べ始めた。彼の情報網もうはその走り出したら止まらない行動力と怖こわいもの知らずの性格から一般的な大学生のそれよりも遙はるかに広い。みるみる内に集まった情報は次の通りである。

　統一宗教とは、世界国家日本に存在する唯一の宗教である。統一宗教が誕たん生じようしたのは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の直後であり、同時にその他あらゆる宗教が消しよう滅めつした。世界中が途と方ほうもないインパクトを受けたあの『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の瞬しゆん間かん、何百何千万、もしかすれば何億といった人間が同時に同じ神の存在を認にん識しきしたのだ。その中には元々宗教と関かかわりがなかった人間もいるが、大体が何らかの宗教を信しん仰こうしていた者達である。宗教宗派の貴き賤せんなく、矛む盾じゆんするそれぞれの教えと歴史的背景を無理矢理に飲み込んでありとあらゆる宗教がその時、確かに統合された。そうして生まれたのが統一宗教だ。無数の聖書、聖典をごちゃまぜにするというどんな理り屈くつをもっても成立しそうにないこの現象を説明するには特とく異い領りよう域いき理り論ろんに頼たよらなければならない。つまり、宗教における特異点だ。

　統一宗教では『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は『審しん判ぱん』と呼ばれる。それは神の啓けい示じであり増長した人間達への裁さばきだ。特異領域理論を得て不可能はないと思い上がった人類へ神が警告したのだそうだ。そのため、統一宗教は神の力であるマテリアルロウを神の教えにのみ従って使うよう各地で布教活動を行っている。統一宗教の過激派が大学の敷しき地ち内に爆ばく弾だんをしかけた事件が記き憶おくに新しいこともあり、関わり合いになりたくない存在だ。

　統一宗教の信者のことをマーシアハといい、その中でも聖せい騎き士しと呼ばれているのは神の御み名なの下もと、特異領域制御装置ＤＣＵを行使するために洗礼を受けた者、統一宗教におけるＤＣＵ管理者アドミニストレータのことである。彼らは、自らの私利私欲のためにマテリアルロウを展開することを禁止されている。また、極きわめて戦せん闘とうに特化したマテリアルロウをセットアップしている者が多く、現代のテロ活動に彼らの影かげが見え隠かくれすることも少なくない。

　純じゆん粋すいに科学の探究のみを目的とする世界国家第一大学とは犬けん猿えんの仲であるが、教会の支部は同大学の敷地内に複数存在する。これはＤＣＵ管理者アドミニストレータへの布教活動とスパイ活動のためと思われる。ただし、統一宗教に属するすべての人間が危険思想の持ち主かといえば、勿もち論ろんそういうわけではない。統一宗教の信徒は世界に何億と存在している。その中には悪い人間もいれば良い人間もいる、という話である。

　統一宗教の教えは一言で言えば混こん沌とんだ。司教が二人いればまったく反対の教理を説くことも珍めずらしくなく、時には激しく議論する。しかし、決してそれが違ちがう神であるとは認識していないのだから宗教の特異点とはよく言ったものである。彼らが何をもって同一の神としているのか研究している科学者も存在するぐらいだ。

　なお最近の話だが、どうも統一宗教に救世主が現れたという噂うわさがある。名はアレクサンドラ・ミハロヴィチ・アイゼンシュテイン。救世主はある奇き跡せきの業わざを使うことができるらしいが詳しよう細さいは不明だ。

　賢けん悟ごは一通り読み終えると、最後に添てん付ぷされた建物の設計図と見取り図を睨にらむ。それは理り璃りを見失った山の付近に建てられた教会のものである。案の定、山の内部を削けずり取って建てられたものであることから、理璃が教会内部に移動しただろうことを確信する。疑問なのは、なぜ教会に移動したのかということだ。アレクサンドラが関かかわってきたのが単なる偶ぐう然ぜんでないなら、それは理璃が意図したことなのかもしれない。だとすれば、とても一ひと筋すじ縄なわではいかない気がする。

「うむ。準備は万ばん端たんだ。参るとするか、皆みなの衆」

　賢悟はあらかじめ研究室に呼び出しておいた清せい十じゆう郎ろうと彩あや世せに言った。

「頑がん張ばれよ」

　清十郎が投げやりに即そく答とうした。

「なにを言っているのだね、清十郎君。まさか神を信じる敬けい虔けんな信徒達に危険を感じているのではあるまいな？　だとしたら、お前はちょっと用心深すぎるぞ。もっと人を信用したらどうだ、シャイボーイ」

「人は信じる。が、お前は信用できないだろう。どう聞いてもヤバイ話だろう？」

「そう固いことを言うな。友達じゃないか」

　賢悟は噓うそ臭くさすぎる笑え顔がおを浮かべた。

「やめるぞ、今すぐ。この後は空いているが、いい加減貸しばっかりたまりすぎているからな。どう考えても俺の方が割に合わないだろう」

　清十郎はトラブルを好まないが、知的好こう奇き心しんは賢悟と張り合うものがある。時折、賢悟の人脈や情報網もうを利用して研究データなどを手に入れており、その代わりに彼の研究を手伝うといった貸し借りをしているのだ。無論、相手が相手なだけに騙だまされることは多いが、その分はしっかり貸しとして計上している。

「このごうつくめ。ならば、お前が知りたがっていたアレを開示しよう」

　清十郎の顔色が変わった。

「……おい、待て。アレは知らないんじゃなかったのか？」

　賢悟は勝ち誇ほこったような笑みを浮かべ、

「敵を欺あざむくにはまず味方からという言葉を知っているか？」

「それは俺が敵だというオチじゃないだろうな？」

　やっぱり知らないなどと言い出したらただではすまさない、と清十郎は釘くぎを刺さした。

「馬ば鹿かを言え。お前を敵に回すぐらいならば墓ぼ穴けつを掘ほった方がマシだ」

　賢悟はいまいち本気を計りかねているといった様子の清十郎に向かって、

「なんならナニをつけてもいいのだが？」

「行こうか、親友。俺が協力しないわけないだろう！」

　一体何が彼を揺ゆり動かしたのか、清せい十じゆう郎ろうは時間を無む駄だにするなとばかりに立ち上がり自動ドアへ直行した。

「清十郎、ちょっと時間をくれるか？」

　清十郎は賢けん悟ごと彩あや世せの顔を見比べた後に了りよう解かいとばかりに手を挙げる。

「死亡フラグは立てるなよ」

　何とも気まずい冗じよう談だんを残して、彼は室外へ退去した。その気まずい空気を引き継ついだまま、賢悟は彩世に向き直る。彼女は勿もち論ろん、賢悟が何を言おうとしているか心得ていて、なかなか喋しやべり出そうとしない彼を俯うつむきがちな上目づかいで見ながらじっと待った。賢悟はありったけの勇気を振ふり絞しぼる。

「あのな……」

「うん……」

「その……例の結婚とかいう話のことなんだが……」

「うん……」

　怯おびえるように視線を泳がせ、ぎゅっと唇くちびるを引き結んでいる彩世を賢悟は可か愛わいいと思った。大切だとも、愛いとしいとも思った。だから、彼は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「俺は……そのな、恋愛っていうやつが、人を好きになるってのが、なんていうんだろうな。情けない話だけどよ、よくまだわからないんだ。それは彩世のことは好きだぜ。女の友達の中じゃ一番だ。けどな、じゃあ本当に好きなのかって聞かれたら、多分、そうじゃないんだ」

　賢悟は知能や知性こそ発達しているが、こと情操の部分になると未いまだ成長途と中ちゆうの少年である。女の子に興味があるかと言われれば勿もち論ろんないわけがない。だが、女の子と科学、どちらが好きかと聞かれた時に科学に天てん秤びんが傾かたむきそうなのが彼なのだ。そんな生なま半はん可かな気持ちのまま彼女とつきあおうというような発想はどうしてもできなかった。

　長く、長く沈ちん黙もくした後に彩世は顔を上げて、泣き笑いのような表情を浮かべた。

「ん、わかった」

「……今日はやめとくか？」

「んーん、行く。そういうことはＤＣＵ管理者アドミニストレータになってから言いなよ」

　そう冗じよう談だん交じりに言った彩世はもういつも通りの明るい表情をしていた。賢悟が自動ドアへ向かうと背中に柔やわらかい感かん触しよくを覚える。彩世が後ろから抱だきついていた。

「あの、ね。もしだよ？　もし、一いちノの瀬せ君があたしの気持ちをさ、あたしのことがちゃんとわかるようになったら、もう一回だけ考えて……ほしい、よ」

　語ご尾びは曖あい昧まいな発音であっという間に消えた。彩世はそれ以上は何も言えず、賢悟の答えを待っていた。

「そいつは……辛つらいんじゃないか……？」

「いいの。信じてるもん。ずっと」

　何か彼女に言ってあげるべき言葉を賢けん悟ごは探したが、残念ながら何も思いつかなかった。

「いこ」

　背中からすり抜ぬけるように彩あや世せが飛び出し、自動ドアが電子音を立てて開く。張りつくような姿勢で聞き耳を立てていた清せい十じゆう郎ろうが、姿勢を正しメガネをかけ直してからわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「青春だな」

　死し亡ぼうフラグが立った。




　　　　　　　６




　件くだんの統とう一いつ宗しゆう教きようの教会は山の麓ふもとに巨きよ大だいな門を構えている。周囲には常に修道服を着た信者が数人見張りに立っており、よく観察すれば監かん視しカメラが隠かくされている。また門の電子ロックその他忍しのび込むには色々とセキュリティが強固そうではあったが、賢悟には秘策があった。彼曰いわく、「迷える子羊に門戸を閉ざす教会は古こ今こん東西存在しない」のだそうだ。

　清十郎が渋しぶるのを振ふり切って賢悟は堂々と見張りの一人に声をかけた。

「あーっと。サーシェンカに呼ばれて来たんですが、友人と一いつ緒しよに話を聞きに来るように言われまして」

　賢悟が胡う散さん臭くさい営業スマイルを浮かべると、その老婦人は気のいい笑え顔がおを返した。

「まあまあ、ようこそいらっしゃいました。サーシャと話したってことは入信希望の方ですか？　あの子もね。道に迷っている人を見つけてくるのが上う手まいのよね。あたくしも見習わなくっちゃ。ああ、どうぞ、中にお入りくださいまし。あたくしは聖せい騎き士しの渡わた辺なべ清きよ子こ、どうぞお見知りおきくださいましね」

　言いたいことを一気に捲まくしたてるその姿を一言で表現するならば、近所のおばちゃんである。予想外に緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだ賢悟の複雑な気持ちを清十郎が小声で代弁した。

「聖騎士？　ありか？」

　とはいえ、誰だれが困るわけでもない。事実は小説よりも奇きなりという格言を胸に刻みつけられた賢悟達は、それぞれ名前を名乗って教会の中へ入ろうとすると、

「ああ、ちょっと待ってくださいまし。教会の中ではまだ入信前の方でも戒かい律りつを守っていただかないといけないのよ。でも、大まかに三つしかないから安心してくださいましね」

　そう前置きして清子は三つの戒律を述べた。

　一つ、噓うそをついてはならない。

　一つ、神を疑ってはならない。

　一つ、神性を侵おかしてはならない。

「破ると罰ばつとかあるんですか？」

　軽い気持ちで賢けん悟ごは聞いた。

「それは駄だ目めよ。神様に命をお返ししなきゃいけなくなるわよ。だから、気をつけていただかなくっちゃ。でも、大だい丈じよう夫ぶよ。ここ最近は戒かい律りつを破る人なんて見たことないから。さあ、どうぞどうぞ」

　宗教というものは不合理かつ不条理だと改めて思いつつ、賢悟は教会の門を今度こそ潜くぐる。中は、五〇人は並んで歩けるのではないかというぐらい幅はばの広い回かい廊ろうで、大理石の柱が左右対たい称しようにずっと立ち並んでいる。天てん井じようは奥へ行くほど高く、まるで山の内部を丸々教会にしたかのようだ。また回廊全体に様々な壁へき画がが描えがかれていた。

　ともすれば馬ば鹿かでかい回廊だけの建物かと誤解されかねない造りだったが、奥へ進む内にいくつか部屋を発見した。それらをすべて通りすぎ、突つき当たりにあったのがとても人間の力で開けられるとは思えない巨きよ大だいな門だ。

「最初に言っておくが、今回ばかりはくれぐれも馬鹿なことを考えるなよ。宗教ってやつには理り屈くつが通じないんだからな。わかっているんだろうな？　おい、返事をしろっ」

　清せい十じゆう郎ろうが賢悟に小声で注意するも、彼は曖あい昧まいにしか答えなかった。

「理解し難がたき神より光あれ」

　清きよ子こが跪ひざまずき、手を組んで祈いのりの言葉を唱えると、門はひとりでに開いた。音声認にん証しよう式のパスワードなのだろう。

　中からは聖歌が聞こえる。聞き覚えのある澄すんだ声こわ音ね、アレクサンドラのものに違ちがいないだろう。

「この先は大聖堂なのよ。聖せい歌か聖せい祭さいの途と中ちゆうだから静かに入ってくださいましね」

「それは、こんな大おお扉とびらを開いたらまずいんじゃないでしょうか？」

　清十郎が尋たずねると、

「いいのよいいのよ。これぐらいはみんなやってるんだから。サーシャもこういうことには寛かん容ようよ。でも、輪りん廻ね行ぎようの最中は絶対駄だ目めよ。神性は侵おかしてはならないって注意しましたでしょ。ちゃんと弁わきまえなくっちゃ」

　統とう一いつ宗しゆう教きようについてあまり詳くわしくない賢悟達はそもそも何が神性かの基準がわからなかったが、言われた通り静かに入ることにした。

　円形の大聖堂の中心は舞ぶ台たいのようにせり上がっていて、その四方には背の低い階段が長く続いている。壇だん上じようではパイプオルガンの荘そう厳ごんな音色に合わせ、アレクサンドラが聖歌を独唱していた。

　信徒達は皆みな、瞳ひとみを閉じ、どこか夢ゆめ現うつつな様子で手を組み合わせている。その約半数が修道服ではなく、普ふ段だん着やスーツ姿であるところから仕事や講義の帰りに立ち寄ったのだろうことがわかる。

　賢けん悟ご達はあまり目立たないように群衆の後ろへ身を置いた。

　やがて歌は終わり、パイプオルガンの余よ韻いんが微かすかに響ひびき渡わたる中、アレクサンドラは言った。

「大いなる意志に背そむく者を探し出し救済せよ。邪よこしまな意志を抱いだく者を断罪せよ。さもなくば世界はまもなく終しゆう焉えんを迎むかえる。すべてが無に帰り、魂たましいは闇やみを漂ただよう」

　信者達が一いつ斉せいに復唱する。

「理解し難がたき神より光あれ」

　結びの言葉の後、アレクサンドラは遠くを眺ながめる。ふと目が合ったような気がしたのは間ま違ちがいではなく、彼女はそのまま壇だん上じようから降りると一直線に賢悟の方へと歩いてくる。信者達は救世主に道を譲ゆずり、人垣が二つに割れた。

　そして、アレクサンドラは賢悟の前で跪ひざまずき、こう言った。

「よくおいでになりました。メサイア。この日をずっと待っていました」

　メサイアという言葉に反応して周囲に立っていたマーシアハ達がざわめきを見せ、アレクサンドラと同じように賢悟に向かって祈いのるように跪く。

　数時間前に会った時と同じようにアレクサンドラはまるでここにない何かを見ているような瞳ひとみを賢悟に向ける。彼女に尋たずねたいことが一つ増えた。

「そのメサイアというのはなんだ？」

「第二救世主のことです。世界を救う第一救世主がメシア、そのメシアを救うのが第二救世主メサイアです」

「で、サーシェンカがメシアか？」

「はい。恐きよう縮しゆくですけど」

　つまり、アレクサンドラを救うのが今日初めて会ったばかりの賢悟だと彼女は言っているわけだ。正直、根こん拠きよも何もあったものではないオカルト話だ。本気で言っているのなら適当に話を合わせておいた方が動きやすいが、そうではないとしても出方を見る方が賢けん明めいだろう。勿もち論ろん、本気ではないと賢悟は確信していた。

「メサイアってのは偉えらいのか？」

　清せい十じゆう郎ろうは胃でも痛めたように顔をしかめ、賢悟の脇わき腹ばらを肘ひじでつつく。賢悟はまったくその意図を理解せずに邪じや魔まだと言わんばかりにそれを手の平で払はらった。

「人は神の下もとに皆みな、平等ですよ。ですけど、おもてなしはいたします」

「そいじゃ、ちょっくらこの教会の中を見せてもらっていいか？」

　どう言い訳をしてくるのかと思っていたら、アレクサンドラは自らキーワードとなる言葉を口にした。

「それは構わないのですが、あの、天あま川かわ理り璃りさんはお見えになってませんよ」

　あまりの迂う闊かつさに賢悟は逆に身構えた。天川理璃の名前はアレクサンドラとの会話では一度も出していない。

「ならなぜその名前を知っているのか教えてもらおうか？」

　幾いく分ぶんトーンを落とした賢けん悟ごに対して、アレクサンドラは変わらず生き真ま面じ目めに答える。

「あの、未み来らい見みって知っていますか？」

「悪いが宗教には疎うといんだ」

「未来を見るって書いて未来見です。わたしは未来見が使えるので、未来でわたしがそう言っていたのをそのまま言いました。その方をお探しなのかと思いましたから」

　なるほどそれが奇き跡せきの業わざかと賢悟は納なつ得とくする。特異領域制御装置ＤＣＵが実用化された今日において、数少ない奇跡と呼ばれる現象の一つが完全なタイムトラベルと予知能力なのである。とりわけ、予知能力は救世主に相応ふさわしい力だろう。しかし──

「天あま川かわの時間移動説は知っているな？」

「いえ、すみません。科学には疎いですから」

　あることが奇跡といわれるのは現代の科学で考えてありえないことだからだ。無論、科学者の頭に予知能力やタイムトラベルの発想が浮かばないわけがなく、またそれらは特異領域制御装置ＤＣＵを使えば難なく実現できると思われていた。このことを実験で確かめようとしたのが天川理り璃りである。

　理璃がまず行ったのは時間の物理マテリアルと停止の現象マテリアルを組み合わせて、時間停止タイムストップのマテリアルロウをセットアップすることだ。実験に使われた道具は砂時計である。しかし、作動させた砂時計にセットアップしたマテリアルロウを展開すると、なぜか砂時計は消しよう滅めつしてしまう。マテリアルロウを閉へい塞そくすれば砂時計は現れるが中の砂はすべて落ちきっている。つまり、時間は止まらなかったのだ。

　マテリアルロウのセットアップ方法をどれだけ調整しても、殆ほとんどが何も起こらないか稀まれに砂時計が消滅するだけで、実験は失敗かに思われた。

　しかし、理璃は砂時計が消滅した現象に着目する。彼女はそれが時間の停止した状態なのだとして、時間移動説を唱えた。

　それは時間が過去から未来へ流れているわけではなく、あらゆる物質が過去から未来の方向へ時間を移動しているという考えだ。

　同じ空間にないものが目に見えないなら、同じ時間にないものもまた目に見えない。だから時間停止タイムストップを展開すると砂時計は消滅したのだ。時間停止タイムストップを閉塞した時に、まるで時間がそのまま動いていたかのように砂時計の砂が落ちていたのは収しゆう縮しゆく調ちよう整せいが起きたからである。砂時計が止まっていた時間分を取り戻もどすように物理法則が調整を行ったのだ。この時、砂時計は止まっていた時間を、通常時間における一いつ瞬しゆんで消費したのである。

　では、時間の止まった砂時計の周りには何があるのか？　たとえば砂時計の代わりにポラロイドカメラの時間を一年間止めたとする。マテリアルロウが閉塞されポラロイドカメラのセルフタイマーがシャッターを切った時、そこに写るのは一年前の風景だろうか？

　答えは、何も写っていないだ。なぜなら、あらゆる物質は時間を未来へ移動し続けている。一年前にそこにあったものは今はすべて現在にあるのだ。このことが証明したのは過去へのタイムトラベルに成功したとしても、そこには何もないということだ。ゆえに我々は今まで未来人に出会うこともなければ、タイムパラドックスを体験したこともない。勿もち論ろん、過去の自分にこれから起こる危機を伝えることも不可能だ。

　同様に未来の出来事を見るということはできない。現在から未来を見たとしてもそこにはやはり何もないのである。

「唯ゆい一いつ、可能なのは時間の相対性を利用して未来に行くことぐらいだが、タイムトラベルとしては重大な欠点がある。いいか、よく考えてみたまえよ。時間の相対性を利用するということは、そこに未来の自分はいないのだよ。これほど浪漫ロマンのないタイムトラベルもなかろう！」

「あの、すみません。難しくてわかりませんでした」

　調子に乗って長ったらしい説明に加えて脱線までした賢けん悟ごだったが、アレクサンドラはいまいち理解できていない様子だった。

「むう、この完かん璧ぺきな説明の一体どこがわからないというんだ？」

　賢悟に教える才能が皆かい無むなのは言うまでもないことである。

「いえ、その、科学的に未来が見られないっていうのはわかりました。それなら、きっと未み来らい見みは神がわたしに与あたえてくださった奇き跡せきなんですね」

　これだから賢悟は宗教が嫌きらいなのだった。幾いく人にんもの科学者達が生しよう涯がいをかけて積み重ねてきたものを理り屈くつもなく一言で台無しにする。それは彼らの努力を嘲あざ笑わらうに等しい行こう為いだ。そう思うからなのか、アレクサンドラの眼まな差ざしに暗い情念さえ感じてしまう。

「ならば、その奇跡を今、ここで証明してみたまえよ。できるならば、メサイアでもメシアでもやってやろうではないか。なに、未来が見えるならちょろいもんよ。世界の一つや二つ救ってみせようぞ」

　最も早はや、本来の目的を半ば忘れて賢悟は神の奇跡に喧けん嘩かを売っていた。アレクサンドラは相当熱くなっている彼の額に手を伸のばすと、

「失礼しますね」

　特ド異メ領イ域ンが展開され、途と端たんに賢悟の意識が飛んだ。

　次の瞬しゆん間かん、聞き覚えのある声が耳じ朶だを叩たたく。

「マスター、怪あやしいものを発見しました。褒ほめてください」

　薄うす暗くら闇やみの中、賢悟は答えられずにただ声の元へと急行した。

　そこには四し肢しを失い鎖くさりに吊つるされた囚しゆう人じんがいた。右腕うでは肩かたから下がなく、両足は膝ひざから下をなくし、左腕は肘ひじから先がない。左肘からは血が滲にじみ、一滴てき一滴、床ゆかに滴しずくを垂たらしている。

　──背後から足音が聞こえた。

「ご覧になれましたか？」

　そう言ったのはアレクサンドラだ。場所は大聖堂、大勢の信者に囲まれ、彩あや世せ、清せい十じゆう郎ろう、カナもそばにいる。妙みように現実的なイメージだったが、あれが未来だというのか？

「今のが未み来らい見みか？」

「はい」

「具体的な日付と時刻は？」

「わかりません」

「面おも白しろいではないか」

　時期が曖あい昧まいだとしてもここまで具体的なものならば、それは宗教ではなく科学の分野だ。

「よろしければ、教会の中もご案内しましょうか？」

「是ぜ非ひ、頼たのもうか」

「頼むのはいいが、この状じよう況きようは俺の安全基準を大きく満たしてないからな」

「きっと、一いちノの瀬せ君の辞書に安全なんて文字は載のってないんだよ。用事、早くすませちゃおうよう」

　早さつ速そく帰りたそうな清十郎と気乗りしていない様子の彩世をよそに、賢けん悟ごは先が楽しみで仕方がなかった。
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　教会は時代に取り残されたような場所だった。まず広大なその建物内を箒ほうきや雑ぞう巾きん、ハタキなどの原始的な清せい掃そう用具を用いて掃そう除じしているのだ。監かん視しカメラや音声認にん証しようの門があるというのに家庭用の掃除機さえないのである。次に炊すい事じ場では何やら火を起こしている様子が見られた。まいぎり式火起こし器、と呼ばれるそれは賢悟が硫黄いおう島とうで使った道具の発展形である。つまるところ人力だ。また洗せん濯たくが手洗いであるばかりか修道服は手て縫ぬいだった。今時、世界国家第一大学の外でもありえない光景は、最先せん端たんの科学を学ぶ学生達の目にはさぞかし奇き妙みように映ったのだろう。清十郎は古代文明に迷い込んだような顔で「掃除は俺がやれば五分かからないだろうな」と気の毒そうに言い、彩世は「宗教って一種のスローライフなんだよ」と返していた。賢悟はといえば、アレクサンドラと未来見について話していた。

「俺がメサイアだという根こん拠きよは未来を見たからだというわけか？」

「はい。そうです」

「聖せい歌か聖せい祭さいで最後に言っていた世界はまもなく終しゆう焉えんを迎むかえるってのは？」

「未来を見ました。何もなくなってしまう未来です」

　そう言ったアレクサンドラの表情に陰かげが落ちる。遠くを見たまま帰ってこられなくなったような瞳ひとみは、いつの日にか見覚えがあるように思えた。

「そしてメシアはそれを救うわけだ」

「正確には多くの人が力を合わせて救うんです。メシアはただのきっかけですから」

「メサイアがメシアを救わなければきっかけは生まれない。だから、両者とも救世主を名乗るわけだ。だが、それならば力を合わせた多くの人も救世主だろうに」

「はい。力を合わせた多くの人は第三救世主、マーシアハと呼ばれます。統とう一いつ宗しゆう教きようの信徒をマーシアハと呼ぶのはこれが語源なんです」

　賢けん悟ごは大げさに頷うなずき、アレクサンドラを挑ちよう発はつした。

「なかなか上う手まい具合に作ってあるではないか」

「はい。ありがとうございます」

　しかし、彼女には皮肉がまったく通じず、賢悟は何だか悪いことをしたような気分になってしまった。

「ここが最後です。どうぞ」

　何の変へん哲てつもない部屋だった。家具はテーブルに椅い子す、ベッド、カーテンと簡素で、人が隠かくれられそうなのはベッドの下ぐらいだ。一応、チェックしたが勿もち論ろん誰だれもいなかった。

「清せい十じゆう郎ろう、どうだ？」

「ああ、完全に一いつ致ちしている。増改築した跡あとも見あたらない」

　清十郎には事前に教会の設計図を見せておいたが、どうやら実物もそれと変わりはないようだ。賢悟も隠し部屋や隠し通路らしき場所は見つけられなかった。

「だが、もう一部屋あるだろう？」

　清十郎がアレクサンドラに言う。

「はい。ですが、そこは輪りん廻ね行ぎようを行っている場所です。聖せい騎き士し以外が入れば神性を侵おかしてしまいます」

　すかさず、賢悟は聞き返した。

「なんだと？　部外者の立ち入りをもっともらしい理由で禁止できる絶好の隠し場所と言ったのか？」

　まさかの脳内変へん換かんだった。

「あの、勘違いなさっています。神に誓ちかって、その部屋にいるのはマーシアハだけです。マーシアハが輪廻行の最中に神性を侵されれば、それに関かかわった者の命を皆みな、神にお返しすることになります。それほど神性であり過か酷こくな行です。彼のためにも、ご自身のためにも、どうか静かに見守ることをお約束してください」

　真しん摯しな説得に打たれたのか、それとも勢いに押されてか、賢悟はしぶしぶ頷うなずいた。

「今日はもう遅おそいですし、沢たく山さん、お歩きでしたからお疲つかれでしょう？　この部屋でよろしければお泊とまりになっていきませんか？」

　確かに散々、教会を歩き回ったおかげで脱だつ力りよく感がある。賢けん悟ごがその申し出を受けるとアレクサンドラは夕食の支し度たくをすると言って去っていった。

「で、どっちだ？」

　賢悟が問う。

「どっちと言われれば黒かなあ」

「黒に決まっているだろう」

　彩あや世せと清せい十じゆう郎ろうが答える。

「サーシャちゃんはいい子に見えるんだけどさ」

「どこかの馬ば鹿かが悪人に見えるからだろう」

　一理あるなあ、という風に彩世が賢悟に視線を注ぐ。

「見るな、彩世。そして黙だまるのだ、清十郎。ならば、決行は今夜、午前二時だ」
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　草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき。明かりの消えた教会内を動く不ふ審しんな影かげが四つある。誰だれあろう一いちノの瀬せ賢悟とその学友達、そして彼の製造した他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットである。彼らは見張りがいないことを確かく認にんすると部屋を抜ぬけ出し、暗くら闇やみの中を手て際ぎわよく移動して、ある部屋の前に辿たどり着いた。

「いけるか？」

「既き製せい品だ。問題ないだろう」

　清十郎はナノスマートフォンで電子ロックにアクセスして、あっという間に解かい錠じようした。物音を立てないように気をつけながら扉とびらを開く。隙すき間まから溢あふれたのは鼻を突つく異い臭しゆう、物が腐くさり果てたかのような臭においはそれだけで吐はき気けを催もよおしそうだった。

「絶対にろくなものがあるとは思えないな。賭かけてもいい」

「だからこそ、絶好の隠かくし場所というわけだ。乗ろうではないか」

「なんだろね、この変な臭い？　あんまり長居したくないなあ」

　彩世を先頭に室内へ侵しん入にゆうする。内部は思ったよりも広く、壁かべの燭しよく台だいに灯ともされたロウソクの火が石造りの床ゆかや天てん井じようをぼんやりと照らしていた。

　彼らは周囲に気を配りながら、慎しん重ちような足取りで奥へと進んでいく。途と中ちゆう、階段を下りると、一気に周囲が暗くなった。マテリアルロウを展開すればパターンレーダーに捉とらえられてしまうため、三人と一台は適度に距きよ離りをとって全員のホログラム・ディスプレイの明かりを効率よく利用しながら手分けして辺りを調べる。

　すぐにカナが言った。

　賢悟はそれを聞いて耳を疑う。

「マスター、怪しいものを発見しました。褒めてください」

　一いち言ごん一いつ句く、アレクサンドラの未み来らい見みで聞いたあの台詞せりふと同じだったのだ。

　他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうの発言は完全にランダムで賢けん悟ごにさえ予測できない。まさか、とは思うものの賢悟は返事もできずにただ声の元へと急行した。

　そこには未来見で見たのとまるで同じ光景があった。四し肢しを失い鎖くさりに吊つるされた囚しゆう人じんの右腕うでは肩かたから下がなく、両足は膝ひざから下をなくし、左腕は肘ひじから先がない。左肘からは血が滲にじみ、一滴てき一滴、床ゆかに滴しずくを垂たらしている。

　そして、やはりまったく同じように背後から足音が聞こえた。

　振ふり向く間もなく賢悟は突つき飛ばされる。特ド異メ領イ域ンが展開され、囚人の姿を隠かくすように巨きよ大だいな剣けんの壁かべが出来たかと思うと一いつ斉せいに壁の燭しよく台だいのロウソクに火が灯ともった。浮かび上がったのは夥おびただしい数の白骨だ。その多くが両手両足を欠損しており、石いし畳だたみには固まった血が一面に広がってドス黒く変色していた。

「輪りん廻ね行ぎようの輪廻とは輪廻転てん生しようを意味し、汚けがれなき清せい浄じような肉体へと生まれ変わることをいう」

　重低音の声が耳に響ひびく。賢悟の目の前で仁に王おう立だちしている巨きよ漢かんは聖せい騎き士しアサド・マタル・ワリーだ。彼は諭さとすように一語、一語、丁てい寧ねいに説明した。

「その輪廻転生のため、清められた鎖くさりを胴どう体たいと首に巻き付け、汚れを四し肢しに追いやり、その汚れを四肢ごと断つ。初めは指を一本落とす。その傷が癒いえればもう一本、指がなくなれば手首を落とし、肘を落とし、肩を落とす。右手、右足、左足、左手の順にこれを行う。痛みと四肢をなくす恐きよう怖ふに打ち克かち、最後の左肩を落として剣の極ごく意いを得ることができたとき、初めて四肢の再生を許され神性を獲かく得とくすることができる。だが、輪廻行を神性を獲得していない者に見られた場合、体に汚れが入り込み、行は完かん遂すいできない。神性を侵おかしたとして見た者、見られた者は共に神へ命を返さねばならぬ」

　賢悟はその意味をまるで理解できず、反論せずにはいられなかった。

「そいつは、狂きよう気きの沙さ汰ただ。そもそも汚れってのはなんだ？　そんなものは体内に存在しないはずだ。胴体に鎖くさりを巻きつけたぐらいで四肢に移動するような性質を持つ毒素が人間の体に含ふくまれているというのはついぞ聞かない。そいつは一体誰だれの論文だ？　悪いが四肢ごと汚れを切断するという発想は根本的に間ま違ちがっている。そんなことをしても体を構成する主成分は何も変わらない。いいか、よく聞きたまえよ。そいつはまったく無意味だと言っているのだ」

　アサドは目だけを鋭するどく光らせ、穏おだやかに言った。

「少年、若い君にはわからんかもしれんがな。目に見えるものだけがすべてではないのだ」

「無論、そんなことは百も承知だ。原子も特異点もかつては目には見えなかった。だが、正しく思考することで人間は目に見えない存在を推すい測そくすることができる」

「科学では説明できないものもあると言っているのだ」

「では、それをどうやって証明するのかね？」

　アサドは首を振ふり、

「証明の必要はない。これは神の教えだ」

「そいつは思考停止というのだ。もし、万が一、汚けがれとやらがなければ君達は無む駄だに手足を切り落としているだけのとんでもない阿あ呆ほうだ」

「確かに科学は世界の仕組みを解き明かした。火や水、空気そして特異点。これらが一体どういう性質のものかを科学者は熟じゆく知ちし、今や自然現象さえも支配している。だが、なぜ世界はそのように作られているのだ？」

　科学とは種々の事象や自然がどのような法則に従っているかを解き明かす学問だ。たとえば火は物質の燃焼に伴ともない、熱と光を発する現象であるが、それがなぜあるのかということを科学では説明できない。

「この世には人には決して計り知れない大いなる意志があるのだ。科学者がどれだけ世界の謎なぞを解き明かそうと、所しよ詮せんは神の手の平の上にすぎぬ。神に与あたえられたものを自ら手にしたもののように粋いきがる傲ごう慢まんさが『審しん判ぱん』を引き起こし罰ばつを与えたのだ。私達がすべきことは、神に感謝し、神に従うことだ」

「なかなかどうして、そいつはそれなりに面おも白しろい考察だ。君達もまともに話そうと思えば話せるのではないか」

「わかったのなら、己おのれの罪を悔くいるがいい。神への信しん仰こうを示すための輪りん廻ね行ぎようが、自らの鍛たん錬れんの至らぬゆえではなく、他者の介かい入にゆうで中断されるのがどれほどの無念か。貴様には到とう底てい思いも及およばぬことだろうがな」

　彼は悪あつ鬼きを睨にらむような目で賢けん悟ごに視線を向け、唱えた。

「聖なる剣デユランダル」

　瞬しゆん間かん、アサドの手に黄金の剣けんが現れ、賢悟めがけて振ふり下ろされた。すぐさま彼を守るように光輝かがやく鉄の壁かべが現れる。純ア鉄イ生ア成ンに施設保護膜ワツクス、清せい十じゆう郎ろうのマテリアルロウだ。しかし、ダイヤモンド並の保護膜まくでコーティングされた鉄の壁を聖なる剣デユランダルは何の抵てい抗こうもなく切断し、そのまま賢悟の頭上に刃はが落ちた。

　だが、黄金の剣は残り僅わずか数センチというところで止まった。賢悟の窮きゆう地ちを救ったのは彩あや世せの防護壁シールドである。そのマテリアルロウは特ド異メ領イ域ン内のあらゆる運動を停止させる。物質は特ド異メ領イ域ン内に入ることはできないし、万一入ってしまうと出ることもできない。

「勝手に入ったのはごめんね。でもさ、そういうことするならあたし、手加減しないよ？」

「なぜこうも人は愚おろかなのか。神性を侵おかすというのがどれほどの罪かなぜわかろうともしないのか。なぜ偉い大だいなる神を軽視できるのか」

　アサドが一足飛びで彩世との間合いを詰つめ、聖なる剣デユランダルを横なぎに振ふるう。彩世はその振るわれた剣と同じ速度で移動して腕うでの可動範はん囲い外の死角に一いつ瞬しゆんで回り込んだ。

「オジさんも、法律犯すとどのぐらいの罪か知ってる？　わるいことなんだよ？」

　アサドの胴体に薄うすい円状の防護壁シールドが展開される。

「神の法を破る人の法こそが悪法なのだ」

　アサドは上半身や下半身のバネを使って防護壁シールドから抜ぬけ出そうとするが、どうにもならなかった。

「そかな？　でも、あたし、神様に作られたわけじゃないんだよね」

　あっさりと聖せい騎き士しを無力化した彩あや世せは吞のん気きに笑う。彼女が一いつ瞬しゆんで操あやつったマテリアルロウは三つ、安全地帯シエルター、加ア速ク装セ置ル、防護壁シールドである。加ア速ク装セ置ルは十分な速度を得るために展開と閉へい塞そくを五回繰くり返し、剣けん速そくと同じ速さで動いた反動を体に与あたえないように安全地帯シエルターを全身に展開した。彩世はさり気なく行ったが、彼女のモーションインターフェースには足を踏み出す動作を二〇等分に区切ったものを一動作として認にん識しきするように設定がされている。彩世はその一動作ごとに一〇〇パターンの歩行を可能とするため、ただ歩くだけでも自由自在に特ド異メ領イ域ンを展開することができる。無論、そんな精密機械のような真ま似ねは普ふ通つうの人間にはおいそれとできるものではないだろう。彼女はそれができるように品種改良されているのだ。

「剣の聖域テイルフイング」

　アサドが呟つぶやく。室内すべてを覆おおうドーム状の特ド異メ領イ域ンが展開された。すぐさま彩世が、非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの照準を定める。

「剣を納めなさい。アサド」

　その声にアサドは剣の聖域テイルフイングと聖なる剣デユランダルを閉へい塞そくした。それを見て彩世も防護壁シールドを閉塞し、彼を特ド異メ領イ域ンの束そく縛ばくから解放する。

　階段を下りてきたのはアレクサンドラだ。就しゆう寝しん中だったのか彼女は白いネグリジェ姿である。

「神性を侵おかしていない者にまで剣を向けることは許されません」

　確かに輪りん廻ね行ぎようを見たのは賢けん悟ごだけで、統とう一いつ宗しゆう教きようの理り屈くつの上では彩世に罪はない。しかし、アレクサンドラは一体、それをいつ知ったのだろうか？

「あなたには伝えるのが遅くなりましたが、彼はメサイアです。明日、天てん秤びん聖せい祭さいを行うことにしましょう。それですべては解決します」

　メサイアと聞き、アサドの顔色が変わる。彼は目を見開いたまま賢悟を一いち瞥べつしてから、アレクサンドラに視線を戻もどす。

「御ぎよ意い」

　アレクサンドラは今度は賢悟に向かい尋たずねた。

「捜さがしている人は見つかりましたか？」

「どうやら、ここにはいないようだ」

　もう捜す場所は他ほかにない。アレクサンドラが最初に言ったのは事実だったということだ。

「ですから、そう言ったんです。神性を侵すことがこういう結果を招くとも説明しましたのに」

　確かに説明されたが未み来らい見みなど信じられなかった以上は疑うのが当然ではないか、と、そう言ったところで状じよう況きようが不利になるだけと賢悟は本音を飲み込んだ。

「天てん秤びん聖せい祭さいってのはなんだ？」

「神性を秤はかりにかけること、それが天秤聖祭です。あなたの神性を秤にかける相手は聖せい騎き士し、このアサドと戦い、勝利して、あなたはメサイアとしてすでに神性を獲かく得とくしていることを示すのです」

　神性を獲得したメサイアに輪りん廻ね行ぎようを見られたとしても神性を侵おかしたことにはならない。それで晴れて無罪放ほう免めんというわけか。しかし、そんな無茶ができたなら統とう一いつ宗しゆう教きようの信徒でなくとも賢けん悟ごにある種の神性を感じるに違ちがいない。無資格者ゲストが戦せん闘とう用のマテリアルロウをセットアップしたＤＣＵ管理者アドミニストレータに勝利するなど奇き跡せきだ。戦えというのは死んでこいと言っているようなものである。

「メサイアが死んだら世界は救えないんじゃないか？」

「たとえ命を失ったとしても世界を救うのが救世主です」

　その答えに賢悟は問答する気が失せた。今までで一番理解に遠い言葉だったかもしれない。

「アサド、下がって構いませんよ。明日に備えてお休みなさい」

「御ぎよ意い」

　アサドが立ち去った後、アレクサンドラが賢悟に歩み寄ろうとすると、彩あや世せと清せい十じゆう郎ろうがそれとなく彼を庇かばうように前に出た。アレクサンドラは困ったような表情を浮かべる。

「あの、天秤聖祭の準備には人手を使いますから、見張りがいなくなります。追っ手は出さないように努力してみますから、その……」

　その隙すきに逃にげろ、ということだろうか。訝いぶかしむ男二人をよそに彩世が応じた。

「ありがと。でも、そんなこと言って平気？」

　内ない緒しよだというようにアレクサンドラは人差し指を唇くちびるの前に置く。彼女は一礼して逃げるように階段を上っていく。

「なぜだ、サーシェンカ？」

　賢悟が呼び止める。

「あなたはメサイアですから」

　アレクサンドラはただそれだけを答えた。彼女が階段を上っていく足音がなくなると、辺りは静せい寂じやくに包まれる。

「で、どっちだ？」

　賢悟が再び問う。

「あたしは断然白かなあ」

「白に決まっているだろう」

　彩世と清十郎がさっきとは反対の答えを述べる。

「こんなの殆ほとんど戒かい律りつ破ってるのと同じだもん。サーシャちゃんはマーシアハなんだよ」

「第一ここで人の優やさしさを疑うぐらいなら、信じて死んだ方が幸せな人生だろう」

　アレクサンドラの言葉を信じて逃にげようというのが二人の考えだ。

「お前こそどっちだ？」

「サーシェンカの未み来らい見みを本物と仮定しよう。なのに、彼女にとってあまり望ましくない今日が訪おとずれたのはなぜだ？」

　賢けん悟ごは二人に聞いておきながら、まったく別のことを考えていた。

「落ちつけ。いいな、冷静になれ。余計なことは考えるな。ここは帰るべきだろう？」

「無論、帰るべきだと吾輩わがはいも思う。しかし、どうやらマーシアハの連中に一つ教授せねばなるまい。マテリアルロウが神の力などではなく、ただの科学にすぎないことを」

　ノープロブレム、ノーライフ。いつでもそれが彼の回答である。
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　朝早く大聖堂では天てん秤びん聖せい祭さいの準備が行われていた。マーシアハ達は聖水に浸ひたした麻あさ布ぬのを使い、大聖堂の床ゆかや壁かべを埃ほこりの一つも残さないように丹たん念ねんに拭ぬぐっていく。それが終われば、今度は聖歌だ。清せい浄じような響ひびきは空気の汚けがれを祓はらい場を清めるとされている。マーシアハ達は何編もの聖歌をこの後、天秤聖祭が終わるまで歌い続けるのである。

　決戦の場となる大聖堂の壇だん上じように聖せい騎き士しアサドはすでに立っている。聖なる剣デユランダルを手にしたまま、瞑めい想そうするかのように瞳ひとみを閉じ微び動どうだにしない。

　アサドは輪りん廻ね行ぎようを終え神性を獲かく得とくした聖騎士だ。それがどれほど過か酷こくなものか体験しているからこそ、輪廻行を見られた聖騎士の気持ちがよくわかる。あの場にあった四し肢しを欠損した白骨は志半ばで倒たおれたマーシアハのものである。彼らは命を返した後もあそこで戦い続けることを選んだ。マーシアハにとって輪廻行はそれほど特別なものなのだ。だが、神性を侵おかされた聖騎士には諦あきらめる以外の選せん択たく肢しは残されていない。だから、彼はきっと奇き跡せきを願っているのだろう。

　アレクサンドラはいつも通りここにないものでも見ているような瞳ひとみで虚こ空くうを睨にらんでいる。否いな、それは少し違ちがうか。彼女が見ているのは恐おそらく未来だ。

「浮かない顔だな、サーシェンカ」

「それはそうです。一度帰った人がまたわざわざやってきましたから」

「だが、未来見通りではないか？」

　ニヤリと賢悟が笑う。アレクサンドラは彼の持っているものに視線をやった。両手に長大な高周波ブレードを、腰こしには火か炎えん放射銃を二挺ちよう提さげている。火炎放射銃は特とく殊しゆ燃料により背中の燃料タンクが不要となった小型火炎放射器だ。わざわざ一度研究室に帰って材料を集め、清せい十じゆう郎ろうの特異領域制御装置ＤＣＵを借りて、賢悟が自作したものだ。

「まさか旧科学を使用禁止とは言うまいな？　神の力に比べれば些さ細さいなものだろう」

「はい。特に構いません」

「では、行くとするか」

　群衆の最前列にいる彩あや世せと清せい十じゆう郎ろう、カナに手を振ふって、賢けん悟ごは壇だん上じように上がった。舞ぶ台たいはおよそ直径五〇メートルの円形で、ここから一歩でも足を踏ふみ外せば負け、その場合は彼に死が待っており、相手はただ負けるだけだ。何とも不公平な話だ。

「その剣で聖なる剣デユランダルと打ち合う気か？」

　アサドが目を開き、賢悟に問いかけた。

「だとしたらどうなのだ？」

「やめておけ。後こう悔かいする間もない」

「何事もやってみなければわかるまいよ」

　アサドは三歩前に出て、言った。

「愚おろかな、少年よ。君は今日、神の力を知るだろう」

　尊大な物言いを真ま似ねて、賢悟は言葉を返した。

「賢さかしい、聖せい騎き士しよ。お前は今日、科学の深遠を知るのだ」

　互たがいの挑ちよう発はつと共に天てん秤びん聖せい祭さいの開始を告げる鐘かねが二回、大聖堂に大きく響ひびき渡わたる。それを合図にアレクサンドラとマーシアハ達による聖歌の大合唱が始まった。

　アサドはゆっくりと聖なる剣デユランダルを正せい眼がんに構える。

　賢悟は高周波ブレードを床ゆかに突つき刺さし、あろうことか手ぶらでアサドとの間合いを無造作に詰つめていった。彼は聖なる剣デユランダルが届かぬところでぎりぎり立ち止まり、訝いぶかしむアサドに握あく手しゆを求めた。

「神に誓ちかって正々堂々、戦おうではないか？」

　アサドは迷うことなく聖なる剣デユランダルを閉へい塞そくして、賢悟の手を取った。

「吾輩が負ければ輪廻行を見られた聖騎士は死ぬのだろう？　負けてはくれないか？　なに、聖騎士の尊厳を傷つけぬように上う手まくやるさ」

　とりあえず賢悟は小声で八百長やおちようを持ちかけた。

「断る。それで助かったところで一体、なんになる？」

　即そく答とうだった。命よりも神性が大事とは信じられないほどの愚ぐ考こうだ。

「やれやれ。よく宗教では信じる者は救われるというが、科学ではなんというか知っているか？　教えてやろうではないか。信じる者は──」

　賢悟は手をつかんだまま強引に引く、不意を突つかれたアサドはそれに抵てい抗こうしようと足を踏ふん張る。賢悟は一いつ瞬しゆん、崩くずれた重心を完全に見きって、その足を払はらった。

「足をすくわれるのだっ！」

　科学もくそもないただの騙だまし討うちだった。横転させたアサドを押さえ込み、ポケットからペン型注射器を出し彼の首筋に突き刺した。スイッチを押すと薬液が彼の体内に入っていく。

「中身は麻ま酔すい薬と遅ち効こう性の毒だ。まもなく意識がなくなり、一〇分後には死に至る。今すぐ負けを認めるならワクチンをくれてやっても構わないがな」

「……この、卑ひ怯きよう、者……が……」

「阿あ呆ほうめ。そのやり方では成功しないとわかっている実験をわざわざ試ためす科学者はいない。我我はいつだって、どうすれば成功するかを考えているのだ」

　アサドは意識を朦もう朧ろうとさせながらも、言った。

「聖なる剣デユランダル」

　すぐさま賢けん悟ごはアサドから飛び退のき、大きく距きよ離りをとりながら両腰ごしの火か炎えん放射銃を構え、引き金を引いた。容よう赦しやなく大量の火炎がアサドに襲おそいかかる。だが、振ふり下ろされた聖なる剣デユランダルは炎ほのおさえも真っ二つに切断する。分かれた炎は僅わずかにアサドの両肩かたを焼くばかりだ。

　間ま違ちがいない、と賢悟は確信する。聖なる剣デユランダルは切断の現象マテリアルをセットアップしている。恐おそらく、輪りん廻ね行ぎようで悟さとる剣けんの極ごく意いとは切断の現象マテリアルをダウンロードすることだろう。聖なる剣デユランダルのマテリアルロウは、特ド異メ領イ域ン内のあらゆる事物を切断するのだ。本来は剣で切れるはずのない炎も音も光だって切れるだろう。

　だが、もうそろそろ限界のはずだ。そう賢悟が考えた瞬しゆん間かん、アサドは左手で聖なる剣デユランダルに触ふれ、自ら五指を切り落とし、その痛みで麻ま酔すいから覚かく醒せいした。

「即そつ効こう性の毒にするべきだったな」

　アサドは腰を落とし、聖なる剣デユランダルを下段に構える。

「剣の聖域テイルフイング」

　ドーム状の特ド異メ領イ域ンがアサドを覆おおう。正確にはアサドのいる場所だけが台風の目のようになっている。聖なる剣デユランダルの特性と一度、山林で見た状じよう況きようから推すい測そくするに剣の聖域テイルフイングのマテリアルロウは特ド異メ領イ域ン内において聖なる剣デユランダルの位置を消失させるものだ。物理法則から位置というものが消失するということはすなわちすべてが同じ位置であるということになる。つまり、剣の聖域テイルフイングの内部で聖なる剣デユランダルを振り下ろせば、その領域のすべての座標で聖なる剣デユランダルを振るったに等しい。すべてを切断する聖なる剣デユランダルが全座標で振られれば、分子さえも粉々になるだろう。だから、剣の聖域テイルフイングの内のすべてが特ド異メ領イ域ンにくり抜ぬかれたように消しよう滅めつするのだ。

　二挺ちようの火炎放射銃を連射するも、剣の聖域テイルフイング内に入った途と端たん、アサドの振るった黄金の剣が炎を霧む散さんさせる。

「剣の聖域テイルフイング」

　アサドは剣の聖域テイルフイングの外周に更さらに剣の聖域テイルフイングを継つぎ足す。二倍になった特ド異メ領イ域ンはおよそ舞ぶ台たいの三分の一の領域を占しめ、賢悟をその範はん囲いに飲み込んでいた。彼は外周の特ド異メ領イ域ンが青の内に後ろへ飛び退のき、同時に爆ばく薬やくを放ほうり投げ、火炎放射銃でそれを撃うつ。爆発を利用してダメージを受けながらも一気に後ろへ弾はじけ飛んだ彼は、壇だん上じように突つき刺さしてあった高周波ブレードを握にぎり、スイッチを押した。高周波ブレードは地面の中を伸のび、先せん端たんは地中一〇メートルにまで達した。
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　向かってくるアサドの剣の聖域テイルフイングの範はん囲いは半径が八メートル。ドーム状の特ド異メ領イ域ンは地中のものにまでは及およばない。大理石の舞ぶ台たいを地中ごと切り裂さきながら、高周波ブレードが跳はね上がる。それはただ横に回かい避ひすればいいだけの直線の軌き道どうだ。しかし、アサドは避さけようとはせずに逆に一足飛びに間合いを詰つめ、そして、聖なる剣デユランダルを横なぎにする。賢けん悟ごは半はん身みになって体を後ろに下げ、手だけを前に出し渾こん身しんの力で高周波ブレードを持ち上げていく。

　早かったのは単純に前進すればいいだけのアサドの剣けんだ。高周波ブレードがほぼ水平まで持ち上がり、地上に完全に出る寸前というところで、賢悟の右手は肘ひじから先を失い、左手は手首から先を失った。血が切断面から一気に放出され、彼の足あし下もとに血の池を作る。彼は倒たおれるように後方に下がって膝ひざを折ると、悲鳴を上げた。

「なにか言い残すことがあれば聞いてやろう」

　決着はついたとばかりにアサドはゆっくり前進し、そう問いかけた。

「……一つ、だけ、いいか？」

　賢悟は辿たど々たどしくそう口にした。

「聞こう」

　彼は肘から先をなくした右腕うでをアサドに真まっ直すぐ伸のばし言った。

「ロケットパンチだ」

「それは、一体なんの真ま似ねだ？」

　瞬しゆん間かん、アサドは耳を劈つんざく轟ごう音おんを感知し、振ふり返る。ジェット噴ふん射しやを発する右腕うでが右頰ほおに直ちよく撃げきし彼はその場で独こ楽まのように勢いよく回って膝ひざを折った。

　群衆の最前列にいたカナがアサドの背後から右腕を発射したのである。賢けん悟ごは手を失った両腕を組むように止血しつつ、高らかに笑った。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ。まさか卑ひ怯きようとは言うまいな？　ちゃんと吾輩わがはいは事前に旧科学が使用禁止でないことを確かく認にんしているのだからな。統とう一いつ宗しゆう教きようの救世主ともあろうお方が、まさか噓うそはつくまいて」

　旧科学とは特とく異い領りよう域いき理り論ろんを含ふくまない科学を指し、他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットも当然そこに含まれる。

「ていうかマスター、とどめ刺さしていいですか」

「うむ。やりたまえ」

　カナが左腕のロケットパンチを発射する。ジェット噴射を放ちながらそれはアサドの顔面に吸い込まれるように突つっ込んでいき、そして唐とう突とつに消しよう滅めつした。

　剣の聖域テイルフイングと聖なる剣デユランダルだ。

「……世よ迷まい言ごとは終しまいか、少年。言っておくが、輪りん廻ね行ぎようの苦痛はこんなものではなかったぞ」

　アサドが立ち上がる。その姿は聖せい騎き士しというよりも、まるで幽ゆう鬼きだ。賢悟はその気き迫はくに吞のまれたか僅わずかに後ずさった。

「所しよ詮せんは手品だ。神を信じるマーシアハに敵かなうべくもない」

　賢悟は逃にげ出すように背を向け、アサドはそれを全力で追う。

「理解し難がたき神より光あれ」

　アサドが祈いのりの言葉を唱え、賢悟は嘲あざけるように言った。

「阿あ呆ほうめ」

　賢悟は靴くつの踵かかとを地面に打ちつけスイッチを押した。突とつ如じよ、地面が爆ばく発はつし、爆ばく炎えんと衝しよう撃げき波はに飲み込まれたアサドは壇だん上じようの外まで弾はじき出された。地中に埋うまった高周波ブレードに仕込んでおいた指向性爆薬を一気に起爆したのである。地中は剣の聖域テイルフイングを展開できない唯ゆい一いつの盲もう点てんだ。より正確に言うなら、剣の聖域テイルフイングを地中に展開すれば、天てん秤びん聖せい祭さいの神聖な舞ぶ台たいを消滅させてしまう。技術的に可能だとしても、マーシアハであるアサドには決してできない。賢悟はその弱点を狙ねらったのである。

「だから、最初に教えてやったではないか。信じる者は足をすくわれるのだ」

　慎しん重ちように戦せん闘とうに臨のぞまれれば、いかに策を巡めぐらしたところで剣の聖域テイルフイングと聖なる剣デユランダルに敵うものではないだろう。二度目があるならどうあがいたところで勝ち目はない。この結果は、神を信じるマーシアハが科学にすぎない特異領域制御装置ＤＣＵを過信したという証明だ。

　決着から若じやつ干かん遅おくれ、大聖堂にマーシアハ達のどよめきが漏もれ始め、やがてそれは歓かん声せいに変わる。目の端はしにアレクサンドラが嬉うれしそうな様子で頰をほころばせながら、駆かけ寄ってくるのが見えた。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ。なあ、サーシェンカ」

「あの、少し、じっとしていてください。治しますから」

「そいつはありがたい。病院に行く手間が省けて大助かりだ」

　アレクサンドラが賢けん悟ごの両腕うでに特ド異メ領イ域ンを展開する。再生手術オペのマテリアルロウが失われた両腕を再生していく中、賢悟は彼女に言った。

「神性だのなんだのと馬ば鹿かげた話だと思わないか？　吾輩わがはいは策を弄ろうし、たまたま聖せい騎き士しを倒たおした。今の戦いが示したのはただそれだけのことだ」

「そんなことはありません。あなたはメサイアとしての神性をここにいるマーシアハ全員に見せました。あなたは彼らに自らがメサイアであることを証明したのです」

　賢悟は自分を拝むようにして手を組むマーシアハ達を見て、若じやつ干かんながら引いた。あんな騙だまし討うちに神性とやらを感じたのだとしたら、彼らは根っから頭がどうかしている。

　だから、賢悟は思った。その信しん仰こうに一つ目に物を見せてやろう、と。

「残念だが、吾輩はメサイアではない。なぜなら、君はメシアではないからだ」

　アレクサンドラは狼狽うろたえもせず、ただ賢悟をじっと見返した。

「未み来らい見みは見せました。他ほかにどうすれば信じてもらえますか？」

「確かに君の予知能力は本物だ。それについては疑いようがない。だが、君が未来を見られるからといって、君が噓うそをついていないという証しよう拠こにはなるまいよ。君は自由に都合の良い未来をでっち上げることができる」

「噓をついていないという証拠はお見せすることができません。ですが、もしわたしが一つでも噓をついているとわかったのなら、その場でこの命をお返しします」

　賢悟は再生した両手の感かん触しよくを確かめるように指を動かしながら、

「腑ふに落ちないな。サーシェンカはなにをそんなに必死になっているんだ？　君が本物のメシアならこんな戯ざれ言ごと、放ほうっておいても害はあるまいよ」

「力を貸して欲しいんです。世界を救うために一人でも多くの力が必要なんです」

　世界を救うなどと大それた台詞せりふを賢悟は未いまだかつて冗じよう談だんでも聞いたことがなかった。けれども、アレクサンドラは切せつ羽ぱ詰つまった表情で切実に訴うつたえかける。おかしいのはそこだ。彼女には未来が見えるはずなのに。

「サーシェンカが未来見で見たのは世界の終しゆう焉えんだったか？」

「はい。そうです」

「なるほど」

　それはやはり、どう考えてもおかしいのだ。

「早さつ速そくで悪いのだが、サーシェンカ。君は噓をついている」

「なにが噓だというのですか？」

「未み来らい見みが絶対だと仮定しよう。もしも、世界に終しゆう焉えんが訪おとずれる未来を見たのなら、世界を救えるというのは噓うそだ。もしも、世界を救えるというのなら、世界に終焉が訪れる未来を見たというのは噓だ」

　表情に乏とぼしいアレクサンドラの顔から更さらに色が消えた。

　未来見が絶対であるならば、見た未来は必ず実現しなければならない。世界の終焉を見たのなら、世界が滅ほろんで初めて未来が実現するのだ。ならば世界を救えるというのは矛む盾じゆんだ。

「未来見が外れるかもしれない曖あい昧まいなものなら、そもそも君が見たのは未来ではない。この場合、君は未来が見えると噓をついた」

　条件をつけて未来を語るのも同様だ。

「人々が力を合わせなければ世界は滅びるというのなら、彼らが力を合わせるのか合わせないのかまだわからないということだ。つまり、世界は滅びるか滅びないかわからない。未来はまだ見えていないということだ。もっとも、未来を決定づける何か体系のようなものがあるなら、説明してもらってもいいのだが？」

　アレクサンドラは俯うつむいて首を横に振ふった。

「そもそもおかしいと思わなかったか？　救世主が世界の終焉を予知するというのは一種のパラドックスではないか。もしも救世主とやらが存在するなら彼が予知するのは、どう考えても世界を救うところだろう」

　アレクサンドラは俯いたまま、肩かたを震ふるわせて、そっと言った。

「わたしが、あなたみたいに賢かしこければよかったんです」

　そう口にした彼女はまるでどこにでもいる傷ついた少女のようだった。




　　　　　　　10




「わたしの未来見は外れません。外れたことがないんです」

　アレクサンドラはそう言って、過去を振り返った。

　それはアレクサンドラがＤＣＵ管理者アドミニストレータになってから丁度、一年が経たった頃ころの話だ。ある日、彼女はマテリアルマネージャにダウンロードした覚えのないマテリアルがあることに気がついた。それは未来の概がい念ねんマテリアルと予知の現象マテリアルだ。好こう奇き心しんから両方をセットアップしたマテリアルロウを展開すると未来が見えた。初めは凄すごい力を手に入れたと思った。未来見と名づけたそのマテリアルロウは、現在の科学がまだ到とう達たつしていない奇き跡せきなのだと知っていたからだ。

　けれど、すぐに彼女は恐おそるべきことに気がつく。それは未来見が映し出す未来は決して外れることがないということだ。たとえば不幸に気がついたとしても、それは決して変えられなかった。未来で死んだ人は必ず死に、彼女はそれを知っているのにどうすることもできない。やがて、アレクサンドラはそれが変えられないからこそ未来なのだと知る。けれど、そんな未み来らい見みの力に一体何の意味があるというのだろうか？

　アレクサンドラが毎晩、夢に見るのは世界の終しゆう焉えんだ。何もかもが消え去って、何もかもが無に帰る。それを止めたくて、止める方法がわからなくて、それでも守りたかった。だから──

「噓うそを一つ、つきました。わたしは救世主ではありません。わたしに世界は救えません。それでもわたしは、諦あきらめたくなかったんです……」

　涙なみだが一つこぼれると、もう止まらなかった。幼い顔を涙でぐちゃぐちゃにして彼女は泣きじゃくった。

　本当は未来なんて知りたくもなかった。救世主を演じたくなんてなかった。ただ普ふ通つうに生きていたかったのだ。だけど、じゃあ、一体誰だれが世界を救うというのだろうか。未来を知っているのはアレクサンドラだけなのだ。目の前で困っている人がいれば手を差し伸のべるだろう。世界が終わるなら、それをどうにか止めようとするだろう。彼女の最大の不幸はただ善良であったこと。そして、何の力もない、何も知らない少女であったことだ。

　世界を救うには噓をつくしかないと少女は結論した。けれど、マーシアハである彼女にとって噓をつき続けることは何よりも苦痛だった。それでもある日、未来を見たのだ。彼女の噓を暴あばいてくれる人がこの教会にやってくる未来を。だから、彼女は彼をメサイアと呼んだ。

　ああ、これでようやく、何もかも終われるのだ、と。そう思いながら。

「約束は守ります。だけど、どうかわたしの代わりに皆みなを助けてあげてください」

　アレクサンドラは隠かくし持っていた懐かい剣けんを自らの喉のどに突つきつける。僅わずかの逡しゆん巡じゆん、それはあるいは神への祈いのりだったのか、彼女は柄つかを握にぎりしめた手にぐっと力を込めた。

　鮮せん血けつがアレクサンドラの首と壇だん上じようを濡ぬらす。だが、彼女は生きていた。その白はく刃じんを賢けん悟ごが素す手でで受けとめたのだ。

「痛いぞ、サーシェンカ。ちょいと力を緩ゆるめたまえよ」

　アレクサンドラは手が硬こう直ちよくして力を緩めようにも緩められなかった。賢悟はため息をつきながら彼女の指を一本ずつ引きはがし懐剣を奪うばい取ってしまった。

　彼は壇上からマーシアハ達を睨にらむように見渡わたしている。呆ぼう然ぜんと佇たたずむ信徒達を見て一体、何を思ったのか、やがて大声を上げた。

「これだから宗教というやつは嫌きらいなのだ。本当に胸くそ悪くなるではないか。まったく、雁がん首くびそろえて突っ立っているだけの低能共が。なにがマーシアハか。なにが聖せい騎き士しか。世界の終焉がそんなにショックか？　救世主が噓をついていたのがそんなに不幸か？　だがな、もっと衝しよう撃げき的なことがたった今、ここで起きたではないか。泣いている思春期の女の子がだ。光り物を取り出したってのに何百人という人間がただ呆ぼう然ぜんと見ているだけなんてのは普通、ありえない話だろうよ。まったくもって世も末だ」

　それを聞き、マーシアハの何人かが恥はじ入ったかのように目を伏ふせる。だが、統とう一いつ宗しゆう教きようの信者である彼らにとって、救世主が自分達を騙だましていたというのは天地が揺ゆらぐほどにありえないことなのだ。

　だから、なのかもしれない。賢けん悟ごは更さらに続けて言葉を飛ばす。それは多分、彼が言いたいだけの純じゆん粋すいな事実だ。だけど──

「第一、よく考えてみたまえよ。救世主が噓うそをついていたならそれはさぞ困ったことかもしれんがな。噓をついていたのは平へい凡ぼんな未成年の女の子だ。大の大人がそろって騙だまされたのは情けないことこの上ないが、子供の噓ぐらいでいちいちショックを受けることもなかろうよ。救世主は未いまだ現れず、明日世界が滅ほろぶわけでもない。世の中は平和そのものだ！」

　その神の言葉でも何でもないただの事実が、今は何よりもアレクサンドラを救ってくれる。救世主を騙かたった許されざる罪に人の許しを、救世主に騙されたと絶望した信徒達に救世主はこれから現れるのだという希望を与あたえる。

「まあ、もっとも、好きにすればいいのだがな。吾輩わがはいの知ったことではないっ！」

　賢悟は言いたいことを言い切ったのか、振ふり返り、涙なみだが止まらないアレクサンドラに声をかけた。

「サーシェンカも好きにしたまえよ。吾輩も二度は止めんからな。本当に心の底から死にたいならそうすればいい。だが、まあ、死ぬのは構わないとしてだ。どうせなら、その前にちょいと手伝ってはくれまいか？」

　無茶苦茶な物言いの賢悟に、けれどもアレクサンドラは赤い目をこすって聞き返した。

「なにを手伝えばいいですか？」

「なに、天あま川かわ理り璃りの正確な位置を予知するだけだ」




　　　　　　　11




　アレクサンドラの未み来らい見みに映った場所は硫黄いおう島とうである。奇き縁えんを感じながらも、ついでに彼女のセットアップしていたマテリアルロウ、空間転移ルートを使い現地に転移した賢悟達は例によって湖の畔ほとりにいた。

「もう少し右です。いえ、それは行きすぎです。後一〇センチ左です。はい。それでこう丁度、人を捕つかまえるような格好をしてください」

　アレクサンドラが賢悟に未来で見た立ち位置とポーズを指示していた。それを見ながら清せい十じゆう郎ろうが、

「いまいち話が見えないんだが、天川先生は空間転移ルートを使っていきなりそこに現れるということか？」

「いえ。マテリアルロウは展開されていませんでした。原因はわかりませんが、いきなりふっと現れるんです」

「幽ゆう霊れいじゃないんだから、いきなり現れるはないだろう」

「やーめーてー、神かん崎ざき君。次言ったらあたし、ぶっとばしちゃうよう」

　物ぶつ騒そうなことを言いながら彩あや世せがカナの腕うでにぎゅっとしがみつく。カナは彼女の頭を無表情で撫なでていた。

「なに、わかってしまえば案外、どこででも起きている現象だ」

　天あま川かわ理り璃りはマテリアルロウによって自らの体の性質を変質させている。問題は一体どう変質させたのかということだった。なにせ理璃の存在はとても曖あい昧まいに思えた。目の前にいたかと思えば一〇〇メートルも離はなれていて、停止しているかと思えば高速で動いている。正確に観測することができなかったのだ。だが、よくよく思い出してみれば、彼女の現在位置と速度、そのどちらか一方であれば知ることができた。ある物質の位置と速度を測定する時、両者を同時に一つの値あたいに確定することができないというのは不確定性原理、つまりは量子論で説明されている。

　量子論は電子など極きわめてミクロな世界の出来事を表す理論だ。経験的に考えれば、物質は必ず定まった位置に存在し、定まった速度を持っている。たとえば、車がどこの道路を時速何キロで走っているか正確に調べられないなどありえない。

　だが、量子論ではそのありえないことが成立してしまう。電子の位置を正確に調べれば電子の速度が曖昧になり、電子の速度を正確に調べれば今度は位置が曖昧になる。これは測定の精度の問題では決してなく、電子というものが元々速度も位置も決まっていない曖昧なものだということである。電子は誰だれにも見られていない時は居場所が不明になる。常識的に考えておかしいと思うかもしれないが、電子は観測するまでどこにあるかわからないのだ。

　更さらに電子がどこにあるのかというのは確率で表される。そして、今、目の前にある電子が次の瞬しゆん間かんには宇宙に存在する確率は少なからず存在するのだ。驚おどろくべきことに電子を薄うすい絶ぜつ縁えん膜まく内に閉じ込めておくと、十分なエネルギーを与あたえない限り抜ぬけ出せないはずの電子が膜をすり抜けることがある。これは電子の位置がどこにあるか曖昧であることを意味し、言ってしまえば野球のボールだって壁かべをすり抜ける可能性が決してゼロではないのである。

　つまり量子論でいえば、自然は曖昧でいい加減なものなのである。そういう意味では何が起こるかわからない特異点を扱あつかった特とく異い領りよう域いき理り論ろんに似ているだろう。そして、その曖昧でいい加減な電子の性質を天川理璃はマテリアルロウを使い、自らの体に付ふ与よした。彼女が今、どこにいようとも次の瞬間、賢けん悟ごの腕の中に現れる確率は少なからず存在するということだ。

　ガゴン、と鈍にぶい音を立ててかがみ気味だった賢悟の顔が跳はね上がる。彼の腕の中に天川理璃がいきなり現れたのである。賢悟は体勢を立て直してすぐさま理璃の肩かたをつかむと、強く揺ゆさぶった。

　すると理璃は瞼まぶたを開き、若じやつ干かん、眠ねむたげな声で言った。

「やあ、おはよう、教え子。今は何時だい？」

「昨日、先生が寝ねたのと同じ時間ですからそろそろ起きたらどうですかね？」

「それはそれは、さすがじゃないか。まさか、たった一日でこの問題を解くとは思ってもみなかったよ。どういう方法を使ったのか教えてくれるかい？」

　賢けん悟ごはアレクサンドラを指して、

「彼女の持つ未み来らい見みのマテリアルロウで未来を見ました。先生の時間移動説も考え直す日が来たんじゃないですか？」

「未来を見た？」

　理り璃りは無む邪じや気きな子供のように本当に楽しそうに笑う。

「あっはっはっは、それはいい。実にいい。ねえ、教え子。君はそれが偶ぐう然ぜんだと思うかい？」

「偶然だったのは確かですが？」

　理璃が手を出してくるので賢悟はそこに預かっていた片眼鏡モノクルを載のせた。彼女はそれを右目に装着する。

「本当にそうかい？　君は僕を追いかけている内に偶然その子に出会い、偶然その子が未来見を持っていると知り、偶然その子の協力を得て、偶然この湖に僕が現れることを予知することができた。君は本当にそう思うかい？」

「それ以外には考えられません」

「それもそうだね。まあ、僕が今、言ったことは殆ほとんど妄もう想そうなんだ。さほど気にしなくたって問題はないよ。けれど、その妄想が最近、どうしても頭から離はなれなくてね。ああ、どうせなら話しながら行こうか。ちなみに僕は君をここに連れてきたかったんだ。そして目が覚めたら偶然ここにいた。勿もち論ろん、至って偶然だよ」

　理璃は自分を含ふくめて全員にマテリアルロウを展開する。すると湖には天を突つく古びた塔とうが現れた。賢悟達の体に影かげの性質が付ふ与よされ、影かげ次じ元げんに入ったのである。

　理璃の後に続き、塔の中へと進む。エレベーターに乗り込み、理璃が何やら操作をすると床ゆかが上じよう昇しようを始める。

「シュレーディンガーの猫ねこは知っているかい？」

　理璃はそう質問したが、賢悟が答える前に言葉を続けた。

「まあ、時間もあることだし説明しようか。これは西せい暦れき一九三五年にシュレーディンガーという科学者が発表した論文のことでね。まず箱の中に放射性物質と生きた猫を入れるんだ。そうして放射性物質が原げん子し核かく崩ほう壊かいという現象を起こして放射線を出せば、毒ガスが発生して猫は死ぬ。放射性物質が原子核崩壊を起こさなければ毒ガスは発生しないから猫は死なないという状じよう況きようを作る。けれどこの時、箱の蓋ふたを開けて中を見るまでは、量子論では『放射性物質が原子核崩壊を起こした状態』と『放射性物質が原子核崩壊を起こしていない状態』とが曖あい昧まいになっていると考えるんだ。つまり、箱の蓋を開けるまでは猫は生きているか死んでいるか曖昧ということだよ。これは見ていないからわからないということではなくて、見ていないから決まっていないんだね。なぜかというと、原げん子し核かく崩ほう壊かいが起きるかどうかは電子の位置と同じく誰だれかが観測するまでは曖あい昧まいなんだ。蓋ふたを開ける前の猫ねこの状態を言い換かえると、生きている状態半分と死んでいる状態半分が重なり合っているということなんだけど、僕達は普ふ段だんこのような重なり合っている猫の状態を見ることがないよね。こんなことは現実ではありえないから、量子論は間ま違ちがっている。電子などのミクロの物質も、誰かが観測する前にその居場所が決定しているんだとシュレーディンガーは主張したんだ。要は見るまでそれがなにか決まらないなんて変だよねってことさ」

　実際に電子の性質を体に付ふ与よした理り璃りがまさに曖昧な存在になったことからシュレーディンガーの主張は正しくないと言える。もっとも、発はつ散さん調ちよう整せいが起きた可能性はある。

「ところで君達はコンピューターゲームはするかい？」

　理璃は唐とう突とつに話題を変えた。

「モンハンでしたら清せい十じゆう郎ろうとたまに」

「僕はあれはおかしいと思うんだ。モンスターを倒たおしたら、そいつの皮とか牙きばとか爪つめとかを素材って言って剝はぎ取るよね？　でも、一匹ぴきやっつけたんなら普通に考えて一匹分丸ごと全部手に入るはずじゃないか。それなのに、剝ぎ取ってみたら皮しか手に入らなかったりするんだ。普通は剝ぎ取る前に何が手に入るかわかってそうなものがだよ」

　清十郎は何と言ったものか迷ったが、正直に心の内を伝えた。

「いえ、まあ、ゲームですから」

「そうだよね。ゲームだったら別に剝ぎ取りを行った時点で何が手に入るか決まってもおかしくないんだ。他ほかのゲームじゃ宝箱を開けるまで中身が決まらないってのも案外、普通にあったりするね。ところで、それってなにかに似ていると思わないかい？」

　賢けん悟ごの背筋が粟あわ立だつ。考えるまでもなく、彼女が言ったのはシュレーディンガーの猫のことである。

「時間移動説でいえば、今の時点で一年後の未来にはなにもないはずなのにそこの彼女が実際には一年後の未来を見ることができるっていうのはどういうことだろうね？　僕が思うに、この世界と丸っきり同じ世界を作って、そっちの時間を一年間進めたなら未来を見たことになるんじゃないかな？　勿もち論ろん、現実にはそんなことありえるわけがないんだけどね」

　エレベーターが最上階に到とう着ちやくする。理璃は真っ先に降り、賢悟達は後に続いた。鼓こ動どうが早まっていくのが好こう奇き心しんによるものなのか判別がつけられなかった。握にぎりしめた手は、内側がわで嫌いやな汗あせをかいている。

　部屋には巨きよ大だいな立方体の特ド異メ領イ域ンが展開されていた。理璃はその前に立ち、そっと特ド異メ領イ域ンに触ふれながら言った。

「意識が脳の特異点だとして、ではその特異点とはなんだい？　なんのために存在するんだろうか。それがどうしても疑問でね、僕はこの『箱』を作ったんだ。これは言わば、小さな地球だ。この世界の精せい巧こうさには及およびもしないけどね。それでも、可能な限り環かん境きようを再現し、人間の代わりに他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットが住んでいる。なぜかといえば他律型人工知能の仕組みは人間の脳と同じだからだよ。つまり、意識を持っていないってことさ。じゃあ、このロボットに意識を与あたえるにはどうすればいい？　人工知能に手を加えられるのは三パーセントほどの空き領域だけだ。到とう底てい、ロボットそのものには意識を持たせることはできない。だから、いいかい？

意識は『箱』の外に用意するんだ。自律型人工知能を『箱』の外に設置して、他律型人工知能にはその意識を受け取る送受信機を作る。この送受信機が特異点だ。これがなぜ特異点でなければいけないかというと、箱の中の他律型人工知能ロボットに意識は頭の中にあると思い込ませるためだよ。意識は箱の外から送られてくる。けれど、受信機が特異点となっている以上、その仕組みを解明することはできない。ロボット達はあたかも特異点そのものが意識を生み出しているかのように錯さつ覚かくするんだ。何が言いたいのか。他た愛わいもない話だよ。あまりにも馬ば鹿からしくて、妄もう想そうじみていて、口に出す気には、なかなかなれない。けれど、あえて言うよ。この『箱』の中のロボットにとって僕は神だ。少なくとも創造主という意味では間ま違ちがいない。そして、僕はこのロボットの意思を別段感じないし、なんの同情も持てない。外から観察し、その結果の興味深さに頷うなずくだけだ。時折、『箱』の環かん境きようをいじってはどう変化するのかを楽しみ、検証のために意図的な意識を送信してもみる。ロボットの生きる権利など考えるだけで馬鹿馬鹿しいし、自由を与えてやろうなどと思いつきもしない。科学者なら皆みなそうだ」

　そこで、理り璃りは言葉を止める。彼女が何を言おうとしているのか、彼女が何を恐おそれているのか、賢けん悟ごにはわかるような気がした。

　理璃は言った。

「では、この『箱』ではなく、我々が生きる地球にとってはどうかな？　この地球の神は、創造主は一体なにを考えて我々を作ったんだい？」

　その問いに答えられるものは誰だれもいない。彼女はすぐに言葉を続けた。

「今の話を聞いてなお、慈じ悲ひ深く人類を見守る偉い大だいな存在を認にん識しきできるとしたら、その人はきっと幸せな人間で、その代わり盲もう目もくの科学者だ」

　シュレーディンガーの猫ねことコンピューターゲーム、時間移動説と未み来らい見み、そして天あま川かわ理璃の作った『箱』とこの地球。彼女の言っていることの意味はよく理解できた。

「いいかい？　僕はこう考える。神はこの世に存在する。それはこの世界のあらゆるものを特異領域制御装置ＤＣＵを使って作り出した世界の外側にいる科学者のことだ。特異点がなんなのかを証明することができれば、その神に近づくことができるはずなんだ。それは恐おそろしいことなのかもしれない。不可能なことなのかもしれない。けれど、どうしても僕は解き明かしたく、どうしても僕は知りたい。君はどう思う？」

　理璃は初めて会った時と同じように問うた。

「この世の真理を知りたくはないかい？」

　それが今はまったく別の質問となって賢悟の耳に響ひびいていた。
















科学では、自然界の究極の謎なぞを解くことはできない。なぜなら、突つき詰つめてみると、我々自身が解き明かそうとしている謎の一部だからである。





──マックス・プランク









神は人の心にのみ棲すまう。感情が方程式で表せるようになった頃ころに、それを証明することができるでしょう。





──西さい条じよう古ふる人ひと















　　　第四章「科学者達の仮説と実験」
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　科学に闇やみはつきものだ。たとえばかつて研究に行き詰まったある科学者達が今は旧科学と呼ばれる遺伝子工学によって、科学を発展させるための頭脳を生み出そうとしたことがある。人類進化計画と名づけられたその研究によって、試験管の中では四万五〇〇五人もの生命が誕たん生じようし、そしてそこで死を迎むかえた。科学者達が必要としたのは人類を上回る優ゆう秀しゆうな頭脳であり、明確にそれとわかる能力だった。遺伝子操作された人間がまるで家か畜ちくのように次々に生まれては、失敗とわかるとボタン一つで処分される。そんなことが幾いく度どとなく繰くり返されていた。

　だが、科学者達の中にも最低限のモラルを持った人間が存在した。被ひ験けん体たいを殺し続ける罪の意識に耐たえきれなくなったその科学者は、大学の恩師に研究のことを涙なみだながらに打ち明ける。すぐに大学教授は一一〇番に通報し、科学者達の手には手て錠じようがかけられた。

　研究データ及およびその研究に関かかわったものの一いつ切さいが押おう収しゆうされたが、一つだけ問題が残った。研究施し設せつでは四万五〇〇六番目の被ひ験けん体たいがすでに生まれていたのである。

　愚おろかな科学者達が残した負の遺産、誰だれにも存在を望まれないデザインベビーは、けれどもよくある悲劇の犠ぎ牲せい者のように不幸にはならなかった。

　被験体は、どういう経緯があったのか警察に通報した大学教授に引き取られることになる。彼は自分の名前から一字とってその被験体を賢けん悟ごと名づけると、実の娘むすめと同じだけの愛情を注ぎ、育てたのである。

　遺伝子操作の影えい響きようか賢悟は免めん疫えき力や身体能力が通常の人間より幾いく分ぶん優すぐれていて、頭の良い子供ではあったが、進化した人類といえるほどではなく、大学教授は彼を普ふ通つうの子供として育て、彼の出生については一生、隠かくし通すつもりでいた。血のつながりがないことはいずれ気づかれるかもしれない。だが、少なくとも賢悟が何の目的で生み出されたのかということだけは知らせてはならないと思った。その事実を背負うのは彼を生み出した人間だけでいい。

　大学教授の思いが通じたのか、賢悟は出生を疑うような素そ振ぶりを見せることなく、彼らはどこにでもいる仲の良い家族であった。

　だが、賢悟は、本当は最初から全部知っていたのだ。なぜなら、試験管の中にいた時から科学者達の言葉を理解していたのである。賢悟は大学教授の思いに感謝し、彼に恩を感じているからこそ一生知らないふりをすることに決めた。

　だから、彼らを引き裂さいたのは真実でも不和でも必然でもない。その途と方ほうもない衝しよう撃げきは等しくすべての人間に訪おとずれた。

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』、その瞬しゆん間かん、確かに世界が崩くずれた。一体、何人の人間がそれを認にん識しきしただろうか。賢悟の目の前で食器が、テーブルが、自宅が、草木が、大地が、空が、何もかもが消えていく。そして、今まであったはずの景色の向こうに浮かび上がったのは宇宙とそこに輝かがやく満天の星だ。本来は美しいと感じるはずのその漆しつ黒こくと白光をなぜだか舞ぶ台たい装置の裏側がわかのように錯さつ覚かくした。世界の仕組みが、この世の真理が、なぜだかそこにあるような気がして、思わず見とれてしまった。この目には確かに映っていたはずなのに。父と母と妹が、景色と一いつ緒しよに溶とけていく光景が。なのに、ただ立ち尽つくしてそれを見ていた。はっと我に返り、必死に手を伸のばしたがもう何もつかむことはできなかった。父を呼び、母を呼び、妹を呼んだ。家族の名を呼び続けた。

　そして、時計が示した最後の一秒間。信じられないほど長く続いたその一秒の間、ノイズだらけの世界から微かすかに、しかし確かに声が響ひびいた。それはきっと世界に飲み込まれた数多あまたの人達の叫さけびで、賢悟はその中から知っている声を必死で聞き分けた。できるわけがないと思っていた。けれど、届いた。

「お兄──ちゃ──ん──聞い──わた──は────」

　驚おどろくべき言葉だった。妹は、佳か奈なはこう言ったのだ。

「──外側に──いるよ──」と。

　賢けん悟ごは確信した。消えてしまった五〇億人はきっと今もどこかで生きている。彼は家族をもう一度、取り戻もどすために特とく異い領りよう域いき理り論ろんを学び始めたのだ。
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　賢悟の昔話を聞いた理り璃りは、即そく座ざに言った。

「皮肉な話だね。君を生み出した科学者達は最後の最後に期せずして科学を発展させる頭脳を生み出すことに成功したってわけだ」

　それを聞いた賢悟の胸の鼓こ動どうはおかしな方向にハンドルを切り、彼はワクワクが抑おさえられないといった表情を浮かべる。賢悟は今まで自分自身を天才だと信じてはいたものの、未いまだかつてそう人に呼ばれたことはなかったのである。

「先生……。先生、それはっ、僕が才能に満ち溢あふれた科学の申し子だということに異存ありませんかっ？」

「そうだね。君は間ま違ちがいなく天才だよ」

　賢悟は両手を天高く突つき上げ、家族を救うという決意を台無しにするほどの晴れやかな顔でガッツポーズをとった。その全身アピールを見た清せい十じゆう郎ろうが一言、「こんな馬ば鹿かな天才は見たことがない」と的確に形容した。

　理璃はそれに大きく頷うなずき、

「それもそうだね。今の彼はその才能にまったく気がついていないただの馬鹿だ。正直、こんな馬鹿が天才かと思うと泣けてきてしまうぐらいのね。まったくもって馬鹿な天才だ。救いようがないよ」

　賢悟は底なしの沼に沈しずんでいくかのような暗い表情でがっくしと両手を地につけると、肩かたを震ふるわせて言った。

「先生……。一つだけ教えてください。先生は、僕を持ち上げたいんですか？　それとも突き落としたいんですか？」

「まさか。どちらかといえば打ちのめしたいんだ」

　ガシャーン、とどこかからガラスのハートが粉々に砕くだけ散る音が聞こえた。

「まあ、正直に言えばそんなことはどうでもいいんだけどね。いいかい、教え子。考えるべきは、科学における天才が一体どういう人間を指すかということなんだ」

　慰なぐさめるように言った理璃の本音は、傷ついた賢悟に追い打ちをかけるばかりだった。

「ぼ、僕が、ぼくちんが思うのは天才には最初から確信があるということです。どうせ、ぼくちんにはそんなものはありません。ええ、ありませんともさーっ！」

　彼はすっかりネガティブをこじらせて、自や棄けを起こしていた。

「それは違うね。僕達は神じゃないんだ。最初にあるのが確信なわけがない。あるのはただ疑問さ。そして、それはね。他人が気がつかないことに気がつくことなんだ。そういう意味で君の才能は桁けた違ちがいだということだよ。次元が違うと言ってもいい。なぜなら、君には人に見えないものが見えるんだからね」

　賢けん悟ごは理り璃りの言っていることに引っかかりを覚えた。

「よく考えることだね。こんなにわかりやすい才能を持っているのに気がつかないなら正直、使い物にならない。早く一人前になって僕の研究を手伝っておくれよ」

　何かがもう少しでわかりそうな気がしたが、ふっと現実的な問題が頭をよぎって、とりあえずはそのことを尋たずねることにした。

「そういえば先生を狙ねらっているのは一体、何者ですか？」

　理璃がきょとんとした表情を浮かべる。

「僕は狙われていたのかい？」

「ええ。思いっきり。軍隊みたいな連中に」

　待てよ、と賢悟はあることを思い出しアレクサンドラの方を振ふり向いた。彼女はすぐにその意図を理解して答えた。

「自衛隊です」

　世界国家日本の持つ防衛組織の名めい称しようだ。軍隊を名乗らないのは単純に昔の名残なごりである。

「え、て、それってあたしらがぶっ飛ばしちゃった連中のこと？」

「まあ、仕方ないだろう。やらなければこっちがやられていた。いざというときは大学が便べん宜ぎを図ってくれるはずだ」

　日本というのは世界の名前で、解体されていない国々はその傘さん下かに入っている。だが、今や最大の権力であるはずの日本政府は形けい骸がい化し、自衛隊も弱体化の一いつ途とを辿たどっている。原因は世界国家第一大学の独立化にある。世界の覇は権けんを握にぎっているのは日本だが、その繁はん栄えいの礎いしずえとなっているのは特異領域制御装置ＤＣＵ、つまりは世界国家第一大学でありそれを運営している研究機関『シングラリティ』だ。現在、世界中に供給されている物資、エネルギーの八割を世界国家第一大学で生産しており、自衛隊は最さい先せん端たんのマテリアルロウを駆く使しする大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいにまったく歯が立たない。『シングラリティ』の幹部達は、日本政府に対して、研究の邪じや魔まを行わないのなら政治に協力すると強気の姿勢だ。それもこれも、世界国家第一大学の助けなしで現在の世界は回らないからである。形式上はともかくとして実質的には大学の学則が日本の法律に優先されるぐらいにパワーバランスは逆転しているのだ。

「ああ、なるほどね。わかったよ。こういう裏工作が好きな奴やつが僕の知り合いに一人いてね。十中八九そいつの仕し業わざだ」

　と、理璃はホログラム・ディスプレイを開き、ナノスマートフォンから発信を行った。影かげ次じ元げんと通常次元をつなぐ仕し掛かけが施ほどこされているのか、電波は問題なく相手に届き、ディスプレイにはスーツに白衣を纏まとった男の姿が映った。

　社交的なサイエンティストこと西さい条じよう古ふる人ひとである。

「やあ、エセ教授。久しぶりだね。少しは善良にしていたかい？」

「ああ、どなたかと思えば、居い眠ねむり電卓ですか。あなたこそ、そろそろ永えい眠みんする気はないんですか？」

　二人は第一声から和なごやかに罵ののしり合った。

「生あい憎にく、それは当分先の予定でね。ところで最近、君は僕を嵌はめなかったかい？」

　あまりに単刀直入に理り璃りは切り出した。

「おや、バレましたか。言い訳させてもらえるなら嵌めたわけではないんですよ。実は実験のために日本政府に少々、協力してもらいたいことがありまして、交こう換かん条件として彼らが欲しがりそうな情報を教えて差し上げたのです」

　あっさりと古人は白状した。

「そうかい。一体、なんて噓うそをついたのかな？」

「人聞きが悪いですね。私はただ、あなたが鍵かぎについてなにか知っていると言っただけですよ。噓は一つもついてないでしょう？」

　鍵というのが何なのか賢けん悟ご達にはわからなかったが、理璃は納なつ得とくしたように頷うなずいて、

「確かに日本政府が欲しがりそうな情報だね。だけど、口からデマカセにしては当たったじゃないか？」

「あなたの冗じよう談だんは本当に心臓に悪いですね。噓が下手なんですから、もう少し考えて喋しやべってもらわないとうっかり信じる人がいるかもしれませんよ」

「勿もち論ろん、噓ではないよ。僕は鍵を手に入れたんだ」

　古人が押し黙だまる。彼は理璃の言葉を脳内で吟ぎん味みするように考えた後に、

「見かけは若返ったくせに歳としをとりましたね。昔のあなたはそんなに交こう渉しようが上手ではありませんでしたよ」

「勿もち論ろん。昔の君だってそこまで性しよう根ねが腐くさっていなかったじゃないか」

　古人が苦笑し、理璃は微び笑しようした。二〇歳さい以上は歳が離はなれて見える二人だが、彼らは立派な同級生である。

「負けました。降参しますよ。正直、鍵には興味がありますしね。用件はなんですか？」

「わからないかい？」

　試ためすように理璃が聞くと、古人はため息をついた。

「いいでしょう。私の研究所に来なさい。どこまで進んだのかお見せします」

「わあ。科学者にとって命よりも大切な研究を見せてくれるなんて、やっぱり持つべき者は旧友だね」

「おやまあ。それにはまったく同感ですね。なにがあろうと旧友ならきっと信じてくれるでしょうから」

　通話が切断される。彩あや世せと清せい十じゆう郎ろうが同時に言った。

「仲、悪いんですか？」「仲、いいの？」

　二人はそろって疑問を浮かべ、

「いや、今のはどう聞いても悪いだろう？　険悪だっただろう？」

「そんなことないよ。あんな楽しそうに喋しやべるお父さん、初めて見たもん」

　彩世は羨うらやましげに理り璃りに視線をやった。理璃は少し困ったように、

「娘むすめの前でこういうのはなんだけど、あいつは子供の頃ころから性格がかなり歪ゆがんでいてね。そもそも、まともな人間関係を築こうなんて発想がないんだ。率そつ直ちよくな見解を述べれば病気だよ。それも外そと面づらがいい上にまったく人と関かかわろうとしないから、なかなか露ろ見けんしにくくてね。あいつが社交的なサイエンティストなんて呼ばれたときは僕達の間じゃ青天の霹へき靂れきだったね。どう考えたって一語足りないじゃないかってさ。いいかい？　メディアに騙だまされちゃいけないよ。あいつは、社交的なマッドサイエンティストなんだ」

　理璃は散々言ってのけた後に、言いすぎたと思ったのか彩世から視線を逸そらしてばつの悪そうな表情を浮かべた。恐おそらく喋り出したら止まらないタイプなのだろう。当の彩世はというと特に気にした風でもなく、父親の悪口を興味深そうに聞いていた。

「ところで皆みな、ついてくるのかい？　それは別段、構わないのだけれどね。多分、まったく気がついていないだろうから言っておくけれど、実は今、僕達は流され続けるしかない大きな波に乗っているんだ。それはたとえば、自衛隊や古ふる人ひとみたいにちゃんと目に見えるようなわかりやすい脅きよう威いではないよ。むしろ、まったく関連性のないものが次々とつながっていくのが、その波の特とく徴ちようなんだ。だから、僕は極力、偶ぐう然ぜんというものには逆らわないようにしている。もしも、ついてくるなら、よく心しておくといい。いいかい？　神はサイコロを振ふる。けれどね、それはイカサマダイスなんだ」

　理璃はまた難解で思わせぶりなことを言うと、自分でも自覚があったのか、反省するように自分の顔に手をやって、

「まあ。簡単に言えば忠告は二つしかないよ。何があっても僕は責任を持てない。それと、くれぐれも古人が本当のことを喋っているなんて思わないことだね」

「随ずい分ぶん、脅おどかすんですね」

　賢けん悟ごが感想を述べると、理璃は悪戯いたずらっぽく唇くちびるを歪ませ、

「言ったじゃないか。あいつは社交的なマッドサイエンティストなのさ」
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　世界国家第一大学に戻もどった後、賢悟達はアレクサンドラと別れ、ターミナルから沖おき縄なわへ移動した。基本的に校舎や居住区画があるのは東日本のみで、西日本は主に研究所と実験施し設せつで構成されている。沖おき縄なわにあるのは天てん然ねん資し源げん生せい成せいセンター、鉱物から水、植物、水産生物や家か畜ちくまで含ふくめた広義の天然資源をもれなく生産する工場である。食料品でいえば、世界人口の一週間分もの量を一日で生み出すことのできる生産力を誇ほこるその工場は、当然のことながら沖縄県内の島々だけでは手て狭ぜまで、地上ではなく海底一万五〇〇〇メートルの位置に建造されている。

　天然資源生成センターへは海底エレベーターを使って行くのだが、今回はそこから更さらに潜もぐり、およそ海底二万二〇〇〇メートルに位置する西さい条じよう研究所が目的地である。海底エレベーターを出て、伝でん導どう路ろで作られた海底トンネルの中を二〇分ほど飛ぶと、海の中にそびえ立つ巨きよ大だいな研究施し設せつが見えてくる。

　入り口のインターフォンを押すと、まもなく「奥の部屋までお進みください」と古ふる人ひとの声が聞こえ、シャッターのように上向きに扉とびらが開いた。理り璃りが中へ入ると、賢けん悟ご達もそれに続く。

「サーシャちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　ふと彩あや世せが口にし、清せい十じゆう郎ろうが答えた。

「理由はどうあれ、メシアだと噓うそをついていたわけだからな。教会に戻もどって上う手まくやっていくのも難しいだろう」

「それもあるし、また変なこと考えないかなあ？」

「どうだろうな。そればっかりは四し六ろく時じ中ちゆう見張っていられるわけでもないしな」

「なに、少なくとも当分は心配あるまいよ」

　賢悟が自信満々で断言した。

「どして？」

「さっき未来を見てもらったところ、そのうち吾輩わがはいがサーシェンカを訪ねるそうだ。少なくとも、それまでは無事だということではないか」

「ふーんー、へえー」

　彩世がジトッと横目で賢悟を見る。

「なんだ？　言いたいことがあるならはっきり言いたまえよ」

「なんでもないよーだ。だって、もうよくわかったもん」

「いいや、彩世。そう決めつけるのは危険な判断だ。なにがどうわかったのか口に出して言ってみたまえよ」

　彩世は心底、意外そうな顔を見せ、

「いいんだ？　言っても？　本当にいいの？　怒おこらない？　絶対？」

　賢悟は後ろめたいことは何もないはずなのに、彩世の予想外な態度に何を言われるかと身構え、ごくっと唾つばを吞のんだ。

「お、おうよ」

「じゃ、言うけど。一いちノの瀬せ君って自分の興味持ったものにすごく執しゆう着ちゃくするよね。未み来らい見み持っているサーシャちゃんとかを見る目が異常だもん。だから、気づいただけ。ああ、そういうのじゃないと駄だ目めな人なんだって」

「あ、彩あや世せ。いいか、彩世。彩世さんよ。お前は果てしなく誤解をしている。誰だれの目が異常だと？　どこからどう見ても純じゆん粋すいな好こう奇き心しんではないか！　なあ、清せい十じゆう郎ろうっ？」

　話題を振ふられた清十郎は賢けん悟ごの肩かたを叩たたき、

「カナちゃんを見る目も変態な好奇心だろう？」

　バッと賢悟はカナの方を振り向き、

「やめてください、マスター。その目はセクハラです」

　他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットにとどめを刺さされ、彼はその場に沈ちん没ぼつした。

「教え子よ、立ち上がりなさい。そんな狭せまい視野で一体この先どうするんだ。いいかい？　宇宙人から見れば人間なんて皆みな、変態みたいなものさ。なぜかというと、突つき詰つめれば変態とは文化の違ちがいのことなんだ。だったら、自分の文化に誇ほこりを持てなくてどうする？」

「せ、先生……僕が、僕が間違っていました……」

　理り璃りが言ったのは自分の変態性に誇りを持てということだった。

「……彩世。彩世よ──ッ！」

　彼は彼女の名を叫さけんだ。彼の中でから回っていた歯車が今、しっかりと嚙かみ合い、動き始めたのだ。

「な、なにさ？」

　彩世は怪あやしいまでに迸ほとばしる賢悟の視線に思わず後ずさった。

「吾輩わがはいは──吾輩は変態であるっ！　ああ、そうさ、他律型人工知能に興奮して、未み来らい見みに欲情する科学フェチをこじらせたド変態だ。特異点に至ってはぞっこんといっても過言ではない。だが、だがしかし、言わせてもらうが、吾輩は科学と極きわめて誠実につきあってきた。このことに噓うそ偽いつわりがあろうはずがない。吾輩は断じて本気なのだ！　それだけは、そのことだけは、くれぐれも見くびってくれるなよっ！」

　賢悟は自身の変態についての誠実さを必死にアピールした。正直、まともな人間には理解できるはずもないぶっ飛んだ嗜し好こうと思考である。

　しかし、彩世は頷うなずき、思いついたように言った。

「そっか。じゃあ、あたしが特異点になればいいのかなあ？」

「馬ば鹿かなことを言うな。そんなことできるはずがなかろう」

　賢悟は彩世の頭をぐりぐりと押さえつけ、髪かみをぐちゃぐちゃに乱しながら言う。

「もー、なにさー。嬉うれしいくせに」

「嬉しくなどない」

「あたし、一いちノの瀬せ君の特異点になりたいなあ。ほら、顔がにやついてるもん」

　賢悟が手で自分の表情を確かめる。にやついていたのは彩世の方だった。

「わあいっ。一ノ瀬君が引っかかったあ！」

「おのれ、ちょこざいな奴やつめっ！」

　二人のじゃれ合いを後ろで眺ながめながら清せい十じゆう郎ろうが理り璃りに言った。

「時間の問題だと思いませんか？」

「あれで上う手まくいくカップルもいれば、逆に上手くいかないカップルもいるのさ。わからないものだよ。恋愛なんて特異点みたいなものだからね」

　と、恋愛話に花を咲かせている内に、彼らは奥の部屋まで辿たどり着いた。近くのタッチパネルを操作すると隔かく壁へきのように分厚い扉とびらが上下左右に分割されて開き、中に入ると自動的に閉まった。

　中央には黒いボックスがあり、その脇わきにはノートパソコンが置いてある。実験室のようだが、何の実験に使われているかはわからない。西さい条じよう古ふる人ひとの姿はどこにもなく、声だけがスピーカーから聞こえてきた。

「遠路はるばるご苦労でしたね。適当に座って、くつろいで構いませんよ」

　室内に椅い子すはない。どころか、部屋全体を覆おおう形で特ド異メ領イ域ンが展開された。清十郎が扉を開けようとしたが、ロックされていて作動しない。

「君はもう少し脈みやく絡らくという言葉を勉強した方がいいんじゃないかい？」

「おやまあ、細かいことを言いますね。では簡単に説明しましょうか。まずは中央にある装置に注目してください。といってもそう大したものではありませんよ。ただの反はん物ぶつ質しつ爆ばく弾だんとほんの少し特別なコンピュータです」

　こともなげに古人はそう言った。

「起爆はできないようになっていますから安心して構いませんよ。展開中の特ド異メ領イ域ンも人体には無害です。マテリアルロウは対消滅無効アンチマターオフ、対たい消しよう滅めつを無効にするだけの他た愛わいのない効果しか持っていません。ですから、私はずっと疑問に思ってましてね。なぜ、たったこれだけの条件で四年前、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が発生したのですかね？」

　四年前、日本に向けて発射された十数万発の反物質ミサイルをかつての『シングラリティ』、つまり当時の天あま川かわ理り璃りや西条古人らは未完成だった特異領域制御装置ＤＣＵを使い、対消滅無効アンチマターオフのマテリアルロウで迎むかえ撃うった。結果が『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』である。

　実験室の状じよう況きようはまさに規模を小さくしたその時の再現だった。

「安心してください。何度試ためしてもこの条件では成功しませんでした。私も頭を悩なやませていましてね。あのときに存在して、今、この実験室には存在しない条件があるのでしょうが、それがどうしても見つからない。四年前は地球の表面積のおよそ半分ほどを飲み込む大きさの特ド異メ領イ域ンでしたから、候補はいくらでも転がっていますしね。しかし、よくよく考えてみるとあることに気がつきました。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』では五〇億人ほど人が消滅したでしょう。あれは、もしかしたら『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の発生条件に人間が必要だったからではないでしょうか？」

　古ふる人ひとの意図に気がつくや否いなや、実験室の扉とびらを開けるのに成功した。閉じ込められたことに気がついた瞬しゆん間かんに、清せい十じゆう郎ろうが廃ジ棄ヤ処ン分クで一度、扉の電子ロックを破は壊かいして廃棄物再生箱リサイクルボックスで修理。初期状態に戻もどった電子ロックにナノスマートフォンでアクセスし、初期設定を行って扉を開いたのである。

「走れっ！」

　賢けん悟ごのかけ声と共に、彼らは一いつ斉せいに実験室を飛び出した。

「いけませんね。折角、来たのですから少しは実験に協力していってくださいよ」

　賢悟達が実験室の外に出た瞬しゆん間かん、今度は研究所全体に特ド異メ領イ域ンが展開された。それも、すでに色は黄色に変わっている。

「馬鹿な。ありえないだろうっ？」

　清十郎が叫さけぶのも当然である。基本的に特ド異メ領イ域ンの範はん囲いを広くするほどマテリアルロウの実行には時間がかかるものなのだ。特異領域制御装置ＤＣＵに性能差がない以上、古人のマテリアルロウの展開は速すぎる。

「対消滅無効アンチマターオフ」

　スピーカーから響ひびいた無機質な声と共に、マテリアルロウが実行された。

　一秒──二秒──三秒が経過した。しかし、何も起こらなかった。

「というのが今のところの研究の成果ですね。結論から言えば、特に進んでいないということになりますか」

　悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんだったのか種明かしのように古人が言う。誰だれもが彼の真意を計りかねる中、理り璃りは黒いボックスに近づいていき、ノートパソコンを手に取った。

「これは本物なのかい？」

「存分に調べてもらっても構いませんよ。鍵かぎはどちらに？」

「こっちも調べてもらっても構わないけれどね」

「いいでしょう」

　実験室の左側がわにあるエレベーターの扉が開く。

「あなたが調べている時間だけ私も調べるというのはあまりフェアでないとは思いますがね」

「ハンデをつけたいならそう言えばいいじゃないか。勿もち論ろん、つけないけどね」

　そう言って、理璃がエレベーターに乗る。扉が閉まり、しばらくしてまた開いた。理璃の代わりに中にいたのはスーツに白衣を纏まとった長身の男、西さい条じよう古ふる人ひとである。彼は賢悟達を値ね踏ぶみするような目で見ながら距きよ離りを詰つめてきて、少し驚おどろいたように苦笑した。

「どこかで見たことのある顔があると思ったら、彩あや世せですか。なにをしているんですか？」

「なにって、友達づきあいかなあ？」

「研究と言いたまえよ」

「じゃ、それ」

「おやまあ、熱心なことですね」

　賢けん悟ごは彩あや世せから父親とあまり上う手まくいっていないことを聞いている。確かに娘むすめに敬語で話しかける古ふる人ひとにはかなり違い和わ感があったが、それでも彼の接し方が父親から大きく逸いつ脱だつするようには思えなかった。

「どうやら天あま川かわに一いつ杯ぱい食わされましたか。まあ、おかけください。折角ですから彼女が私の研究データを漁あさっている間になにか話しましょうか」

　古人は椅い子すを出してきて賢悟達に勧すすめる。無期停学の一件が引っかかっていたが彼は賢悟の顔をまったく覚えていないようだった。

「あなた達は天才とはどういう人間のことだと思いますか？」

　古人が切り出したのはつい今しがた、どこかで聞いたような話題だった。

「他人が気がつかないことに気がつく人間ですか？」

　古人は意外そうな顔をした。

「天川があなた達のような学生を連れてくるとは思いませんでしたが、どうやら彼女にも人を育てようという気が少しは出来たみたいですね。ところで、その言葉は彼女が誰だれを思い浮かべて言っているか知っていますか？」

　その質問は予想外だった。だが、考えてみれば、誰かを天才だと思ったことがあるからこその発言だったのかもしれない。眠ねむるスーパーコンピュータと呼ばれる世紀の天才科学者が一体、誰をもって天才と評するのかは興味があった。

「九つ十く九も伊い月つきですよ。私達は天才科学者だのなんだのとよくもてはやされていますが、本当に天才と呼べる人間を私は彼しか知りません。それは他ほかの三人も同じでしょう」

　九十九伊月は特とく異い領りよう域いき理り論ろんを提唱した五人の天才科学者の一人だ。彼はその功績から自然科学の特異点との異名を持つが、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の際に命を落としている。

「知っての通り、特異点を発見したのは九十九です。今とは違ちがい、特異領域制御装置ＤＣＵがありませんから特ド異メ領イ域ンレーダーもなにもありません。そんな中、彼はどうやって特異点を見つけたのだと思いますか？」

　特異点は脳が直接、知覚している。だが、その精度は極きわめて低く、特異領域制御装置ＤＣＵを使わない限りはとても発見できるものではない。教科書によれば、九十九伊月は特異点の存在しない場所を発見することにより、この世に特異点があることに気がついたという。

「よくたとえとして出されるのが笛の音ですね。生まれてからずっと笛の音が耳元で鳴っていることを考えた場合、この音が消える瞬しゆん間かんがなければ人は笛の存在に気がつきようがない。特異点はまさにそれと同じだったために今まで誰も気づくことがなかった。九十九は偶ぐう然ぜんにも特異点の存在しない場所を発見したからこそ、特異点を発見することができた。と、教科書のエピソードには載のっています」

　含ふくみのある言い方だった。

「それは、本当は違ちがうという意味ですか？」

「いいえ、その通りです。しかしね、その場所には私達五人で行ったんですよ。九つ十く九もが何か違い和わ感があると言い出したとき、私達はまったくそれに気がつきませんでした。脳が感知している特異点というのはそれぐらい微び小しようなものです。彼はその違和感一つで、取り憑つかれたように特異点を調べ始め、そして脳だけがそれを観測できることを論文に起こし、ついには確証を得るために自らの脳で特異領域制御装置ＤＣＵの試験を始めたんです」

　未完成だった特異領域制御装置ＤＣＵを埋うめ込まれた九十九伊い月つきの脳は、次し第だいに機能を麻ま痺ひさせたという。末期には殆ほとんど生体コンピュータと化しており、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が起きなかったとしても、余命はほんの僅わずかだったと言われている。

「理解し難がたかったというのが本音でしょうね。彼に見えていたのは特異点だけで、自らの命を削けずっているというのに九十九は本当に楽しそうでした。私は悔くやしい思いもしましてね。それまで研究のためには手段を選ばないマッドサイエンティストなどと言われていましたが、彼に比べればまだまだ常人の発想だったことを思い知りました。もっとも、天あま川かわのように彼に好意を持つ物好きもいましたが」

　それは初はつ耳みみだった。

「私が喋しやべったことは秘密にしておいてくださいよ」

　と、古ふる人ひとはウインクする。社交的なサイエンティストと言われるのはわかる気もするが、かつての確かく執しつからか賢けん悟ごはあまりいい印象を持てずにいた。とはいえ、講義中にいらぬ議論をふっかけてきた学生に痛い目を見せようという気持ちは理解できなくもない。

「私はね、実のところ『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は九十九が起こしたんじゃないかと疑っているんです」

　それを聞き、賢悟の心臓が大きく跳はねた。落ちつけ、と自分に言い聞かせるように心中で繰くり返し、古人に尋たずねた。

「どういう意味ですか？」

「『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって、未完成だった特異領域制御装置ＤＣＵは完成しました。それならば、特異領域制御装置ＤＣＵを完成させるために『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こしたと考えても不自然ではないでしょう」

　生体コンピュータと化した九十九伊月とは意思の疎そ通つうが困難だったと言われている。それでも、彼に意識がなかったなどと誰だれに証明できるだろうか。

　賢悟は考える。だが、どうしても答えは出ない。

「今、人類が使っている特ド異メ領イ域ンは全部がその展開からマテリアルロウの実行、閉へい塞そくに至るまで実際にはたった一台のコンピュータが行っているんです。特異領域制御装置ＤＣＵはブラックボックスである送受信機からそのコンピュータにアクセスしているにすぎない。それは、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって特異領域における特異点と化した九十九伊月という名の生体コンピュータですよ」

　とんでもない仮説だった。だが、筋は通っている。特ド異メ領イ域ンが物理法則を操あやつるのなら、その特ド異メ領イ域ンにおける特異点はマテリアルロウを制せい御ぎよする。特ド異メ領イ域ンにおける特異点と化した生体コンピュータがあるのなら、それは確かに特ド異メ領イ域ンを制御できるはずだ。また、かつて賢けん悟ごが古ふる人ひとに問い詰つめたマテリアルロウの展開にダウンロードやセットアップが必要な理由は、つまり、特ド異メ領イ域ンを制御している生体コンピュータ、九つ十く九もにしかわからない完全なブラックボックスだということでもある。

　もう一つ。特異領域制御装置ＤＣＵのブラックボックスとは特異領域制御装置ＤＣＵにおける特異点のことだ。その特異点が送受信機となって大元のコンピュータにアクセスするという仕組みは、理り璃りの仮説である脳の意識と酷こく似じしている。いや。順序からいえば、彼女はこの特異領域制御装置ＤＣＵの仮説から、脳も同じ仕組みだと考えたのではないだろうか？

　そうだとするなら──

「消えた五〇億人も九十九伊い月つきも世界の外側に存在する」

「おやまあ、それは正解です。消えた五〇億人の遺体が一つも見つからないのは、『特異領域シングラリテイ・の特異点オブ・ドメイン』によって彼らが特異点と化したからでしょう。そして、それは特異領域制御装置ＤＣＵから九十九にアクセスするための道、特異点のネットワークのようなものを世界の外側がわに構築しているのだと考えています」

　だから、かつて西さい条じよう古人は科学の発展のために五〇億人が犠ぎ牲せいになったと言ったのだろう。古人の仮説でいえば、特異点と化した五〇億人がネットワークを作っているからこそ特異領域制御装置ＤＣＵが動作するのである。

「天あま川かわ。あなたの生徒にこのことを話していないのは九十九のことがあるからですか？」

　古人はエレベーターの方へ声をかける。いつのまにか、理璃がそこに戻もどってきていた。

「相変わらずやな奴やつだね。君こそ、自分に無関係の彼らにわざわざそんなことを説明する必要はなかったんじゃないかい？」

「ただの退たい屈くつしのぎですよ。最近は少々、待つしかない状じよう況きようでしてね」

「それはなによりじゃないか。ところで本題だけどさ。日本政府の僕に対する誤解をさっさと解かないなら、直接交こう渉しようするからね。そのときは悪いけど君の悪行を洗いざらい話すことになるよ。もしくは実力行使でもいいけどね」

　古人は敵意のなさを示すように両手を上げて、

「肝きもに銘めいじておきます」

「じゃあね。せいぜい善行に励はげむことだよ」

「ええ。私もあなたが科学と妄もう想そうを取り違ちがえないように祈いのっていますよ」

　互たがいに毒を交かわした後、理璃は用が済んだとばかりに実験室を後にする。賢悟達も立ち上がり、見向きもせずに帰ろうとする彼女を追う。

「西さい条じようはどうした？」

　通路を走っている途と中ちゆう、一いつ緒しよに来たと思っていた彩あや世せの姿が見あたらないことに気がついた。

「おいてきぼりにしましたよ。マスターみたいな人間のことを薄はく情じよう者といいます」

「呼んでこよう。先生を引き止めておいてくれたまえよ」

「まあ。止まってくれたらな」

　一体、何が気に障さわったのか理り璃りは機き嫌げんが良いとは言い難がたかった。

「頑がん張ばれ。お前は天才だ」

「……それは無茶ぶりだろう？」

　ぼやいた清せい十じゆう郎ろうと別れ、賢けん悟ごは実験室に引き返す。扉とびらを開くと、彩世は何やら古ふる人ひとと話をしている様子だった。先に行くと一声かけるべきか迷ったが、どうやら話は終わったらしくエレベーターに乗る古人に彩世は小さく手を振ふった。古人の姿が見えなくなると、彩世は賢悟に気がつき、すぐに駆かけ寄ってきた。

「あのね、説得してみるよっ」

　意味がわからず渋しぶい表情を浮かべた賢悟に、彩世は続けて言った。

「一いちノの瀬せ君の無期停学を解いてもらうようにお願いしてみるって言ったよ？」

「それは、しかしな」

　父親と上う手まくいっていないという話は彼女自身から聞いている。さっき見た限りではそれほどでもなさそうだったが、さすがに人前では取り繕つくろうだろう。

「駄だ目め？　余計なお世話だ？」

　心配そうに彩世は尋たずねる。

「可能ならばありがたい」

「ん。任せて。がんばるね」

「では上手くいった暁あかつきには卒業研究を手伝おうではないか」

「あ。いいのそんなこと言って？　噓うそだったら男の子に生まれたことを後こう悔かいさせちゃうんだもんね」

　彩世は何を考えたのか、嬉うれしそうにそんなことを言った。

「この吾輩わがはいに二に言ごんがあるはずがなかろう。だが、言っておくがな、彩世。世の中には噓でなかったとしても実現できない不測の事態というのがある──痛いぞっ！」

　賢悟の耳たぶを彩世が爪つめで引っ搔かいていた。

「これちょうだい？」

「できるか。いきなりなにを言うか？」

「お守りにしようと思って」

「勘かん弁べんしてくれたまえよ」

　随ずい分ぶんとスプラッターなお守りである。

「なにさー。耳たぶぐらい、病院行けば治るじゃん。けちーっ」

　それはその通りだが、そういう問題ではないと賢けん悟ごは思った。

「ではな。頑がん張ばれよ」

　賢悟は手を振ふって踵きびすを返す。実験室の外に出た直後、「一いちノの瀬せ君」という声に振り返った。四方から扉とびらが閉じられていく中、彩あや世せは何も言わずただ彼をじっと見つめていた。

「……手伝わなくていいよう」

　小さく手を振る彩世の姿が微かすかに見え、扉が閉まった。賢悟は理り璃りに追いつくためにすぐさま走り出す。彩世がどういう気持ちでその言葉を絞しぼり出したのか、その時は思い当たるはずもなかったのだ。




　　　　　　　４




　清せい十じゆう郎ろうは理璃を引き止めることに成功していた。賢悟が追いつくと、彼女は「取り乱してすまなかったね」と少し大げさに謝った。しかし、あまりものを尋たずねられるような雰ふん囲い気きでもなく、気まずい空気を全開にしたまま、いつもの研究室に帰ることとなった。

　理璃は研究室に着くなり、「少し考え事をしたいんだ」と言い出し、簡易ベッドに横になって一いつ瞬しゆんで眠ねむりについた。今度は眠っている時に見失うような現象が発生しないことから、いつのまにかマテリアルロウで電子の性質を取り除いていたことがわかった。眠るスーパーコンピュータが一体、何を計算しているのかは大いに興味があったが、賢悟は賢悟で考えるべきことが山積みである。

　天あま川かわ理璃の『箱』、西さい条じよう古ふる人ひとの『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』に関する仮説、彼らの発想は刺し激げき的かつ独創的で何よりも面おも白しろかった。共通するテーマは世界の外側がわだ。もし、その存在を証明することができたなら、そこにいるはずの家族をきっと救い出すことができるはずだ。たとえ、特異点になっていたとしても必ず助ける方法を見つけ出してみせる、と賢悟は今までよりいっそう強い意志を抱いだき、三日三晩寝しん食しよくを忘れて世界の外側についての考察に没ぼつ頭とうした。

　四日目の朝、賢悟に一通のメールが届く。それを見た途と端たん、彼は半ば呆ぼう然ぜんと言った。

「カナ君、吾輩わがはいを殴なぐりたまえ。今すぐだ」

「いやです。マスターなんて殴ったら手が汚けがれますから」

　一応、主人を傷つけないプログラムに従っているカナだが、発言はいつもの疑似意識パターンに従った毒舌ランダムもいいところである。

「いいから全力で来たまえよ。なに、小こ娘むすめのパンチの一つや二つで吾輩がどうにかなるわけがなかろうて」

　基本プログラムを命令で上書きした瞬しゆん間かん、賢悟の体が宙を舞まった。耳を劈つんざくジェット噴ふん射しやの爆ばく音おんはカナのロケットパンチが発するものだ。無論、うっかり全力でと口走った賢悟の過失である。他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうに冗じよう談だんは通用しないのだ。

「い、今のは痛かった。痛つう烈れつというやつだな。く、くくく、かっかっかっかっ！」

　打ち所が悪かったか賢けん悟ごは不気味に笑いながら体を起こし始める。

「もう一発いきますか？」

　カナが左手を構えると、賢悟の笑いがひきつけを起こしたように変化する。

「かっかっか、かか、か、勘かん弁べんしてくれたまえ。いくら吾輩わがはいが常人よりも打たれ強いからといってそう何度も食らったら死んじまうよ」

　カナはとことこと歩いていって、壁かべにめり込んだ自分の右手をつかむと右腕うでに接合しながら言った。

「ところで、マスター。生きている価値がなくても死んでしまうと困るものってこの世にありましたっけ？」

「ふむ、それは中々哲てつ学がくだな。て、どういう意味だ、失敗作っ！」

「でも、別に死んでも困らないからって、生きていちゃいけないって理由にはならないんです。深いですね、人生は。マスターの底とは大おお違ちがいです」

　ぎりぎりと奥歯をこすり合わせながら賢悟は他律型人工知能ロボットを睨にらんだが、ランダムランダムと言い聞かせることでぐっと堪こらえ、

「まあ。まあ、よかろうて。今日の吾輩は機き嫌げんがいいのだ」

「そうですか」

　カナはつれなく返事する。賢悟はそれに構ってくれと言わんばかりに突つっ込んだ。

「なぜかと聞いてくれたまえよ！　ついでに言えば、なぜ殴なぐらせたのかも聞いてくれたまえ。まったく他律型人工知能ロボットというのは、これだから空気が読めなくて困るぜ」

「私のマスターは機き嫌げんがいいとロボットに殴られたくなるんですか？」

　どう聞いても変態だった。

「ノー！　それはノーだ！　いいか、これをよく見たまえ。そして驚おどろくのだ！」

　賢悟はホログラム・ディスプレイを開き、今朝届いたメールを画面に映した。

「無期停学解除通知と読めます。わあー、びっくりしました」

　カナがまるで無感動に言いながら、驚いたふりをするために両手を上げる。それでも賢悟は満足そうに笑い、

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ。誰だれがどう見ても無期停学解除通知ではないかっ！　つまり、これで講義が受けられる。ＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格が取れるのだよ！　念願叶かなった驚きのあまりに、ついつい夢かと思って殴らせてみるのはお約束というやつだ！」

「わかりました。マスターが驚いたらロケットパンチがお約束ですね。インプットしておきます。ピピ」

「ノー！　それはノーだ！　ピピとかそんな芸を仕込んだ覚えはない！　ともかく、彩あや世せが上う手まくやったのだろう。こいつは一つ、ズドンと大きな礼をしてやらねばなるまいよ」

　と賢けん悟ごはナノスマートフォンから彩あや世せに発信する。すぐに自動音声のアナウンスが聞こえた。

「おかけになった電話番号は現在、使われておりません。番号をお確かめになって──」

　賢悟は眉まゆ根ねを寄せる。ホログラム・ディスプレイを確かく認にんするも発信先は彩世に間ま違ちがいがない。念のため再度、発信を行うも結果は変わらなかった。

「推すい測そく一、金きん欠けつに陥おちいり料金未納のために契けい約やくを解除された。推測二、ストーカー対策のために電話番号を変へん更こうして今、まさに友人への一いつ斉せいメールを作成中である。推測三、何らかの事情で連れん絡らくをとることができない状じよう況きようにある。さあ、どれだ？」

「推測四、マスターにだけ連絡先を教えていない、です」

　真っ先に除外した推測をカナは口にした。

「やれやれ。馬ば鹿かも休み休み言いたまえよ。彩世が吾輩わがはいにだけ連絡先を教えない理由などあるはずがなかろう」

「新しい恋をするためにマスターとはしばらく会わないし、連絡をとらないことに決めたんです」

「そ、それは……」

　ない、とも言い切れないかもしれない、と賢悟は思った。あの告白以来、彼は普ふ通つうに接していたつもりだったが、もしかしたらそれが逆に彼女を傷つけていたとも考えられる、ような気がした。

「おのれ、確かめてくれる」

　ナノスマートフォンから今度は清せい十じゆう郎ろうに発信する。すぐに彼は電話に出た。

「なんだ？」

「それが彩世の電話番号が廃はい止しされていてな。なにか聞いていないか？」

「いや、知らないが。後で調べておこう。講義中だ。じゃあな」

　無情にも通話が切断される。

「こうなっては直接、訪問するしかあるまいか？」

　確か記き憶おくでは彩世の今日の講義は昼からのはずだ。それならば、午前中は自宅にいる可能性が高いだろう。

「私のマスターはストーカーです」

「ぐぬ」

　やめておくべきかしばし迷ったが、結局行くことに決めた。気になった問題をそのまま棚たな上あげにしておくことなど彼の本能が許さなかったのだ。

　伝でん導どう路ろとターミナルを利用して二〇分足らずで彩世の住むマンションに到とう着ちやくした賢悟は部屋のチャイムを鳴らす。応答はない。タッチパネルに触ふれると元々鍵かぎがかかっていなかったのか、ドアが開く。

　玄げん関かんを見て、思わず部屋を間ま違ちがえたのかと表札を確かく認にんした。西さい条じようと確かに書かれている。だが、そこには何もなかった。彩あや世せが購こう入にゆうした巨きよ大だいな靴くつ箱ばこも、その靴箱に入りきらずいつも玄関に溢あふれている大量の靴も、その先のキッチンに置いてあるはずの冷蔵庫も電子レンジもない。まるで誰だれも住んでいないかのように空っぽだった。

　賢けん悟ごは言いようのない不安を感じながら中に入った。彩世の自宅はキッチンの他ほかに広めの部屋が一室あるだけだ。玄関からキッチンを通り、その部屋へと進む。

　危き惧ぐした通り、家具を含ふくめた一いつ切さいのものが引き払はらわれていた。推すい測そくと違ちがったのは、部屋の中央に薄うすいピンクの封ふう筒とうが置いてあることだ。

　封筒を手に取ると一いちノの瀬せ君へ、と書かれていた。口を開き、便びん箋せんを取り出す。そこには平仮名でただ四文字──

　さよなら、と書かれていた。

　一いつ瞬しゆん、賢悟の頭の中は真っ白になった。ショックを受けている場合ではないと必死に思考を巡めぐらせてみたが思い当たる節は何もなく、わかったのは彼女に何かが起きたということだけだった。

　便箋をポケットに押し込むと賢悟は部屋を飛び出す。捜さがさなければと思った。行き先も告げずにこんな手紙だけを残していきなり消えるなど、どう考えてもまともな事態ではない。急がなければ、致ち命めい的に手て遅おくれになる予感がしたのだ。そうして、マンションを後にして伝でん導どう路ろを飛行している最中、清せい十じゆう郎ろうからの着信があった。

「悪い報しらせだ」

　清十郎の第一声で、大おお凡よその見当はついた。

「彩世が退学していた、か？」

「……そうだ。なぜわかった？」

「彩世の部屋が綺き麗れいに引き払われていてな。用意のいいことに置き手紙でさよならと書いてあった。事前に身辺整理をしたと考えるのが妥だ当とうだろうよ」

「俺達に一言もなしというのは西条があえて話さなかったのか、それとも話せなかったということか。どちらにしてもそれはかなり良くない状じよう況きようだろう」

「良くないとも。この上なくだ。しかし、どちらにせよやることは変わらんよ。彩世があえて話さなかったのなら、我々には友人として水みず臭くさいじゃないかとお節せつ介かいを焼きに行く権利がある。話せなかったのだとしたら、我々には友人として彼女を助けに行く義務がある。異論はないな、清十郎」

「あるわけないだろう。トラブルは御ご免めんだが、すでに巻き込まれているなら話は別だ。誰の仕し業わざかは知らないが、善良な大学生に手を出すとどういう目に遭あうかを教えてやらなければならないしな」

「合流はいつもの研究室だ。これだけ情報がなくてはどうにもならん。まずは先生を叩たたき起こしてでも意見を聞く」

「承知した」

　理り璃りはあれからずっと眠ねむり続けている。彼女が睡すい眠みん中に難問を解くことができるのは眠ることによって脳の容量をすべて思考に回すことができるからだろう。睡眠時間が長いのはそれだけ厄やつ介かいな問題に取り組んでいるということに他ほかならない。途と中ちゆうで起こせば、少なくとも怒おこられるどころではすまないということが予想されるが、今はそれを躊ちゆう躇ちよしている場合ではなかった。

　清せい十じゆう郎ろうとの通話を切り、ターミナルへと降り立つ。そこから最も寄よりのターミナルへ移動して、再び伝でん導どう路ろから研究室へと向かう。途中で飛行している清十郎を発見し声をかけると、清十郎は気がついたことを挙手で示した。

　研究室に到とう着ちやく後、なだれ込むかのように室内に入った二人を出で迎むかえたのは、もぬけの殻からになった簡易ベッドとその上にポツンと取り残された片眼鏡モノクルだった。賢けん悟ごはその片眼鏡モノクルを手に取って、

「タイミングが悪い、というには少し都合が良すぎる気がするがな？」

　少なくとも理璃が起きている時に片眼鏡モノクルを外している姿は見たことがない。

　清十郎は室内を見渡わたすと、ある場所で這はいつくばるような姿勢をとり、床ゆかをじっと観察し始めた。

「どうした？」

「施設保護膜ワツクスが窪くぼんでいる」

　以前、賢悟が床を壊こわした時に清十郎が修復して施設保護膜ワツクスをかけた。ダイヤモンドと同等の強度を持つ保護膜まくは少なくとも日常生活では窪みようがない。

「これは靴くつのつま先、か。施設保護膜ワツクスは収しゆう縮しゆく調ちよう整せいで次し第だいに強度を弱め、やがてダイヤモンドの性質を完全に失うだろう。展開してから約一週間でこれだけ窪むとなると、ここで踏ふみ切った人間はつま先の角度からして簡易ベッドの方向におよそ時速一五〇キロで移動したことになる」

　それは普ふ通つうに走ったなら決して到達しない速度である。

「加ア速ク装セ置ルが有力だが、他ほかのマテリアルロウでも代用は利きく。ＤＣＵ管理者アドミニストレータの犯はん行こうと考えるのが妥だ当とうだろう」

「何者かが眠っている先生に高速で接近して有う無むを言わさず連れ去ったというわけか」

「問題はその何者かがわからないということだろうな」

「まったくだ」

　理璃は自衛隊に狙ねらわれていたが、その件は片かたがついたはずだ。まだ終わっていなかったとするなら、理璃を連れ去ったのは自衛隊なのだろうが、それでは彩あや世せとまるでつながらない。それとも、両者はまったく関係のない事件なのか。いずれにせよ、決め手になるだけの情報がなかった。

「どうやら清せい十じゆう郎ろう、未み来らい見みは外れないようだ」

「それでは言っている意味がわからないだろう？」

「サーシェンカに会いに行くと言ったのだ」

　実のところ賢けん悟ごは未来見が本当に外れないものなのか実験しようとしていたのである。普ふ通つうに考えれば未来が見えるなら、未来は簡単に変えられるはずだ。見た未来とまったく違ちがう行動をとればそれでいいはずである。アレクサンドラは賢悟が教会を訪ねてくる光景を未来見で見た。だから、彼は一生、教会には行かない気でいたのだ。結果はご覧の通り、そんな実験をしている状じよう況きようではなくなった。

　二人は山林にある統とう一いつ宗しゆう教きようの教会へと赴おもむき、アレクサンドラを呼び出した。応対したのはおばちゃん聖せい騎き士し、渡わた辺なべ清きよ子こである。

「まあまあ、ようこそいらっしゃいました。実はあれから大変だったのよ。やっぱりマーシアハにとって救世主って特別じゃない？　皆みな、サーシャがメシアじゃないってことを認めないのよ。本人が違うって言うんだから別にいいじゃないってあたくしなんかは思うんですけどね。中々、こういうのって難しい問題よね。でも、あの子は偉えらいわ。普通、自分がメシアじゃないなんて引っ込みがつかなくなって言い出せるものじゃないもの。やっぱり、メシアだとかそういう前に真ま面じ目めで素す直なおなのが一番なのよ。勿もち論ろん、あなたも偉いわよ。最近の若い人って中々、本音を言えないもの。やっぱり、バシッと言いたいことを言わなきゃいけないときってあるじゃない？　さすがあの子が連れてきたボーイフレンドだけあるわ。それで、サーシャとはどこまでいったのかしら？　駄だ目めよ、あの子奥おく手てなんだからちゃんとリードしてあげなきゃ。あ、もしかして、マーシアハだから遠えん慮りよしてるのね？　大だい丈じよう夫ぶよそんなの。こういうことには神様も目を瞑つぶってくださるんだから。神様も本音と建前を使い分けるのよ。ああ、それじゃ少々お待ちになってくださいましね。すぐに呼んでくるわ」

　喋しやべりたいだけ喋って去っていった彼女はまるで嵐あらしのようだった。

　しばらくすると、白い修道服姿の少女が長いプラチナブロンドの髪かみをなびかせて門の向こうから走ってきた。賢悟が手を上げて挨あい拶さつすると、彼女は息を切らしながら言った。

「………………っ」

　声は掠かすれて殆ほとんど聞こえなかったが、表情は前に会った時よりもずっと活いき活きとしていた。

　余よ程ほど、急いで走ってきたのかアレクサンドラはまだ肩かたで息をしている。

「走ってきてもらったのはありがたいが、喋れるか？」

「ごめん……なさい。お待たせ……しては……いけないと……」

「まあ、そう焦あせるでない。まずは呼吸を落ちつかせるといい」

「はい」

　アレクサンドラが深く呼吸をしながら息を整える様子を賢悟が見ていると、彼女は白い頰ほおを赤く染めて下を向く。

「あの、そんなに……じっと見ないでください……恥はずかしい……です…」

　弱々しく彼女は主張した。

「そうか？」

「はい。それから、あの、清きよ子こさんが変なことを言ってごめんなさい。少し誤解してしまって、ご不快な思いをしませんでしたか？」

　恐おそる恐るアレクサンドラが尋たずねる。

「なに、問題あるまいよ。アレクサンドラの方こそ変な噂うわさを流されて困っているのではないか？」

「いえ。ご不快でなかったならとても嬉うれしいです」

「ああ。それで、ちょいと今日は急ぎでな。とりあえず、聞いてくれるか？」

　アレクサンドラはこくりと頷うなずく。

　賢けん悟ごはこれまでの経緯を説明して、彩あや世せの未来を見て欲しいと頼たのんだ。

「あの、ですが、どういう未来が見えるかはわかりません」

「それで構わんよ。なんでもいいから手がかりが欲しいのだ」

「はい。それでしたら、できれば彩世さんと関かかわりのあるものがあると助かりますが、なにかありますか？」

　賢悟はポケットからさよならと書かれた便びん箋せんを取り出し、アレクサンドラに手渡わたした。彼女はそれを丁てい寧ねいな動作で胸に抱だき、祈いのるように目を閉じて未み来らい見みのマテリアルロウを展開する。

　一〇秒ほど経たっただろうか。彼女は目を開くと声を震ふるわせながら言った。

「未来に彩世さんの姿が見えません」

　アレクサンドラの瞳ひとみから一筋の滴しずくが頰ほおを伝う。その涙なみだの意味するところが、賢悟にも理解できた。

「それは彩世の未来がない、ということか？」

　アレクサンドラは首しゆ肯こうした。

　未来がない人間の現在がどうなっているかは考えるまでもない。

　──死んでいるのだ。

　賢悟は努めて平静を保つよう心がけ、尋ねた。

「それ以外に未来が見えないことはなかったか？」

　アレクサンドラは賢悟から視線を外すように俯うつむき、頭かぶりを振ふる。彼女の髪かみが頼たよりなく揺ゆれた。

「……ごめんなさい」

「なに、今までそうだったからといってこれからもそうだという保証はどこにもあるまいよ。それに未来はサーシェンカの責任でもなかろう」

　折れそうな心に鞭むち打って賢悟は軽口を叩たたく。未来見で得た情報の精度は、すでによく知っている。考えたくはないが、考えなければならない。彩世が生きている確率はこの時点でほぼゼロだ。だが、裏を返せば完全にゼロではない。彩あや世せの遺体を見るまでは絶対に諦あきらめないと自分自身に誓ちかった。

「悪いがもう一回だけ頼たのめるか？　こいつは先生のだ」

　賢けん悟ごは片眼鏡モノクルを差し出す。アレクサンドラはそれを受け取り、再び未み来らい見みのマテリアルロウを展開した。

「これは理り璃りさんのものではありません」

　それは有力な情報だった。

「ではそいつは誰だれの持ち物だ？」

「西条教授と、あなたがその人の名を呼ぶ未来が見えました」

　アレクサンドラから片眼鏡モノクルを返してもらいつつ、賢悟と清せい十じゆう郎ろうは互たがいに目配せし、同時に踵きびすを返した。急ぐように足を進ませながらも賢悟は背中越ごしに手を振ふった。

「サーシェンカ、この恩は必ず返すぜ。大たい抵ていの無茶は聞いてやるから、よく考えておきたまえよ」

「あ、はい。あの、ですが、お気になさらないでください」

　アレクサンドラの返事を聞くと、賢悟と清十郎は駆かけ出した。

「どう思う？」

　賢悟が清十郎に尋たずねる。

「天あま川かわ先生が何者かに襲おそわれた、と西さい条じよう教授が偽ぎ装そうしたんだろう」

　目的は皆かい目もく見当がつかないが、そうだとすれば一つだけ示し唆さされる事こと柄がらがある。彩世と理璃、二人の失踪が西条古ふる人ひとの元でつながるということだ。
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　賢悟と清十郎、そしてカナは統とう一いつ宗しゆう教きようの教会からターミナルを経由して沖おき縄なわにやってきた。海底エレベーターに乗り込むと、タッチパネルで最下層を選せん択たくする。目的地は西条研究所だ。

　降下するエレベーターの中で賢悟が聞いた。

「今、考えられる中で最も悪い状じよう況きようはなんだ？」

　賢悟と清十郎は、なぜ西条古人は理璃が襲われたかのようにあの場を偽装したのか話し合っていたが、結局もっともらしい結論には達しなかった。そのため古人の目的はさておいて、起こりうる状況にいかに対処するかへと話題はシフトしていた。

「彩世と天川先生が何らかの理由で西条教授に殺されているということだろう。そうだとすれば、二人の行方ゆくえを捜さがしている俺達を殺そうと考えたところで不思議はない」

　そういう理由から清十郎はパターンレーダーを注視している。今、この場で襲われる可能性がないとは言い切れないのだ。

「では、西さい条じよう古ふる人ひとが吾輩わがはい達に殺意を持っていると仮定する。といっても、対策の立てようがなかろうな」

　古人の保有している戦力どころか、彼のマテリアルロウに関する情報さえ殆ほとんどない。この状じよう況きようで相手の本ほん拠きよ地に飛び込もうというのだから自殺行こう為いもいいところだ。

「わかっているのはマテリアルロウの展開が異常に速いということだろう。それだけでも、ぞっとするが」

　あの時、実行されたのは対消滅無効アンチマターオフだったが、たとえばそれが人体に影えい響きようを与あたえるようなマテリアルロウだったなら回かい避ひしようがなかった。

「あれのカラクリならば簡単だ。一見して広こう範はん囲いに特ド異メ領イ域ンを展開しているようだったが、一定範囲ごとに質感が変わっていた。要は複数のＤＣＵ管理者アドミニストレータが小規模な特ド異メ領イ域ンを一つずつ展開していたというわけだ。上う手まく偽ぎ装そうしたつもりだろうが、吾輩の目はごまかせんよ」

　賢けん悟ごの視界から見える特ド異メ領イ域ンはスコープを通した場合とは若じやつ干かん、違ちがって質感というものが存在する。体調や感情などによって変化するそれはＤＣＵ管理者アドミニストレータごとの見分けがつくのだ。

「それは運が悪ければ、複数のＤＣＵ管理者アドミニストレータに命を狙ねらわれるということだろう。一人が広範囲のマテリアルロウを一いつ瞬しゆんで展開できるよりも、よっぽど質たちが悪い」

「さてな。人は集まれば集まるほどに一枚岩ではなくなるだろうよ。逆につけいる隙すきができるかもしれないではないか」

　清せい十じゆう郎ろうが最悪の状況を想定したのに対して、賢悟はそれを好転する材料として捉とらえた。問題に取り組むにあたってはその両方が重要な思考である。

「とはいえ、悠ゆう長ちようにネタを仕込むような時間もあるまいしな。結局のところ、分ぶの悪い出たとこ勝負しかなかろうよ」

　彩あや世せの生存を信じるならば、一刻も早く彼女の居場所を突つき止め救出しなければならない。それはある意味、時間との戦いでもあった。

「……そうだな」

　清十郎は何か言いたげだったが、同意した。彼が飲み込んだ言葉は賢悟とて十分に承知している。

「もし──」

　賢悟が言いかけた途と端たん、清十郎がエレベーターのドアに廃ジ棄ヤ処ン分クを展開した。意図を理解した賢悟はすぐにドアをこじ開けて、降下中のエレベーターから身を投げた。落下する視界から見えたのはつい数秒前まで乗っていたエレベーターの籠かごが、紙のようにくしゃっとひしゃげて爆ばく発はつする光景だ。籠の進行方向を塞ふさぐように展開されていたのは防護壁シールドだった。

「このまま全速力で落下するぞっ！　特ド異メ領イ域ンに捕まったら終しまいだ。意地でも避さけたまえよっ！」

　賢悟が叫さけぶように指示を出す。

　海底エレベーターの構造は巨きよ大だいな縦の海底トンネルの中を三〇基の籠かごが伝でん導どう路ろと同じ仕組みで上下に飛行するようになっている。エレベーターから飛び出たとしてもナノスマートフォンがあれば飛行できるのだ。

「賢けん悟ご、敵は上から五人だ。しかも、俺達よりも速い。伝導路ではなく飛行フライトで飛んでいるんだろう。二〇秒で追いつかれる！」

　清せい十じゆう郎ろうが言うなり、落下方向に蓋ふたをするように青い特ド異メ領イ域ンが展開される。賢悟達は落下速度を緩ゆるめず、それが青から黄色に変わる前に突つっ切った。タイムラグは僅わずかか五秒だ。特ド異メ領イ域ンは遠くに展開するほどマテリアルロウの実行までに時間がかかる。敵が五秒分の距きよ離りを縮めれば確実に捕つかまる。防護壁シールドは特ド異メ領イ域ン内のあらゆるものの運動を停止させるのだ。言い換かえれば、何も通さず決して壊こわれない完全な防ぼう壁へきである。それは電波や磁力も例外ではない。助けを求めようにも通信は防護壁シールドに妨ぼう害がいされるだろう。

　活路は落下方向にしかない。そして、予想される次の一手を避さけるには速度を増すしかなかった。

「インターフェースを開け！」
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　清十郎がインターフェースを開き、賢悟が操作可能な状態にした。すぐさま賢悟はそのインターフェースから領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを選せん択たくする。清十郎は清掃用具ダストモツプを手に展開して、全員の全身を施設保護膜ワツクスでコーティングした。続けて純ア鉄イ生ア成ンを展開する。それは以前、潜せん水すいポッドに使った釣つり鐘がね状のもので、頭上を守るように賢けん悟ご達をすっぽりと覆おおった。

「加速するぞ。衝しよう撃げきに備えたまえよ！」

「粉塵爆発ダストエクスプロージヨンっ!!」

　釣り鐘の真上で発生した爆ばく発はつが、賢悟達の落下速度を増ぞう幅ふくする。目の前に見えていた青い特ド異メ領イ域ンが黄色に変わりマテリアルロウが実行される寸前のところで彼らはそこを通過した。釣り鐘だけが防護壁シールドに引っかかったが、賢悟はその釣り鐘を対象として特ド異メ領イ域ンを二つ展開させる。

　敵が賢悟達を追いかけるには自分達で張った防護壁シールドを解除しなければならない。その瞬しゆん間かんに釣り鐘は落下を再開する。タイミングを見計らって、清せい十じゆう郎ろうは粉塵爆発ダストエクスプロージヨンと閃光爆発フラツシユボムを続けざまに展開した。

　束そく縛ばくを解かれた釣り鐘は粉塵爆発ダストエクスプロージヨンで破片を撒まき散らしながらも落下運動を加速させ、閃光爆発フラッシュボムによって視界を遮さえぎるほどの光を発した。敵は閃光爆発フラツシユボムを避さけるように三人が距きよ離りを保ちつつ落下、残り二人は視界が利きかなくなるのを覚かく悟ごで閃光爆発フラツシユボムを突つっ切ってきた。

「なかなか英断ではないか！」

　釣り鐘よりも敵の方が速度は上だが、光を抜ぬけるまでには数秒かかる。パターンレーダーもスコープも使えなくなる瞬間を狙ねらい撃うつように、清十郎が粉塵爆発ダストエクスプロージヨンを展開した。

　特ド異メ領イ域ンが見えない以上、避けようもなく二名の敵は易やす々やすと爆発の渦うずに飲み込まれる。しかし、パターンレーダーを見れば、爆発が収まるや否いなや、すぐにこちらを追いかけるように落下を始めた。

「安全地帯シエルターもありか。いよいよ意外な展開になってきたではないか？」

　難問を楽しむように賢悟が唇くちびるを歪ゆがませたのに対して、清十郎は辟へき易えきするように吐はき捨てた。

「意外すぎて涙が出てくるだろうが！」

　敵の使ったマテリアルロウは防護壁シールド、飛行フライト、安全地帯シエルターと推すい測そくされる。この三つをセットアップしている世界国家第一大学の自衛組織といえば、世界最大の戦力といわれる大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいである。理り屈くつの上ではこの三つが使えるだけで大学特殊警備隊の人間とは限らないのだが、防護壁シールドや安全地帯シエルターのセットアップ方法は警備隊の中でもごく一部の幹部だけに知らされており、隊員の意識を落とした上でセットアップが行われる。また隊を脱だつ退たいする際にはマテリアルとマテリアルロウを削さく除じよされるというのは彩あや世せから聞いた話だ。

「落ちつきたまえよ。もしそうなら、流血なしに敵を無力化するのが彼奴きやつらの流りゆう儀ぎだ。少なくとも死ぬことはあるまい」

「死ぬより恐おそろしいことぐらいいくらでも考えつくだろう」

「そいつは同感だ」

　大学特殊警備隊は元を正せば大学を運営している『シングラリティ』直ちよつ轄かつの組織である。万が一、『シングラリティ』と敵対するようなことになれば、たかだか学生の一人や二人、どうとでも処分されるだろう。

「ともかく今は逃にげんわけにもいくまいよ」

　言った直後、賢けん悟ご達の落下先に蜘く蛛もの巣すのような特ド異メ領イ域ンが展開、瞬またたく間に防護壁シールドを実行された。特ド異メ領イ域ンの総そう範はん囲いが狭せまくなればより速くマテリアルロウを実行できるのは道理だ。

「先に行く。同じ角度から穴に飛び込め」

　清せい十じゆう郎ろうは蜘蛛の巣状の防護壁シールドからぎりぎり人が通れるサイズの穴を見抜ぬき、速度を落とさずに一気に突つっ込んだ。賢悟とカナが電磁力で若じやつ干かん、落下にブレーキをかけて彼の後に続く。

「清十郎、曲がりきれるか？」

　賢悟が口にしたのは最下層に到とう着ちやくした時の話だ。垂すい直ちよくから水平へと進行方向を変えなければならないため、減速は避さけられず、その上、閉まっているエレベーターのドアをこじ開ける必要があるのだ。まさに賢悟らにとっては致ち命めいの、敵にとっては絶好の瞬しゆん間かんだろう。

「ルートは数本ある。ドアを破は壊かいすればぎりぎり海底トンネルまで出られるだろう」

「吾輩わがはいが追う側がわならばそこを狙ねらう。軌き道どうが限定されるのだ。そこに網あみを張れば捕とらえるのは容た易やすい」

　まともなルートは塞ふさがれると考えた方がいい。ならば、どうするか？

　まともではないルートを通ればいいのだ。

「無茶もいいところだろう、それは」

「だからやるのだ」

　蜘蛛の巣状の防護壁シールドを三度潜くぐり抜け、ようやく地面が見えてきた。賢悟達は寸前まで速度を維い持じして、清十郎のタイミングに合わせて減速を開始した。ぎりぎりまで速度を落としたところで水平飛行に切り替かえるように舵かじを切る。その次の瞬間、彼らを捕ほ獲かくする絶ぜつ妙みようのタイミングで防護壁シールドが展開された。

「予想通りではないか、清十郎。やれ！」

「廃ジ棄ヤ処ン分クっ!!」

　清十郎が展開した特ド異メ領イ域ンは海底エレベーターの隔かく壁へきと海底トンネルの天てん井じようをつなぐように斜ななめに貫つらぬく。水圧に耐たえるため幾いく層そうにも重なった壁かべは廃ジ棄ヤ処ン分クによってその機能を失い、大量の水がエレベーターとトンネルを突き破って一気に内部へ流入した。

　清十郎、賢悟、カナは密着するように体を寄せる。清十郎は全員が釣つり鐘がねの内部に入るように純ア鉄イ生ア成ンを展開して、更さらに施設保護膜ワツクスで周囲をコーティングした。釣り鐘を盾たてに彼らはそのまま洪こう水ずいのように吹ふき出る水の中に突とつ入にゆうした。

　海底エレベーターと海底トンネルは隔壁と天てん井じようを一部失い、海の水が内部に流入してきている。海底エレベーターの破れた隔壁から海の中に飛び出し、海底トンネルへと吸い込まれる水流に乗れば、海底エレベーターから海底トンネルまでを斜ななめにショートカットできる。施設保護膜ワツクスを常時展開すれば単純な力だけではその特ド異メ領イ域ンを突破することはできない。水深二万二〇〇〇メートルの途と方ほうもない水圧にさえ、耐えることができるのである。とはいえ、上う手まく海底トンネルへの水流に乗れるかどうかは賭かけだ。伸のるか反そるかは清せい十じゆう郎ろうの計算と彼らの運次し第だいだろう。

　水流が激しくうねる海中を数秒間漂ただよって回転する視界に半ば酔よいそうになりながらも、釣つり鐘がねの底から海底トンネルの天てん井じようと地面が見えた。どうやら賭けに成功したらしい。施設保護膜ワツクスで周囲をコーティングした釣り鐘は密閉されているため、廃ジ棄ヤ処ン分クでひびが入ったところを粉塵爆発ダストエクスプロージヨンで爆ばく破はした。

　釣り鐘から出た清十郎は海底エレベーターの隔かく壁へきと海底トンネルの天井に展開していた廃ジ棄ヤ処ン分クを閉へい塞そくする。すると、その穴を埋うめるように別の隔壁が閉まった。すでに入り込んでいた海水も流入が止まるとあっという間に排はい水すいされていく。

　しかし、悠ゆう長ちように立ち止まっている場合ではない。すぐに彼らは海底トンネルの中を飛行して、速度を全開まで加速させる。一〇〇メートルほど後ろに五人の人ひと影かげが迫せまっていた。

　突とつ如じよ、その五人から賢けん悟ご達に向かって無数の赤い棒線が描えがかれた。まるでレーザーのように空間に走ったそのマテリアルロウを彼らは散開しかろうじて避さけたが、続く二射目でカナが被ひ弾だんし失速する。他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうが強制的にシャットダウンされたのである。赤いレーザーの正体は非ス殺タ傷ン兵ガ器ンに違ちがいない。その特ド異メ領イ域ンに触ふれれば強きよう烈れつな痛みと共に人間は昏こん倒とうし、人工知能は回復こそ早いものの一時的に機能停止を余よ儀ぎなくされる。

「先に行け、清十郎っ！」

　賢悟はカナを回収に向かう。そこを狙ねらい撃うつように非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが連射される。賢悟は急きゆう旋せん回かいすることで回かい避ひに成功するも、カナの両足が防護壁シールドに絡からめ取られた。特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくしない限り足は一ミリも動かせない。

　急ブレーキをかける賢悟に清十郎が叫さけんだ。

「諦あきらめろっ！　人工知能のバックアップぐらいとってあるだろう！」

「馬ば鹿かを言え。バックアップが代わりになるものかっ。いいから、さっさと行きたまえよ！」

　賢悟は他律型人工知能ロボットを助けるために死地へと飛び込んでいく。至近距きよ離りからの非ス殺タ傷ン兵ガ器ンをＤＣＵ管理者アドミニストレータでない賢悟に避ける手段などあるはずがない。その致ち命めい的な間合いに入った敵は、しかしそのまま賢悟を通りすぎた。

　一いつ瞬しゆん、賢悟に気をとられた清十郎は敵の接近を許し、まんまと防護壁シールドで両手、両足をその場に拘こう束そくされた。容よう赦しやなく非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの追い打ちを腹部に受け、言葉にならないほどの激痛と共に意識を失った。

　返す刀で五人はあっという間に賢悟を包囲する。接近されてようやく敵が黒ずくめの服を身につけ、顔を隠かくすようなゴーグルをつけているのがわかった。だが、理解したと同時に逃にげ場がないほどの非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが賢悟めがけて放たれていた。

　策を練る間も交こう渉しようする余地もなく、賢悟はその非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを全身に浴びる。だが、どういうわけか、痛みを感じなかった。

　見れば賢けん悟ごの全身に特ド異メ領イ域ンが展開されている。そのマテリアルロウが非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの効果を中和ないしは相そう殺さいしたのだろう。だが、賢悟にはマテリアルロウを展開できなければ清せい十じゆう郎ろうには意識がない。当然、敵のものであるはずがない。では、一体誰だれがそれを展開したのかという疑問にはすぐに答えが出せた。賢悟はその特ド異メ領イ域ンの質感をある場所で見た覚えがある。西さい条じよう研究所だ。

「申し訳ございませんがこの海底トンネルは私有地です。降こう伏ふくの意思を示さないようでしたら、強制的に退去願いますよ」

　スピーカーから西条古ふる人ひとの声が響ひびき、海底トンネルの中を黄色の特ド異メ領イ域ンが埋うめ尽つくした。黒ずくめの格好をした五人はカナと清十郎に展開した防護壁シールドを閉へい塞そくして、地面に降り立つ。

「物わかりが良くて大変助かります。いずれにせよ、大した手間ではないのですがね」

　古人は淡たん々たんと言った。

「削除デリート」

　瞬しゆん間かん、黒ずくめの五人を覆う特ド異メ領イ域ンのマテリアルロウが実行され、彼らはその場から跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。あまりにもあっけなく、その五人は死んだのだ。

　続けて、カナと清十郎にマテリアルロウが展開されたかと思うと、彼らは意識を取り戻もどした。状じよう況きようを端たん的てきに説明するなら古人に助けられたとしか言いようがない。

　賢悟はカナに故障がないことと清十郎の無事を確かく認にんすると、研究所から見ているであろう相手に向かって言った。

「西条教授に聞きたいことがあります」

「それは彩あや世せのことですか？　それとも、天あま川かわのことでしょうか？」

　賢悟達の目的を見透すかしたように古人が聞き返した。

「両方です」

　やはり返事を先読みしていたかのように古人は答える。

「では研究所にお入りなさい。彩世が待っています」

　それは今までと何も変わらない淡たん々たんとした口調だった。なのに賢悟は思考が麻ま痺ひしてしまったかのように何も考えられず、ただ嫌いやな予感がした。嫌な予感しかしなかった。
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　西条研究所の中は静かだった。それは以前に訪おとずれた時も同様だ。人の気配がまったく感じられない通路と薄うす暗ぐらい照明は何一つ変わっていない。にもかかわらず、そこは以前にも増して静かで暗い。まるで時が止まってしまったかのように。

　前回と同じく賢悟達は一番奥の実験室まで進み、古人の声に従い、その部屋のエレベーターに乗った。エレベーターは最下層まで下降して、自動的に扉とびらが開いた。

　通路を真まっ直すぐ歩けば、全面がガラス張りの部屋に辿たどり着く。規則正しく机が並べられ、その上にはなぜか無数のノートパソコンが載のせられている。そして、そのすべてのパソコンの画面が向けられている方向には棺ひつぎが一つ置かれていた。傍かたわらに立っているのは西さい条じよう古ふる人ひとだ。

　棺の中にいる女の子はどこかで見たような顔をしている。近くに行って確かめなければならないのに賢けん悟ごは棺に近づくにつれ上う手まく息ができなくなるような気がして、終しまいには足が震ふるえて進めなくなった。

　清せい十じゆう郎ろうが賢悟の肩かたをそっと支える。

「ゆっくりでいい」

　彼はそれだけ言い、賢悟を支えながら少しずつ棺へと歩を進ませ、そして辿り着いた。

　眠ねむっているように死んでいる女の子の顔が賢悟の目に映る。

　その暗いブラウンの髪かみも。閉じられたままの大きな瞳ひとみも。もう緩ゆるむことのない頰ほおも。いつも楽しそうに動いていた唇くちびるも。

　そのすべてをついこの間、見たばかりだったのに──

「彩あや世せ」

　賢悟は泣き出しそうな声で、彼女の名前を呼び、頰に手を触ふれた。

　信じられないほど冷たくて、人の体温とは思えないほど冷たくて、奪うばわれていく自分の温ぬくもりが嫌いやでもその事実を突つきつける。

　彩世はもうこの世にいないのだ。

「なぜ、ですか？」

　西条古人は答えない。

「なぜ、彩世は死んだんですか？」

　賢悟が繰くり返すと、古人は感情のない声で答えた。

「彩世は殺されました。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに。より正確に言うなら『シングラリティ』と日本政府にです」

　賢悟は驚おどろきはしなかった。もう驚くだけの余よ裕ゆうも感情も残っていない。ただ状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきするために彼は聞いた。

「なぜですか？」

「お座りください。多少、複雑な話になります」

　賢悟は頭かぶりを振ふった。座って聞けるはずがなかった。

　古人はしばらく黙もつ考こうした後、次のように切り出した。

「天あま川かわが私との交こう渉しように使った鍵かぎの存在を覚えていますか？」

「はい」

「それがなにを表すかは聞きましたか？」

「いいえ」

　鍵かぎが何なのかということは気になっていたが、その他ほかにも色々と懸けん案あん事じ項こうが重なったため理り璃りからは何一つ聞いていない。

「前に話しましたね。マテリアルロウを制せい御ぎよしているのは九つ十く九もという名の生体コンピュータで、特異領域制御装置ＤＣＵは九十九にアクセスしているにすぎないと。鍵というのは九十九を制御する管理者権限のことです。無論、これは比ひ喩ゆですが、日本政府と『シングラリティ』は鍵を捜さがしているのです」

　あらゆるマテリアルロウを制御しているとされる九十九を制御する鍵があるのなら、それは世界を牛耳る力といっても過言ではないだろう。形けい骸がい化した日本政府は復権のために、研究機関である『シングラリティ』は研究のためにそれを手に入れようとしたとしても不自然ではない。それが仮説にすぎなかったとしても、天あま川かわ理り璃りと西さい条じよう古ふる人ひとが支持する説だ。それだけの価値はあるだろう。

「そして私の研究はその鍵を作り出すことです。ありていに言えば、彩あや世せは父親の研究の巻まき添ぞえを食った、ということなのでしょうね」

　そう他ひ人と事ごとのように語る古人はしかし、自じ嘲ちようしているようにも見えた。

「彩世が狙ねらわれていることに気がつかなかったんですか？」

「気がつきました。ですから、天川が鍵についてなにか知っているという噓うその情報を流して、スケープゴートに使わせていただきました。悪いとは思いましたが、彼女なら襲おそわれてもなんとかするでしょうし、その間に彩世を彼らの手の届かない場所に匿かくまう予定だったんです」

　だから、彩世は一通の手紙だけを残して姿を消したというわけか。行き先を告げれば、自分はもとより賢けん悟ご達にまで危険が及およぶだろう。事情を知れば、賢悟が黙だまっているような性格ではないと知っていたからその理由さえも伏ふせていたのだ。

「彩世には彼らに気づかれないように逃とう亡ぼうする手順を伝えました。ですが、彼女は困ったことにそれをなかなか実行しようとはしなかったんですよ。ですから、君達がこの研究所に来たとき、私は彩世がようやくその気になったのだと思いました。でも、今度はおかしなことを言い出しましてね。一体、なんだと思いますか？」

　きっと彩世のことだから、くだらないことにこだわったのだろうと思った。

「彩世は一いちノの瀬せ賢悟の無期停学が解除されたら逃にげると言ったんです」

　馬ば鹿かではないか、と賢悟は思った。そんなくだらないことは放ほうっておいて、さっさと逃げれば良かったのだ。

「私はすぐに無期停学の解除申しん請せいを出しました。それで納なつ得とくするかと思ったら、解除が完かん了りようするまではと強ごう情じようを張るんですよ。結局、諸もろ々もろの事務手続きに時間がかかり、彩世が動いたのは彼らに勘かんづかれた後になりました」

　それが事実なら、彩世は賢悟の無期停学を解除するために命を捨てたも同然だ。

「彩世は大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに捕つかまり、『シングラリティ』は彼女を人質に要求を出してきました。私の研究データをすべて渡わたせ、と。困った話ですよ。元々、自分が作った組織に牙きばを向けられるなんていうのは。もっとも、今の『シングラリティ』は私や天あま川かわが在ざい籍せきしていたときとはまったくの別物ですがね。他人の研究データを奪うばおうなどと考える時点で彼らはもう科学者ではありません」

　吐はき捨てるような古ふる人ひとの口ぶりから賢けん悟ごは理解した。彼は、『シングラリティ』の要求を断ったのだ。

「彩あや世せと私は、あまり親子らしい関係とは言い難がたかったでしょうね。彼女は遺伝的には私の娘むすめですが、私にとっては数えきれないほどいるモルモットと同じでした。ですから、私も強気に出ることができたのでしょう。彩世になにかすれば、研究データを破は棄きすると逆に脅おどし返しましたよ」

　彩世は古人の研究によって品種改良され生み出された人間だ。被ひ験けん体たいである以上、古人との間にまともな親子関係を期待するのは間ま違ちがっているのだろう。賢悟はそれを頭で理解していても、胸の奥にどうしようもない蟠わだかまりを感じた。

「翌日、研究所に届いたのは彩世の遺体です。私はただ、そうきたかと思いました。ですがね、ふと彩世の頭に違い和わ感を覚えたのです。持ってみていただけませんか？」

　言われる通り、賢悟は彩世の頭を抱だいた。手に伝わる感かん触しよくは予想を大きく覆くつがえした。

「軽いでしょう。脳が半分以上、搔かき出されているんです」

　特異領域制御装置ＤＣＵが実用化された現在、人の寿じゆ命みようは脳の寿命だといわれている。どんな大おお怪け我がもあらゆる病気も、脳が生きている限りは治ち療りようすることができる。逆に言えば、人を確実に殺すには脳を破は壊かいするしかない。だからといって、それはあまりに残ざん酷こくな行こう為いだ。

「おかしなことになぜか私は記き憶おくを遡さかのぼっていました。それで、くだらないことに気がつきましたよ。私はね、品種改良で生み出した人間の人格に興味などありませんでした。ただ、彼女らを観察できればそれでよかったんです。それでかもしれませんが、沢たく山さんの子供を生み出しましたが、彼女らは自然と私からは距きよ離りを置くようになりました。ずっと、あの歳としになっても、この大学を出ないでそばにいたのは彩世だけでした。くだらないでしょう。くだらないと思うのです。くだらないと思って生きてきたんですよ、私は。ずっと。ですがね──」

　古人は淡たん々たんと、ただ淡々と述べる。けれども、そこには確かに激しい感情が滲にじんでいた。

「生まれて初めてです。私は怒いかりを覚えました。私は彼らをなにがあっても決して許しはしないでしょう」

　届いていたのだ、と賢悟は思う。彩世の努力も、彩世の想おもいも、ちゃんとここに実を結んでいたのだ。それは親子の、悲しい結末かもしれないけれど。悲しい和解かもしれないけれど。

　ただ、そうだとすれば一つだけ疑問が残る。

「先生を拉ら致ちしたのも大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいですか？」

　賢悟は一つ、カマをかけた。アレクサンドラの未み来らい見みから予想すれば、理り璃りが襲おそわれたように偽ぎ装そうしたのは古ふる人ひとだ。もしもそれが事実なら、彼はここで噓うそをつくだろう。

「その通りですが、それがわかるように偽装したのは私です」

　つまり、理り璃りが大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに拉ら致ちされたのは事実だが、彼らは証しよう拠こを残さなかった。だから、その証拠を偽装したということか。

「なんのためにですか？」

「『シングラリティ』と日本政府は世界統治のパートナーですが、誰だれもが知っての通りあまり良い関係ではありません。立場は『シングラリティ』が上、だからといって『シングラリティ』は政治に興味があるわけではありません。彼らは科学者ですから、ただ研究がしたいのです。他人の研究データを欲しがってまでね。ですから、できれば日本政府が存続してくれた方が面めん倒どうがなくていいのです。けれども、日本政府にとって『シングラリティ』は目の上のたんこぶです。日本政府が理想の政治を掲かかげたとしても、『シングラリティ』には逆らえない。何事よりも研究を第一と考える組織の言いなりになるしかないというのは政治家として耐たえ難がたいのでしょうね。国民によりよい暮らしを与あたえるために、国民の幸せのために、という崇すう高こうな理想が、研究のことしか頭にない人間のわがままで台無しにされるわけですから。日本政府が『シングラリティ』に協力するという名目で鍵かぎを探しているのはそのためです。彼らはどうにかして『シングラリティ』を排はい除じよして、自分達だけで世界を回したいのです」

　古人が最初に断った通り複雑な話だった。その日本政府の思おも惑わくを『シングラリティ』に推すい測そくできないわけはないだろう。日本政府と『シングラリティ』は表向き協力して鍵を探しているが、水面下では覇は権けんを握にぎる競争をしているというわけだ。

「ですから、天あま川かわを大学特殊警備隊が拉致したと自衛隊にわかるように偽装しました。鍵を持っている天川が『シングラリティ』の手に渡わたったとすれば、日本政府も黙だまって見過ごすことはできないでしょうからね」

　その主張には引っかかることが二点あった。

「日本政府がそう短たん絡らく的に動きますか？」

「短絡的に動いているから単純な罠わなを仕し掛かけたんですよ。どだい今の世の中で、真しん剣けんに政治をやろうなんて人間は頭は回っても、ほんの些さ細さいなことが許せない正義感に溢あふれた潔けつ癖ぺき症しようです」

　特異領域制御装置ＤＣＵがなかった時と比べ、世界は限りなく平和に近づき、豊かさに満ちた。飢うえて死ぬ人間も、病で死ぬ人間も、戦争で死ぬ人間も、この世にはもう殆ほとんど存在しない。世界に蔓延はびこっていた重大な問題の多くが消え去り、残っているのはほんの些細なことだけだ。けれど、その問題を解決しようというのは重箱の隅すみをつつくようにして完全で完かん璧ぺきな世界を目指すようなものだ。たとえば、『シングラリティ』は日本政府を蔑ないがしろにして自分達の都合で好き勝手に研究を行う。現実問題それで誰だれかが迷めい惑わくを被こうむるわけではないが、日本政府からすれば、その行こう為い自体が不正であり許せないのだ。

「彼らは言うでしょうね。私利私欲しか考えられない『シングラリティ』が鍵を手に入れるのは、テロリストに特異領域制御装置ＤＣＵを渡わたすようなものだ。そうなれば、第二の『特異領域の特シングラリテイ・オブ・異点ドメイン』を生みかねない。断じて見過ごすことはできない、とね。その証しよう拠こがこれです」

　古ふる人ひとが近くにあったノートパソコンのキーボードを叩たたく。画面に映ったのは空くう挺てい消しよう防ぼう署しよだ。空の中、航空機離ばなれした軌き道どうを描えがくその要塞の周辺に何度か飛来する物体が見えた。ミサイルである。その全体映像が拡かく大だいして映されると清せい十じゆう郎ろうが言った。

「神かみ風かぜ六ろく式しき」

　それは日本が開発した大陸間弾だん道どうミサイルの名めい称しようだ。反物質弾頭を搭とう載さいした所謂いわゆる、反物質ミサイルである。

「一体、どこのどいつがあんな物ぶつ騒そうなものを飛ばしてくるんですか？」

　賢けん悟ごは確かく認にんのために尋たずねたが、話の流れから大体の予想はついていた。

「自衛隊ですよ。日本政府の見解では統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派によるテロ行こう為いとなってはいますがね。しばらく前から牽けん制せいのために何発か撃うたれていました」

　特異領域制御装置ＤＣＵで無効化できるからこそ、反物質ミサイルも遠えん慮りよなく撃てるのだろう。かつて核かく兵へい器きに代わって各国に配備されたこの大陸間弾道ミサイルは、その想定される威い力りよくの恐おそろしさゆえに四年前まではどの国も決して使おうとはしなかった。それを自国の領土に躊躇ためらいもなく撃ってくるのだから科学の進歩というのは恐ろしいものだ。たとえ日本政府の目的は牽けん制せいでも、世界国家第一大学が対処方法を誤れば大だい惨さん事じにつながる。対処に当たっている消防隊員達はおちおち寝ねてもいられないだろう。今思えば、以前に空挺消防署が普ふ段だんの飛行ルートから外れていたのも、反物質ミサイルを無効化するためだったのかもしれない。

「ここ数時間で発射される反物質ミサイルの数は一段と増えています。そして、もうまもなく世界国家第一大学を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばしてもお釣つりが来るほど大量の反物質ミサイルが発射されるでしょうね」

　それでも世界国家第一大学には小ぼ火や一つ起こすことができないだろう。反物質ミサイル程度の兵器では特異領域制御装置ＤＣＵには到とう底てい敵かなわないのだ。しかし、注意を逸そらすことはできる。特異領域制御装置ＤＣＵに対して反物質ミサイルが勝まさっているのは完全に自動化して人工知能に制せい御ぎよを任せられることだ。特異領域制御装置ＤＣＵは必ず人の脳を介かいさなければならないため、大量の反物質ミサイルに対処するならそれだけの人数のＤＣＵ管理者アドミニストレータを必要とする。そもそも、敵の兵器が反物質ミサイルだけとは限らないのだから尚なお更さらである。

「『シングラリティ』が反物質ミサイルの対処に浮き足立っている隙すきに世界国家第一大学に潜せん入にゆうした自衛隊が先生を拉ら致ちするというわけですか？」

「恐らくそういう考えでしょうね」

「なら先生は本当にその鍵かぎとやらを持っているということですか？」

　それが気になったことの二つ目だ。

「本当のことを知っているのは天あま川かわだけですよ。しかしまあ、あなたも聞いたと思いますが、彼女は私に持っていると断言したのですがね」

　大おお凡よその状じよう況きようは把は握あくできた。古ふる人ひとの目的も。だから、賢けん悟ごはその科学者に提言した。

「陽動は多い方がいいと思いませんか？」

　日本政府と『シングラリティ』とが争うきっかけを古人が作ったのは、日本政府を陽動に使い、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに拉ら致ちされた理り璃りを助け出すためだろう。ならば、囮おとりになる人間が多いほどその成功率は上がるはずだ。

「やめておきなさい。日本政府と『シングラリティ』を敵に回して命の保障があると思いますか？　天あま川かわが幽ゆう閉へいされているのは東とう京きようの中ちゆう央おう警けい備び基き地ち、大学特殊警備隊の本ほん拠きよ地です。たった五人の警備隊員にすら、あなた達は為なす術すべもなかったでしょうに」

　確かに考えるのも馬ば鹿か馬鹿しくなるぐらいの戦力差だ。ＤＣＵ管理者アドミニストレータですらない一いつ介かいの学生に何ができるとも思えない。そんなことは賢悟も重々、承知している。

　それでも、目の前に友人の無残な亡なき骸がらを見せられ、それをやった人間を何の罪にすら問えないと知っていて、ただ仕方がないと諦あきらめるだけの人生なら、この場で終わってしまえばいい。

「僕も許せませんよ。よりにもよって科学技術の奪うばい合いに巻き込まれて友人が殺されたんです」

　冷たくなった彩あや世せに触ふれた時の悲しみが、今はすべて怒いかりに変わっていた。

「こんな話が、こんな馬鹿な話が他ほかにあるものかっ。科学者なら鍵かぎが欲しければ自分で研究すればいいではないか！　政治のために人を殺して一体、どんな国民の幸せがあるというのだっ！　こんな阿あ呆ほう共には命を懸かけてでも、思い通りにならないことがあるのだということを教えてやらねばなるまいよっ!!」

　日本政府にも『シングラリティ』にも絶対に鍵は渡わたせない。天川理璃もだ。

「……後こう悔かいしませんね？」

　その問いに、賢悟は決意を込めて頷うなずく。古人はため息を一つつくと、操作していたノートパソコンを閉じて賢悟に差し出した。彼は疑問に思いながらもそれを受け取る。

「それはあなたが持っていてください」

　古人は反転するとホログラム・ディスプレイを開いた。それには中央警備基地の地図と理璃の幽閉場所が表示されている。

「彼らに一ひと泡あわ吹ふかせましょう」

　彼はそう言って微かすかに笑い、理璃の救出方法を説明した。




　　　　　　　７




　古人の集めた情報によれば、本格的な反物質ミサイルの発射が始まるのは二時間後である。その数はおよそ三万三〇〇〇発、それだけの神かみ風かぜ六ろく式しきを世界国家第一大学に撃うち込んだあげく、日本政府は統とう一いつ宗しゆう教きようの仕し業わざとして適当な首しゆ謀ぼう者をでっち上げるのだろう。反物質兵器に知識のある科学者と特異領域制御装置ＤＣＵがあれば、神かみ風かぜ六ろく式しきと殆ほとんど変わらない反物質ミサイルをいくらでも生産できる。『シングラリティ』も日本政府自体になくなってもらっては困るため表立って犯人の追つい及きゆうはしない。せいぜい、政府の要職の首をすげ替かえて終わりだろう。あまりにも茶番だ。そんなことに彩あや世せが巻き込まれたのかと思うと、心底怒いかりがこみ上げてくる。

　賢けん悟ご達はこれから西さい条じよう研究所を発たつ。結局、陽動は古ふる人ひとが行うことになり、彼らは理り璃りの救出を任された。どちらにせよ、危険なことには変わりない。

　賢悟はカナのエマージェンシーモードにおける動作チェックを終えると、古人から渡わたされたノートパソコンを片手に持つ。そのまま入り口の方へ向かうと、椅い子すで待機していた清せい十じゆう郎ろうが立ち上がって彼に並ぶ。

　二人はしばらく無言だったが、賢悟がふと口を開いた。

「悪い」

　出てきたのは謝罪の言葉だった。彩世の弔とむらい合戦とはいえ、自殺に等しい行こう為いに清十郎を巻き込んだのだ。トラブル嫌ぎらいで理性的な彼が、今度ばかりは一言も口を挟はさまず作戦に加わることに同意した。けれども、賢悟がやると言い出さなければ、そうはならなかっただろう。

「気にするな。らしくないだろう」

　清十郎は賢悟を気づかうように言った。だが、今までの無茶とは明らかに次元が違ちがうのだ。気にするな、というのは無理な話だ。

「今度の貸しは返せないかもしれない」

　清十郎はそれには何も答えなかった。

　二人はエレベーターに乗り、実験室を出る。長い通路をひたすら歩き、研究室から出る寸前に清十郎が言った。

「彩世もお前も友達だ。採算はそれで十分取れるだろう？」

　清十郎は先に海底トンネルの中に飛び出していく。彼はトンネル内に響ひびくほどの大声を上げた。

「彩世とは、お前につきあって一いつ緒しよに随ずい分ぶん馬ば鹿かをやったっ！　なんだかんだ言いつつ俺も楽しかったんだろうな。もう、それができなくなったと思うと寂さびしくてたまらない。だからな、賢悟。よく考えろ、この馬鹿がっ！　これが最後だ。あいつとお前と俺とでやらかす最後の馬鹿だ。だったら、これぐらいの無茶が丁度いいだろう！」

　賢悟は清十郎を追って全速力で海底トンネルを飛行する。その後ろにカナが続いた。

「……言うではないか、清十郎。言うようになったではないか！」

「そうだ、この馬鹿っ！　そうやって脳のう天てん気きに笑っていろ。お前がお通夜みたいな顔して真しん剣けんに悩なやんでいたら天国の彩世が心配するだろうが。ようやく馬鹿に惚ほれた心労から解放されたんだ。折角だからそのままゆっくり休ませてやれ！」

「非科学的なことを言うなっ！　天国などこの世にはなかろうよっ。しかし、まあ、世界の外側がわはあるかもしれんがな。仮にそこから彩あや世せが見ているとするならば、オチオチ失敗するわけにもいくまいよ！」

「当たり前だろう！　これで天あま川かわ先生を助けられなかったらいい笑いものだっ！　生きているのが恥はずかしいから死んでも構わないだろう！」

「それは断じて断るがなっ！　まだまだ吾輩わがはいには考えなければならないことが山積みなのだっ！　なに、たかだか無能の政治家共と頭の悪い科学者連中を出し抜ぬけばいいのだろう？　簡単なことではないか！」

　二人と一台は海底トンネルを矢のように飛び抜け、海底エレベーターの扉とびらを破は壊かいして生なま身みのまま上じよう昇しようする。そうして古ふる人ひとにレクチャーされた箇か所しよへ次々に特ド異メ領イ域ンを展開しながら二万二〇〇〇メートルを飛びきり、海上に出るや否いなや清せい十じゆう郎ろうが言った。

「廃ジ棄ヤ処ン分ク」

　無数に展開された特ド異メ領イ域ンのマテリアルロウが実行される。一いつ瞬しゆんにして海底エレベーターを支える骨子のすべてが廃ジ棄ヤ処ン分クでその機能を失い、二万二〇〇〇メートルもの巨きよ大だいな建築物は水圧に耐たえきれず崩ほう壊かいし海うみの藻も屑くずと化した。

　通常ならば大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいがすぐに駆かけつけてくるだろうが、今回はその限りではない。なぜなら、彼らは今、そんなことに構っている余よ裕ゆうはないからだ。

　賢けん悟ご達がターミナルへ急行する途と中ちゆう、伝でん導どう路ろから見た外の景色は壮そう観かんだった。空だけでなく、海だけでなく、世界のすべてが青く染まって見える。説明するまでもなく特ド異メ領イ域ンの影えい響きようだ。そしてこの光景は沖おき縄なわだけに限ったわけではない。今や北ほつ海かい道どうでも青あお森もりでも名な古ご屋やでも大おお阪さかでも東とう京きようでも似たような景色が広がっているだろう。

　西さい条じよう古人が陽動のために、日本列島すべてを覆おおう範はん囲いで特ド異メ領イ域ンを展開したのである。そんな真ま似ねができるのは、せいぜいあの五人の天才科学者ぐらいだろう。範囲が大きくなるほど領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成は困難になる。平面上に一辺が一〇キロメートルの正方形の特ド異メ領イ域ンを展開するのには数学史上最大の難問と呼ばれる数式を一つ解くのと同程度の閃ひらめきが必要だ。日本列島を覆う特ド異メ領イ域ンなど普ふ通つうはまともに作動するはずがないのだ。

　これで大学特殊警備隊は何としてでも特ド異メ領イ域ンを展開しているＤＣＵ管理者アドミニストレータを無力化するために動くだろうし、住民や生徒を避ひ難なんさせなければならない。さもなくば、文字通り世界国家第一大学に何が起きても不思議ではないのだ。清十郎が海底エレベーターを破壊したのは大学特殊警備隊が西条研究所へ辿たどり着くのを少しでも妨ぼう害がいするためである。

　マテリアルロウが実行可能になるまでに二時間、今はもう残り一時間三〇分ほどだ。日本列島を覆う特ド異メ領イ域ンが黄色に染められると同時に反物質ミサイルが一いつ斉せいに発射される。自衛隊がこれをチャンスと捉とらえて侵しん入にゆうするなら中ちゆう央おう警けい備び基き地ちは更さらに手勢が不足するだろう。混乱のピークは反物質ミサイルが発射されてからそれが完全に無効化されるまでの二〇分間だ。その間に理り璃りを救出しなければならない。

　賢けん悟ご達はターミナルを経由して、東京のど真ん中に位置する中ちゆう央おう警けい備び基き地ちに到とう着ちやくした。正門に立っている警備隊員の数は二人、普ふ段だんの三分の一だ。警備隊員の数は中央警備基地の戦力にそのまま比例する。誰だれにでも観察できる外から見てあの人数ということは中はさぞ配置されている人員が激減しているに違ちがいなかった。西さい条じよう古ふる人ひとの陽動は見事に功を奏している。だが、だからといって、強行突とつ破ぱできるわけもなく、潜せん入にゆうすることも極きわめて困難だ。

　なぜなら、中央警備基地はこの世で一番信しん頼らいできるもので構築されている。つまり、特ド異メ領イ域ンだ。物理法則が書き換かわる可能性のある現代では、極めて強度が高いはずの物質がいつ豆とう腐ふのような脆ぜい弱じやくなものになるかわからない。かつて建物を建築する際、一いつ般ぱん的に使われていたコンクリートはまさにその豆腐並の強度となり、少し積み上げれば自重で壊こわれてしまうほど脆もろい物質と化しているのだ。そのために、現代の建築物は複数の物質を組み合わせ、その内の一つが脆弱化しても建物が自じ壊かいしないような工夫がなされている。

　だが、たとえば紙を生成するマテリアルロウを展開した場合、特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくするまでその紙は途と方ほうもない強度を持つ。なぜなら、特ド異メ領イ域ンを閉塞するまではマテリアルロウが常にその場所に紙を存在させ続けるからだ。このように物質を生成するマテリアルロウを常時展開している場合、その物質は旧科学の力では破壊されることはなく、また物理法則の書き換えによる影えい響きようも受けにくい。重要な施し設せつ等はこの常時展開の仕組みを利用して特ド異メ領イ域ンによって造られているのだ。

　更さらに、特ド異メ領イ域ンで構成されている建物には様々な効果を持たせることができる。たとえば内部にいるすべての人間の外見的情報を容姿から髪かみの本数に至るまで把は握あくすることも可能だ。

　中央警備基地とは基地としての機能を持った特ド異メ領イ域ンだといってもよい。つまり、本来ならば決して入ろうなどと考えてはならない場所である。

　古人からは中央警備基地の正門を突破する方法を教えられた。だが、時間がなかったため、準備はそのためのマテリアルロウをセットアップするのが精せい一いつ杯ぱいだった。研究所にあったハンドガンを一いつ挺ちよう、持ち出してきたが、警備隊員に有効な武装は皆かい無むだ。交戦は極力避さけて、理り璃りが幽ゆう閉へいされている中央警備基地の奥深くまで侵しん入にゆうしなければならない。

　賢悟は一望に収めるには大きすぎる中央警備基地を注意深く観察して、ふと違い和わ感を覚えた。日本中を覆おおっている西条古人の特ド異メ領イ域ンが中央警備基地の一部にだけ展開されていないのだ。どんなマテリアルロウを使おうとも特ド異メ領イ域ンの展開自体を妨さまたげることはできない。これは単純に古人が展開した特ド異メ領イ域ンに穴があるということである。さすがの天才科学者も日本列島をすべて覆う領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰではエラーが防げなかったようだ。しかし、むしろそれは好都合だった。

　中央警備基地の周辺は市街地だ。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいは大学敷しき地ち内の保安を行っているため、基地の多くが都市の中心に存在するのだが、この非常事態で辺りは騒そう然ぜんとしていた。一般人は大学特殊警備隊の誘ゆう導どうで、中央警備基地に隣りん接せつしている地下の避ひ難なん所へと続く列で押し合っていて、警備隊員は人手が足りないことから、混乱を抑おさえきれずにいる。

　だが、特異領域制御装置ＤＣＵについてまともな知識のある人間はすでに世界国家第一大学の外に避難しているだろう。この避難所に詰つめ寄せている人々は特ド異メ領イ域ンを直接見ることができない無資格者ゲストか、マテリアル理論に疎うといＤＣＵ管理者アドミニストレータで、避難すれば安全だという大学特殊警備隊の方便を信じている素す直なおな人間と、不安に思いながらも行動に移すことのできない小心者が殆ほとんどだ。つまりは冷静な判断力を持たず、いざという時にパニックを起こしやすい類たぐいの連中だ。それを見越こして賢悟は押し合っている列に身を埋うずめると、頃ころ合あいを見計らって、誘ゆう導どうを行っている警備隊員に話しかけた。できるだけ周囲の人間に聞こえるように大声でだ。

「そこの警備隊員の君っ！　ああ、君だ君っ！　ちょいと尋たずねたいんだが、この列は避難場所の中央警備基地に向かっているということでいいのかね？」

　思いきり尊大な態度の賢悟を、警備隊員は構っている暇ひまはないと無視した。賢悟は人ひと垣がきを力尽づくで搔かき分けて、警備隊員に詰め寄りながら怒ど鳴なった。

「無視することはなかろうよ！　どこに避難するというのは重要なことなのだから答えたまえよっ！　君に言っているのだよ。聞こえているのだろう！」

　列を乱す賢悟を見かねて警備隊員は余よ裕ゆうのない口調で答えた。

「地下の避ひ難なん所へ行く列ですっ。時間は十分ありますから、落ちついて押し合わずに列に戻もどってくださいっ！」

「地下の避難所だと？　そいつは一体、なんの冗じよう談だんだ？」

　予想通りの回答に賢けん悟ごは大げさに驚おどろいてみせた。

「地下にも特ド異メ領イ域ンが展開されているのだから避難してもなんの意味もあるまいよ！　君も警備隊員ならそのぐらいの常識は知っているだろうっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですからっ。避難してください！」

「大丈夫ならば、なぜ科学者連中がいの一番に大学の外へ避難したのだ？　そもそも時間が十分にあるというのは大おお噓うそではないかっ。マテリアルロウが実行されるまでにもう残り三〇分もないっ！　君達は我々を見捨てる気かね？」

　賢悟は不安を煽あおるだけ煽った。次し第だいに周囲の人間に混乱が広がり、ちらほらと他ほかの警備隊員に詰つめ寄る者が出始める。賢悟がそれを視界の隅すみに収めると同時に、見覚えのあるプラチナブロンドの髪かみが視線を横切ったような気がした。だが、今は目的以外のことを考えている場合ではない。

「大丈夫ですっ。噂うわさに惑まどわされずに落ちついて行動してくださいっ！　私達がここに残っているのが安全な証しよう拠こですっ！」

「それは君達は安全だろうよっ。中ちゆう央おう警けい備び基き地ちには特ド異メ領イ域ンが展開されていないのだからなっ！　なあ、お前らもよく見てみろよっ。ＤＣＵ管理者アドミニストレータならわかるだろう？　中央警備基地は赤い特ド異メ領イ域ンで出来ているから気づきにくいかもしれないが、あそこだけ特ド異メ領イ域ンが展開されていないではないかっ！」

　ここぞとばかりに賢けん悟ごは列に並んだ人間に訴うつたえかけた。彼らはこぞって中ちゆう央おう警けい備び基き地ちの方角を向き、やがて一部のＤＣＵ管理者アドミニストレータが「本当だ」「あそこだけ特ド異メ領イ域ンがねえよ」などと呟つぶやき始めた。

「いいか、残り三〇分ないのだぞっ！　死にたくなければあの中に入るしかあるまいっ？」

　賢悟が叫さけぶと一人の男が列から飛び出し、中央警備基地の正門へと走り出した。口火を切られたかのように他ほかの人々も男に続き、まさにパニックに近い状態で群衆は中央警備基地になだれ込んでいく。きっかけを作るため、最初に飛び出した清せい十じゆう郎ろうはその人の波に上う手まく紛まぎれた。

　最も早はや、なりふり構っていられないと警備隊員は防護壁シールドや非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを使って鎮ちん圧あつに乗り出す。だが、圧あつ倒とう的に手勢が足りず、警備隊員が押さえきれなかった人間が次々と中央警備基地に張りつき、中に入れろと怒ど鳴なり散らし、あるいは泣き叫んだ。

　大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいが基地を開放するという結論に至るはずもなく、正門は単純な力では突とつ破ぱすることができない。清十郎は人混みに紛れながら、セットアップしたばかりのマテリアルロウ、液体化リクウイダイズを展開した。正門を構成するマテリアルロウに、物質を液体に変化させる液体化リクウイダイズの効果が混ざり合う。正門を叩たたいていた人々が水に沈しずむように内部へと入り込み、中央警備基地の中に大量の一いつ般ぱん人じんが押し寄せた。

　計ったかのようにその時点で丁度、二時間が経過していた。世界国家第一大学を覆う特ド異メ領イ域ンはその色を青から黄色へと変化させ、この機に乗じて自衛隊は中央警備基地に侵しん入にゆうするだろう。混乱はまさに頂点に達している。

　さあ、いよいよだ。とくと食らわせてやろうではないか。日本政府と『シングラリティ』の阿あ呆ほう共に、この乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げきを。

　人々の群れに紛れ込み、賢悟は中央警備基地へと向かう。その手を誰だれかにつかまれた。見つかったかと彼は即そく座ざに手を振ふりほどき、腰こしに差したハンドガンに手をやって反転した。

　突つきつけた銃口の先には見知った顔があった。アレクサンドラだ。

「びっくりさせるなよ、サーシェンカ。生あい憎にくと吾輩わがはいは急いでいるのでな。また今度、遊ぼうではないか」

　そう言ってすぐに走り出した賢悟の目の前に空間転移ルートを使ってアレクサンドラが立ち塞ふさがった。彼女は行く手を阻はばむように両手を広げ、泣き出しそうな瞳ひとみに決意を込めて訴えるように賢悟をじっと見つめていた。

「そいつはなんのつもりだ？」

「行かないでください。未来を見ました。世界が滅ほろぶ未来です。あなたが世界を滅ぼす未来です。だから、行かないでください。わたしと一いつ緒しよに来てください。お願いします」

　訳がわからなかった。未み来らい見みは証明された。アレクサンドラを疑う理由はない。だが、自分自身が世界を滅ほろぼすなど荒こう唐とう無む稽けいすぎて理解ができない。何よりも時間がなかった。

「悪いが心当たりはない。吾輩わがはいはこれから人助けをするだけだ。時間がないんだ。そこをどかないのならば、力尽づくで通らせてもらう」

「できません。あなたはこれから警備隊員に右手を拘こう束そくされます」

　反射的に視線を巡めぐらし、展開された特ド異メ領イ域ンから身を捻ひねってかわす。だが、アレクサンドラの予知通り、賢けん悟ごの右手は防護壁シールドに拘束された。

「扇せん動どうしていたのは貴様だな？　目的はなんだ？」

　警備隊員が後ろから声をかける。他ほかにも遠くから三名が賢悟を見張っていた。チャンスは一いつ瞬しゆんだ。清せい十じゆう郎ろうなら、やってくれる。

「扇動とは人聞きが悪いではないか。吾輩はただ、君達があまりにも適当なことを言っているので見かねてだな──」

　と、賢悟の右手首に特ド異メ領イ域ンが展開される。それはごく小規模なもので瞬またたく間に赤く染まるとマテリアルロウを実行した。

　粉塵爆発ダストエクスプロージヨン、賢悟の右手首が吹ふき飛ばされて、彼は防護壁シールドから解放される。続く閃光爆発フラツシユボムの閃せん光こうが辺りを白く染める中、賢悟は瞼まぶたを閉じ、両腕うでで目を塞ふさぐと記き憶おくと直感を頼たよりに駆かけ抜ぬける。だが、次の瞬間には白光は収まっていた。避よけきれなかった閃光爆発フラツシユボムのダメージでぼやける視界に映ったのは清十郎が倒たおれる姿だ。視界が徐じよ々じよに回復し、逃にげようのない距きよ離りにまで警備隊員に接近されたのがわかった。

　万事休す。今度は問答無用で賢悟に非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが撃うち込まれる。警備隊員達が自分に狙ねらいをつける光景がスローモーションのように目に映り、赤いレーザーが空間を走った。

　倒たおれたのは警備隊員達の方だった。

　賢悟は目を疑う。非ス殺タ傷ン兵ガ器ンは古人から渡わたされたノートパソコンから展開されたのだ。そんなことはあるはずがない。特異領域制御装置ＤＣＵは人の脳を介かいさない限り起動しないのだ。

　だが、すぐにそれが見間ま違ちがいではないことが証明される。再びノートパソコンから特ド異メ領イ域ンが展開されたのだ。それは古人の特ド異メ領イ域ンが展開されていない唯ゆい一いつの穴を埋うめるように、中ちゆう央おう警けい備び基き地ちを覆おおっていく。

　賢悟はその光景を見て、目を丸くし愕がく然ぜんとするように膝ひざをついた。ノートパソコンから展開される特ド異メ領イ域ンの質感は、よく知っているものだった。

　何度も、何度も、繰くり返し、見てきたそれは、今はもうこの世に存在しないはずの彼女のものだ。

「………………彩あや、世せ……？　噓うそ、だ……こんな……馬ば鹿かなことがあるか……！」

　賢悟は右腕うでから流れる血で汚よごれてしまわないように気づかいながら左手でそっとノートパソコンに触ふれる。ぬくもりなどない。返事もない。だが確かにそれは彼女だ。賢悟以外は決して気がつかないとしても、その特ド異メ領イ域ンを展開できるのはこの世にたった一人、彩あや世せだけなのだ。

　誰だれが彼女をこんな姿にという問いはいるまい。このノートパソコンを持っていたのは西さい条じよう古ふる人ひとだ。

『それとくれぐれも古人が本当のことを喋しやべっているなんて思わないことだね』

　理り璃りの忠告が今いま更さらながら頭をよぎり、賢けん悟ごは唐とう突とつに理解した。全部、噓うそだったのだ。理璃が大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに拉ら致ちされたのも、三万三〇〇〇発の反物質ミサイルも、陽動のために日本列島に特ド異メ領イ域ンを展開するというのも、彩世が殺されたというのも、娘むすめを殺された怒いかりも、すべて真っ赤な噓だ。

　そうして様々な事こと柄がらがようやく一つにつながった。

　彩世の死で頭に血が上っていた。それさえも古人の計算の内だったのだろう。だが、冷静に考えれば、いくら日本政府が無能だからといって確証もない鍵かぎを手に入れるために、世界国家第一大学に喧けん嘩かを売るような真ま似ねはできないだろう。彼らをそそのかしたのは恐おそらく西条古人だ。鍵かぎの存在をほのめかしたかそれとも脅おどしたのかはわからないが、ともかく何らかの手段で世界国家第一大学を目標に反物質ミサイルを発射させたのだ。しばらく前から定期的に撃うたせていたのは今日、万が一にも失敗しないためのテストだろう。

　反物質ミサイルの数は三万三〇〇〇発よりも遙はるかに多いはずだ。そして、日本中を覆おおうと言った特ド異メ領イ域ンは実際には世界の半分ほどを覆っている。彩世と同じ生体コンピュータを一〇〇万台ほど用意すれば、それが可能だ。

　ならば西条古人の目的は一体何か？　決まっている。日本列島に向けられた十数万発の反物質ミサイル。世界の半分を覆う莫ばく大だいな範はん囲いの特ド異メ領イ域ン、そして生体コンピュータ。何から何まで四年前の再現だ。

　すなわち『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』、五〇億人の被ひ害がい者を出したその現象の、これは実験なのだ。古人の仮説通り九つ十く九もが『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を引き起こしたのだとすれば、同じ生体コンピュータを使って状じよう況きようを再現すれば、同じ現象が起こる可能性は十分に考えられる。

　アレクサンドラの未み来らい見み、世界が滅ぶというのは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』のことだ。ならば、賢悟の持っていたノートパソコン──彩世──が欠けている特ド異メ領イ域ンを埋うめたのが最後のワンピースだったのか。古人が賢悟達を騙だますことでそれを行った理由はわからないがこの際、考えてはいられない。

　残り一五分ほどしかないのだ。その僅わずかな時間で十数万発の反物質ミサイルが世界国家第一大学に到達し、対消滅無効アンチマターオフが実行される。そして二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が世界を襲おそう。

「あの……ごめんなさい。すぐに治しますから」

　アレクサンドラが賢悟の右手に再生手術オペを展開する。

　二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は絶対に起こすべきではない。科学者ならば、そんな実験を行ってはならないし、何としてでも止めるべきだ。だが、ターミナルを経由したとしても、ここから沖おき縄なわにある西さい条じよう研究所に一五分以内に辿たどり着くことは不可能だ。その絶望的な状じよう況きようで、都合良く空間転移ルートをセットアップしているアレクサンドラがそばにいる。

『君はそれが偶ぐう然ぜんだと思うかい？』

　旧世代のデザインベビーである賢けん悟ごに偶然にも特ド異メ領イ域ンを目視できる能力が宿り、古ふる人ひとが賢悟に持たせた生体コンピュータが偶然にも彩あや世せで、アレクサンドラは偶然、世界が滅ほろぶ未来を見て賢悟を止めに来た。

　それが偶然でないのだとしたら一体、誰が何の目的でそうさせたのだろうか？

　考えるだけで恐おそろしいことだ。だが、やるべきことは決まっている。何の根こん拠きよもなくその目的を変えることはできない。まるで見えない糸に引っ張られているような錯さつ覚かくを感じても、その正体を確かめる術すべは何もないのだ。

「サーシェンカ、頼たのみがある」

「はい」

　彼女はわかっているかのようにそう答える。賢悟は誰だれかに言わされているような気がしながらも言った。

「吾輩わがはいは必ず未来を変えてみせる。だから、力を貸してくれないか？」

　アレクサンドラはしばらく迷う素そ振ぶりを見せたが、やがて彼の目を真まっ直すぐ見つめ、こう聞いた。

「神ではないあなたをわたしは信じてもいいのでしょうか？」

「神しか信用できない輩やからはただの人間不信というのだ。なにも未来を変えるのが神にしかできないわけでもあるまい。それとも、サーシェンカは人として吾輩を信じることができないのか？」

　アレクサンドラは慌あわてたように頭かぶりを振ふる。それから、再生した賢悟の右手を優やさしく両手で包み込んだ。

「あなたを信じます」

　賢悟が指示を出し、彼女は空間転移ルートを展開した。
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　大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいは世界中を覆おおう特ド異メ領イ域ンの発信地をいち早く突つき止め、沖おき縄なわの海底二万二〇〇〇メートルに位置する西さい条じよう研究所へと警備隊員を送り込んだ。目的は西条研究所にいる全職員の無力化だ。海底エレベーターが破は壊かいされていたため、潜せん水すい可能なマテリアルロウをセットアップしての強きよう襲しゆう作戦であった。

　総勢一〇二名の警備隊員という大学特殊警備隊始まって以来の大戦力だったため、当初は三〇分以内に決着がつくだろうと警備隊員の誰もが楽観していた。だが、先せん遣けん部隊の一〇名が海底五〇〇〇メートルに到とう着ちやくしたあたりで、その考えが間ま違ちがっていることに彼らは気がつく。展開されたマテリアルロウによって僅わずか三分で先せん遣けん部隊は全ぜん滅めつしたのだ。

　しかし、恐おそろしいのは全滅したという事実ではなく、彼らが一体、何のマテリアルロウにやられたのかまるでわからないことだった。警備隊員は無論、全員が安全地帯シエルターをセットアップしている。つまり、特ド異メ領イ域ン内での破は壊かい現象の一いつ切さいを消失させるマテリアルロウはその効果を完全に無効化されたのだ。そこまでは分ぶん析せきできる。だが、相手のマテリアルロウを推すい測そくし、対たい抗こうするためのマテリアルロウを展開して突とつ撃げきしても結果は変わらなかった。

　現場を統とう括かつする警備大隊長では手に負いきれず、作戦司令部に指示を仰あおぐ。すぐさま大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに所属する専門の科学者達十数人が解析を始めた。そして、その指示に従い、マテリアルロウをセットアップして突撃を試みる。結果を報告して、敵のマテリアルロウが一体どんな現象を起こしているのかを科学者達が分析する。その繰くり返しで警備隊員達はみるみる内に数を減らしていく。

　警備大隊長は一体、自分達が何と戦っているのかわからなくなった。警備隊員達は世界国家第一大学の実習生以外、警察や自衛隊、軍隊出身の人間が多い。戦せん闘とう訓練は十分に積んでいるし、戦争を体験している人間も少なくないのだ。だが、今の戦いはそのどれにも当て嵌はまらない未知のものだ。

　為なす術すべもなく消えていく部下達を前に彼はある論文の存在を思い出していた。それは、確か戦争の仕方が変わるというものだ。特異領域制御装置ＤＣＵが実用化され多種多様なマテリアルロウを生み出すことができる現在では、戦闘技術に秀ひいでることは大した意味がない。銃じゆうも戦略兵器もすべてがマテリアルロウにとって代わられた。しかし、このマテリアルロウを単純な兵器と見なす者は、戦いで決して生き残ることはできないだろう。マテリアルロウとは世界の法則だ。そのため、戦争は科学者の分野になる。戦闘を行おうとする軍人は科学者に勝てないというのが常識と呼ばれることになろう。なぜなら、現在の戦争とは戦闘ではなく科学なのだ。同じことを繰り返す訓練では意味がない。戦略や戦術は二の次だ。必要なのは正しい知識と閃ひらめきなのである。

　そのような内容だった。初めて聞いた時は一いつ笑しように付した。怒いかりさえ感じただろう。最前線で命を張ったこともない人間が、戦争を語っているのだから当然といえよう。さぞかし頭でっかちの科学者様が考えたご立派な学説だと結論し、一度、概がい要ようを聞いたきりで気にも止めなかったのだ。

　実際問題、非ス殺タ傷ン兵ガ器ンは銃、防護壁シールドは盾たて、そのやり方で大学特殊警備隊は、大学の治安を守り、テロに屈くつすることなく、戦果を上げてきた。だが、それは単純に敵が自分達と同じく古い戦いの方法で挑いどんできていたからだ。

　今、目の前で行われていることはなんだ？　マテリアルロウを突破するために、その現象の仮説を立て、検証を行い、結果を分析する。こんなものは最も早はや、戦闘とはいえない。これは科学実験だ。

　敵が未知のマテリアルロウをセットアップしていることは、敵が未知の兵器を有していることとは大きく意味が異なるのだと初めて痛感した。そうして苦い気持ちと共に警備大隊長の頭の中に論文を書いた科学者の名前がよぎった。

　──西さい条じよう古ふる人ひとである。

　当初、警備隊員らが想定した通り三〇分以内に決着はついた。攻せめあぐねた警備大隊長以下一〇二名は未知のマテリアルロウに不意を突つかれ全ぜん滅めつしたのである。すぐさま大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいは全基地から可能な限りの戦力を沖おき縄なわへ集結させた。そうして警備隊員達の多大なる犠ぎ牲せいと、作戦司令部の科学者達による必死の解かい析せきの末、大学特殊警備隊は海底一万五〇〇〇メートルのところまで進軍することに成功する。

　だが、その時点で二時間が経過していた。世界を覆おおう特ド異メ領イ域ンは地球を黄色く染め上げる。どういう意図があるのか、即そく座ざにマテリアルロウは実行されなかった。しかし、西条研究所までは残り七〇〇〇メートルもある。最も早はや、現場の警備隊員も作戦司令部の科学者も誰だれ一人として、間に合うなどとは考えられなかった。




　　　　　　　９




　賢けん悟ごとカナ、アレクサンドラは沖縄本島に到とう着ちやくした。海面には明らかに侵しん入にゆうを防ぐための特ド異メ領イ域ンが展開されており、それは西条研究所のある海底二万二〇〇〇メートルまで幾いく重えにも張り巡めぐらされているだろう。しかし、研究所まで一気に空間転移ルートで行くのは危険すぎる。空間転移ルートで転移するには現在位置と転移位置に特ド異メ領イ域ンを展開する必要があるが、もしも転移位置に空間転移ルートを阻そ害がいするマテリアルロウが展開されていれば転移した瞬しゆん間かんにあの世行きの可能性があるのだ。そして、あの西条古人が空間転移ルートのような一いつ般ぱん的なマテリアルロウの対策を怠おこたっているわけがない。

　賢悟が突とつ破ぱ口こうを探そうとした途と端たん、手に持ったノートパソコンが彼とカナにいくつかのマテリアルロウを展開した。すると賢悟の体は重力を無視するかのように浮かび上がる。飛行フライト、安全地帯シエルターは予想がつく。それ以外は一体、どんなマテリアルロウが展開されているのかはわからない。それでも、賢悟は彩あや世せを信しん頼らいしていた。

「サーシェンカ。この先、どうなるか未み来らい見みでわかっているのか？」

　アレクサンドラは申し訳なさそうに頭かぶりを振ふる。

「未来見で見たのはあなたがインターフェースを操作する姿です。あなたが特ド異メ領イ域ンマネージャから対消滅無効アンチマターオフを削さく除じよする操作を行った瞬しゆん間かん、世界が崩ほう壊かいを始めました。近くにあった時計の針が七時三二秒を示していました」

　賢けん悟ごはそれを暗唱して素す早ばやく頭に叩たたき込む。

「わかった。サーシェンカはすぐにこの特ド異メ領イ域ンの外に出たまえよ。空間転移ルートで転移すればなんとか間に合うはずだ」

「はい。あの、生きて帰ってきてくださいね。あなたが無事であることを祈いのっています」

「任せたまえよ。言ったではないか、世界の一つや二つ、救ってみせようとな。さあ、彩あや世せ、この命は預けたぞっ。遠えん慮りよなくやれっ！」

　飛行フライトによって浮かび上がった賢悟とカナはそのまま海中に突つっ込んだ。安全地帯シエルターがあればどれだけ潜もぐろうと水圧で押しつぶされることはない。呼吸はできないが、加ア速ク装セ置ルで限界まで加速することで息が持つ間に二万二〇〇〇メートルを潜りきることができるだろう。古ふる人ひとが展開している防衛用のマテリアルロウは彩世のマテリアルロウが相そう殺さいすると信じる。

　やがて血の池のような色の海の中に警備隊員達の姿が見えてきた。それらをすべて通りすぎて、彼は深く深く潜っていく。すると、目の前に海底を走る巨きよ大だいなトンネルが姿を現した。その先にあるのは西さい条じよう研究所だ。

　海底トンネルの上で賢悟の体は停止し、ノートパソコンがひとりでに開く。そして、賢悟の周囲には特異領域制御装置ＤＣＵのインターフェースが開かれていた。彩世のものに間ま違ちがいないだろう、と賢悟はインターフェースからセットアップされているマテリアルロウを確かく認にんした。

　安全地帯シエルター、飛行フライト、加ア速ク装セ置ル、非ス殺タ傷ン兵ガ器ン、防護壁シールド、液体化リクウイダイズだ。古人のマテリアルロウを突とつ破ぱしたマテリアルロウがあるはずだったが、インターフェースに表示されていたのはその六つのみである。

　ノートパソコンの画面には西条研究所のマップが表示されていた。赤い光点が西条古人の居場所だろう。パターンレーダーを見れば、西条研究所の部分部分を覆おおうように新たな特ド異メ領イ域ンが複数、展開されていた。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいである。マテリアルロウを突破できない彼らが研究所自体に総そう攻こう撃げきをかけるつもりに違いない。予想通り、次の瞬間には西条研究所は炎や放電、爆ばく発はつなどの現象に包まれる。恐おそらく傍はた目めにはわかりにくいような廃ジ棄ヤ処ン分クや非ス殺タ傷ン兵ガ器ンなどの攻撃も試みているはずだ。

　賢悟はチャンスとばかりに放電のマテリアルロウが実行されている研究所の外がい壁へきに液体化リクウイダイズを展開する。そのまま、放電と外壁を突っ切って内部に潜せん入にゆうした。即そく座ざに安全地帯シエルターと飛行フライト、液体化リクウイダイズを閉へい塞そくしてパターンレーダーから姿を隠かくす。研究所まで接近したことはすでに悟さとられているだろうが、特ド異メ領イ域ンを展開したままでは行動を逐ちく一いち、説明しているようなものだ。

　賢悟が今いる場所は西条研究所の床ゆか下部分にあたる換かん気き経路である。その先は通風口、つまりどこかの部屋につながっているはずだ。勿もち論ろん、先さき程ほどマップを確かく認にんしてどこの部屋に行くかは決めてある。賢悟は飛び込んだ時の俯うつぶせ状態のまま匍ほ匐ふく前進を始め、カナはその後ろを同じようにしてついてきていた。薄うす暗ぐらく狭せまい中を物音を立てないように慎しん重ちように進んでいくと、ぼんやりと光の漏もれる箇か所しよを見つけた。落ちついて、そこから室内を覗のぞく。

　その全面がガラス張りの部屋にいたのは西さい条じよう古ふる人ひとだ。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの総そう攻こう撃げきを受けているはずなのに、周囲に開いた七枚のインターフェースを操作しようともせずに涼すずしい顔で佇たたずんでいた。あるいは、大学特殊警備隊はすでにすべてのマテリアルロウを無効化されて打つ手がないのかもしれない。

　彩あや世せが現在、セットアップしているのは液体化リクウイダイズを除けばすべて大学特殊警備隊が主に使用するマテリアルロウだ。例外である液体化リクウイダイズは攻撃能力を持たないうえに、西条古人が中央警備基地の正門を突とつ破ぱするためにセットアップしたものである。

　残り時間は後一〇分だ。しかし、真っ向から切り崩くずす手段は何もない。では、どうするべきかと賢けん悟ごは必死で思考した。

　最中さなか、ふと足音が響ひびく。古人以外、誰だれもいないはずの研究所に一人の科学者が現れたのである。海中に張り巡めぐらされた幾いく重えものマテリアルロウをこの短時間で突破できそうな人間を、賢悟は数えるほどしか知らない。面識があるのはその内の一人だけだ。

「手こずったようですね、天あま川かわ。今回の実験は一発勝負ですから、マテリアルロウも自信作を用意したのですよ。どうです？　中々、面おも白しろかったでしょう？」

　自じ慢まんげに言う古人を笑うように理り璃りは答えた。

「いいように使われている君の娘むすめが忍しのびなくてね。どちらかといえば、そっちをやり過ごすのに苦労したんだ。君のつまらない問題なら一〇分で解いたよ。大体、君は発想が昔のままだ。いい加減、大人になった方がいいんじゃないかい？」

　理璃が姿を消したのは古人の娘に襲しゆう撃げきされたからだ。彼女達は彩世と同じく品種改良で生まれた被ひ験けん体たいで、海底エレベーターで賢悟達を襲おそった連中も同様だ。古人は彩世を大学特殊警備隊に殺されたという捏ねつ造ぞうをするために娘を使い捨てたのである。

「おやまあ、相変わらずくだらないことを言いますね。そんなことを言うためにわざわざここまで来たわけじゃないでしょうに」

「勿もち論ろん、そうだね。僕は君を説得しに来たんだ」

　理璃の台詞せりふに今度は古人が失笑する。

「あなたは本当に冗じよう談だんが上う手まくなりましたね。お互たがいどれだけ話しても平行線だというのは学生時代に散々確かめたじゃないですか。これ以上、一体なにを話すつもりです？」

「君は変わってないかもしれないけどね。生あい憎にくと僕はいつまでも学生気分じゃないんだ」

「御ご託たくはいいですよ。説得をしたいというならさっさとおやりなさい」

「なら、言うけどさ──」

　理璃は挑ちよう戦せんするようにそう前置きしてから、

「もういい加減に九つ十く九もの後を追いかけるのはやめなよ」

　一いつ瞬しゆんの間は言葉が届いた証明か、古ふる人ひとはそれを否定するかのように答えた。

「あなたこそ、神の証明でしたか。現実逃とう避ひもいいところですね。この世に神などいません。私の言っている意味がわかりますか？　九つ十く九もは神に殺されたわけではなく、自分の意志で『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こしたということです。彼は死をも厭いとわず世界の真理に近づこうとした。なんのことはありませんよ。九十九は科学者だったんです。ただそれだけのことでしょうに」

「随ずい分ぶんとこだわるものだね。君が科学以外に興味を見せるのは本当に珍めずらしい。けれどね、九十九は別にそんな大層な男じゃないよ。僕と同じ、君となにも変わらない。いいや、僕達なんかよりもよっぽど普ふ通つうの奴やつだったさ。その彼が今や一いつ切さいのマテリアルロウを掌しよう握あくする生体コンピュータにして特異点だ。不自然だと思わないかい？」

「そういえば学生の頃ころ、あなたのその感情論で語られる科学がなによりも理り屈くつになっていなくて嫌きらいでしたね。やはり人なんてものはそうそう変わりませんよ。あなたは九十九の一面しか見ようとせずにそれが彼のすべてだと思い込んでいるだけです。わからないならもっと簡単に言いましょうか。九十九が自分よりも科学を選んだ。そんなことはありえるわけがないから、きっと神の陰いん謀ぼうだ。これがあなたの理論の骨こつ子しです。科学を馬ば鹿かにするのも大たい概がいにしていただきましょう」

　二人は視線で殴なぐり合うかのように互いを睨にらむ。その間に蟠わだかまっているのは九十九伊いつ月きという科学者の死だろうか。彼は命を賭として特異点の謎なぞに迫せまり、特異領域制御装置ＤＣＵを実用化にまで導いた。生体コンピュータと成り果て、意思の疎そ通つうも困難になった彼が、それでもひたすら戦っているのが彼ら四人にはよくわかったのだろう。だから、全力で九十九をサポートして、特とく異い領りよう域いき理り論ろんを完成させたのだ。もう彼の姿はどこにも見えない。触さわれもしない。声を聞くこともないだろう。けれども、その存在が確かに世界にあることを理り璃りも古人も確信していたに違ちがいない。

　だから、理璃はその死にどうしても納なつ得とくがいかなくて、古人は科学に殉じゆんじた彼に憧あこがれを抱いだいている。二人の交かわす会話がそういう印象を漂ただよわせる。

「天あま川かわ、私を説得したいのならあなたの理論を証明することです。もっとも、そのために必要な鍵かぎをあなたは持っていませんがね」

「そう思うかい？」

「ええ。少々回りくどい手を使わざるを得ませんでしたが、あなたが脇わき目めもふらずにここに来たことがその証明ですよ。理解しているでしょうに」

「生あい憎にくと僕にも確かめたいことがあってね。君は自分の思い通りに事を運んでいると思っているかもしれないけれど、本当にそうなのかもう一度よく考えてみるといいよ」

「本当に噓うそだけは上達したものですね。そのくだらないハッタリに免めんじて、私も一つあなたを説得することにしましょうか？」

「面おも白しろいね。君が僕を説得かい？　まあ、どうせ、ろくでもない話だとはわかっているけどさ」

　理り璃りは近くの机に腰こしかけ、足を組んで言った。

「聞こうじゃないか。言ってごらんよ」

　古ふる人ひとは白衣のポケットに両手を突つっ込んで無造作に理璃へと近づく。

「鍵かぎを生み出すのは極きわめて困難でしょう。ですから、私は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で九つ十く九もと同じ特異点コンピュータを作ることにしました」

「それは興味深いね」

「そうでしょう。特異点コンピュータ同士ならば、九十九の特ド異メ領イ域ンを制せい御ぎよする機能以外にもアクセスすることができるかもしれません。たとえば、彼の意識にアクセスすることもできるとは思いませんか？」

　理璃の顔色が変わる。特異点と化した九十九にはこちらから接せつ触しよくを試みる手段は何もない。唯ゆい一いつ、特異領域制御装置ＤＣＵが九十九にアクセスできるのも、正確には無差別に送っている情報を九十九の方が拾っているものと考えられる。なぜなら、九十九はただの特異点ではなく、特ド異メ領イ域ンにおける特異点なのだ。物理法則の一いつ切さいが特異点に影えい響きようを与あたえられないように、特異点も特ド異メ領イ域ンにおける特異点には影響を与えることができないはずである。となれば、事実上、特ド異メ領イ域ンにおける特異点に干かん渉しようできるものは同じ特ド異メ領イ域ンにおける特異点のみだ。

「天あま川かわ。久しぶりに九十九と話したくはありませんか？」

　古人はまるで十年来の友達を誘さそうかのようにそう尋たずねる。それは理璃にとって何よりも甘い誘ゆう惑わくだったのかもしれない。

「参ったね。こういうのはミイラ取りがミイラになるっていうんだ。どうやら説得は君の方が上手みたいだよ」

「不本意ながら、伊だ達てに社交的なサイエンティストと呼ばれているわけではありませんよ」

　そう言いながら、古人は理璃に右手を差し出した。

「力を合わせて、今度こそ解明しましょう。四年前のあのときに一体なにが起きたのか。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の正体を」

　差し出された右手を取り、理璃は言った。

「古人。けれどね、それはやっぱりろくでもないことさ」

　理璃がそう口にするや否いなや、彼らの周囲に青白いインターフェースの光が迸ほとばしる。両者は互たがいに複数のマテリアルロウを使い分け自らと相手に展開する。その一いつ瞬しゆんの駆かけ引ひきに賢けん悟ごは目を見張った。

　彼らが展開したマテリアルロウを大別するなら防ぼう御ぎよ用、攻こう撃げき用、分ぶん析せき用である。

　自分の体に防御用と分析用のマテリアルロウを、相手の体には攻撃用と分析用のマテリアルロウを展開する。マテリアルロウによる攻撃は相手のマテリアルロウに阻はばまれ、同時に分析用のマテリアルロウが起こす現象によって相手の防御を解析する。それに従って新たなマテリアルロウによる攻こう撃げきで相手のマテリアルロウの効果を一つずつ中和、相そう殺さいする。相手はその攻撃によって突とつ破ぱされたマテリアルロウの効果を分ぶん析せきして新たな防ぼう御ぎよ用のマテリアルロウを張り直す。

　膨ぼう大だいな数のマテリアルロウと、人間離ばなれした分析力、計算力を誇ほこる、二人ならではの頭脳戦だった。正直、賢けん悟ごには一体何が起きたのかさえも正確に把は握あくすることができず、飛び込む機会を窺うかがうことも困難だ。しかし、いよいよとなればその時が来るはずだと彼は集中を切らさずに二人の戦いを見守った。

　一合で数手を交えた後、理り璃りと古ふる人ひとは仕切り直すかのように飛行フライトで飛び退のいて間合いをとった。

「上う手まく騙だませたと思ったのですがね」

「そういうことは君が社交的なマッドサイエンティストだと知らない人間にやるんだね。そもそも、あれが僕にとっていい話だと本気で思っていたのかい？」

　互いに新たなマテリアルロウを展開する彼らは、それを避さけようともしない。そんな暇ひまがあれば相手のマテリアルロウを解析すると言わんばかりだ。

「君の教え子は簡単に騙せましたよ」

「学生をいじめてご満まん悦えつなら君はその程度のレベルなのさ」

　合計七枚のインターフェースが青白く煌きらめき、モーションインターフェース、ボイスインターフェースをも駆く使しして、理璃と古人はその類たぐい稀まれな頭脳と頭脳を競きそい合う。幾いく重えにも展開されたマテリアルロウでスコープ越ごしに見た彼らの体は、濃のう厚こうな赤い絵の具に塗ぬりつぶされていくかのように錯さつ覚かくするはずだ。賢けん悟ごはかろうじてその戦いの流れを追っていく。

　確かに、押されているのは西さい条じよう古人だった。

「まったく眠ねむっていなくても計算馬ば鹿かですね、あなたは。ですが残念ながら、間に合いませんよ」

「間に合うさ。丁度、反物質ミサイルが到とう着ちやくする一分前には終わる。賭かけるかい？」

「でしたら私の勝ちです。間に合わないというのは、そういう意味ではありません」

　古人が指を鳴らす。注意深く観察する。何も起こらない。いや、そうではなかった。腕うでの中のノートパソコン──彩あや世せ──が、賢悟に特ド異メ領イ域ンを展開していた。気がついた頃ころにはもう手て遅おくれで、彼が止める間もなくマテリアルロウが実行される。安全地帯シエルター、飛行フライトによって賢悟の体は通風口を突つき破って、理璃の隣となりまで飛ばされた。その瞬しゆん間かん、彼女の顔から余よ裕ゆうが消える。

「あなたの分析がどんなに早くても特異領域制御装置ＤＣＵの性能は変わらないでしょう？　二人分の特ド異メ領イ域ンを展開していては間に合うはずがありません。あなたの欠点はそれがわかっているにもかかわらず、他人を見捨てられないことです」

　攻撃のために二人分の特ド異メ領イ域ンを展開しなければならないのは古人も同じだ。だが、彼は特異領域制御装置ＤＣＵを搭とう載さいした生体コンピュータにそれをさせることで理璃より優位に立った。賢けん悟ごを攻こう撃げきするマテリアルロウを展開していたのは彼が手に持ったノートパソコン、彩あや世せである。

「彩世、おい！　やめろ！　なにをしているっ？　やめろと言っているのだ？」

　賢悟の叫さけびは彼女には届かなかった。だから、彼は一いつ瞬しゆんで切り替かえた。

「先生──」

「断るよ。土ど壇たん場ばで教え子を見捨てたなら僕は先生失格になるじゃないか」

　賢悟さえいなければ理り璃りは負けないはずだ。けれど、彼女はそれを拒こばんだ。頼たのみの綱つなであるはずの彩世が古人の命令に従うなら、賢悟はマテリアルロウさえ展開できないただの学生だ。

「ここで僕を助けることになんの意味もありませんっ！　今、あいつを止められるのは先生だけでしょうがっ！」

「僕には古ふる人ひとを止められるかもしれない。でも、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は止められないんだ」

　あっという間に理璃の防ぼう御ぎよは古人のマテリアルロウに押し切られ、彼女は全身を特ド異メ領イ域ンに拘こう束そくされた。かろうじて動くのは首から上だけだ。

「詰つみですよ。なんならお試ためしなさい。どんなマテリアルロウを展開してもあなたの負けです」

　古人が理璃の敗北を宣言する。彼女は覚かく悟ごを決めたように口を開く。けれど、そこから発せられた言葉はマテリアルロウではなかった。

「教え子よ、よく聞きなさい。君にはもっと色々なことを教えたかったけれど、どうやらこれが最後の教えだ」

　理璃は最後の抵てい抗こうを放ほう棄きして賢悟に話しかけた。

「いいかい？　戦い方を間ま違ちがえてはいけないよ。いつだってやらなきゃいけないのは、どうすれば問題を解決できるのかよく考えることなんだ」

　古人の手が虚こ空くうを切る。マテリアルロウが展開されると理璃の姿は消しよう滅めつした。

　影かげも形も残らなかった。ただそこには球状の赤い特ド異メ領イ域ンだけが展開されている。

　それでも悲しんでいる暇ひますらない。僅わずかでも反はん撃げきの糸口を見つけなければならなかった。

「彩世になにをしたのだ？」

「とくになにもしていませんよ。コンピュータが管理者に従うのは当然のことです」

　古人が指を鳴らす。すると、彩世は賢悟の体に防護壁シールドを展開して彼を拘束した。手も足も寸分たりとも動かせない。彩世が味方だった時でさえ勝ち目など殆ほとんどなかったのだ。理璃が消えた時点で勝機はすでになくなっている。

　だとしても、言わずにはいられなかった。

「貴様が彩世をこんな風にしたというわけだ！」

　父親に脳をいじくり回され、生体コンピュータに改造されて、あげく友人めがけてマテリアルロウの展開を強制させられるというのは一体、どれほどの苦しみだろうか。いや、最も早はや、そんな感情さえも奪うばい取られてしまったのかもしれない。

「それは多少、誤解がありますね」

　西さい条じよう古ふる人ひとはあくまで淡たん々たんと、場ば違ちがいなほど当たり前に言ってのける。そうして、教師が生徒の質問に答えるような気軽さでこう言った。

「彩あや世せは品種改良で生まれた人間です。品種名は電でん脳のうといいますが、彼女らの脳は成長に従って、やがてその細胞が電子回路のような役割を果たすように変化し、最終的には脳全体が生体コンピュータ化するのです。すると古い幼体の体から脱だつ皮ぴして、今のノートパソコンのような姿の成体になるんです。信じられないでしょうから、具体例をお見せしましょうか」

　古人がガラス越ごしに海中へと視線をやる。すると、すぐさま暗くら闇やみの深海を照らすように明めい滅めつが繰くり返される。色とりどりの明かりが海中を照らし、浮かび上がったのはマングローブ林だ。そして、その木々の枝には胴どう体たいのない少女の顔が果実のように実っていた。

「なんだこいつは？」

「電脳ですよ。彩世より幾いく分ぶん、進化していますがね。丁度、脱皮して生体になる個体がいますからご覧なさい」

　ガラスに四角いスクリーンが表示され、一本のマングローブの木が映った。その枝にはやはり少女の顔が逆さに実っている。一いつ瞬しゆん、嫌けん悪お感を覚えたのはそれが彩世の顔に似ていたからかもしれない。

　スクリーンは一人の少女の顔を拡かく大だいした。彼女はまるで感情をなくしたかのように虚うつろな目をしている。

「始まりますよ」

　古人の声を合図とするように、少女の後頭部が縦に割れた。そこから出てきたのはドロリとした透とう明めいな液体に包まれた黒く平らになった人の脳だ。それは見ようによっては、まるで集積回路ＩＣのような外観だった。

　黒い脳を覆おおう透明な液体は、海水に触ふれたのが原因なのか、薄うすい箱状の形を象かたどり始める。濁にごるように灰の色をつけると、みるみる内に固形化して、見れば一台のノートパソコンがそこに完成していた。

　寒気がするのと同時に腸が煮にえくり返った。

「人間と電子回路をかけ合わせたということか？」

「それだけでは上う手まくいきませんでしたが、まあ、概おおむね正解です」

　確かに特異領域制御装置ＤＣＵを使えば大たい抵ていのことに不可能はない。理り屈くつの上では可能だ。賢けん悟ごも頭の中でぐらいは考えたことはある。だが、その技術があったとしても決して実行しようとは思わなかっただろう。

「彩世は旧型の電脳ですから人間としての成長過程を必要としましたが、それ以外は今の彼女と同じですね。あなたが見た彩世の遺体は、実は脱皮した抜ぬけ殻がらということです。人間の脳を改造するなどと私はそこまで非人道的ではありませんし、そんなに非効率なことをしたくもありません。彼女らは元々、そういう生物なんです。あなたが怒おこる理由も、悲しむ理由も、私を責める理由も、どこにもありません。違ちがいますか？」

　彩あや世せは、電でん脳のうという品種改良された彼女らは、まるでおたまじゃくしが蛙かえるになるかのように、人から生体コンピュータに成長する。

　だから、なのか。彩世が誰だれにも何も言わず、大学を退学して部屋を引き払はらったのは。自分が生体コンピュータになると知っていたから。言ってくれれば、などというのは無神経な発言なのだろう。それでも彼女は半分、人だ。他人と違うということを何よりも恐おそれる人間という生きものなのだ。言い出せるわけがない。

「西さい条じよう古ふる人ひと、吾輩わがはいは貴様を断じて許さんよ」

「その感情の起因するところはあなたの無知ですがね」

　賢けん悟ごの怒いかりに対して、あたかも自然現象を解かい析せきするかのように古人は言った。

「たとえば彩世達は能力の優ゆう劣れつを除けば、幼体のときは人と殆ほとんど同じですが、一つだけ大きく異なる点があります。それは恋愛感情を持たないということです。なぜかといえば、彼女らには人としての生せい殖しよく機能がありませんからね。ですがね、彼女らが人間社会で生活をすると、面おも白しろいことに大体の個体が恋を演じ始めるのです。心当たりがおありでしょう？」

　賢悟は彩世の言動を思い出す。いきなり結婚を迫せまってきたかと思えば、好きかどうかはわからないと言い出した。あれは、照れ隠かくしなんかではなく、本当にわからなかったのだ。

「尋たずねましょうか。恋を演じる彼女らが本当は恋愛感情を持たないことをあなたは可か哀わい想そうだと思いますか？」

　賢悟はそれに無言で答えるしかなかった。同情してはならない。それは人と同じ方法で子供を作れない生物を等しく見下すことに他ほかならない。恋をしなくても恋を演じてもいいのだ。それを哀あわれむことの方がその種族に対する侮ぶ辱じよくになろう。

「全部、同じことです。セミは数年間、土の中にいて羽う化かすれば一週間ほどで死んでしまう。ですが、羽化を嫌いやがるセミはいません。確かあなたの尊敬する科学者も似たようなことを言っていませんでしたか？」

　古人の質問に賢悟は答える。

「蝶ちようはモグラではない。でも、そのことを残念がる蝶もいないだろう」

「つまりはそういうことでしょうに。あなたが彩世のことで憤いきどおるのは、彼女のことを顧かえりみない傲ごう慢まんで自分勝手な理り屈くつからです」

　その古人の言葉を果たして否定できるだろうか。彩世のことを本当に理解していたといえるだろうか。

「彩世はあなたに助けて欲しいと言いましたか？　成体になるのが嫌だと泣いたことがありますか？　ないでしょう。それが彼女にとって当たり前で、不幸でもなんでもないことだからです」

　彩あや世せは助けて欲しいとは言わなかった。目の前で泣かれたこともない。彼女はすべてを受け入れて、さよなら、と賢けん悟ごに別れを告げたのだ。

「あなたをマテリアルロウで拘こう束そくするのも、私が無理矢理やらせているわけではありませんよ。彼女にとって管理者の指示に従うのはただ当たり前のことです」

　彩世は当たり前に成長し、そして今もなお当たり前に生きている。それは悲しむことだろうか。古ふる人ひとがそういう風に彼女を品種改良しなければと言ったところで、そういう風にしなければ彼女という存在はこの世に生まれてはいない。

　だけど、それが事実だとしても。

「だからといって、貴様のような阿あ呆ほうを許せるわけがなかろうよ！」

「いい加減、感情だけでものを言うのはおやめなさい。以前はそれで無期停学になったでしょうに」

　驚おどろきはしない。古人は最初から賢悟のことを忘れてはいなかった。ただ、そういう風に演じていただけだろう。そして、そんなことは今はどうでもいいのだ。

「かんらかんらよ、笑わせてくれるわ。貴様は科学者のくせに科学がなんたるかもわかっていないようだな」

「口だけは達者なようですが、反論したいなら証明なさい」

「ああ、証明してやろうではないか。蝶ちようはモグラではない。でも、そのことを残念がる蝶もいない。だがな、本当にそれは正しいか？　よく考えたまえよ」

　蝶が残念がっていないことを証明しろなどとは言わない。そんなことはできないし、できたとしても無意味だ。なぜなら、彩世は決して蝶などではない。

　彼女は科学を学ぶ、科学者の卵だ。

「人は翼つばさを持っていない。だが、必死になって空を飛びたがったではないか！　人間は飛べないことを嘆なげいて、飛ぶことに焦こがれて、そうして飛行機を作ったのだろうよっ！」

　彼女は一体、何を思って恋を演じていたのだろうか？

　電でん脳のう達はどうして恋愛感情もないのに恋を演じ出すのだろうか？

　保証などない。まったく的外れかもしれない。そうだとしても──

『万が一、傷ついてしまうかもしれないからと心を閉ざしては駄だ目めだよ。万が一、傷つけてしまわないようにと自ら恥はじをかきにいくのが男の役目さ。そして、女の子はそんな優やさしい男に惚ほれるんだ』

　人間は翼を持っていない。それでも空を飛びたがった。

「彩世は恋愛感情を持っていない。それでも恋をしたかったのだ！」

　恋に嘆いて、恋に焦がれて、恋に恋をしていた。それを愚おろかな行こう為いだと笑う者もいるだろう。蝶がモグラではないことを諭さとそうとする賢さかしい人間もいるだろう。絶対に手に入れられないものを手に入れようとするのは馬ば鹿かな行為なのかもしれない。

　だけど──一体、何が悪いというのだ。

　夢を見て一体、何が悪いのだ。

「それは彩あや世せの夢なのだ。いきなり結婚などと先走るほど試行錯さく誤ごしていた大きな夢だ！　だから、彩世は当たり前に生きたくなどなかったのだっ！　そんな彼女が人を羨うらやみ、自分を作った人間神を恨うらんだからといってなにもおかしいことはあるまいよっ！　そうではないか？　なあ、そうだろうよ、彩世っ？」

　呼びかける。物言わぬ生体コンピュータと化した彼女に、それでもこの声が届くのだと確かに信じて。

『あの、ね。もしだよ？　もし、一いちノの瀬せ君があたしの気持ちをさ、あたしのことがちゃんとわかるようになったら、もう一回だけ考えて……ほしい、よ』

　考えたとも。だから、答えろ。

「彩世。正直、吾輩わがはいは恋愛感情に疎うといのだがな。コンピュータがどうやって恋をするのか考えただけでも気が遠くなりそうな話だと思うのは確かだ。しかしな、彩世。問題だらけかもしれんが、そんなものはさして気にするほどのものでもなかろうよ。かつての不可能を今の可能にするのが科学だ。そして、吾輩は天才科学者だ！　聞いているのだろうな、彩世っ！　恋の手て練れん手て管くだから四し十じゆう八はつ手てまでしかとそのＣＰＵに叩たたき込んでくれると言っているのだっ！」

　賢けん悟ごは彩世に訴うつたえかける。返事がなくとも反応がなくとも。

「それとも、まさか相手のことを心配しているわけではあるまいな？　ならば、それは杞き憂ゆうというものだ。知っての通り吾輩は特異点にぞっこんぞ。特異領域制御装置ＤＣＵを搭とう載さいした生体コンピュータに惚ほれたとしてもなんの不思議もなかろうて！　だからな、彩世よ。実験しようではないか？」

　本当はもっと早くに考えるべきだったのだ。多分、彩世は賢悟に気がついて欲しかったのだ。自分が人間と違ちがうことを指し摘てきして欲しかったのだ。だから、賢悟が科学にしか興味を持てないことを逆に指摘してみせたりしたのだろう。何のことはない、賢悟が科学に対して異様な執しゆう着ちやくを見せるのは彼がそういう風に作られたデザインベビーだからだ。

　彼女は自分もそうなのだと気がついて欲しくて、けれど、賢悟は気がついてやることができなかった。気がついてやりたかった。今いま更さら、彼女の気持ちに応こたえたとしても、もう遅おそいのかもしれない。

　だけど、それでも遅すぎはしないはずだ。

　それは最後まで言い出せなかった彼女が、一体何を恐おそれていたのか、何を一番恐きよう怖ふしていたのかが、今ならよくわかるからだ。

「なに、どれだけ失敗しても別に問題あるまいよ。実験とは元々そういうものだ」

　成功するまで何度でも繰くり返せばいいのだ。失敗など所しよ詮せんそれまでの過程にすぎない。恐れることは何もないのだ。当たり前に間違えて、間違えて、間違え続けて、それでも諦あきらめずに考え続けたなら、いつか必ず成功に辿たどり着く。

「一いつ緒しよに卒業研究をしようではないか。テーマは電でん脳のうの恋愛脳だ。お前が吾輩わがはいに惚ほれるまで何度でも実験してやるぞ。存分に覚かく悟ごしておきたまえよっ。だから、なあ、いい加減、黙だまってばかりいないでなんとか答えたまえよっ、彩あや世せっ!!」

　叫さけぶように彼女の名を呼ぶ。ありったけの思いを込めて。ありったけの願いを込めて。その途と方ほうもなく馬ば鹿かみたいな夢を彼女に大声で叩たたきつけた。

　直後、腕うでの中のノートパソコンが蒼あお白じろい光を発す。賢けん悟ごの体を覆おおっていた赤い特ド異メ領イ域ンが閉へい塞そくされて、彼をその束そく縛ばくから解放した。

　──彩世が答えたのだ。

「さあ、証明してみせたぞ、西さい条じよう古ふる人ひとっ！」

　自由になった賢悟を見て、警けい戒かいするよりも先に驚おどろきと好こう奇き心しんの交ざった表情を見せた古人は骨の髄ずいまで科学者だ。

　チャンスはもうこの一いつ瞬しゆんしかない。残り時間は五分を切っただろう。

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は止めなければならない。何よりも、目の前のマッドサイエンティストを賢悟は許せそうにない。

　彩世を道具として扱あつかい、顔色も変えずに理り璃りを殺した。ただ実験のためにかつて五〇億人もの犠ぎ牲せい者を出した未知の現象を再現しようとしている。倫りん理りをなくした科学は誰だれも救いやしない。誰も幸せにしやしない。

　科学は夢だ。尊い夢であって欲しい。だから、こんな馬鹿げた実験も、それを実行しようとする科学者も断じて許せるわけがない。

　腕の中の彩世を強く抱きしめる。賢悟の体に安全地帯シエルターが展開された。

　勝ち目は薄うすい。限りなくゼロに近い。だが、それでもゼロではない。彩世が死んだわけではなかったように、ほんの微かすかな可能性が見え隠かくれしている。それに賭かけて、何としてでもこの拳こぶしをあの面つらに叩き込んでやる。

　賢悟が勢いよく一歩を踏ふみ出す。視界に映るのは赤く煌きらめく球状の特ド異メ領イ域ン、それは理璃が消しよう滅めつした場所だ。

『いいかい？　戦い方を間ま違ちがえてはいけないよ。いつだってやらなきゃいけないのは、どうすれば問題を解決できるのかよく考えることなんだ』

　理璃の最後の教えが、賢悟の前進に全力でブレーキをかける。あの時、理璃がマテリアルロウを展開する機会を逸いつしてまで、彼に言葉を投げかけたのはこんな捨て身の特とつ攻こうをさせるためだっただろうか？

　よく考えろ。そんなことがあるはずがない。理璃にはきっと勝機が見えていた。問題を解決する方法が見えていたのだ。それはきっと少ないけれど確かな彼女の教えの中に眠ねむっているはずだ。

『教え子よ、よく聞きなさい。これは最初の教えだ。なに一つ諦あきらめず、すべてを成し遂とげるなんて不可能なことだよ。たとえ特異領域制御装置ＤＣＵがあってもね。だから、考えておくべきなんだ。なにがどれだけ大切なのかを。そして、それを必死に守れ』

　何がどれだけ大切なのか？　何を必死に守らなければならないのか？

　西さい条じよう古ふる人ひとを許せない。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は止めなければならない。そうだとしても、本当に大事なことはその二つではない。

　そうだ。結局、自分はわかっていないだけの子供だったのだ。何一つ諦めず、すべてを成し遂げることが不可能だというのは、ついさっき痛感したばかりだ。

　だから、今は諦めなければならない。諦めるべきなのだ。それがどんなに悔くやしくても。たとえ西条古人を許せなかったとしても。

　この世には殴なぐっただけで解決するような簡単な問題などただの一つもありはしないのだから。

「ちょいと……今いま更さらといえば今更なんだがな。それも虫のいい話だ」

　賢けん悟ごは彩あや世せを机の上に置き、戦意がないことを示す。

　かつて古人の挑ちよう発はつに乗って彼を殴った時でさえ、賢悟には無期停学という処しよ罰ばつが与あたえられた。その行動が間ま違ちがっていたとは思わない。だが、我が慢まんすることができていれば、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの資格を取ることができた。そうすれば、彩世のことを気にかける余よ裕ゆうがあったかもしれない。理り璃りを目の前で死なせてしまうことがなかったかもしれない。我がを通せば通した分のしわ寄せが必ず返ってくるのだ。だから、大切なものをしっかり見定め、必死に守らなければならない。

　間違えるな。感情を殺せ。いつまでも粋いきがるだけの子供のままでは守れないものだってあるのだ。

「一つ提案がある」

「なんですか？」

「吾輩わがはいも今回の実験に一枚嚙かませてはくれまいか？」

　古人が目を丸くする。それは若じやつ干かんの興味とそして疑いの視線だ。

「幼よう稚ちな交こう渉しようですね。それで私が頷うなずくとでも思いましたか？」

　当然、頷きはしないだろう。だが、古人は科学者だ。しかも、目的のためには手段を選ばないマッドサイエンティストでもある。彼の心を変えるものがあるとすれば、それは科学だ。そして、彼が必ず興味を示すものを賢悟はすでに持っている。

「吾輩は鍵だ。なんの鍵かぎかは言うまでもなかろうよ」

　古人は興味を惹ひきつけられるように賢悟に問うた。

「あなたは鍵がなんなのか知っていて、それを口にしていますか？」

「知らずに言うと思うてか」

　ヒントはいくつかあった。四年前に体験した『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』。生体コンピュータ九つ十く九もが特ド異メ領イ域ンにおける特異点であること。そして、理り璃りがなぜあんな暗号で賢けん悟ごに呼びかけたのかを考えれば自おのずと答えが導き出せる。

『そういう意味で君の才能は桁けた違ちがいだということだよ。次元が違うと言ってもいい。なぜなら、君には人に見えないものが見えるんだからね』

　人に見えないものが賢悟には見える。それは特ド異メ領イ域ンのことだと思った。確かに賢悟にはＤＣＵ管理者アドミニストレータよりも特ド異メ領イ域ンがよく見える。だが、それは大したことではない。賢悟に見えるものは、もう一段階上のものだ。

　彼は自らの頭を指さして言う。

「吾輩わがはいのここは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を観測することができる」

　当たり前にあの光景を目まの当あたりにしたものだから、てっきり他ほかにも見た人間がいるものだと思っていた。あんな地じ獄ごくのような光景を誰だれも話したがらないのだと思っていた。だが、そうではなかったのだ。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は観測できない。たった七秒間の内に世界が溶とけていったことも、最後の一秒間に犠ぎ牲せいになった五〇億人の叫さけびが響ひびいたことも、賢悟しか知らないのだ。理璃は恐おそらく世界の変化から逆算して特異点方程式を解くことで大おお凡よその当たりをつけていただけだろう。

　なぜなら、理璃と古ふる人ひとの理り屈くつで言えば、特ド異メ領イ域ンにおける特異点は現在の科学技術では観測することができない。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』も同様のはずだ。だからこそ、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を観測できた者は鍵かぎになりうる。

「なんならそれを証明しようではないか。無論、君の協力が必要だが？」

　打だ診しんするように賢悟が問う。

「どうぞ。続きをおっしゃい」

「吾輩を九つ十く九もの意識にアクセスさせるのだ。試ためしたことがあるだろう？　そして観測する方法がないために失敗したはずだ」

　ウイルスがそこにあるとわかっていても電子顕けん微び鏡きようがなければ見ることができないのと同じだ。古人は九十九の意識にアクセスを試みたものの特ド異メ領イ域ンにおける特異点を観測する術すべがなく失敗した。だから、九十九と同じ特異点コンピュータを作るために、生体コンピュータを山ほど用意して、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こそうとしているのだ。

「反物質ミサイルが到とう着ちやくするまでの時間で吾輩は九十九の意識にアクセスして、明確にそれとわかるなにかを証明しよう。もしも、それができたなら『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を止めるというのはどうだ？　別段、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』自体を引き起こすことが目的なわけでもあるまい？」

　理璃との会話を聞いた限り、古人の本来の目的は特異点コンピュータ九十九にアクセスすることだ。ならば、この交こう換かん条件にはメリットの方が大きいはずだ。

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こしても新たな特異点コンピュータを生み出すことができない可能性もある。特異点コンピュータを生み出すことに成功したとしても、それを九十九にアクセスすることには失敗するかもしれない。それなら、手札は多い方がいいだろう。多少の危険があったとしても、すでにこれだけの危険を冒おかしている人間だ。それに賢けん悟ごが失敗したところで古ふる人ひとは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こせばいいだけの話でもある。

　無論、伸のるか反そるかの大おお博打ばくちだが、それでも殴なぐりかかるよりは可能性が残る。

　古人は数秒ばかり黙もつ考こうした後に、

「一つ、こちらからも条件があります」

　賢悟はどんな条件を出されるのかと身構える。余計な交こう渉しようをする時間はもう残っていない。

「九つ十く九もに会ったなら、待っていなさいとお伝えください」

　それはとても意外に思えるものだった。古人が何を思ってそんな言葉を口にしたのか、賢悟には知る由よしもない。

「構わんよ。交渉成立だな？」

　二つ返事で引き受け、そう釘くぎを刺さした。

「ええ。それと残り時間は一分です。お忘れなく」

　賢悟の体に古人の特ド異メ領イ域ンが展開される。それは一いつ瞬しゆんで青から黄色、そして赤へと色を変えるとマテリアルロウを実行した。賢悟は気が遠くなるような感覚に襲おそわれる。その奇き妙みようなイメージはどんどん加速を続け、まるで体と意識が切り離はなされたかのようにどこか遠いところへと飛んでいった。
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　そこは白しら々じらとした世界だった。方角が曖あい昧まいな空間の中を賢悟は流されるように漂ただよっている。周囲には様々な形状をした無数の鏡が同じように漂ひよう流りゆうしていて、無限に続く合わせ鏡の空に幾いく万まんもの自分自身が映っていた。どういうわけか、鏡に映っているその自分がまるで他人のように見えた。

　遠ざかったままの自分の意識は存在があるかどうかさえわからないぐらいに稀き薄はくで、この空に溶とけては混ざり合う。鏡に映った自らが他人なら、空を漂っているのは、人の意識なのだろうか。当然、答えをくれる者はどこにもいない。

　どこまでも薄うすく引き延ばされていく思考は最も早はや、朦もう朧ろうとして、時間の経過さえも満足に把は握あくできない。後、何十秒、残っているのだろうか？　刻一刻と時間が過ぎ、時が終わる。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が訪おとずれてしまう。

　ふと空に散らばる鏡と鏡の隙すき間まに丸い壁かべ掛かけ時計が見えた。それは酷ひどく懐なつかしく、その短針と長針は忘れられない時を指していた。

　七時、丁度だ。一度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の際にも見たその時刻は賢悟の頭に唐とう突とつな直感を走らせる。

　もう後三〇秒ほどで、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が訪おとずれるのだ。

　きっと、この空は意識で満ちていて、逆に意識以外は存在しない。意識とは特異点だ。だから、意識は存在するかわからないほど稀き薄はくになり、自らを他人かのように錯さつ覚かくすれば、逆に他人を自らだと錯覚してしまう。意識が世界を象かたどっているから、その錯覚が具体的に鏡という形となって現れるのだ。ならばやはり、漂ただよっているのは鏡ではなく、人々の意識なのだろう。

　そして、意識が特異点なら、今、賢けん悟ごの意識はこの世のあらゆるものであり、この世のあらゆるものではない。特異点がこの世のすべてであって、すべてではないのと同じようにだ。

　だとすれば、この場所における『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』とはあの壁かべ掛かけ時計なのだろう。なぜなら、壁掛け時計とその時刻は、賢悟にとって『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の象しよう徴ちようであるからだ。

　あの時計を止めるか、破は壊かいするかすれば、二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を防げるかもしれない。けれど、それは賢悟には決してできないだろう。この場所にあるものに干かん渉しようするということは、通常世界において特異領域制御装置ＤＣＵもなしにマテリアルロウを操作することに等しいはずだ。

　ここが意識だけの世界だということは、賢悟の意識は他ほかのすべての意識と同一で、他のすべての意識は賢悟の意識と同一だといえる。あたかもそれは、ネットワークのように、相そう互ごに情報を共有する特異点の通信網もうを構成している。西さい条じよう古ふる人ひとの仮説を当て嵌はめるなら、この場所全体が、消えた五〇億人によって構成されている特異点ネットワークだ。

　この場所における物質というのは、つまり通常世界でいうマテリアルロウに他ならない。この場所にある物質に干渉して影えい響きようを与あたえれば、それは現実にマテリアルロウや物理法則を歪ゆがませる結果を生むのだろうが、しかし、それができる存在はこの世に一つしかない。

　特異点コンピュータ九つ十く九もである。だが、言い換かえればこの特異点ネットワークは九十九の意識につながっているということだ。通常の人間には特ド異メ領イ域ンにおける特異点である九十九を観測することはできないが、賢悟にはそれができるはずだ。

　そう自覚した途と端たんに、合わせ鏡の空に様々な物体が姿を現した。

　それは水の入ったコップや火の灯ともったマッチ、古ぼけた地図や粉を計量する秤はかり等で、その他にも無数の物体が空に舞まっている。恐おそらくその一つ一つが、通常世界における何らかの物理法則を表しているのだろう。

　体から切り離はなされた視界は不自然なほど広く、意識を遠くに伸のばすことで、空に散らばった無数の物体を簡単に把は握あくすることができた。それらから九十九につながる手がかりを探していき、賢悟はあることに気がつく。

　音が聞こえていたのだ。微かすかなその笛の音は耳をすませば、ずっと絶え間なく続いているのがわかる。賢悟は意識を伸ばして音を辿たどっていく。探したのは音の発信源ではなく、音の途と切ぎれる場所だ。

　笛の音は特異点発見の象徴であり、このすべてが特異点と化した空の中において、とりわけ特異点と呼べるものがあるとすれば、すなわち特ド異メ領イ域ンにおける特異点に間ま違ちがいないだろう。

　賢けん悟ごは視界を完全に閉ざし、意識を笛の音に集中する。壁かべ掛かけ時計の秒針がカチ、カチ、カチと三回鳴った後に、彼はその広大な空において唯ゆい一いつ、笛の音の鳴らない一角を発見した。

　そして、そこには一枚のインターフェースが蒼あお白じろい光を放っていた。

　賢悟は確信する。そのインターフェースこそ、特異点コンピュータ九つ十く九も──特異点を最初に発見した天才科学者、自然科学の特異点こと九十九伊い月つきである、と。

　インターフェースを注視すれば、画面は特ド異メ領イ域ンマネージャを開いており、表示されているマテリアルロウは対消滅無効アンチマターオフだった。壁掛け時計の針は七時一五秒を示している。

　賢悟の頭をよぎったのは二つの思考だ。特異点コンピュータ九十九がこの世のすべての特ド異メ領イ域ン、マテリアルロウを制せい御ぎよしているということは、このインターフェースから対消滅無効アンチマターオフを削さく除じよすれば、今世界の半分を覆おおうように展開されている対消滅無効アンチマターオフも消えるはずだ。そうすれば、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』も起こりようがない。しかし、一方でアレクサンドラの未み来らい見みでは、賢悟が対消滅無効アンチマターオフを削除することにより、世界の崩ほう壊かいが暗示されている。その理り屈くつはわからないが、未来見は確かに外れたことがない。ならば、この迷いさえも未来見通りなのであり、最終的に賢悟は対消滅無効アンチマターオフを削除して、世界を滅ほろぼすことになる。では一体、どうすればいいのか？

　秒針が進み、時計は七時二二秒を示した。後、一〇秒でアレクサンドラが見た世界の崩壊が訪おとずれる。少なすぎる時間の中で、焦あせる気持ちを抑おさえ、賢悟はそのカウントダウンが何を意味しているのか悟さとった。

　それは十数万発の反物質ミサイルが世界国家第一大学に到とう着ちやくするまでの時間なのだ。だから、アレクサンドラの未来見で賢悟が対消滅無効アンチマターオフを削除した途と端たんに世界が崩壊したというのは実際には何ら関連性がなく、単純に時間が来てしまったために古ふる人ひとが『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の実験を行ったのではないだろうか。つまり、賢悟が対消滅無効アンチマターオフを削除するのが遅おそすぎたということだ。

　未来見は、賢悟が未来を知ってしまったがために迷い、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を止められないことを示した。

　だが、それを知った今ならまだ間に合う。そんな未来は変えてみせる。

　残り七秒。

　賢悟はインターフェースに手を伸のばし、淀よどみない操作で対消滅無効アンチマターオフを削除しようとして、ふと手を止める。

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がしたのだ。同時にそれは初めての経験でもあった。直感が理屈に反している。このまま削除を行うのが正しいはずだと当たり前の理屈が示した。しかし、常に理屈を裏付けてきた直感が強くそれを否定するのだ。

　残り三秒。

　賢けん悟ごは高速で思考を巡めぐらせる。脳に縛しばられない意識は刹せつ那なの間に無数の考えを処理する。賢悟は対消滅無効アンチマターオフを削さく除じよしない方がいいと強く訴うつたえる自らの直感の更さらに奥まで直感を走らせ、嫌いやな予感の正体を探さぐった。一秒にも満たない時間で彼は答えに辿たどり着く。

　自分の中に相反する二つの意識が入り交じっている。一つは対消滅無効アンチマターオフを削除しようとする意識、もう一つがそれを止めようとする意識だ。この特異点ネットワークの中では他人と意識を共有する。だから、強く自分を保たなければ人の意識に流されてしまうのだ。

　彼は自己の思考を前面に押し出すようにイメージする。残り時間は二秒と少し。すぐに操作を実行すれば、対消滅無効アンチマターオフを削除し、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を止めることができるだろう。

　しかし、賢悟は手を動かそうとはしなかった。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ！」

　強い確信を持って、高らかに彼は笑う。意識だけの彼の声が特異点ネットワークの隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたると、空から幾いく条じようもの光が差した。

　残り時間はゼロ、丁度七時三二秒だった。

「すべてわかったぞ」

　空がぐにゃりと歪ゆがみ、白しら々じらとした空間が真っ黒に染め上げられる。そこに浮かぶのは鮮あざやかな白光を放つ無数の星々──

　世界に二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が訪おとずれたのだ。

　それを象しよう徴ちようするかのように暗い空の半分を巨きよ大だいな満月が埋うめ尽つくしている。その月には一から一二までの数字と三つの針が浮かんでいる。まるで壁かべ掛かけ時計が巨大化したかのような姿だ。

「対消滅無効アンチマターオフを削除させようというのはまあ妥だ当とうなところだろうよ。どこの馬の骨かわからない科学者に託たくすなどできるわけがあるまいしな」

　賢悟は誰だれかへ話しかけるようにそう言った。

「違ちがうとは言えまい。君の意識が吾輩わがはいをここまで導いたのだ。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を止めるためにな」

　これまでにないほどの上じよう機き嫌げんで賢悟は唇くちびるをつり上げる。まるで、長年の謎なぞが氷解したと言わんばかりだ。

「だが、本当は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こすべきなのだ。そうでなければ、吾輩ら科学者は延々と仕組まれた問題を解かされる羽目になる。そうしていつまでも間違った答えを出し続けるだろうよ」

　これまで数多あまたの科学者は世界の謎に翻ほん弄ろうされ続けて、ほんの一歩たりともこの世の真理に迫せまれなかったのだ。なぜなら、この世界はそのように仕組まれていたからだ。

「だから、君は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こしてこの世界の理ことわりに楔くさびを打ち込んだのだ。後に続く科学者がいつかこの世の真理に迫ると信じてな」

　賢悟は視線を真まっ直すぐ目の前のインターフェースに注ぐ。

「そうではないか、九つ十く九も伊い月つき」

　一いつ瞬しゆん、インターフェースにノイズが走ったかと思うと、目の前にいくつもの数字が表示されていた。方程式になっていない特とく異い点てん数すうの羅ら列れつは、しかし賢けん悟ごの目からは別のものに見えた。

　文字である。

　そして、それは特異点コンピュータと成り果てた九十九伊月の言葉だ。

『科学の申し子よ。今、この瞬間、君はほんの僅わずかだけ、この七秒間だけ、世界の理ことわりから逃のがれている』

　賢悟はまるで会話をするように、インターフェースに向かって言葉を返した。

「『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』がかろうじてつないだ道、それだけが吾輩わがはいらの活路というわけだ」

『君の言う通り、このたった七秒間が唯ゆい一いつ、僕達に与あたえられた本当の科学を行うための時間だ』

　天あま川かわ理り璃りの仮説でいえば、神は特ド異メ領イ域ンを使ってこの世を作った。その際、神は世界の本当の姿をそこに住む人間達にわからぬように隠かくしたのだろう。世界の法則は人がその法則に気がつかないように作られている。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』はその法則を覆くつがえす唯一の手段なのだ。

「上等ではないか。その七秒間で、この世の真理を完かん膚ぷなきまで解いてくれようぞ」

『科学の申し子よ。だが、君の理解もこの七秒間で終わるだろう』

「すべてわかったと言ったではないか。たとえ世界の内側がわにいようと吾輩は真理に辿たどり着く。そのための奇き跡せきをこの七秒間を使って科学しようではないか」

　満月のような時計の秒針がようやく動き、七時三三秒を指す。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の一秒は通常よりもずっと長いようだった。

『君はどんな奇跡を科学するんだ？』

　今までと変わらない無機質な文字から賢悟は楽しげな気配を感じ取る。ああ、やはり、九十九伊月も科学者だったと彼は思う。

「西さい条じよう古ふる人ひとから伝言を預かっていてな。なに、人づてというのも味気なかろう。君を彼に会わせてやろうではないか」

『僕は楔くさびだ。ここを動くことはできない』

「だから、その間は吾輩が代わりになると言っているのだ。たった七秒間だ。せいぜい神を出し抜ぬいてやろうではないか」

　賢悟は目の前のインターフェースを通じて特異点コンピュータ九十九に働きかける。世界のすべてのマテリアルロウを制せい御ぎよしているこの機械は奇跡を科学する。とりわけ、この七秒間なら神に隠れて真理へ迫せまる鍵かぎを仕込むことができるはずだ。

『それは危険すぎる。下手をすれば君まで戻もどれなくなるだろう』

「西条古人は、見えもしなければ聞こえもしない、あらゆる観測が不可能な九十九伊月という存在をその頭脳一つで探さぐり当てた。そして、吾輩に託たくしたのだ。待っていなさい、という君への伝言をな。君と彼の間にはなにかあるのではないか？」

　西さい条じよう古ふる人ひとの人格は好きになれそうもない。しかし、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こしてまでここに来ようとした彼の執しゆう念ねんに何も感じないわけではなかった。

『特に何もない、と古人は言うだろう』

「ならば君はどうなのだ？」

　それは九つ十く九もの迷いだったのか、ほんの僅わずかだけ間が空き、文字が綴つづられた。

『二度と守れなくなった約束があるだけだ』

　賢けん悟ごはニヤリと笑う。

「決まりだ。君は約束を果たしたまえ。吾輩わがはいはそのついでに真理へ迫せまる鍵かぎを残そう」

　賢悟はインターフェースの実行ボタンを押す。

　訪おとずれるは、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の最後の一秒間Last one second。

　巨きよ大だい時計が音を立てて崩ほう壊かいしていき、世界が再構築される中、インターフェースが人ひと影かげを象かたどるのを賢悟は見た。蒼あお白じろい光を発するその科学者は賢悟の方を向き、握あく手しゆを求めるように右手を差し出していた。
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　ホログラム・ディスプレイに表示されたストップウォッチが二〇秒を示していた。

　古人には何の感かん慨がいもない。まだ実験に成功したわけでも、失敗したわけでもないのだ。ただ科学のためだけに生き、科学のためだけに死ぬ。彼はそういう科学者だ。教え子を守るために我が身を犠ぎ牲せいにした理り璃りも、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を止めるために命を懸かけた賢悟も、科学者でありながら最後の最後には科学を選ばなかった。それが別に羨うらやましいわけではない。ただ彼らと自分は違ちがうのだと理解していた。

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』では五〇億人が犠牲になった。だが、それの一体何が悪いのか。彼にとっては科学こそが第一で、他ほかの人間にとっては別のものが第一で、それだけの話にすぎないだろう。それは悲しくもなければ嬉うれしくもない。ただ、好きなものの優先順位が違うだけだ。

　大切なもののために必死に戦う。誰だれだってそうする。彼もそうだ。だが、その稀き少しような価値観を多分、人は悪と呼ぶのだろう。だから、きっと科学を第一とする古人の唯ゆい一いつの理解者が九十九だった。それがどうというわけでもない。ただ一人先を走る天才に早く追いついてやろうと思っただけだ。それだけが彼の動機だ。

　ストップウォッチは残り五秒を切った。九十九にアクセスするのは失敗だったかと、床ゆかに寝そべっている賢悟の体を見る。彼はまったく動かない。

　丁度、〇秒だ。

「対消滅無効アンチマターオフ」

　無機質な古人の声が研究所に木こ霊だまして、声に反応した生体コンピュータが一気にマテリアルロウを実行する。地球の半分を覆おおった特ド異メ領イ域ンが世界を赤く染め上げ、そして役目を終えたかのように強制的に閉へい塞そくされた。

　何が起きたのか、その現象は古ふる人ひとの目には映らない。しかし、無数に並べてあった生体コンピュータ──彩あや世せを含ふくむすべての電でん脳のうが残らず室内から消しよう滅めつしている。そのことから、古人は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が発生したことを確かく認にんした。生体コンピュータは九十九の時と同じく特異点と化したのだ。実験に成功していれば、九つ十く九もと同じく特異点コンピュータになっているだろう。

　古人の全身に歓かん喜きが走ったその時、室内のどこかから物音が聞こえた。古人は音の聞こえた方向へ視線をやると、息を吞のみ、大きく目を見開いた。先さき程ほど、感じた歓喜よりも更さらに強い感情が胸の奥で激しく渦うずを巻いた。

　棺ひつぎに安置されていた彩世の遺体が体を起こしていたのだ。電脳である彼女が成体になった今、それはただの抜ぬけ殻がらにすぎない。残った脳は半分以下で、それはもう体を動かすための機能を持たないのだ。動くはずがない。なのに、彩世は棺から外に出ると、明後日あさつての方向に手を振ふった。

　そこには天あま川かわ理り璃りが古人と同じような表情をして立っていた。しかし、彼女が生きていることには何の疑問もない。彼が理璃にとどめとして展開したのは時間停止タイムストツプだ。

　理璃の時間移動説通り、時間を止められた理璃は通常時間から置いてきぼりを食らい消しよう滅めつしたように見えただけであった。防ぼう御ぎよ用のマテリアルロウは基本的に即そく死ししないことを重視して展開されるため、その他のマテリアルロウへの対策はその分緩ゆるむ。古人は万全を期して、理璃の動きを確実に止めることを選せん択たくしたのだ。

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が発生したことにより、時間停止タイムストツプが強制閉塞されて、彼女は通常時間に戻もどってこられたのだろう。

　しかし、彩世のことは一度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で起きた現象からは説明がつかない。理璃もそれを理解しているからこそ、彩世を注意深く観察しているのだろう。

　彩世がその足を一歩踏ふみ出す。惹ひきつけられるように、古人と理璃も彩世の方へと歩く。彼女は日ひ頃ごろとはまったく違ちがう表情で、けれどどこかで見たことのある表情で、彼らに言った。

「随ずい分ぶんと久しぶりだ。君ら、喧けん嘩かするのはいいけど仲直りを忘れるな」

　それだけで古人は理解した。理璃もわかったに違いないだろう。

「七秒は短いから手短に言う」

　前しか見ていないそのひたむきな視線を間違えるはずがない。彼女は、いや、彼は九十九伊月だ。

「僕はまだ戦っている」

　古人は口元を押さえ、理璃は瞳ひとみの水すい滴てきを拭ぬぐった。

「僕の時間はここまで。後は彼に任せるとしよう」

　九つ十く九もの周囲にインターフェースが開かれ、同時に彼の表情が消える。インターフェースはそのまま見えない手に動かされているかのように処理を行い、通風口の辺りに特ド異メ領イ域ンを展開した。すぐさまマテリアルロウが実行され、特ド異メ領イ域ンは閉へい塞そくされる。それと同時に、彩あや世せの体は気を失ったかのように床ゆかに倒たおれた。

　古ふる人ひとと理り璃りが動けずにいると、通風口から振ふり袖そでを身に纏まとった少女が抜ぬけ出てきた。確かあれは賢けん悟ごが連れていた他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットだ。彼女はここがどこかと確かめるように周囲を見渡わたす。それはどことなく違い和わ感を覚える光景だ。優ゆう秀しゆうな他律型人工知能ロボットは人と見分けがつきにくい。だが、古人はそれを見て、他律型人工知能ロボットらしくないと思ったのだ。第一、指示、命令を与あたえることで行動するロボットがなぜ今、動いているのか？

　その少女は倒れている賢悟に気がつくと、息を吞のんだような表情を浮かべて走ってきた。彼女は賢悟を揺ゆさぶりながら、彼に呼びかける。

　そして、言ったのだ。

「お兄ちゃん……っ！」

　その声に賢悟の瞼まぶたが僅わずかに開く。彼は確信の笑えみで頰ほおを緩ゆるませていた。

「久しぶりではないか、佳か奈な」

　賢悟がそう言うと、カナは意味がわからないというような表情を作りながら、首を傾かたむける。

「なにを言っているんですか、マスター。ついさっきまで、一いつ緒しよに通風口にいたじゃないですか。ていうか、どうして寝ねてるんですか？　起きましょうよ。はい、手、つかまってください」

　カナが賢悟に手を差し出す。命令を受けていない他律型人工知能ロボットが自分の意思でマスターの体を起こそうとしているのだとすれば、それはつまり、他律型人工知能に意識が宿っているということだ。

「ああ、なるほど。そういうことですか、九十九。私にも段々と世界のカラクリが見えてきましたよ」

　ここにはいない誰だれかに古人は呟つぶやく。待っていろ、と言わんばかりに。

「けれど、同時にわからなくなったんじゃないかい？」

「あなたは昔からいちいち癇かんに障さわることを言う人でしたね。そうやって何でもかんでも水を差すのはおやめなさい」

「生あい憎にくだけど、君と違ちがって現実主義なんだ。だからかな。僕はずっと、すべてを諦あきらめないなんて不可能だと思っていたよ。弟で子しに教わるっていうのはこういうことを言うんだね」

　理璃の視線の先には倒れた彩世を抱だき起こそうとする賢悟と、すぐ後ろで心配そうに見守るカナの姿があった。

「おやまあ。随ずい分ぶんと馬ば鹿かなことを思っていましたね。奇き跡せきを科学する。それが特とく異い領りよう域いき理り論ろんでしょうに」

　それは、今はもういない旧友がいつも口にしていた言葉だった。
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　当たり前のことが悲しかったように思う。

　自由自在に特異領域制御装置ＤＣＵを操あやつることのできる能力が生まれつき備わっていたけれど、それは人が憧あこがれ、夢見た力に違ちがいなくとも、彼女はそんなことよりずっとずっと恋をしたかった。

　当たり前に人を好きになる少女達が羨うらやましくて、当たり前に恋した人と手をつないで歩く彼女達が眩まぶしすぎて、当たり前に自分も恋をしてみたいと思った。

　だが、成長するにつれ、成体に近づいていく体はそれが不可能なのだと知っていた。それでも、真ま似ねでもいいから、一度ぐらいは誰だれかを好きになりたいと思った。

　それはきっと、恋する人達皆みなが、憧れを抱いだくほどに輝かがやいて見えたからだろう。

　だから、本当は恋さえできれば相手は誰でもいいはずだった。

　なのに、彼に決めた理由は何だっただろうか？

　多分、他た愛わいもない、とてもくだらない理由だったはずだ。

　そう。いつか、彼は言ったのだ。

　馬ば鹿かみたいな夢を、けれども恋する人達と同じように瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて。

　──いつか、奇き跡せきを科学してみせるって──

「……一いちノの瀬せ君？」

　暗く閉ざされた意識に明かりが見えて、真っ先に目に映ったのは賢けん悟ごの顔だった。彩あや世せは全身の体重を賢悟の胸に預けるような体勢で、その肩かたを彼の力強い腕うでにしっかり支えられている。

「どうして？」

　何が起きたのかすぐには理解できなかった。彼女はこの体を脱だつ皮ぴして成体になった。もう二度と人の姿に戻もどれるはずはなかったのだ。

　最後の記き憶おくに残っているのは、成体コンピュータとなった自分を呼ぶ彼の声、沈しずんでいく意識を引き上げるかのように賢悟は彩世に何よりも望んだ言葉をくれた。

　だから、それで十分だと思った。たとえ、夢が叶かなわなくとも、そんな風に自分を思ってくれる大切な友達を作ることができた。人として生きたのは本当に短い期間だったのかもしれないけれど、きっと、恋をした人間に負けないぐらい幸せな日々だったのだ、と。

　最後の最後に、全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を使い本能に逆らって、彩世は彼を助けた。その後、徐じよ々じよに意識が遠くなり、完全に人としての自分は消えてしまった──はずだった。

「どうしてもこうしてもなかろうよ。むしろ、そいつはこっちの台詞せりふだ。こんなに面おも白しろいことが起きていたというのに、吾輩わがはいに黙だまったまま姿を暗ますとは一体、どういう了りよう見けんだったのだ？　まさかとは思うが、巻き込まないことが優やさしさだったなどと戯たわけたことを口にするわけではあるまいな。言わせてもらうが、そいつはとんでもない愚ぐ考こうだぞ。一人の知ち恵えでどうにもならない問題が、二人合わせれば解決できるのだ。誰だれにも相談せずに一人で諦あきらめるというのは阿あ呆ほうのすることぞ。吾輩わがはいや清せい十じゆう郎ろうがどれだけ心配したと思っているのだ。いいから今すぐ、二度と同じことはしないと約束したまえ！」

　二度と聞くことはできないと思っていたその捲まくしたてるような賢けん悟ごの説教口調が、とても懐なつかしいような気がして、胸に何かが込み上げてくる。彩あや世せは小指を立てて、賢悟に差し出した。

　彼は彩世の心境が理解できないといった様子で怪け訝げんな表情を浮かべつつも、同じように小指を立てて指切りに応じてくれた。

「なにを笑っているのだ？」

「だって、やってみたかったんだもん」

　だけど、いつか成体になる彼女にはこんな約束はできなかった。こんな素す敵てきな出来事はありえないと思っていた。

「一いちノの瀬せ君、卒業研究も約束しよ？」

「ああ、任せたまえよ。この天才科学者に二に言ごんなどあるはずがなかろうて」

　彩世は笑う。それはまるで嬉うれしさが弾はじけるような鮮あざやかな笑え顔がおで、それにつられて賢悟も笑みを見せる。

「噓うそついたら針千本、マテリアルロウなしで飲ませちゃうもん。指切ったっ！」

　賢悟は腑ふに落ちない表情で切られた指を見ている。きっと、本当に針千本飲まされたらどうなるかなどと馬ば鹿かなことを考えているに違ちがいない。

　そんないつも通りの彼を見ていると本当に戻もどってきたのだと改めて実感する。

「なんか夢みたい」

「馬鹿を言うでないよ。本当の夢はこれからではないか」

　取り戻したものには見向きもせず、もう別のことに興味が移っているのは本当に彼らしい。だけど、それがちょっとだけ不満で、彩世はふくれた。

「なにさー、一ノ瀬君は釣つった魚に餌えさをあげないんだーっ」

「お、おう？　どうした？　ここは怒おこるところではなかろうよ」

「怒るところだよーだっ。一ノ瀬君のばかーっ。どうしたなんて、そんなの教えてあげないもんねっ」

　彩世は賢悟の腕うでの中で地じ団だん駄だを踏ふむように暴れた。彼は彼女の体を押さえつけながら、

「こいつはなんの発ほつ作さだ、彩世よ。それだけ動ける元気があるならもう立てるのではないか？」

「やーだっ。立てないもんー。もう少しこのままがいいのっ」

「わかった。わかったから、少しは落ちつきたまえよっ！」

　しぶしぶ彩世は暴れるのをやめる。脱だつ力りよくして、自分の体重を賢悟の体に預けると、息づかいを感じられる距きよ離りに彼の顔がきた。

　まだ言っていないことがあったのを思い出した。

「一いちノの瀬せ君」

「おう。なんだ？」

　今までで一番の笑え顔がおを見せなければと彩あや世せは微ほほ笑えむ。けれど、それは上う手まくいかなくて、瞳ひとみからは熱い水すい滴てきがこぼれた。

「ありがと。助けてくれて」

　彼は痛むぐらい強く体を抱だきしめてきて、それに答えた。

「馬ば鹿か者。死んだかと思ったではないか」

　そっぽを向くように天を仰あおいだ賢けん悟ごの頰ほおから滴しずくがこぼれ落ち、彩世の唇くちびるをそっと濡ぬらす。口に広がった涙なみだの味にも似た今の気持ちが恋愛感情なのかわからなくて、大好きだよって言えないのが何だかもったいないような気がした。
















一つのドアが閉まると、別のドアが開く。しかし私達は閉まったドアをずっと見つめ、新しいドアがすでに開いていることに気づかない。





──グレアム・ベル









科学には魔ま法ほうがある。しかし、魔法にも科学はある。特とく異い領りよう域いき理り論ろんが何を扱あつかった学問なのか一言で表すなら、それは奇き跡せきだ。





──九つ十く九も伊い月つき















　　　第五章「世界の外側がわになにがある」







　世界暦四年。世界中を覆おおった特ド異メ領イ域ンは科学者、西さい条じよう古ふる人ひとによる『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の実験であった。世界国家第一大学に向けて発射された十数万発の反物質ミサイルは展開された対消滅無効アンチマターオフにて無効化され、そして世界に二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が訪おとずれた。これによる死者、行方ゆくえ不明者の数は共に〇名、前回のような大陸の変形も見られなかったため、それに気がついた人間は一部の科学者だけである。

　実質、被ひ害がいは出なかったとはいえ、世界国家第一大学に向けて十数万発の反物質ミサイルを発射させ、更さらに大規模な特ド異メ領イ域ンを展開して世界国家日本のおよそ半数もの国民に避ひ難なんを余よ儀ぎなくさせた主しゆ犯はんと見なされ、また大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに多大な損害をもたらしたことから、西条古人には異例にも国家反逆罪が適用された。

　しかし、西条研究所から姿を消した彼は世界中に指名手配され、日本政府が行方を追っているにもかかわらず、その居場所を示す僅わずかな手がかりさえも見つかっていない。

　彼をよく知る天あま川かわ理り璃りは放ほうっておいてもいずれ向こうから居場所を知らせてくると語った。彼の目的は真理の探究であり、そのための実験は必ず世界に何らかの影えい響きようをもたらすだろう。西さい条じよう古ふる人ひとは未み曾ぞ有うの大実験と共に再び我々の前に姿を現す。と、理り璃りは何とも不吉な予言を行ったのだ。日本政府が血ち眼まなこになって行方ゆくえを追っているのも無理もない話である。

　一度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は世界と科学の歴史を大きく変えた。

　では、一見して大きな変化の見られない二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は世界に何をもたらしたのか？

「やあ、教え子、緊きん張ちようしているかい？」

　世界国家第一大学のとある講堂の控ひかえ室しつに入ってきた理璃が、室内を意味もなく歩き回っていた賢けん悟ごに声をかけた。

「僕が緊張などするわけがないじゃありませんか。所しよ詮せん、畑のカボチャや大根です」

「それは大おお噓うそだろう」

　後ろから忍しのび寄ってきた清せい十じゆう郎ろうが賢悟に膝ひざカックンを決める。緊張で足が固まっていた彼はものの見事にストンと腰こしを落とした。

「おのれ。いつの間に入ってきたのだ、清十郎。そもそも、あれほど来るなと釘くぎを刺さしておいたではないか。まさか吾輩わがはいを笑いに来たわけではあるまいな？」

「ご挨あい拶さつだな。一体誰だれのせいで俺が丸三日間も大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの留置所で過ごす羽目になったと思っている？　天あま川かわ先生がいなかったら、そのまま日本政府に突つき出されていたところだ」

　清十郎はあの事件の後、西条古人の共きよう犯はん者として大学特殊警備隊に拘こう束そくされ、取とり調しらべを受けていた。理璃が『シングラリティ』の幹部と交こう渉しようし、今回の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の解かい析せき結果を提供するという条件で、彼を釈しやく放ほうさせたのである。

「まあ、そう言うな。あれから吾輩も色々と忙いそがしかったのだ」

「特とく異い領りよう域いき理り論ろんに基づく新たな理論の考察というのは後回しにできるだろう。忙しい内に入らないだろう？」

　取り憑つかれたように新理論の論文を書き始めた賢悟は、すっかり中ちゆう央おう警けい備び基き地ちに残してきた友人の存在を忘れていたのだ。

「だよねー。あたしが聞かなかったら多分、ずっとそのままだったよ」

　室内の椅い子すに座っていた彩あや世せが同意する。

「まったくそれに関しては詰つめが甘いという他ほかにないよ。君を見直したそばから恥はじをかかせるなんて、これからはスパルタで指導しろって言っているようなものじゃないか」

「ぐ、ぐぬ。おのれ、こいつは四し面めん楚そ歌かか？　カナ、応おう援えんだっ！　吾輩を全力でフォローしたまえっ！」

　思わず他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットに助けを求めた賢悟だったが、しかし、命令に従うだけの彼女はもう存在しなかった。

「物忘れがなくなるように今度、電極を脳に刺さしてみましょうよ。もしかしたら、思考プログラムに不具合があるかもしれませんし」

　清せい十じゆう郎ろうは二つ返事で引き受けて、

「まあ、死ぬかもしれないが、いっそ一回殺してみるべきだろう」

「馬ば鹿かを言えっ！　人間の頭の中に思考プログラムなんかあるまいよっ！　そいつは狂きよう気きの実験だ！」

　喚わめく賢けん悟ごに向かってカナは無表情かつ緩かん慢まんな動作でこれ見よがしにＶサインを作る。

「ぶい」

「ぶいじゃねえよ！」

　賢悟にはかつて何度も自分に言い聞かせてきた怒いかりを鎮しずめる名目が最も早はやなかった。なぜなら、今やカナは他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットではない。彼女の人工知能には確かに意識が宿っているのだ。それは奇き跡せきに等しい出来事だったが、必ずしもすべてが偶ぐう然ぜんとは言い難がたい。そもそも、賢悟が他律型人工知能ロボットを作ったのは、妹の意識をそこに定着させる実験を行うのが目的だった。

　一度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって、賢悟は天あま川かわ理り璃りと同じく妹の意識がどこか別の場所にあるのではないかと考えた。そして、その意識は本来、体と引き合っていると仮説を立てたのだ。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって妹の体が失われ、意識のみが残った状態になっている。ということは失われた妹の体と相似のものを用意すれば、意識はやがて相似の体に定着するはずだ。

　その仮説のすべてが正解とは言い切れないが、結果的に二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって、他律型人工知能に意識を定着させるという賢悟の実験が半分、成功したのである。残りの半分はそれが本当に妹のものだと証明することだ。たとえ意識が妹のものだったとしても、カナの他律型人工知能には妹の記き憶おくがない。一度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で妹の声を聞いた賢悟は、意識に記憶が含ふくまれていると思っていたが、現在、カナは元々他律型人工知能に保存されていた記憶しか持っていない。そして、意識のみで人間を特定する方法は現在の科学には存在しなかった。だが、これによって証明されたことが一つある。

　意識は世界の外側がわにある。

　天川理璃の仮説は正しかったということだ。

「さて、そろそろ時間だね。一つ、世界をあっと言わせてやろうじゃないか」

　理璃がこれから悪戯いたずらを始めようとする子供のような口調で言う。

　賢悟はそれに頷うなずき、控ひかえ室しつを後にした。彼は今日、理璃の口くち利ききにより学会へ『世界の外側』についての論文を発表する。それによってまた科学は一段と先へ進むだろう。

　人の意識が世界の外にあるということは、たとえ心臓が止まり、脳が死んだとしても、意識はまだ生きているということだ。世界の外側というのはつまり、死後の世界と言い換かえられる。これによって、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で消えた五〇億人を救い出す方法や生き返りといった奇跡が、科学的に現実味を帯びてくるのだ。

　賢けん悟ごを追って、意識を持った他た律りつ型がた人じん工こう知ち能のうロボットであるカナが控ひかえ室しつを出ていく。それに理り璃りと清せい十じゆう郎ろうが続いた。

　だが、彩あや世せは表情なく椅い子すに座ったままだった。

　それに気がついたか、すぐに賢悟が戻もどってくる。

「彩世、どうしたのだ？　まさか吾輩わがはいの晴はれ舞ぶ台たいを見ないわけではあるまいな？」

「これ」

　彩世はそう言って無造作に青い装丁のメモ帳を差し出す。賢悟は不思議そうにそれを受け取ると、

「なんだ、こいつは？　珍めずらしく原始的なものを使っているではないか」

　彩世はしばしぼーっとした表情で賢悟を見返してから、はっと我に返ったように、

「ん。なになに？　一いちノの瀬せ君、どしたの？」

「吾輩が聞いているのだよ。こいつはなんだ？」

「え？　知らないよ。あたしが渡わたした？　一ノ瀬君のじゃなくて？」

　と、彼女は真ま面じ目めな顔でそんなことを言った。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのだろうな。しっかりしたまえよ」

「んー、ちょっと寝ねてたかも。平気」

　彩世は椅子から立ち上がろうとして、立ちくらみにあったかのようにバランスを崩くずす。賢悟は咄とつ嗟さに両手で彼女を支える。その弾はずみで手放したメモ帳が地面に落ちた。

「無理そうなら、ここで休んでいたまえよ。講演の映像はテレビに流されるだろうからな」

「えー、仲間はずれはやだよう。肩かた貸してちょうだい」

「やれやれ、仕方あるまいな」

　賢悟は彩世を背中に乗せて、すくっと立ち上がった。

「わあいっ。一ノ瀬君のおんぶだ」

　彩世が嬉うれしそうに足をぶらぶらと揺ゆらす。

「暴れるな。歩きにくいぞ」

「はーいっ」

　賢悟は彩世を背負ったまま控え室を後にする。

　そうして誰だれもいなくなった室内には、床ゆかに落ちページの開かれたメモ帳だけが取り残された。そこには平仮名でただ一二文字──




　──あたしはそとがわにいるよ──と書かれていた。
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　　　あとがき




　新しい作品を書き出す前に考えることは沢たく山さんあるのですが、最初に考えるのは今一体なにが書きたいのだろうかということです。あるいは、なにが読みたいのだろうかと言い換かえられるかもしれません。当たり前のことかもしれませんが、自分自身が楽しめないような作品を他人が読んで面おも白しろいわけがないと思うからです。

　書き出す前には必ず楽しいと思うことや面白いと思うこと、ワクワクするようなことを探します。たとえば、こういうシチュエーションは面白いんじゃないか。こういう場所があると楽しいかもしれない。こういう世界だったらワクワクする。こういう人達がいたら素す敵てきだ。こういう考え方は興味深い。そういった沢山の面白さや感動を集めて一つの世界を作っていくことが小説を書くことなのではと思います。

　本作は科学を題材にした作品で、特異点というあまり聞き慣れない用語が頻ひん繁ぱんに出てきますが、そこにはワクワクドキドキするような要素をふんだんに取り込みました。科学は難しくて取っつきにくいと考える方もいらっしゃるでしょうし、逆に少しぐらい頭を使うような作品でないと読み応ごたえを感じない方もいらっしゃると思います。相反する両者の要望を満たす作品を作ることが今回のテーマの一つでした。

　よく言われることですが、難しいことを難しく説明するのは簡単にでき、難しいことを簡単に説明するのは難しいです。しかし、小説は物語なのでただ簡単なだけでもいけません。なによりも面白くなければ、どんなにわかりやすくともそれは失敗でしょう。

　ですから難しいことを簡単に、簡単なことを面白く、面白いことを感動につなげられるように必死で頭を悩なやませました。また科学の知識がなくとも惹ひきつけられ、科学の知識があればまた違った興味が湧わくような物語に仕上げたいと思い、一文字一文字に心を込めました。

　難しすぎてわからないという意見にも、簡単すぎてつまらないという意見にも、その他諸もろ々もろに対しても決して言い訳はしません。原げん稿こうの向こうにいる読者の方々の心をこじ開けられるように精せい一いつ杯ぱいの努力をしました。決して手て抜ぬきのない全力の作品です。その結果がどう出たのか、本作を読み終わった読者の方が一体何を感じているのか、原稿を書き終えた今、それが何よりも知りたいです。

　さて、本作の舞ぶ台たいは私達の住む地球です。ただし、特異点というものが発見された後の世界になります。それによって、世界はどう変へん貌ぼうを遂とげたのか、人々の暮らしはどう変わったのか。同じものはなにで、違ちがうものはなにか。そんな視点でも楽しめるのではないかと思います。

　勿もち論ろん、物語を語るうえで欠かせないのがその登場人物でしょう。思わず会いたくなるような、そうではなくとも遠くからそっと見ていたくなるような魅み力りよく的な人達をいつも描えがきたいと思っています。悪人でも善人でも、ちゃんと生きている人を産み出したいと心がけ、産まれたのが彼らです。気に入っていただけたなら幸いです。

　また小説の執しつ筆ぴつというのは一見して一人だけの作業に思われやすいですが、決してそうではありません。なにかが足りない気がするけれどなにが足りないのかわからない。そう思いながら提出する原稿に鋭するどいアドバイスをくださる担当の高たか林ばやし様にはいつも感謝の念に堪たえません。自分一人ではこのクオリティのものは絶対にできないと思っております。

　それと登場人物達のイメージを見事に表現したｓａｉｔｏｍ様のイラストがなければ、読まれた時の印象も大きく違ちがったことでしょう。一枚一枚の絵の力が私の書いた何万もの文字に宿り、登場人物達を息づかせているのだと思うと、やはり感謝の念に堪えません。

　最後になりますが、今回は新しい作品ですので初めて私の作品を読まれたという方もいらっしゃると思います。もしも、気に入っていただけたならメディアワークス文庫より『マリシャスクレーム』というコールセンターを舞ぶ台たいにした作品も書いておりますので、お手に取ってみていただけると幸いです。

　それでは本日はお買い上げいただきまして誠まことにありがとうございました。再び皆みな様のお目にかかれますよう尽じん力りよくいたしますので、応おう援えんのほどをよろしくお願いいたします。





範はん乃の秋しゆう晴せい
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範はん乃の秋しゅう晴せい

福井県出身。東京都在住、京都府に仮住まい中。かつて多数の知人から火星人と呼ばれたこともあったが、実際火星の住民票をとったことはない。メディアワークス文庫より出版した『マリシャスクレーム』にてデビュー。その作風を一言で表すなら、『伸るか反るか』だ。
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イラスト／saitomサイトム

試される大地、北海道出身。クリエイションチーム〝壁の彩度〟所属。最近の癒しは猫の胸毛を触ることです。あのふさふさがたまりません。









[image: ]電撃文庫





特とく異い領りよう域いきの特とく異い点てん




真しん理りへ迫せまる七なな秒びよう間かん








範はん乃の秋しゆう晴せい
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